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常磐自動車道の建設は9　日本道路公団によって進められていますが，

昭締9年3月には千薬県柏市柏インターチェンジから茨城県郡珂郡部

珂町那珂インターチェンジまでが開通する予定であります。

財団法人茨城県教育財団は　昭却5年度以降9　日本道路公団と埋蔵

文化財発掘調査について委託契約を結びタ　常磐自動車道建設用地及び

関連用地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施し9　その調査の成

果につきましては9　逐次報告書を刊行してまいりました。

木葉下遺跡は学研冒56年度に第温次発据調査を実施し9その成果に

つきましては，昭孝冒58年3酎こ報告書を刊行し9皆様に御報告いたし

ました。本書は第2次調査として昭和58年度に発掘調査を実施した成

業を収録したものであります。当遺跡は字　音代窯業遺跡の所在地とし

て著名であ勘周辺へ須恵器砂瓦を供給した遺跡として注目を集めて

おります。本書が9研究の資料としてはもとよりラ　教育◎文化の向上

のため広く活用されますことを希望いたします。

をお9　発掘調査及び整理にあた勘　委託者である日本道路公団から

いただきました御協力に深く感謝申し上げますとともにタ　茨城県教育

委員会ラ水戸市教育委員会をはじめラ　関係各機関及び関係各位から御

指導9　御協力を賜りましたことに対し撃衷心より謝意を表します。

昭着日59年3月

財団法Å　茨城県教育財団

理事長健　内　藤　男
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3　本書は，遺構を小河邦男，遺物を川井止1一一一が執筆・編集を担当した。

4　本書の作成にあたり，茨城県窯業指導所技師諏訪幸雄氏に3号窯跡出土未焼成土器の胎」二分

析・焼成実験を依頼し，また，茨城県立教育fi酬寡センター第二研修課長蜂須紀夫氏には遺跡内

の土層について御指導を得た。

5　本書に使用した記号等については，第3章第1節遺構の記載方法の項を参照されたい。

6　発掘調査及び出土遺物の整理等に際して御指導の御協力を賜った関係各機関及び各位に対し

感謝の意を表します。
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第盈車　調査経緯

第1節　調査に至る経過

常磐自動車道の建設が昭和1年に計画されるに伴い，ルート内の埋蔵文化財の分布調査が茨城

県教育委員会によって実施された。これに基づき昭和52年，茨城県教育委員会は文化財保護の立

場から，埋蔵文化財の取り扱いについて日本道路公団と協議を重ねた結果，現状保存が困難な遺

跡について記録保存の措置を講ずることになった。

茨城県教育財団は，昭和53年4月1日付けで日本道路公団と埋蔵文化財発掘調査の委託契約を

締結し，同年筑波那谷和原相乗楢戸古墳の発掘調査を開始し，逐次ルートに沿って北上し，昭和

57年には，那珂郡東海村石神外宿遺跡の発掘調査を実施するに至った。

昭和56年度には，道路建設用盛り土として，水戸市木葉下町，谷津町両地区にまたがる通称高

取山（県道石塚・石岡線と市道加倉井e木葉下線に挟まれた高取地区の丘陵，以下「高取山」と

いう。）の土砂を使用するため，当財団は，この土取り用地内に所在する木葉下遺跡Å◎B。C。抄

の4地点の須恵器窯跡群の発掘調査を実施した。土取り工事の進行に伴い，新たに窯跡が発見さ

れ，E地点と命名した。このE地点の窯跡も現状保存が困難をため，昭和58年4月から同9月末

日にかけて発掘調査を実施することになった。

昭和53年以降本年度までに，当財団が常磐自動車道関係で調査した遺跡は，下記のとおりであ

る。

N o． 遺　 跡　 名 種　 類 時　　 代 発 掘 年 度 N o． 遺　 跡　 名 種　 類 時　　 代 発 掘 年 度

1 東　 檎　 戸　 古　 墳 古　 墳 古　　　　 墳 昭 和 5 3 年 1 4 宮　 部　 遺　 跡 集 落 跡 縄 文 ・ 中 世 昭 和 5 4 年

2 下　 広　 岡　 遺　 跡 集 落 跡 縄 文 ・ 古 墳 昭 和 5 3 ・5 4 年 1 5 鹿 の 子 A　 遺 跡 集 落 跡 奈 良 ・ 平 安 昭 和 5 4 年

3 上 稲 吉 西 原 古 墳 古　 墳 古　　　　 墳 昭 和 5 3年 1 6 鹿 の 子 C　 遺 跡 集 落 跡 奈 良 ・ 平 安 昭 和 5 4 ・5 5 ・5 6 年

4 土 稲 吉 西 原 A 遺 跡 集 落 跡 弥 生 ・ 古 墳 昭 和 5 3 年 1 7 塚 原 古 墳 群 （2 基 ） 古　 墳 古　　　　 墳 昭 和 5 4 年

5 上 稲 吉 西 原 B 遺 跡 集 落 跡 弥 生 ・ 古 墳 昭 和 5 3 年 1 8 湿　 気　 遺　 跡 集 落 跡 古 墳 ・ 近 世 昭 和 5 4 年

6 土 稲 吉 西 原 C 遺 跡 包 蔵 地 歴　　　　　 史 昭 和 5 3 年 1 9 大 塚 新 地 遺 跡 集 落 跡 弥 生 ・古墳 ・平 安 昭 和 5 4 ・5 5年

7 中 佐 谷 十 百 遺 跡 包 蔵 地 歴　　　　 史 昭 和 5 3 年 2 0 松　 原　 遺　 跡 集 落 跡 ニ弥 生 ・古 墳 ・歴 史 昭 和 5 4 年

8 中 佐 谷 殿 内 遺 跡 包 蔵 地 I歴　　　 史 昭 和 5 5年 2 1 南 原 古 墳 群 （2 基 ） 壕 ・集草跡 奈良・平安 ・中勘 ユ降 昭 和 5 4 年

9 中 佐 谷 A　 遺 跡 集 落 跡 古　　　　 墳 昭 和 5 3 年 2 2 砂　 川　 遺　 跡 集 落 跡 縄 文 ・奈良 ・平 安 昭 和 5 5 年

1 0 中 佐 谷 B　 遺 跡 集 落 跡 古　　　　 墳 昭 和 5 3 年 2 3 木　 葉　 下　 遺　 跡 窯　 跡 奈 良 ・ 平 安 昭 和 5 6 ・5 8 年

1 1 大 塚 古 墳 群 （1 5 基 ） 古　 墳 古　　　　 墳 昭 和 5 3 ・5 4 年 2 4 石 神 外 宿 A 遺 跡 集 落 跡 古 墳 ・奈 良 ・平 安 昭 和 5 7 年

1 2 松 延 古 墳 群 （2 基 ） 古　 墳 古　　　　 墳 昭 和 5 4 年 2 5 石 神 外 宿 B 遺 跡 集 落 跡 弥 生 ・ 古 墳 昭 和 5 7年

1 3 志　 筑　 遺　 跡 集 落 跡 縄 文 ・弥 生 ・古 墳 昭 和 5 3 ・5 4 年 2 6 二　 本　 松　 古　 墳 古　 墳 古　　　　 墳 昭 和 5 6 年

－1－



の

』ニ土二二㌢

－2　－

第瑠園　常磐自動車道関連用地内遺跡分布図



第2節　調査方法

1　地区設定

木葉下遺跡E地点は，南へ入り込む小支谷を境にして東と西に調査エリアが分かれているため，

支谷の東側を東区，西側を西区とした。

遺跡の位置を明確にするため，日本平面直角座標第Ⅸ系Ⅹ座標＋45。9km，Y座標＋47．8kmを基

準点とし，その基準点を中心に座標北で20m方眼を設定し，その交点の位置に杭（全体図＋印】

）を打った。基準点（［）は，標高（TP）84．820m，真北偏差－0度19分0秒，磁北偏差－7

度19分20秒である。なお，測量杭打ちは社団法人茨城県建設コンサルタントに委託した。

2　層序の検討
（1）

高取山のボーリング調査によると，南部は地表下1。8mの深さまでローム層で，その下層にマ

サ土（風化した花崗岩）が6。5mほど堆積し，更にその下層が花崗岩となっている。当遺跡の西

区丘陵部（標高95。42m）は，地表下4mまでローム層で，その下に細砂層が7。5mほど厚く堆積

している。

6号窯跡奥壁と7号窯跡奥壁とのほぼ中間地点にテストピットを掘り，土層を詳しく観察した

図が，第2図である。地表面は，抜根作業で一部削平されているが，テストピットの地点の標高

は抜根以前とほとんど同じである。1層は褐色を呈するローム土である。2層はローム土に鹿沼

第2図　テストピット土層図

土が混入している。3層は鹿沼土に砂が多量に混入したもので，

さらさらしている。4層は橙色を呈している。5層は黄褐色を皇

し，シルトを主体としており，黒色粒子を多量に含む。6層はに

ぷい褐色を呈し，黒色粒子を含む。7層は明黄褐色を呈した粘土

質土で砂を多量に含む。8～11層はローム土をごく少量含んだ細

砂であり，8層は明黄褐色を呈し，山ぶき色の水平の縞があり，

黒色粒子を多量に含む。9層は暗褐色を皇し，黒色粒子（砂鉄）を

特別多量に含む。10層は明褐色を呈し，11層は明黄褐色を呈して

いる。細砂層の下層に磯を主体とする層があり，ローム層，細砂

層，礫層の厚さは場所によりかなり異なっている。1層から6層ま

では，関東ローム層に，7層は茨城粘土層に，8～1且層は見和層

に比定され，8～11層は水の作用で堆積されたものと思われる。

須恵器窯跡は，細砂層をくり抜いて作られており，細砂層の薄い

所には構築されていない。
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3　遺構確認

遺構確認のため，西区は斜面に沿った標高約87mと約90mのラインに長さ17m，幅1mのトレ

ンチを6本設定し，1mほど掘り込んだ。土の落ち込みや灰層の検出状況等から，北東斜面部に

は須恵器窯跡が相当あり，遺構の確認面までの深さが，1m以上あることが確認できたので，3

号窯跡の北側の表土を重機で除去し，確認調査を進めた。

東区は，上部の土取りにより窯体の一部が露出している須恵器窯跡数基が観察できたので，窯

跡と窯跡の間に幅1mのトレンチを設定して，15cmほど掘り込んで遺構の確認調査を行った。

4　遺構調査

窯跡の調査は∴遺構確認面で窯跡の中軸線とそれに直角に交わる横軸にセク

ションラインを2～3本設定し，このセクションラインにより区画された内側

を調査区とし右図のように調査区名を記した。調査区を一つおきに最終床面（

最後に使用された床面）直上まで掘り込んで，セクション図を作成し，その後，

残りの調査区を掘り込んだ。

最終床面から下は，セクションラインにそって，20cm幅のトレンチを設定し，

次の床面直上まで掘り込み，土層を上の図に加筆する形で記録していった。

一部の窯跡では，トレンチをI次床面（最初に使用された床面）直上まで掘り下げたり，セクション

ベルトを残して，1床面ごとに据り下げたりして調査した場合もある。

I次床面までの調査終了後，セクション図で断面形状を記録できなかった部分に対し，エレベー

ション図を作成した。調査の最後に，焼成時における熟の地山への伝わり方をみるため，20cm幅

のトレンチを地山部に掘り込み断面を調査し実測した。

土層は，土質。色相e含有物e粘性等を観察し分類の基準とした。色相を決定するにあたって

は，『新版標準土色帖』（小山正忠e竹原秀雄編著　日本色研事業株式会社発行）を参考にした。

遺物は，床面ごとに平面図に位置と標高（レベル）を記載しながら取り上げた。図面に記載で

きない遺物は，出土の位置を明記しながら取り上げた。

写真は，土層。遺物出土状況e遺構完据状況などについて撮影した。

平面図作成は，窯跡の中軸線上に任意の2点をおき，一方の点を基に1m方眼を水糸で設定し，

地張り方眼測量で行った。

なお，遺構の遺跡内における位置の把握は，平面直角座標の軸線に基づいて20mごとに方眼割

りした各杭から，前述の二つの任意点を計測してとらえた。
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第3節　調査経過

木葉下遺跡E地点の調査対象面積は1，600n寺で，調査は昭和58年4月から9月末日までで終了し

た。以下，発掘調査経過の概要について，半月単位に記述する。

4月前半　6日の調査区域の確認を手始めに，現場事務所設置場所の選定とその用地の借上げ

交渉，作業員の募集等を行った。調査計画を作成し，西区の調査を先行し，西区終了

後東区を調査することにした。

4月後半　現場事務所の設置や発掘器材の搬入を行い，25日から西区の発掘作業を開始し，遺

構確認を実施した。トレンチ発掘の結果，窯跡が西区の北東斜面に3基，西斜面に1

基確認された。3号窯跡の表土除去を開始した。

5月前半　　9日から3号窯跡を12調査区に分け掘り込み始めたところ，未焼成土器が窯詰めし

たままの状態で検出された。貴重な資料なので慎重に調査を進めた。斜面で足場が悪
みちいた　　み

いため，排土の運搬に多くの労力と時間を必要としていたが，遺板の上を箕に土を入

れたまますべらしたところ，作業能率が向上した。

5月後半　西区の北東斜面を重機で表土除去し，掘り込みの準備を進めた。全体の窯跡数を調

べるため，東区をトレンチ発掘したところ，8基の窯跡が確認され，この時点で西区

に4薗東区に8基の計12基の須恵器窯跡を確認した。この窯跡数は調査前の予想よ

りはるかに多いので，その対応策を県教育委員会，日本道路公団と協議した。その結

果，東区は調査区域の東側半分を現状保存することになった。24日から2号窯跡の掘

り込みを始め，最終床面の遺物取り上げを行った。3号窯跡最終床面の未焼成土器の

取り上げを始めたが，ひび割れがひどいので一時中止し，強化剤の使用等を検討し，

土器の強化をはかった後取り上げることにした。

6月前半　1日から1号窯跡を6調査区に分けて掘り込みを始め，15日までに窯体部の調査が

終了した。2号窯跡窯体部の調査も9日までに終了した。3号窯跡の未焼成土器の強

化のためパラロイドB72の吹き付けを行い，この作業を10日までに終了させた。4号

窯跡は，表土除去したところ縦に長い落ち込みが見られ，窯跡が2基重複しているよ

うに見えた。14日から10調査区に分けて掘り込みを始めた。

6月後半　3号窯跡はⅢ次床面までの遺物を取り上げ，2号窯跡は前庭部の調査を実施した。

4号窯跡は，掘り込んだところ重複は見られず，最終床面の遺物取り上げを行った。

4号窯跡の北側に溝状の落ち込みを検出し，SXlと命名し，29日からSXlの掘り込み

を開始した。雨の日が多く作業が予定より遅れがちであった。

7月前半　3号窯跡窯休部の調査は8日に終了し，SXlは掘り込みを終え，平面図作成にとり
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かかった。11日に4号窯跡の灰原部の調査中新たな窯壁を確認し，下に窯跡のあるこ

とが判明し，これを5号窯跡と命名した。13日に北東斜面灰原部の撹乱土除去のため，

重機を導入して作業を進めていたところ新たに窯跡が現れ，これを6号窯跡と命名し

た。6号窯跡の南側にも窯跡の存在が考えられたので，そこを重機で表土除去するこ

とにした。

7月後半　　SXlは19軋　平面図を作成し調査を終了した。同日，重機で5号窯跡と6号窯跡の

間を表土除去したところ，新たに窯跡を確認したため，位置関係を考えて，この窯跡

を6号窯跡と命名し，前記の6号窯跡の名称を7号窯跡に変更した。重機で西区北東

斜面の灰原部と者えられる場所の表土を除去したが，灰層を検出できなかった。20日，

4号窯跡の調査を終え，引き続き5号窯跡の掘り込みを開始した。20日から6，7号

窯跡の最終床面覆土を重機で除去し，調査を始めた。26日に1号窯跡下方の斜面部で，

炭窯と思われるような焼土域を検出し，SX2と命名して，30日から掘り込みを始めた。

雨天の日もシートで屋根をおおい調査を続行した。

8月前半　　7号窯跡は4日に，6号窯は9日に窯休部の調査が終了した。11日に5号窯跡の窯

休部の調査が終了したので，前遺部を掘り下げたところ，新たに窯跡を検出した。8

号窯跡と命名し，掘り込みを始めた。

西区の調査は，8号窯跡の調査終了の見通しがついたので，東区の調査も並行して

行うことにし，4日から窯跡の上に積まれた撹乱土を除く作業を開始した。

8月後半　　8号窯跡は燃焼部と焼成部の一部が民地と接しているため，焼成部の一部だけを調

査し23日に終了した。23日から東区の9，10，11，12号窯跡の調査を開始したが，こ

れらの窯跡は焼成部の半分以上が削平されていたので，調査が予定より早く進んだ。

26日から作業員の半数をさいて遺物の洗浄と注記を開始した。

9月前半　　2日に，12号窯跡Ⅱ次床面に大形の高盤が未焼成で検出されたので，パラロイドB

72を吹き付け取り上げたが，形がくずれてしまった。9日までに東区の調査と遺物の

洗浄が終了したので，12日から調査体制を縮少し，補足調査を中心に作業を進めた。

9月後半　　遺物の注記と接合，図面点検作業を進めながら，発掘器材などの搬出を並行して行

った。24日現地説明会を実施して，現場での全調査を終了し，29日に現場事務所を徹

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小河邦男）

注

（1）『機械ボーリング調査報告書』（常磐自動車道土収場土質調査）建設企画コンサルタント1977

－6－



≒三享　＿≡亘≡享享

第1節　地理的環境

木葉下遺跡は，茨城県水戸市木葉下町364－1ほか4筆に所在する。当遺跡のある水戸市は，

県のほぼ中央に位置し，市域は東西19．5km，南北15．4kmで，東に東茨城郡常澄札　勝田市，北に

那珂郡那珂町，西に東茨城郡常北町，内原町，笠間市，南に東茨城郡茨城町と接している。面積

は145。96k品で，人口は224412人（昭和59年1月現在）である。国鉄常磐線e水郡線e水戸線，

国道6号線などの主要交通機関が集中し，東京までの所要時間は，特急で1時間30分ほどである。

水戸市は県庁の所在地であり，政治。経済。文化の中心地となっており，県中央部から県北部に

かけて大きな商圏をもっている。また，最近は駅南や市街地周辺の台地に住宅団地の造成が進ん

でいる。

市の北部は，那珂川が西から東へ貰流し，流域に沿った低地と標高30m内外の那珂台地とから

なっている。東部は，那珂川に沿った標高5m内外の低地が広がり，水田地帯を形成している。

中央及び南部の台地は，笠間市池野辺に源を発する桜川とその支流である沢渡川と逆用によって

四分され，いずれも標高30mほどの平坦な地形となっている。桜川と沢渡川は合流して千波湖低

地を形成し，さらに東流して那珂川に注いでいる。西部は，鶏足山塊東端部の一角を占める標高

100～200mの丘陵地となっている。この丘陵地を，東茨城郡常北町石塚から石岡市へ至る県道石

塚・石岡線が北から南へ貫き，これに沿って木葉下e谷津両集落がある。

また当遺跡は，水戸市北西部の丘陵地にある高取山（標高110．42m）裾部の，木葉下e谷津両

集落の中間に位置し，常磐線赤塚駅から北西へ6kmの距離にある。桜川から水戸市と東茨城郡内

原町の境界を北へ伸び谷津集落に達する支谷と，那珂川から分かれた藤井川の小支流前沢川から

南へ伸びる支谷が高取山を刻んで小支谷を形成し，その中支谷に沿ったA e B e C e Eの4地点

に割亦群が存在す訳）

今回調査のE地点は，高取山の北部で，舌状に延びた標高約96m，傾斜角約24度の北東斜面部

に位置し，南へ入り込む小支谷で二分されている。山の裾部には，市道加倉井e木葉下線に沿っ

て支谷が南から入り込み，そこには谷津田が開かれている。

地目は山林であったが，土取り工事が先行していたため，調査区域である山の斜面部を除いた

部分は，すでに削平されていた。

東区は，標高約86mよりも高い部分の土砂は取られ，須恵器窯跡の窯体が露出し，須恵器片が

散乱していた。西区では，樹木の抜根が行われ，重機で樹木等を斜面下方へ移動していたので，

地表面は一部削平を受けていた。また，北東斜面の標高86m付近には，木材等を運び出すために
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斜面にそって幅3m程の工事用道路が作られており，この道路上に，融著した婆や杯などの須恵

器が散乱していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小河邦男）

第2節　歴史的環境

木葉下遺跡の所在する，那珂川及びその支流域の水戸市及びその周辺には，先土器時代以降，

多くの遺跡が台地縁辺部等に営まれている。それらの遺跡は，木葉下遺跡と何らかの関係を有す

るものや，時代的に隔たるものなど全く関連性の無い遺跡など様々である。

当遺跡周辺にみられる各時代の様相については，「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告

書」6『茨城県教育財団文化財調査幸陪』第21貨において詳細が述べられているので，ここで

は，当遺跡が営まれた奈良。平安時代に属するとみられる窯跡及び集落遺跡について述べてみた

い。

水戸市木葉下町一帯の丘陵地帯に須恵器窯跡が存在していることは，古くから知られているが，

詳細な分布状況は現在まで把握されておらず，『茨城県遺跡地名表J3）にも窯跡10基と記載されて

いるだけである。また，昭和50年以前に数か所の窯跡の発掘調査が行われているが，いずれも正

報告書の刊行はなく，その詳細については明らかでない。
（4）

数少をい資料と若干の現地踏査をもとにして，「木葉下窯跡群」の分布状況を概観すると，木

葉下窯跡群は，東西e南北とも1．5kmの範囲内に分布し，谷（主谷）によって次の三地区（支群）

に分けることができる。

（彰　北東部にあたる金山地区に存在するもの（仮称金山支群）
どう

南東から北西に走る谷に面する南西斜面にあり，北へ入り込む支谷を境にして，西側に堂の
うちかやば　　　　　　　　おちあい

内茅場窯跡〈2〉，東側に落合窯跡〈3〉が分布している。両窯跡とも大森信英氏によって報
（5）

告されているが，基数や操業時期については明らかでない。また，伊東重敏氏によれば，落合
（6）

窯跡には瓦窯跡の存在も考えられている。

②　南西部にあたる三ケ野地区に存在するもの（仮称三ケ野支群）

北東方へ派生する三つの丘陵斜面にあり，最も東側に位置する丘陵の南東斜面及び北西斜面
かめやきど　　　みかの

にあるのが瓶焼土窯跡（三ケ野窯跡ともいわれている）〈4〉　で，東から西へ三つ目の丘陵の
だいのいり

南東斜面にあるものが大野入窯跡〈5〉　である。前者は，昭和24年（1949）に水戸学生考古学
（7）

会によって，また昭和38年（1962）には大川清。大森信英氏によって須恵器窯跡1基の発掘調
（8）

査が実施された。後者は，昭和50年（1975）に伊東重敏氏によって2基の須恵器窯跡の発掘調

査が実施されている。両窯跡の基数は明らかでないが，瓶焼土窯跡は9世紀後半，大野入窯跡

は8世紀後半頃のものとみられる。
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（国土地理院昭和57年発行
二万五千分之一地形図

「石塚」「水戸」「徳蔵」「笠間」による）

番 号 遺　 跡　 名 時　　　　 代 遺　 跡　 名 時　　　　 代 番 号 遺　 跡　 名 時　　　　 代
縄 文 弥 生 古墳 紳令 7テ 縄 文 弥 生 古 墳 紳 令 縄 文 弥 生 古 墳 律 令

1 木 葉 下 遺 跡 E 〇

〇

〇

〇

〇

1 2 立 野 遺 跡

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

〇

〇

〇

〇

○

○

2 3 峯 山 古 墳 群

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

2 茅 場 窯 跡 13 村 境 遺 跡 2 4 毛 勝 谷 原 遺 跡

3 落 合 窯 跡 14 富 士 山 遺 跡 2 5 原 遺 跡

4 瓶 焼 土 窯 跡 15 後 山 田 遺 跡 2 6 加 倉 井 古 墳 群

5 大 野 人 窯 跡 16 仲 根 遺 跡 27 妙 徳 寺 付 近 古 墳 群

6 木 葉 下 遺 跡 A ○ 17 馬 場 尻 遺 跡 28 向 井 原 遺 跡

7 木 葉 下 遺 跡 B ○ 18 前 山 田 遺 跡 ○

○

○ 29 加 倉 井 町 遺 跡

8 木 葉 下 遺 跡 C ○ 1 9 南 原 古 墳 群 ○ 30 松 原 遺 跡

9 四 又 人 窯 跡 ○ 20 大 久 保 遺 跡 ○ 3 1 大 塚 新 地 遺 跡 ○

10 金 山 遺 跡 ○ 21 開 江 宿 遺 跡 ○ 3 2 金 谷 町 遺 跡

11 前 峯 遺 跡 ○ 2 2 寺 山 遺 跡 ○ 33 飯 島 町 遺 跡

第3図　木葉下遺跡位置図および周辺遺跡
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⑨　南東部にあたる高取山地区に存在するもの（仮称高取山支群）

放射状に延びる丘陵の主谷及び支谷に面する斜面にあり，当財団が昭孝冒56年に調査したA
（9）

〈6〉e B〈7〉もC〈8〉地点，今回報告するE地点〈1〉及び昭和48年に伊東氏によって調
よまたいり（10）

査された四又入窯跡〈9〉をどからなっている。現在までに約40基の窯跡が確認され，操業時

期は8世紀初頭から9世紀初頭頃までとみられる。
かをやま　　　　まえみね　　　　たての

木葉下窯跡群周辺にみられる集落遺跡としてほ，仮称金山遺跡〈10〉の前峯遺跡〈11〉。立野遺
むらぎかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）

跡〈12〉e村境遺跡〈13〉の富士山遺跡〈14〉などがある。これらの遺跡は，丘陵項部の平坦面や

丘陵裾部にわずかに発達した段丘面などに分布し，土師器患須恵器が出土している。
（1諮

なお，当地域には，落合窯跡の北西部で発見された火葬墓など，須恵器を蔵骨器とした火葬墓

も何遺跡か認められ，須恵器生産との関連もうかがわれる。

以上　木薬下町周辺の窯跡及び集落跡について概観してきたが，当地域は古代における一大窯

業地であったことがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川井正一）

注

㈲「常磐自動車遺関係埋蔵文化財発掘調査報告書」6　木葉下遺跡の　　茨城県教育財団文化財

調査報箆』第21集　茨城県教育財団1983

（2）（1）に同じ。

（3）茨城県教育委員会　『茨城県遺跡地名表』1974

摘　ここでいう「木葉下窯跡群」とは，今回報告する「木葉下遺跡」とは異にし，それらを包括し，

水戸市木葉下町一帯に分布する窯跡群を総称するものである。

橘　大森信英　「茨城県東茨城都山根村の窯跡群について」『上代文化』第二十輯　国学院大学考

古学会1951

㈲　伊藤重敏　「水戸地方における古代窯業の研究（そのI…序討つ水戸市木葉下町落合発見の遺

構」　『常陸考古学研究所学事振　第15集　常陸考古学研究所1973

（7）（5）に同じ。

纏　大川清e大森信英　「水戸市木葉下町三ケ野第2号窯址発掘結果報告書」　水戸市史編さん室

‘1＿962

（9．）（1）に同じ。

（、10）（6五二同じ。

触　水戸市教育委員会　「水戸市埋蔵文化財包蔵地基本調査報告書」（応急版）『水戸市文化財調

査報告』第1集1971

（12）（6日二同じ。
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≒三幸‡圭

第1節　遺構の概要と遺構の記載方法

構

1　遺構の概要

高取山の斜面には須恵器窯跡が数多く存在しており，昭和56年度の調査ではA地点4基，B地

点2基，C地点5基の窯跡が調査された。B地点の2基の窯は地下式有段登窯で，他の9基は，
（1）

地下式無段登窯であり，操業時期は，8世紀前半から8世紀末にかけてと推定されている。

今回調査のE地点は，高取山の北東斜面部の中腹に位置し，南へ入り込む小支谷で二分されて

いるので，この西側を西区，東側を東区と呼称して調査を進めた。調査の結果，西区から須恵器

窯跡8基，炭窯状遺構1基，性格不明の遺構1基，東区からは須恵器窯跡8基をそれぞれ検出し

た。

須恵器窯跡はすべて地下式無段登窯で，等高線に直角方向へ細砂層を掘り抜いて構築されてい

る。窯は通路の働きをする前遺部と，燃料を燃やした所の燃焼部，焼成前の須恵器を詰める所の

焼成部とから構成されていて，窯の全長は11～13mほどである。前遺部はU字状に掘り込まれて

いて，壁は焼成を受けていない。燃焼部は壁が焼土化していて，焚口から数十センチにわたり赤

色に酸化焼成され，それから奥は青灰色に還元焼成されている。また，床面（窯底）はやや下り

傾斜から水平となっている。床面が水平から上り傾斜に変わる点を傾斜変換点とし，これから奥

を焼成部として調査を進めた。焼成部は壁が青灰色に焼成されており，床面は上り傾斜となって

いる。窯は何回か修復されており，少ない窯で3枚，多い窯で9枚の床面が残っていた。

西区北東斜面に，3mほどの間隔で横に並んで検出された4基の窯跡は，東から西へ7，3，2，

1号窯跡の順で少しずつ高所に構築されていた。これらの窯跡は，燃焼部および焼成部が比

較的よく保存されていたが，灰原はいずれも削平されていて検出できなかった。3号窯跡の最終

床面からは末焼成土器が出土し，窯詰めの状況を知ることのできるよい資料となった。

西区東斜面に，3基の窯跡が，8，5，4号の順に縦に並んで検出された。4，5，6号窯跡は，保

存状態がよく，前遺部から焼成部までの窯体の形状をとらえることができ，また5号窯跡焼成部

の天井の一部が崩落しないで残っており，焼成部の構造を知るうえで貴重な資料を得ることがで

きた。8号窯跡は焼成部の一部だけの調査であったが，焼成部の最大幅は2．8mほどで，今回調査

の窯の中では幅が最大のものであった。

東区は，標高約86m以上の部分が重機で削平されていたため，窯体の半分以上は失われていた。

更に，削平された窯体の上に排土が15cmの厚さにかぶせてあり，保存状態は悪かった。特に9号

窯跡は，前遺部の－一部だけで焼成部は，既に削平され残っていなかった。10，11，12，13号窯跡
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が西斜面部に0・5－3・5mの間隔で横に並んで検出された09号窯跡は同じ斜面部で，10号窯跡か

ら南西へ7mほど離れ，10号窯跡等と主軸方向を異にして構築されていた。14，15，16号窯跡は

北東斜面に1mの間隔で横に並んで検出された。13言4言5，16号窯跡は今回調査をしないため，

窯体のプランだけを確認実測した。その後，土を盛って現状保存の措置がとられた。また，9号

劉亦と10号窯跡の問に炭化物と須恵器の混じった50cmほどの厚さの堆積層が検出されたカ㌔これは，

東区の窯の中からかき出した須恵器等のステ場と考えられる。

窯の操業時期は，8世紀中葉から9世紀初めにかけてであり，東区の窯と西区の窯では時期に相

違があまり認められないと考えられる。

SXlは4号窯の北西部に検出された性格不明の遺構である○径30～60cmのトンネル状の掘り込

みが何本も延びており，壁や床の一部に赤く焼けた部分がある○覆土内から炭化物や内黒の土師

器が出土した。本跡は4号窯跡を掘り込んでおり，4号窯跡よりも新しい時期の遺構と考えられ

る。

SX2ほ2号窯跡の北東方向10mの斜面部に検出された。かなり削平されており，形状および規

模を正確につかむことはできなかったが，新しい時期の炭窯と推定される。

2　遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は，下記の要領で統一し言己載した。

（1）使用記号

SX一窯跡以外の遺構

（2）遺構実測図中の表示

⑳窯跡床面ごとの平面図における遣物は，下記の記号を使用し，炭化材は形状を載せた。なお，

焼台は二次焼成を受けただけでなく，物を置いた痕跡が残っている遺物に限定した。製品は，

上記の焼台とした物以外の遺物とした。

㌫ ＼＼讐 ま不　 ・　盤 蓋 婆 ・壷 ・鉢 瓦 e その他

焼　 台 ● ■ 魔 ★

製　 ロロ。 ○ ［コ △ ☆

◎一部の実測図中にスクリーントーンを使用したが，その凡例は図の中で記載した。

◎3号窯跡Ⅷ次床面の末焼成土器と焼台の出土状況及び12号窯跡の末焼成土器は，形状を記載

した。

（3）土層の分類

当遺跡から検出された遺構の土層色調は，『新版標準土色帖』（小山正忠の竹原秀雄編著　日

本色研事業株式会社）を使用し，下記のように土色名と含有物を分類した。挿図中の土層は，原
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則として番号と記号で表示した。

番号 土　 色　 名 色　　　 相　　　　 明度／彩度 内　　　　 容 記号 含有物

1 明 黄 褐 色 H ue lO Y R ％ ・％ e％ ・％ 細砂 を主体 とす る
層 a 鹿沼土

2 褐　　　 色 H ue lO Y R ％ ・％　 7．5Y R ％ ・％ ・ ロームを主体 とす
る層

b 礫

3 暗　 褐　 色 H ue lO Y R ％ ・％　 7．5Y R ％ ・％ ロームを主体 とす
る層 C 炭化物

4 黒　 褐　 色 H ue lO Y R ％ ・％　 7．5Y R 名 e％　 5Y R ％ ・％ d 焼　 土

5 黒　　　 色 H ue lO Y R lガ ・％ 7．5Y R ％ ・％ N lガ

6 橙　　　 色 H u e　7．5Y R ％　 5 Y R ％ 鹿 沼土を主体 とす
る層

7 赤　 褐　 色 H u e　 5 Y R ％ e％　 7。5Y R ％ e％

8 にぷ い灰色 H u e　7．5Y R ％

9
ロームと細砂 の混
じった層

10
炭化物・窯壁ブロック・
灰 の混 じった層

記号 内　　　　　　　　　　　 容 記号 内　　　　　　　　　 容

A 赤色 に焼土化 されている層 F 窯壁崩落層

B 青灰色 に焼土化 されている層 0 オリーブ色に焼土化 されている層

C 炭化物堆積層

樋）遺構実測図の作成方法と掲載方法

可セクションポイント
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⑳平面図は原則として各床面ごとに遺物の出土状況を併せて掲載した。

⑳　セクション図（土層図）やエレベーション図（断面図）のポイント（位置）は，I次床面の

平面図に記載した。
うわば

◎　前遺部から焚口付近までは，I次床面の平面図に上端を記載した。

◎　セクション図とエレベーション図の基準線の標高は，TP（東京湾平均潮位を0として標高

を決める方法）で表記した。単位はmである。

⑳　窯跡の実測図は縮尺鬼の原図を使用し，版組みは縮尺鬼を原則とした。

◎　SXlは縮尺‰と兄の原図を使用し，版組みは縮尺鬼とした。

◎　遺構実測図のうち，2－6号窯跡は図版が大きくなったため折り込み付録とした。

◎　セクション図の中で床面は太い線で，地山が焼土化して層になった部分は細い線で記載した。

⑳　平面図の中で，2号窯跡のように焚口の手前を省略した図がある。この図のポイントAは，

奥壁方向にメートル単位で移動した。例えばポイントAを2m移動した点をA－2と記載した。

⑳　方位は座標北を指している。

（5）須恵器窯跡一覧表の見方について

◎　位置は，二段に記載し，上段に調査区名を，下段に斜面の向いている方向を記載した。
きょうかく

◎　主軸方向は，座標北と焚日から奥壁方向への主軸との爽角で示し，座標北から西方向へ900

という場合は，N…900」Ⅳと，また座標北から東方向へ450という場合はN－450－Eと記載し

た。

◎　長さはI次床面での計測値（水平距離）である。

◎　幅は二段に記載し，上段にI次床面の幅を，ド段に最終床面の幅を記載した。

◎　壁の段数は二段に記載し，上段に燃焼部の側壁に残っていた段の数を，下段に焼成部の側壁

に残っていた段の数を記載した。

◎　焼成部傾斜角は二段に記載し，上段にI次床面の傾斜角を，下段に最終床面の傾斜角を記載

した。

◎　焼成部比高角とは，床面の傾斜変換点と奥壁とを結んだ直線の傾斜角のことで，上段にI次

床面，下段に最終床面の傾斜角を記載した。

診　床面の標高は二段に記載し，上段にI次床面，下段に最終床面の標高を記載した。

診　空欄となっているのは計測不能のか所であり，（）内の数値は残存値である。
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第2節　窯　　　跡

瑠号窯跡（第5回）

本窯跡は，西区北東斜面の標高88～92mの地に構築された地下式無段誉窯で，主軸方向はN－
（2）

1350－Wである。窯が構築された深さ（現地表からI次床面までの深さで，以下8号窯跡まで同

じ）は，焚口で1。8m，傾斜変換点で2．9m，奥壁部で3．5mほどである。全長は7．9mで，そのう

ち前遺部は0。6m，燃焼部は2．4m，焼成部は4。9mである。前退部から燃焼部にかけては，ほぼ

同じ幅で掘り込まれ，燃焼部から焼成部にかけて幅を徐々に広げ，焼成部中央付近が最も広い。

また焼成部中央から奥壁にかけて徐々に幅が狭くなり，奥壁付近は鈍角に内曲し，台形状を呈す

る。煙道は奥壁のほぼ中央に直立して作られている。本窯は，2回修復されており，修復時に燃

焼部から焼成部にかけて幅がやや広げられ，床も高くなっている。

床面は3枚でI次床面の幅は，前道部で0。63～0。75m，燃焼部で0。75－1。28m，焼成部で1。28

～2。2mほどである。Ⅲ次床面の燃焼部中央付近では，幅がI次床面より40cmほど広げられてい

る。‡次床面は，砂層を掘り込んだままで，前遺部はやや下り傾斜に，燃焼部はほぼ水平に掘り

込んでいる。焼成部は，13～280の上り傾斜で，奥に行くほど急傾斜となる。

焼成部の床面は修復のたびに天井や壁の崩落土が敷かれ，また燃焼部でも燃え残りの炭化物や

焼成部からかき出された排土が敷かれている。各床は9～30cmの厚さを有しており，最終床面は

I次床面よりも25～55cmほど高くなっている。各床とも焚口から0．9m奥の地点から奥壁まで

青灰色に堅く焼けている。焼成部の車ほどから奥壁にかけてのI次床面の上に4cmほどの厚さで

ローム土の堆積がみられる。これは，‡次床面で焼成後，Ⅲ次床面を修復するまでに煙道から流

入したものと考えられる。

壁は最終床面でみると，前遺部から燃焼部にかけては，ほぼ垂直に立ち上がり，燃焼部から焼

成部にかけては，内側に攣曲している。天井は崩落していたが，焚口から0．9m奥の地点から奥

壁にかけて天井のものと思われる窯壁が，最終床面に密着して検出された。また，その天井崩落
°　　°

土は砂層が焼けたもので，スサなどを混入していないことなどから，この窯は砂層を掘り抜いて

構築されたものと考えられる。

I次床面の上に堆積した床構築物を取り除くと，焼成部の壁には，蛇腹状に段が2段できてい

いる。1段目はⅢ次床面，2段目はⅢ次床面に対応している。このことから，焼成時の熱の影響

で壁が途中で刺落して段ができると，次の床面はこの段の高さまで天井や側壁の崩落土を敷いて

修復されたものと考えられる。I次床面焼成部の右側壁には円弧形の工具痕が残っており，幅20

cmほどの刃先の丸まった工具で奥壁方向へ削っている。

燃焼部は焚日から奥へ0．4mほど赤色に焼け，これから奥は青灰色に焼けている。なお焚口で
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は奥へ斜めに焼けている。壁の断面は，青灰色に3～5cmの厚さで焼け，その外側は赤色に5～

6cmの厚さで焼けている。このことから，この窯で還元焼成が行われていたと考えられる。

焚口の右側壁に直径約10cm，深さ30cmのピット1か所が斜め下方に掘り込まれている。

煙道は奥壁から直立して一部が残存していた。これから推定すると，煙道の内径は50cm前後で

円筒形を呈していたと考えられる。壁は青灰色に焼け，その外側も赤色に焼けている。前遺部と

灰原は確認できなかった。

遺物は，I次床面で，焼成部の中央から奥にかけ婆片が多く出土し，婆片を2枚重ねて焼台と

したものが9点ほど出土した。Ⅲ次床面では，婆片を2枚重ねたもの7点，窯壁ブロックの上に

婆片を置いて焼台としたものが1点出土した。また焼成部奥の右側壁ぎわに直径10cm，長さ60cmほ

どのクヌギと思われる炭化材が1本出土した。Ⅲ次床面では，鉢片を3枚重ねた焼台と婆片を3

枚重ねた焼台がそれぞれ1点出土した。

2号冥跡（何層ト∴日

本窯跡は，西区北東斜面の標高87～9上5mの地に構築された地下式無段登窯で，主軸方向は

N－1500－Wである。窯の構築された深さは，焚ロで1．4m，傾斜変換点で3。Om，奥壁で4．0m

ほどである。1号窯跡から南東方向へ約2・5m離れた位置に所在している。全長は8．7mで，その

うち燃焼部は2．6m，焼成部は6．1mである。焚口の手前に長径約6m，短径約3．5mの振り込み

みがある。この覆土中からは，須恵器などの遣物は出土しなかったが，微量の炭化粒子が含まれ

ており，窯の前庭部として掘り込まれたものであろうか。焚日から燃焼部にかけてほぼ同じ幅で

掘り込まれ，燃焼部から焼成部中央にかけて幅を少しずっ広げ，焼成部中央付近が最も広い。焼

成部中央付近から奥壁にかけて徐々に幅が狭くなり，奥壁付近は鈍角に内曲しており，台形状を

呈している。奥壁は35cmほど手前に攣曲し，まっすぐ上にのびる煙道につながっている。奥壁

の中心部は幅約60cm，高さ約80cm，奥へ約15cm袋状に掘り込まれている。本窯は3回修復されて

おり，修復のたびに燃焼部から焼成部にかけて幅が広げられている。

床面は4枚あり，I次床面の幅は，燃焼部で0・75～1．15m，焼成部で工15～1．6mであるが，

最終の床面では，燃焼部で工0～1．6m，焼成部で上6－2。4mと幅が広くなっている。

I次床面は，砂層を掘り込んだままで，燃焼部はほぼ水平になっている。焼成部は220の上り傾

斜である。Ⅲ次床面の焼成部は，22cmの厚さから少しずっ奥へ行くほど薄く修復されており，傾

斜角も210ほどでやや緩やかである。ⅢおよびⅣ次床面も13～30cmの厚さで，最終床面はI次床

面よりも燃焼部で55～63cm前後，焼成部で45～57cm高くなっている。各床面とも焚口から0．5m

奥の所から奥壁にかけて青灰色に焼けており，最終床面の上には，天井のものと思われる窯壁の

崩落が見られる。
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焼成部の横断面は床面中央部がやや下がっていて，左右の側壁に向けてゆるやかに内轡してお

り，床面はゆるやかな凹状を呈している。I次床面の上に堆積した床構築物を取り除くと，焼成

部の壁には，段が蛇腹状に4段できている。1段目の幅は20cmほどで，燃焼部の幅が広がる手前

あたりから段が始まり，焼成部の中央部あたりで消えている。I次床面はこの段から数cm上に構

築されている。2段目はⅢ次床面に，3段目はⅣ次床面（最終床面）に対応している。4段目も

剥落面全体が青灰色に還元焼成されており，最後の操業時に焼成されたと考えられる。また段は

奥で3段になっている。焼成部の奥の方では壁の剥落が少なく，幅を広げる必要が少なかったた

めと考えられる。

最終床面の壁をみると，焚口から燃焼部の幅が広がる手前にかけては，ほぼ垂直に立ち上がり，

これから奥は，内側に攣曲している。天井は崩落していたが，最終床面の上の覆土の堆積状況や

側壁の状況からみて，燃焼部から奥壁にかけては，砂層を掘り抜いて構築されていたと考えられ

る。I次床面の壁には工具痕が残されており，左側壁ど奥壁の左コーナー部には円弧形の跡があ

る。奥壁の左コーナー部は刃先の丸まったスコップ状工具で上から下へ削られている。また，右

側壁には筋状の工具痕がある。

焚口の左側壁に2か所，右側壁に3か所，長径10cm，深さ20cmほどのピットが斜め下方に掘ら

れている。

煙道は最終床面から上へ2。2mの位置まで一部が残存し，壁は青灰色に焼けている。

遣物は，Ⅲ次床面で完形品の杯と蓋が出土しており，杯や蓋を焼成していたと考えられる。ま

た，婆片を2枚重ね焼台としたものが5点出土した。Ⅳ次床面では，焼成部に完形やそれに近い

球や蓋が10点ほど出土し，取り残されたものと考えられるものがあるのに対し，婆片は20点のみ

出土した。このことから，この床面では杯や蓋などを焼成したが，焼台を使用しないで焼いたも

のが多いと考えられる。焚口の右側壁際に長さ35cm太さ10cm内外のクヌギと思われる炭化材が4本

縦に並んで検出された。これらは燃料に使用されたものである。

3号窯跡（付周一循2）

本窯跡は，西区北東斜面の標高86・5－90．5mの地に構築された地下式無段登窯で，主軸方向はN

－1440－Wである。窯の構築された深さは，焚ロで工7m，傾斜変換点で2。8m，奥壁で4．0mほ

どである。2号窯跡から北東方向へ4．5m離れた位置に所在する。全長は6。8mで，そのうち燃焼

部は2．0m，焼成部は4。8mである。燃焼部から焼成部までは，幅に変化の少ない細長い形に掘り

込まれており，奥壁付近はほぼ直角に内曲し方形状を呈している。2回目の修復で，燃焼部から

焼成部にかけて扇状に広げられている。煙道は，奥壁の中央部から30cm手前に攣曲して作られて

いる。焚口の手前の地山は，大きく八の字状にカッティングされて，炭化粒子を含む覆土が広がっ
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ていた。本窯は，6回修復されており，その都度燃焼部から焼成部にかけて幅が広げられている。

床面は7枚あり言次床面の幅は，燃焼部で0・8～1・Om，焼成部で工0～1．45mほどであるが，

最終床面は，燃焼部で0。8～1．5m，焼成部で1．5～2．35mと，焚口を除いて幅が広げられている。

I次床面は砂層を掘り込んだ状態で，燃焼部はわずかに下り傾斜から水平になり，焼成部は中

ほどまで約70のゆるやかを上り傾斜で，中ほどから奥は20－270の急な上り傾斜となる。床面は修

復のたびに，天井崩落土などが厚い所で26cmの厚さに敷かれて，最終床面はI次床面より36～74

cmほど高くなっている。Ⅲ次床面はⅡ次床面焼成部の中ほどあたりから燃焼部までを2～7cmの

厚さに砂を敷いて修復され，V次床面もⅣ次床面燃焼部の中ほどから焼成部までを17cmの厚さに

崩落土などを敷いて修復されている。床面は焚口から1mほど奥の地点から奥壁にかけて青灰色

に焼けている。

壁は，燃焼部の焚日付近でほぼ垂直に立ち上がっている。I次床面の上に堆積した床構築物を

取り除くと，焼成部の手前の方の側壁には蛇腹状に段が5段検出されたが，奥部は3段となって

いる。これらの段は，各床面とほぼ対応している。奥部に段が少ないのは，壁の剥落が少なかっ

たためと考えられる。

焚日の左側壁に直径6cm，深さ7cmほどのピットが数か所，縦に並んで検出された。

煙道は，最終床面から上へ工9mの位置までが縦に与ほど残存していた。煙道上部の内径は46

cmほどで，壁は約2cmの厚さに青灰色に焼け，その外側は3．5cmの厚さに赤色に焼けている。

遺物は各床面とも，杯と婆が多く出土し，瓦が焼台として29点使用されている。I次床面は

赤く焼けていただけで，遣物も少ない。Ⅳ次床面では，聾片が焼成部の奥壁まで全体的に出土し，

2枚重ねた状態で出土したものも5点ほどあった。出土状況から，婆片の多くは焼台として使用
そだ

されたものと考えられる。Ⅵ次床面では燃焼部中ほどから焼成部手前にかけて細い木の枝（粗桑）

や菜の炭火物が，床面に密着して出土した。未焼成土器を窯詰めする前，窯を乾燥させるために

燃やされたものと考えられる。

Ⅷ次床面では，末焼成の土器の婆や壷，球が窯詰めの状態のまま出土した。所々に婆や壷を配

置し，その間に杯を壁際までぎっしり並べていた。胴部の最大径が60cmにおよぶ婆4胤胴部最大

径40cmほどの婆6胤胴部最大径が30cmほどの壷2個，球285個が確認された。その中で，壷1

個と球の一部を形を崩さず取り上げることができた。未焼成土器の中でほぼ原位置を留めて出土

した状況が付図－2Ⅷ次床面…2である。球は2～3枚重ねられており，大部分は赤く焼かれた

砂を薄く敷きその上に直接伏せて置かれてあるが，なかには婆片を床面の低い方に1枚敷いて平

らにし，その上に置かれたものもあった。婆や壷は婆片を床面の低い方に4～5枚重ねて焼台と

し，大きい婆には四方に焼台を配置し，その上に置かれていた。焼台としては婆片の他に，奥壁

際に半分に割れた杯を伏せておいたもの，窯壁ブロックの上に婆片を重ねたものなどがあった。
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未焼成土器は窯の傾斜変換点から奥部に詰められており，焼成部を傾斜変換点から奥とする考え

方と一致している。末焼成土器と焼台を取り上げたところ，蓋，坪，盤，婆が一面に出土した。

これがⅦ次床面である。Ⅷ次床面はⅦ次床面の上に5cmほどの厚さに砂を敷きつめ修復されていた。

超号窯跡（紺図－3）

本窯跡は，西区東斜面の標高90－94mの地に構築された地下式無段登窯で言主軸方向はN－1120

－Wである。窯の構築された深さは，焚口で2。8m，傾斜変換点で3。2m，奥壁で2．7mほどであ

る。西区では一番高い地点に位置する。5号窯跡の焼成部上に本窯跡の前遺部が構築されていた。

5号窯跡が廃棄された後に本窯跡が構築されたものと考えられる。全長は11。6mで，そのうち前

遺部は5m，燃焼部は工9m，焼成部は4．7mである。燃焼部から焼成部にかけて少し幅が広がる

が，全体的には前遺部から焼成部までほぼ同じ幅の細長い形である。奥壁付近は鈍角に内曲し台

形状を呈している。奥壁の中央部に奥壁からやや内轡して煙道がつくられている。本窯は6回修

復されており，その都度，燃焼部と焼成部が広げられている。

床面は6枚あり，I次床面の幅は，前遺部で0。8－0。95m，燃焼部で0。95－1。4m，焼成部で

1∴′・ト1．6Illであるが，最終床面になると，燃焼部で1．25－1．7m，焼成部で1．7－2．0mと幅が広

げられている。

I次床面の傾きは，前遺部から燃焼部までほほば水平であり，焼成部は16－25．50の上り傾斜

となり，奥へ行くほど急傾斜になっている。窯は修復のたびに，焼成部では天井や壁の崩落土が

敷かれ，燃焼部では燃え残りの炭化物や焼成部からかき出された排土が敷かれている。II～Ⅵ次

床は，各々0～30cmの厚さを有しており，最終床面はI次床面より42～56cmほど高くなっている。

Ⅲ次床面は，焼成部の大部分がI次床面と同じ高さに修復されている。Ⅴ次床面は焼成部の奥の

方がⅣ次床面と同じ高さに修復されている。Ⅵ次床面焼成部と燃焼部の境付近から奥へ約1mほ

どの床面および側壁が溶けてかたまっており，色調は黒色であった。掘り抜かれた砂層車に砂鉄

が多量に含まれていて，この砂鉄が操業中通常より高温となったために溶けたものと考えられる。

この塊の裏面には，V次床面の須恵器片が付着していた。また，白いわら灰と思われるもの

も付着していた。各床面は，焚口から奥へ0．4mのところから奥壁にかけ青灰色に還元焼成され

ていた。

壁は，燃焼部でほぼ垂直に立ち上がっており，焼成部でやや内轡している。I次床面の上に堆

積していた床の構築物を取り除くと，焼成部の側壁に，蛇腹状の段が4段みられ，奥部では3段

になっている。床の数より段の数が少ないが，これは焼成時において壁の剥落が少なかったため

と考えられる。焼成部の入口部から中ほどにかけて右側壁が13cmほど内側に倒れかかっていた。

ずれた断面も青灰色に焼けていることから判断すると，側壁がずれたのは，この窯が操業されて
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いた時と考えられる。

煙道は最終床面から上へ上3mの位置まで一部が残存していた。前退部の覆土中には炭化物や

窯壁ブロックが混入していた。前遺部の入日部から北方へほぼ直角に灰原が続いており，灰原の

覆土からは，炭化物，須恵器が出土した。

遺物ほ乳坑高台付稀盤，高盤，鉢，壷，婆，飯と9器種の須恵器と瓦が出土した。I次

床面ではタ球や婆などの破片が焚日付近に集中した。ⅡおよびⅢ次床面では，蓋，球，盤，婆が

焼成部全域にたくさん出土した。Ⅳ次床面の焼成部車ほどから奥部にかけてはV次床面を修復す

るとき削られたためか，遺物がほとんど出土しなかった。V次床面の焼成部から3個の高台付球

と2個の蓋を交互に重ね焼きしたものが出土した。これは自然粕のために各々が融著し，その後

割られて別々にⅤ次床面で焼台として使用されたものと考えられる。

5な寂跡（付単ユ∠つ

本窯跡は，西区東斜面の標高85～92クmの地に構築された地下式無段登窯で，主軸方向はN…113。

－Wである。窯の構築された深さは，焚ロで2．0m，傾斜変換点で2．9m，奥壁で3．7mほどであ

る。廃棄された8号窯跡焼成部の上に，本窯跡の前遺乳燃焼部が構築され，本窯跡が廃棄され

陥没した上に4号窯跡が作られている。3窯跡とも主軸方向はほぼ同じである。全長は13mで，

そのうち前遺部は5。3m，燃焼部は2．1m，焼成部は5．6mである。前遺部から燃焼部にかけてほ

ぼ同じ幅で掘り込まれ，焼成部の手前付近で30～40cmにわたりくびれており，最小幅の1mとな

っている。焼成部は幅に変化の少ない細長い形であるが，修復されるたびに幅が広げられ，徐々

に長橋円形状を呈するようになる。奥壁付近は鈍角に内曲して台形状を呈している。本窯は8回

修復して使用されている。

床面は9枚あり，I次床面の幅は前遺部で2．0－2。4m，燃焼部で1。0～2。Om，焼成部で1．1～

工75mであるが，最終床面では前遺部で上5mと幅が狭くなったのに対し，燃焼部で工45～工5m，

焼成部で上5～2．6mと幅が広がっている。

I次床面の傾きは，前道部がやや下り傾斜で，燃焼部がほぼ水平である。焼成部は10－27。の上

り傾斜で，奥へ行くほど急傾斜となる。最終床面の焼成部の傾斜角は10～200で，床が修復される

度に傾斜は緩やかになっている。床は窯の修復のたびに2～38cmの厚さに崩落土などを敷きつ

めて修復されタ最終床面はI次床面よりも50～118cmほど高くなっている。Ⅳ次床面の焼成部付

近は削平されたためか，検出できなかった。Ⅴ次床面の焼成部の中ほどから奥にかけても削平さ

れたためか検出できなかった。またⅦ次床面の焼成部の中ほどから奥にかけても不明瞭であった。

焼成部の底面は，砂層を掘り抜いたままで，焚口から奥へ1・4mの地点から奥壁にかけて，薄く

青灰色に焼け，その外側も5～7cmの厚さで赤く焼けている。
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焼成部の中ほどから奥の天井が残存しており，焼成部の側壁から天井にかけての構造をとらえ

ることができた。焼成部の中ほど付近の断面形状は付図－4セクション図りの通りで，側壁から

天井部は緩やかなカーブのアーチ形をしている。焼成部中ほど付近の最終床面から天井までの高

さは，中心が一番高くて約0。9mである。壁の焼けぐあいは側壁よりも天井の方が強い傾向にあ

る。I次床面の上に堆積した8枚の床を取り除くと，側壁には，蛇腹状に段が6段あってほぼ床

面と対応している。I次床面の右側壁に奥壁方向への円弧状の工具痕が残されていた。

燃焼部のくびれた部分の壁は，5－10cmの厚さで青灰色に焼け，その外側は7～13cmの厚さで

赤色に焼けていて，他の壁よりも熱を強く受けていた。

煙道が天井から上の位置に，高さ15cmほどが検出された。内径は約50cmで，壁は青灰色に薄い

厚さで焼け，その外側は7cmほどの厚さで赤く焼けている。煙道は奥壁から20cmほど手前の位置

にあるが，天井が崩落していたので，奥壁から続く形状は不明である。

燃焼部の壁は，左側壁で40cm，右側壁で17cmほどオーバーハングしているが，これは8号窯跡

の焼成部が崩れ，陥没してできた藩を利用して燃焼部としたものと考えられる。焚日から1。3m

ほど手前の前遺部右側壁の一部が赤く焼土化していたが，これはかき出されたおき火により焼か

れたものであろう。

遣物はI次床面で焼成部手前付近に蓋，稀言乳鉢が少量出土した。］次床面では，焼成部の

中ほどから手前にかけて蓋，杯，婆が出土しており，婆は焼台に使用されたものが多い。土不の中に

は完形品が1個出土した。Ⅲ次床面では，燃焼部から焼成部にかけて多量に球や婆の破片

が出土した。Ⅳ次床面は燃焼部にのみ確認できた床で，遣物は出土しなかった。Ⅴ次床面で

は，焼成部の中ほどから手前にかけて婆片がまばらに出土した。Ⅵ次床面では，球と婆の破片が

焼成部全域にまばらに出土した。Ⅶ次床面では，遣物は多くないが，焼成部の燃焼部近くに完形

の杯4個が口縁を上にし，壷1個体がつぶれて出土している。また燃焼部に炭化材が多量に出土

した。Ⅷ次床面では完形の杯が数個と婆片がまばらに出土し，Ⅸ次床面では球と婆の破片が，焼

成部の中央付近に集中して出土した。

6号窯跡（付図一一5）

本窯跡は，西区東斜面の標高86．5－90。5mの地に構築された地下式無段登窯で，主軸方向はN－

1130－Wである。構築された深さは焚口で2．1m，傾斜変換点で3．0m，奥壁で3．4mである。5

号窯跡の北西方向2．5m離れた位置に所在する。全長11．3mで，そのうち前遺部は3．3m，燃焼部は

2．2m，焼成部は5．8mである。前遺部は山の斜面部に清状に掘り込まれている。燃焼部から焼成

部にかすては幅が徐々に広がっており，焼成部は細長く，奥壁付近は鈍角に内曲し，台形状を呈

している。奥壁は緩やかに内攣して天井へ続き，奥壁から30cmほど手前のところに煙道が掘り抜か
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れている。本窯は6回修復されており修復ごとに，幅が少しずっ広げられている。

床面は7枚あり，I次床面の幅は前遺部で0．75～1．0m，燃焼部で工0－1。4m，焼成部で1。4～

2。15mほどであるが，最終床面では，燃焼部で1．1～工85m，焼成部で1．85～2．5mと燃焼部から

焼成部にかけて幅が広げられている。

I次床面の傾きは，前遺部から燃焼部の中ほどにかけて150の下り傾斜で，そこから傾斜変換点

までほぼ水平である。焼成部は10～300の上り傾斜で，奥へ行くほど急傾斜である。最終床面は，

10－230と緩やかになる。床は修復のたびに，前遺部では窯からかき出された炭化物や灰など，

燃焼部では炭化物など，焼成部では崩落土などで構築されている。床は0～38cmの厚さを有して

おり，最終床面はI次床面よりも30－110cmほど高くなっている。

I次床面焼成部の中ほどから奥は十分に熱を受けなかったためか，床面に薄く炭化物が残り，

その下は赤色に焼けている。焼成部の中ほどから手前は青灰色によく焼けているが，付図－5I

次床面－1のように所々斑点状の黒色又は褐色の所が見られる。これは焼台や大形の婆などが置

かれていて，直接に熱を受けなかったためと考えられる。Ⅱ次床面は焼成部の壁際部分を，明瞭

に検出できなかった。最終床面は焼成部の手前付近が4cmほどの厚さに修復されているが，他は

ほとんどⅤ次床面とほぼ同じ高さに修復されている。

燃焼部の壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高1．6mほどの壁は焼土化している。焚口は床面と対

応するように，三角形又は帯状に赤く焼けている。床面が新しくなるにつれて，焼土化した帯の

前端は奥へと少しずつ移動している。

I次床面の上に堆積した床の構築物を取り除くと，焼成部の壁には蛇腹状に段が5段できてい

て，奥の方では3段となっている。焼成部奥壁から1．4m手前で天井崩落を明確に示している土

層が付図－5セクション図Fである。これから天井までの高さを推定すると，約70cmである。

I次床面の焼成部左右の側壁，奥壁に円弧状の工具痕がよく残っていた。側壁の工具痕は，奥

の方へ削っているのが大部分で，一部に反対方向へ削っているものもある。奥壁のコーナー部は，

横に両方向から削っている。

煙道は最終床面から上へ工6mの位置まで残存していた。煙道は円筒形を呈しており，上部で

の内径は50cmである。

遺物は，I次床面で婆片が多く出土しているが，その多くは，2～3枚重ねて焼台として使用

されていたと考えられる。窯壁ブロックの上に聾片を重ねて焼台としたものが数点，婆片2枚と

その上に瓦を3枚重ねた焼台も1点出土した。‡次床面では，焼成部の中ほどから手前にかけて

球や婆がまとまって出土しているが，原位置を留めているものは少か）。天井や壁の崩落および

Ⅲ次床面修復時にかなり下方に移動したものと思われる。軒丸瓦が1点，焼成部の奥の方で出土

し，他に瓦が17点出土した。焼成部中ほどから手前に婆片の裏に付着した茅と思われる中空の炭
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化物や灰が出土した。この炭化物は空焚きに使用されたものであろうか。Ⅳ次床面では，焼成部

の奥の側壁際に3枚重ねの杯が口縁を上にして出土し，焼成部下方からは3枚重ねの球が口縁を

下にして出土した。前遺部の底面付近から未焼成土器と思われる粘土が出土した。窯詰め時に破

損したものと推定される。

ア号窯跡（第6回）

本窯跡は，西区北東斜面の標高86～89。5mの地に構築された地下式無段登窯で，主軸方向はN－

1450－Wである。窯の構築された深さは，焚口で上9m，傾斜変換点で2。5m，奥壁で3．1mであ

る。3号窯跡から南東方向へ3．5m離れた位置に所在する。全長は7．7mで，そのうち前遺部は1．1

m，燃焼部は2．3m，焼成部は4。3mである。前遺部から燃焼部にかけてほぼ同じ幅で掘り込まれ，

燃焼部から焼成部にかけて少しずっ幅を広げ，焼成部中央付近が最も広い。焼成部中央から奥壁

にかけてやや幅が狭くなり，奥壁付近は鈍角に内曲し，台形状を呈している。奥壁はやや内轡し

ながら直立している煙道につながっている。奥壁を正面から見ると三角形を呈している。本窯は，

6回修復されており，修復時に燃焼部から焼成部にかけて幅が広げられている。

床面は7枚で，I次床面の幅は，前遺部で0。65m，燃焼部で0．65～1．1m，焼成部で工1～上55

mであるが，最終床面は，燃焼部で0．9－1。6m，焼成部で1．6－2．0mと幅が広くなる。

I次床面は，砂層を掘り込んだままで，前遺部から燃焼部にかけてほぼ水平となっている。焼

成部は10－220の上り傾斜で，奥へ行くほど急傾斜となっているが，最終床面は19～260と床面が

新しくなるにともない傾斜が急になる。窯は修復のたびに天井崩落土などを3～26cmの厚さに敷

きつめ，最終床面はI次床面より16～76cm高くなっている。Ⅲ次床面は焼成部の大部分をI次床

面とほぼ同じ高さに修復している。Ⅶ次床面（最終床面）の燃焼部はⅥ次床面とほぼ同じ高さに

修復されている。I次床面は焚口から奥へ0．3mの所から奥壁にかけて青灰色に焼けており，特

に傾斜変換点から奥の方が厚く焼けている。

I次床面の上に堆積した床構築物を取り除くと，焼成部の壁には蛇腹状に段が4段できている。

この段は床面に対応しているが，段が床面の数より少ないのは壁の剥落が少なかったためと考え

られる。

焚口の左右の側壁には，直径8cm，深さ15cmほどのピットが3か所検出された。

最終床面から2mほど上の位置まで煙道の一部が残存していた。煙道の上部での内径は約50cm

で，壁は青灰色に焼けている。

遺物は，I次床面では蓋や杯，婆が十数点出土しただけである。Ⅳ次床面では杯と婆が焼成部
もみ

全体にまばらに出土した。この中で，焼成部奥の右側壁際から出土した婆片に，籾とわら灰の付着

したものが見られた。灰は床面に接する側に付着していて，この他にも付近でわら灰が検出された。
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第6図　7号窯跡実測図

Ⅲ次床面　　　　　　Ⅲ次床面

くi

旦86．。

二三〕

－27，281

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　－　」．＿」



蘭

堆
喜
己

∀

∈

N

刊
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8号窯跡（第7図）

本窯跡は，西区東斜面の標高87－89mの地に構築された地下式無段登窯で，主軸方向はN－1160

－Wである。窯の構築された深さは，I次床面の奥壁で3．6mほどである。本窯跡は，5号窯

跡の前道部，燃焼部の下に構築されており，5号窯が構築される以前に廃棄されていた。窯体の

前半分は調査区域外のため，奥壁から4．2mまでの焼成部のみの調査となった。本窯の修復は3回

まで確認されており，修復時に幅が少しずつ広げられている。

床面は4枚あり，I次床面焼成部の最大幅は2．5mであるが，最終床面になると2．8mとなり，

30cmほど幅が広げられている。

I次床面は砂層を掘り込んで整形されているが，他の床は天井や壁の崩落土などを0－28cmの

厚さに敷いて修復され，最終床面はI次床面より50cmほど高くなっている。I次床面は10～200

の上り傾斜で奥へ行くほど急傾斜となっており，最終床面も13－200ほどの上り傾斜である。Ⅲ

次床面の奥の方はⅢ次床面とほぼ同じ高さに修復され，手前の方は部分的に10cmほどの厚さに砂

を敷き修復されている。Ⅳ次床面の奥壁付近は5号窯跡構築時に掘り込まれた。各床面は青灰色

に焼けており，その外側は赤色に焼けている。ⅢおよびⅣ次床面では，青灰色と赤色の問に薄く

黄色に焼けた層がある。

I次床面の上に堆積した床構築物を取り除くと，焼成部の壁に段が2段できている。1段目は

ⅢおよびⅢ次床面と対応し，2段目はⅣ次床面と対応している。天井は完全に崩落していて，壁

の保存状態もよくないが，内側へ攣曲する痕跡を残している。奥壁には円弧状の工具痕が残って

いる。そのなかで，左コーナー部には，横方向に削った工具痕が縦に4段ある。壁も床面と同様

に，青灰色に焼けており，この外側は赤色に焼けている。1段目から上は，青灰色と赤色の問に

薄く，黄色に焼けた層がある。

遺物は，I次床面で婆片を2枚重ねにした焼台が2点出土している。Ⅲ次床面では，少量では

あるが焼台に使用されていない蓋と杯が出土しており，蓋や杯が焼成されていたと考えられる。

Ⅲ次床面では，多量の蓋や杯，婆が出土しており，婆片は重ねられたものも多く，焼台として使用

されていたと考えられる。蓋や球には完形品もあり，この床面で焼成されたものと考えられる。

9号窯跡（第8図）

二三千二一
第8図　9号窯跡実測図
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本窯跡は，東区北西斜面の標高86・5mから高所へ構築された窯で，前遺部の一部を除き他は削

平されていた。前遺部の残存長は1．8mで，幅は0．8mである。横断面形はゆるいU字状を呈して

いる。燃焼部および焼成部は北東方向に延びていたと考えられる。覆土は炭化粒子を拝に多量に

含む単一層である。須恵器片もごく少量ながら出土した。

柑号窯跡（第9図）

本窯跡は，東区北西斜面の標高86・5mから高所へ構築された地下式無段誉窯で，主軸方向はN－

1070－Eである。窯の構築された深さは，削平を受ける前の地表からI次床面の焚口で2m，傾

斜変換点で3mほどである。前遺部から焼成部の手前付近までを残して削平されており，残存部

は5・砧mで，そのうち前遺部は1．45m，燃焼部は2。2mで，焼成部は2．0mほどが残存していた。

最終床面では燃焼部までが残存していただけである。前遺部から焼成部手前にかけて少しずっ幅

を広げながら掘り込まれている。本窯は7回修復されているが，幅はあまり変化していか）。

床面は8枚あり，残存するI次床面の幅は前遺部で0．5～0．85m，燃焼部で0。85～1．65m，焼

成部の最大幅は1・75mである。最終床面では前遺部で0．9－工1m，燃焼部で1．1～工65mで，焼

成部は残存していない。

I次床面の燃焼部の車ほどから焼成部の手前にかけては，砂層を掘り込んだあと，下にローム

土混じりの細砂を，その上に紳砂を厚いところでは，20cmほど敷いて修復している。焼成部は10。

ほどの上り傾斜となっている。Ⅳ次床面から上の床面は水平な部分がなく，傾斜変換点を求める

ことができか）。燃焼部のI次床面から上の床は炭化物を主体とする層と窯壁ブロックを主体と

する層で修復されている。各床は5～8cmの厚さを有しており，最終床面はI次床面よりも40。m

ほど高くなっている。IからⅢ次床面までは焼成部の長さが2mほど残存するが，ⅣおよびV次

床面は0．3mほどしか残存しない。Ⅵ次床面から最終床面までは燃焼部のみ残存している。各床

面とも青灰色に堅く焼かれていた。また，各床とも薄くて硬くしまっていた。これは重機で踏み

固められたためと考えられる。

壁は前遺部がゆるいU字状で，燃焼部はほぼ垂直に立ち上がっている。工次床面の上に堆積した

床構築物を取り除くと，焼成部の壁には段が2段ほど残っていた。壁は1cmほどの厚さに青灰色

に焼け，その外側は5cmほどの厚さに赤色に焼けている。

焚口付近に直径6cm，深さ6cmほどのピットが2か所検出された。

遺物は，Ⅲ次床面の焼成部から，3枚重ねにして焼台とした婆片をはじめ，蓋や坑婆などの

破片が比較的まとまって出土した。他の床面からは，須恵器がごく少量しか出土しなかった。こ

れは，焼成部の大部分が失われていたことによる。
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吊号窯跡（第柑囲）

本窯跡は，東区北西斜面の標高87mから高所へ構築された地下式無段登窯で，主軸方向N－1170

－Eである。窯の深さは，削平される前の地表からI次床面の焚口で1．9m，傾斜変換点で2．5m

である。

燃焼部から焼成部の手前までを残して，大半が削平されていて，残存部が3。8m，そのうち燃

焼部は上4mである。焼成部はI次床面で2．4mが残存していたが，最終床面は，1．3mほどしか

残存しなかった。焚口から燃焼部にかけては70cmほどの幅で掘り込まれ，焼成部はラッパ状に幅

を広げている。本窯は5回修復されているが，幅はあまり変化していない。

床面は6枚あり，I次床面の幅は燃焼部で0。6～0．8m，焼成部での最大幅は1．4mである。最

終床面では，燃焼部はほとんど変わりなく，焼成部での最大幅は1．5mとやや広げられた程度である。

I次床面の焼成部に，幅が0。4mで長さが1。35mの長方形をしたピットが6cmの深さに掘り込ま

れていた。このピットの覆土は焼土粒子や炭化粒子混じ、りの褐色土である。I次床面焼成後，掘

り込まれているが，Ⅱ次床面を修復する時は埋めもどされており，用途は不明である。I次床面

の傾斜角は，燃焼部ではほぼ水平である。焼成部では70ほどの上り傾斜であるが，最終床面は，

燃焼部から焼成部にかけては100ほどの上り傾斜となる。焼成部には主に崩落土などを敷き，燃

焼部は炭化物，窯壁ブロック混じりの土などを敷いて修復している。各床とも4～13cmの厚さを

有していて，最終床面はI次床面より40cmほど高くなっている。I次床面はさらさらとしている

が，Ⅱ次床面は堅くごつごっとしている。

I次床面の上に堆積している床構築物を取り除くと，焼成部の壁には段が1段できている。こ

の段はⅤ次床面に対応している。燃焼部の壁は，ほぼ垂直に立ち上がっている。

焚口から手前は地山が削平されており，形状等は不明である。

遣物は最終床面で杯や盤，婆などがまばらに出土したが，他の床面では婆片などがごく少量出

土しただけである。

帽・号窯跡（第m図）

本窯跡は，東区北西斜面の標高86。7mより高い位置に構築された地下式無段登窯で，主軸方向

はN－1230－Eである。窯の深さは削平される前の地表から，I次床面の焚口で2．5m，傾斜変

換点で3．0mである。前遺部から焼成部の一部までを残して，削平されていた。残存部の長さは

6mで，焼成部の大部分は削平されていた。焚口から燃焼部までは，ほぼ同じ幅で掘り込まれ，

焼成部はわずかに幅が広げられている。本窯は8回修復されており，焼成部は修復ごとに徐々に

幅が広げられている。

床面は9枚あり，I次床面での幅は，前遺部で0．6～0。7m，燃焼部で0。7－0．95m，焼成部で

－32－
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第10図　日号窯跡実測図
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の現存最大幅は1．3mである。

I次床面は砂層を掘り込んで構築され，燃焼部はほぼ水平で，焼成部は120ほどの上り傾斜と

なる。Ⅲ次床面から上の床面は，燃焼部から焼成部にかけ120ほどの上り傾斜で，傾斜変換点を求

めることはできない。燃焼部および焼成部は，崩落土を5～15cmの厚さに敷いて修復されており，

最終床面はI次床面より50cmほど高くなっている。Ⅳ次床面は堅く焼きしまっている。Ⅵ次床面

はさらさらとした砂で，この上に崩落土が敷かれている。Ⅶ次床面は砂で，青灰色に焼かれて堅

くしまっている。この上に薄く炭化物層があり，その上に砂が敷かれⅧ次床面が構築されている。

Ⅷ次床面も堅くしまっている。

前遺部の横断面は碗状で，焚ロから手前へ下り傾斜となっている。燃焼部の壁はほぼ垂直に立

ち上がっている。

焼成部の横断面は，床面の中央部がやや下がっており，左右の側壁に向け緩やかに内轡してい

る。床面は緩やかな凹状を呈している。壁もやや内攣している。I次床面の上に堆積した床構築

物を取り除くと，側壁に段が1段みられ，これはⅢ次床面に対応している。燃焼部および焼成部

の壁は青灰色に4cmの厚さで焼け，この外側は6cmの厚さで赤く焼けている。また，窯底部も燃

焼部の中ほどから奥にかけて青灰色に焼けている。

焚口の壁および壁際に直径が5～10cmで，深さが15cmほどのピットが6か所検出された。

遺物は，I次床面で坑盤，高盤，婆の小片がごく少量出土した。Ⅱ次床面では，天井崩落土

に埋まった状況で第11図のように未焼成の盤および高盤が10点ほど出土した。これらは目線を下

にして置かれ，土器の表面には煤のような黒い物質が付着していた。窯詰め後，あぶりの段階で

天井崩落がおこり，そのまま埋まり，Ⅲ次床面を修復したものと考えられる。Ⅱ次床面では，燃

焼部から焼成部にかけて蓋，坑盤，婆などの小片が出土し，特に球が多く出土した。盤は伏せ

た状態で出土した。

寺3ヮ閥。柑パ6号窯跡

これらの窯跡は調査対象区域外であったが，東区の窯と同じ丘陵斜面に位置し窯体部が露出す

るまでに削乎されていたので，現状での平面図を作成し散乱していた遣物を取り上げた。13号窯

跡は北西斜面に，12号窯跡と並んで検出され，14，15，16号窯跡は北東斜面に1mほどの間隔で

横に並んで検出された。4基の窯跡の計測値は右表の通り

である。4基の窯跡はいずれも東区，西区で調査した窯の

形状とほぼ同形であり，16号窯跡のI次床面の露出した状

況から判断していずれも地下式登窯である。4基の窯跡は，

損傷されないように盛り土をして保存の処置をした。

－39－

窯跡名 主軸方向 全長 最大幅

13 N －1300－E 6 m 1．6 m

14 N －1560－W 6 工7

15 N －1440－W 7．5 2．1

16 N －1390－W 6．7° 1。3



第3節　その他の遺構

SXI

本跡は，西区東斜面の標高92－94．5mの地に構築されており，本跡から上部の丘陵は削平され

ているが，当遺跡では最高位に位置する遺構である。本跡の南東側に4号窯跡が位置し，本跡の

一部は，4号窯跡焼成部の中ほどから奥壁にかけてⅣ，V次床面を掘り込んでいる。

本跡は10×8mの範囲に，三叉状に交差する浦2条と，複雑に曲がって，枝分かれした大小

のトンネル状遺構4条ほどで構成されている。本跡の周囲は削平されてしまっていて，規模は不

明である。

南西方向へ延びる1号溝は，底面の幅0．9－1．3m，壁高2．4mほどである。1号溝は開口部から

南西へ6mほどのところで，底面が90cmほど高くなり，更に2mほどのところからは土取りのた

め削平されていた。底面は凸凹で，しまりがなく，奥へやや下り傾斜となっている。この溝の開

口部から2．6mほどの地点で，東方向へ延びる2号溝が枝分かれしているが，この清も3mほどか

ら先は削平されていた。2号溝は，1号藩と交差する付近の壁が赤く焼土化しているが，焼け

具合は強いものではない。この溝は，底面の幅0．7～1．2m，壁高上9mほどで，底面は凸凹で，

東方向にやや上り傾斜している。これらの溝の覆土は地山の砂層を主体とした土層で，堆積状

況から半椚排すると，1，2号溝も本来トンネルであったのではないかと考えられる。覆土中から

炭化物，内黒の土師器片が少量出土した。

トンネル状遺構は断面形が不定形で，小さいものは内径約0．1m，大きいものは内径0．9mほど

であり，これらのトンネルの壁にも部分的に赤く焼土化している所が6か所ほど検出された。こ

れらのトンネル内からは遺物の出土がほとんどなかったが，ただ1個ほぼ完形の内黒の土師器の

椀が，本跡の北部に位置する内径20cm，長さ80cmほどのトンネルの開口部付近の壁際から出土し

た。

本跡は，火を使用した跡が残されており，人為的に掘られた遺構ではあるが，資料が少ないこ

とと，遺構の一部分を調査したにすぎないことにより，この性格を把握することができなかった。

時期は，本跡が4号窯跡を掘り込んでいることから，4号窯跡の廃棄以後であり，出土遣物の内

黒の土師器からは10世紀初頭と考えられる。

SX2

本跡は，西区北東斜面裾部の標高82－83mの地に，等高線に対し直角方向に構築されており，主

軸方向はN…1400－Wである。2号窯跡の下方10mほどの距離に位置し，本跡の下方7mほどの

距離の平坦地を40cmほど掘ると水がわき出てくる。本跡は壁の大部分が削平されており，規模，

－40－



第12図　SXl実測図
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形状を正確に把握できなかったが，現状では長径2．3

m，短径1・8mほどの長円形を呈している。壁高は30

－70cmほどで壁は外反しをがら立ち上がっている。

底面は，奥壁に向かってやや上り傾斜である。奥壁

の手前直径20cmの円形状の部分が10cmほど一段高く

なっている。覆土中には焼土粒子が多量含まれてお

り，また炭化物が部分的ではあるが層状に堆積して

いた。また，二次焼成を受けた多量の礫や丸瓦，須

恵器片，スサの炭化物が覆土中から出土した。

近年までこの近辺では炭焼きや窯で草や篠を焼い

て灰を作ることが行われており，炭焼きをしていた

人の話によると，「形状は炭窯に似ており，丸瓦を

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l｛一一　　」

第13図　SX2実測図

利用して炭窯の煙突を構築していた0また，礫やスサなども炭窯を構築する材料として使用して

いた0規模は炭窯に比べ小さいので，草などを焼いた窯とも考えられる。」とのことであった。

以上のことから本跡は・炭窯又は草等を焼いた窯ではないかと考えられる0　（小河邦男）

注

（1）「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書」6（木葉下遺跡工）『茨城県教育財団文化財

調査報告』第21集　財団法人茨城県教育財団1983

（2）調査時に地表が削平された所もあるので，地表の標高は常磐自動車道土取場測量平面図（1：

1000）を基に復元した。



第趨車　遺　　物

今回調査した斑地点の12基の窯体内「灰原及びステ場等から，遺物収納用コンテナ（54．5×34

×9cm）で145箱という多量の須恵器，瓦が検出できた0須恵器は，乳粍盤，高乳亀婆，

観取円面硯などで，その多くは窯と操業面がほぼ明確で，一括遺物として扱えるものである。

これらの須恵器のなかには，軒丸瓦平私丸瓦などの瓦と共に焼台として使用されたものがみ

られる。また，これら大部分の遣物は，生産直後に廃棄されたものとみられ，遺物の分析にあた

り良好な資料となり得るものである。須恵乳瓦以外には，SXlから坑高台付粍椀，乳

鉢などの土師器が出土している。

以下，その出土亀器種，形態などについて各窯，各授業面ごとに記していくこととする。

第且節　遣物の記載方法

沌　遣物は，須恵器を1～600番氏瓦を700番台，土師器を800番台，石製品を900番台とし，

1号窯跡からSX2まで通し番号とした。観察丸挿乳写真図版及び遺構実測図における出

土遺物に付した番号は同一番号とした0なお，未焼成土器の粍婆などは，頭にNを冠し，1

から通し番号とした。

（2）土器は，原則として労の縮尺に統一したが，大形の婆，瓦（軒丸瓦は除く），石製品について

は％の縮尺とし，番号に（）を付した。

（3）須恵器の器種名は，次のとおりである。

球蓋；口径且4cm前後で言曳く丸い天井部につまみが付くもの。

蓋；口径17cmを超えるもので，項部が丸く笠形を呈するものと，平らの項部のものがある。

球A；丸底あるいは平底と斜め上にまっすぐのびる体部，目線部からなるもの。

稀B；扁平な底部に短い目線部をそなえた形態で，球Aより浅いもの。（勘5図十つり

高台付球；球Aに高台をつけた形態で，大形で深いものは高台付椀とした。

盤；扁平な底部に高台をっけ9短い日緑部をそなえた形態である。

高盤；ラッパ状に開く脚部と，平坦が不部からなる形態である。

壷A；卵形の体部に目線部が外反する日頸部をつけた，いわゆる長頸壷である。

壷B；卵形の体部に直立する短い目線部をつけた，いわゆる短頸壷である。

壷C；肩の張ったイチジク形の体部に大きく外反する広口のロ頚部をっけたもの。

壷り；わずかに丸味をもって立ち上がる休部と，短く直立する目線部からなるもの。（芽沌5図－2）

婆A；卵形の体部に外反する日頚部をつけたもので，日頚部に波状文を施している。
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賓B；聾Aと同形で，口頸部に波状文を施さないもので，聾Aより小形のものが多い。

賓C；やや肩の張った広口短頸の形態で，肩部に把手を付けたものと付けないものがある。（第15図一3）

鉢A；外反する短い口頸部と上位で肩の張る休部からなるもの。（第15図－4）

鉢B；平底で大きく外傾する休部と，短く水平にのびる口緑部からなるもの。（第15図一5）

鉢C；長い口緑部が軽く内轡して開くもの。（第15図－6）

鉢D；平底で，長い口緑部がほぼ直立するもの。（第15図－7）

鉢E；鉢C，鉢Dより大形で，外傾して立ち上がった後，口緑部が直立するもの。（第15図－8）

鉢F；尖底ないし丸底から内轡して立ち上がり，強く外反する口緑部からなるもの。（第15図－9）

第15図　器種別分類凡例

（4）琢Aは，形態，調整から次のように分類した。

・、．6

分類 形　　　　　　　 態 分類 底　　 部　　 調　　 整

I 丸底で，底部と休部の境に稜をなすもの。 A 回転へラ削 り

Ⅱ 平底で，底部と休部の間に成形時の面を有するもの。 B 一方向の手持ちへラ削り

Ⅲ 平底で，底部と休部の間に二次的な面を有するもの。 C 不定方向の手持ちへラ削り

Ⅳ 平底で，底部と休部の境に稜をなすもの。 D ナデ

Ⅴ 平底で，底部と休部の境に稜 をなさないもの。 E 無調整
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（5）出土遺物観察表に関する表現は次のとおりである。

法二蔓

Å　口径e外堤径　　迅　器高　　C　底径e基底径　　り　高台径

監　高台高　　F　ロ縁高　　G　つまみ径　　Ⅲ　つまみ高

（）を付したものは推定値　〔〕を付したものは現存高

手法の特徴の覧において　水挽　整形の後に　左河の　としたものは9　ログロの回転方向が

左回りのものを指し言己我の患いものは右回りのものである。をお9底部の切り離しはず　回転

糸切りと明記したもの以外は普確認でき得る限り回転へラ切りである。

始まの色調の焼成の覧ほ9　前記の順に上中下三段に託し讐　色調で内面の色調が夕滴の色調と

異をる場合は，（）を付して記した。色調については「小山正忠普竹原秀雄編著『新版標準

淡色腕　川本色相事業株式会社）を用いて色相を観察した。

′、、二一’　　　　　　　　　′ノtl．・．．、′′lL二　　　　　一一　　　六・′㍉∴、．ノ∴∴守一∴当．′、

できたものである。百分率で表したものは完存率でラ　記載の無いものは9　完存率を推定できな

いものである。

瓦の記載で普手法の特徴の覧において布目痕の後に（○×○条）としたものは9　持m四方内に

みられる縦方向の糸と横方向の糸の条数を嘉したものである。

沌　遺物の実測図において　内窯土器は次のスクリーントーンで嘉した。
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第2節　窯跡出土遣物

瑠号窯跡（第柑◎相聞）

窯内I次床面からは，乳吼亀婆，鉢が，Ⅱ次床面からは吼蚤婆，鉢，甑が，Ⅲ次床

面からほ緒言薗言乳鉢がそれぞれ出土した。出土量は，表1のとおりである。それ以外に，焼

台として使用された軋乳　鉢があり，婆が最も多い。

表11号窯跡遺物出土量
（）内はパーセント

授業面 区分 蓋 球 壷 賓 鉢　　　　 甑 個　 数

69

総　 数

90
1　 次

製品 1 （1．4） 9 （13。0） 2 （2．9） 54 （78。3） 3 （4。3）

焼台

製品

2 19 21

Ⅲ　 次 3 （7。7） 3 （7。7） 31 （79．5） 1 （2．6） 1 （2。6） 39

13
52焼台 13

Ⅲ　 次
製品 4 （9。8） 7 （17．1） 24 （58．5） 6 （14．6） 41

56焼台 5 7 3 15
個　　 数 1 23 12 148 13 1 198

I次操業（1－14，494）

埼ま9ⅣA類の2，3，5，8とⅣE類の4，ⅣC類の7が各1点ずっである。法義は，口径

13・7cm，器高4e5cm，底径9cm前後の一群と，やや小形で浅めの一群とに分けられる。後者は，

二次焼成を受け9焼台として使用されたものとみられる○前者は，底径指数66前軋器高指数31

～35と比較的まとまりをみせている。ロクロ回転方向は，5のみが左回りで，他は右回りである。

球蓋は1点のみで，扁平な擬宝珠形のつまみを有するものである。

婆は，確認できるものは婆Bで，多くは休部破片である。鉢は，鉢Bである。

Ⅲ次操業（15，16）

Ⅱ次床面からは，ほとんどが細片で，図示できるものは，壷Cと甑の2点のみである。しかし，

球破片も若干出土しているので，吼亀婆などが焼成されたものとみられる。

Ⅲ次操業（17－22）

坤ま，ヱ次操業時のものと同じⅣA類に属する18，20とⅢA類の17，19である。法最は日射3

cm，器高4・8cm，底径8・5cm前後で9底径指数62～66，器高指数32～38とI次操業時のものより

底径が小さく，器高がやや高くなる。20は，ロクロ回転方向が左回りであり，焼台として使用さ

れたものと考えられることから，当操業時の製品でない可能性がある。

壷は，壷Bがみられるが，ほとんどが休部破片である。婆は，婆Aと婆Bとがあり，婆Bの休

部調整は，いずれも斜位の平行叩き調整である。鉢は，いずれも鉢Bである。

壷，婆，鉢は，そのほとんどが二次焼成を受け，焼台に使用されたものが多いとみられる。
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2号窯跡（第用019図）

窯内I次及びⅡ次床面からは，蓋，球，壷，聾が，Ⅲ次床面からは，蓋，坑盤，壷，婆，鉢

が，Ⅳ次床面からは蓋，稀，盤，婆が，それぞれ出土している。出土量は表2のとおりであり，

Ⅲ次床面から盤が出土していること，総破片数はⅢ次床面が最も多いにかかわらず，杯及び蓋の

量が新しくなるにつれて増加していることなどが特徴的である。

表2　2号窯跡遺物出土量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内はパーセント

操 業 面 区　 分 蓋 球 般
皿

＝お笠 聾 個　 数 総　 数

I 次
製　 品 2 （4．1） 5 （10．2） 7 （14．3） 35 （71。4） 49

64
焼　 台 1 1 13 15

Ⅲ　 次
製　 品 1 （2 ．7） 4 （10．8） 4 （10．8） 2 8 （75。7） 37

58
焼　 台 21 21

Ⅲ　 次
製　 品 7 （6．7） 19 （18．3） 1 （1．0） 5 （4 ．8） 72 （69。2） 104

157
焼　 台 1 1 51 53

Ⅳ　 次
製　 品 16 （42．1） 20 （52．6 ） 2 （53．0） 38

57
焼　 台 1 18 19

個　　　　　 数 28 4 9 3 16 240 336

‡次操業（23－26）

図示できる資料は乏しく，球は24，25の2点だけである。共にVA類であるが，法量に差が認

められる。25は，ロクロ回転方向が左回りである。球蓋は，天井部が浅く丸く，中央部が突出し

外周がくぼむつまみを有する23だけである。

壷は，壷Cの29以外は明らかでない。婆は，婆Aと婆Bがあるが，ほとんどが体部破片である。

Ⅱ次操業（27－29）

I次操業と同様に，図示できる資料に乏しい。28の球は，ⅡA類でロクロ回転方向が左回りで

ある。当操業では，球蓋，土も　壷，婆の焼成が行われたものとみられる。

Ⅲ次操業（30－38）

土科ま，IA類の35，36と，小形でⅡA類の33，34の両者が存在する。このうち，34－36は，休
（1）

部の水挽き痕は小さな凹凸を室し，凹部は細い沈線状を呈している。IA類の底径指数は75前後，

ⅡA類の底径指数は70前後で，I次及びⅢ次床面から出土している球よりも底径指数が高くなっ

ている。

球蓋は，I次床面出土のものと法量，形態ともにほぼ同じ30－32である。

盤は製品とみられるものは1片だけの出土であるが，当操業時に焼成がなされた可能性が強い。

婆は，37，38の婆Aと賓Bであるが，ほとんどが二次焼成を受け，焼台として使用されたもの

が大半である。

Ⅳ次操業（39～52）

絢ま，46のみが小形でⅢA類であるのに対し，他の48～52はIA類である。48－52は，口径13

。4cm，器高4cm，底径10。6cmと，ほぼ同一規格である。底径指数は79前後とⅢ次床面出土のIA
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類よりも高くなっている。

球蓋は，法量のうえではⅢ次床面出土のものとほとんど差はないが，天井部中位に回転へラ削

り調整による稜が認められ，項部と外周部を分けていること，41－43のように口径部付近で軽く

外反するものが存在することなどに差が認められる。つまみの上端部が，やや丸味を帯びている

ことも違いの一つである。41～43は，成形時は左回りのロクロを使用し，天井部のヘラ削りは右

回りのロクロを使用している。

婆は，ほとんどが体部破片である。

3号窯跡（第20－25園）

窯内I次床面からは蓋言球，壷，婆が，Ⅲ次床面からは吼　壷，婆，瓦が，Ⅲ次床面からは，

稀婆，円面硯，瓦が，Ⅳ次床面からは吼聾，瓦が，Ⅴ次床面からは吼壷，聾，瓦が，Ⅵ次

床面からは蓋，坑　高台付球，盤言乳鉢，瓦が，Ⅶ次床面からは蓋，吼盤言乳瓦がそれぞ

れ出土している。各床面からの出土量は，表3のとおりであり，Ⅲ次床面から円面硯が出土して

いること，Ⅵ次床面以降に盤を伴うこと，Ⅱ次床面以降瓦が出土していることが特徴的である。

なお瀾次床面は，基本的に焼成が行われていないものとみられ，未焼成の球，婆と，焼台として

使用される予定であった塚，聾などが出土している。

表3　3号窯跡遺物出土量
（）内はパーセント

‾画 裏面 区分 蓋 土不 高台付土不 盤 虫宝E 聾 その他 瓦 個 数 総 数

工　 次
製品 2 （9．1） 20 （90．9） 22

31
焼台 1 3 5 9

Ⅲ　 次
製品 1 （1．7） 58 （98．3） 59

81
焼台 2 4 13 3 22

Ⅲ　 次
製品 11（24．4） 33 （73．3）円面硯1（2．2） 45

58
焼台 1 10 2 13

Ⅳ　 次
製品 12 （25。0） 36（75。0） 48

114
燈台 5 54 7 66

Ⅴ　 次
製品 22 （75．9） 7 （24．1） 29

54
焼 台 2 1 19 3 25

Ⅵ　 次
製品 1 （0．6）52 （31．7） 110（67．1）鉢 1 （0．6） 164

188
焼台 3 1 1 13 6 24

Ⅶ　 次
製 品 13 （44．8） 16 （55。2） 29

54
焼台 1 4 1 18 1 2 5

Ⅷ　 次
製品 285以上（弧6） 2 （0．7）10（3．4）甑 1（0．3） 298

692
焼台 8 209 5 3 157 鉢　 5 7 394

個　　　 数 11 624 6 5 10 579 8 29 1 ，272

I次操業

当操業時に伴う遺物は，球，聾が出土しているが，いずれも小片で図示できるものはない。

Ⅲ次操業（53）

球は少量で，いずれも破片である。53はⅢA類とみられる。聾は比較的多く出土しているが，
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大部分は休部破片で，確認できるものは婆A，婆Bである。なお，焼台として平瓦1点，丸瓦2

点が出土している。いずれも，凹面には布目庄痕があり，凸面は斜格子叩きが施されている。

Ⅲ次操業（54，55）

杯言乳　円面硯が出土しているが，図示できるものは2点だけである。54はやや大形で類例の

少ないものである。55の円面硯は，Ⅳ次床面及び灰原出土の破片と接合している。婆は婆Aと婆

Bが認められる。なお，焼台のなかには，平瓦，丸瓦各1点が含まれている。凹面は両者共に布

目庄痕がみられるが，平瓦の凸面は縄目叩き，丸瓦の凸面は斜格子叩きが施されている。

Ⅳ次操業（56）

球，婆が出土しているが，図示できるものは56の1点だけである。56は稀Bで，ロクロ回転方

向は左回りである。婆は，婆A，婆Bがみられる。焼台のなかには，平瓦7点が含まれている。

凹面は，いずれも布目庄痕がみられるが，凸面は，1点が縄目叩きで，他は斜格子叩きが施され

ている。7点のうち5点の凹面には小札痕がみられる。

Ⅴ次操業（57－62）

球Aは，ⅣA類のものとⅣC類のものがある。前者は58，59で，後者は60がそれぞれ該当する。

57，58，60は，ロクロ回転方向が左回りである。士不には球Bが含まれているが，小片である。

婆は，61，62の婆Aだけであり，破片数も少ない。

焼台は，婆の破片と平瓦の破片で，平瓦は，凸面が縄目叩きのもの2点，斜格子叩きのもの1

点である。

Ⅵ次操業（63－72）

ま対ま，いずれも坪Aで，ⅡA類の63，65，66，ⅣA類の64，67，IA類の68，69で，63～65，

67－69は，ロクロ回転方向が左回りである。なお，69は焼台として使用されている。

蓋は，口縁部破片が1点出土しているだけである。盤は，目線部破片が1点出土しているが，

焼台とみられる。

鉢は，鉢抄の破片が1点出土している。婆は，確認できるものは聾A，賓Bで，大部分は体部

破片である。

焼台は，前述の稀，婆の破片及び平瓦破片6点である。347ほか3点は凸面縄目叩き，349ほ

か1点は凸面斜格子叩きである。

Ⅶ次操業（73～80）

稀は，大部分が稀Aで，球Bの破片1点を含んでいる。球Aは，ⅢA類が75，ⅣA類が74，Ⅳ

B類が76と，各1点ずっ出土している。74と75は，ロクロ回転方向は左回りである。

蓋は73，盤は78の各1点だけで，いずれもロクロ回転方向は左回りである。

婆は，璽Aと婆Bがみられるが，大部分は，休部破片で焼台として使用されている。
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Ⅷ次操業（81－105，Nl～N14）

Ⅷ次操業としたが，窯詰めをした段階の焼成前に天井部が崩落し，実際には操業として把えら

れないものである。

製品としては，稀285個以上と壷，聾が12点末焼成の状態で出土している。それらの中から実

測可能な14点を掲載した。稀は，いずれも球Aで，Ⅲ類に属するものであるが，底部の調整は明

らかで射ゝ。婆は，婆Aと聾Bがみられる。

製品以外の81－105は，いずれも焼台として使用される予定であったものとみられる。

球は，稀Aと球Bがあり，稀Aは，ⅢÅ類とⅣA類で，前者に85，86，90，91，92，後者に87，

88，89が該当する。これらの塚は，大部分がⅥ次床面から出土している稀よりも底径指数が大で

ある。蓋は，81のほか若干出土している。

高台付球で図示できるものは96の1点，盤は，97～99までの3点で，いずれも高台径が小さく，

短く垂下するものである。

婆は，婆A，婆恥　鉢は，鉢A，鉢B，鉢の，鉢Eが存在するが，いずれも量的には少ない。

このように，焼台に球が多く婆類が少ないことは，他の窯跡や他の床面と比べて特異な現象であ

る。

櫓考窯跡（第鍼～錮図）

窯内I次床面からⅣ次床面までは，蓋，塚，高台付球，盤，婆が共に出土し，他に，I次床面

からは高盤，Ⅲ次床面からは鉢，甑，Ⅳ次床面からは亀　鉢，V，Ⅵ次床面からは鉢がそれぞれ

出土している。出土量は表4のとおりであり，Ⅱ，Ⅲ次床面からは蓋及び球が多く，Ⅴ次床面か

らの球も比較的多いことが特徴的である。また，I，Ⅲ，Ⅳ，V，Ⅵ次床面，灰原からは，焼台

として使用された瓦が出土している。

表超　4号窯跡遺物出土量　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内はパーセント

操業面 区分 蓋 球 高台付球 盤 高盤 壷 要 鉢 甑 瓦 個数 総数

I　 次
製品 14（11．2） 79（63。2） 4 （3．2） 10（8．0） 1 （0．8） 17（13．6） 125

144
焼台 1 2 15 1 19

Ⅱ　 次
製品 101（11．7 713（82．5）6 （0．7） 10（1．2） 33（3．8） 1 （0．1） 864

886
焼台 1 21 22

Ⅲ　 次
褒品 119（8．2 1，割2（86．0 6 （0．4） 18（1．2） 51（3．5） 2 （0．2） 6 （0．3） 1，444

1，474
焼台 2 26 2 30

Ⅳ　 次
製品 10（19．2） 21（40．4） 5 （9．6） 5 （9．6） 2（3．8） 7 （13．5） 2 （3．8） 52

56
焼台 1 1 2 4

Ⅴ　 次
製品 15（4．9） 255（82．ゆ 3 （1．0） 1 （0．3） 封（11．0） 308

321
1 9 13焼台 1 2

Ⅵ　 次
製品 12（9．0） 83（62．4） 3 （2．3） 9 （6．8） 25（18．8） 1 （0．8） 133

184
焼台 1 2 16 32 51

灰　 原
製品 41（10．2）202（弧 4） 15（3．7） 7 （1．7） 133（33 2 3 （0．7） 401

438
34 2 37焼台 1

個　　 堅 315 2，598 29 75 1 9 412 9 7 48 3，503
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I次操業（106～121）

坪は，球Aのみで誹A類の115，116，ⅣA類のⅢ3，114で，ⅡÅ類の2点は，ロクロ回転方

向が左回りである。底径指数は60－66，器高指数はⅡA類が26で，ⅣA類は33～36と高い。

蓋は，いずれも口径が20cm前後で，擬宝珠形のつまみが付くもので，球の蓋とは考えられず，

118，119などの大形の高台付球の蓋とみられる。

高台付坪は，前述した118，119のように口径17cm前後の大形のものと，117のように口径15cm

前後のものとがある。

勤ま，賓Bがみられるが，大部分は体部破片である。

Ⅲ次操業（122～136）

稀は，球Aで，‡A類の123，124と，本来高台が付くもので，生乾きの状態で高台を剥がし，

手持ちへラ削りを施している特異なものとが出土している。123，124は，ロクロ回転方向が左回

りである。

蓋は，口径が15cm，17cm，20cm前後の三者に分けられ，後二者は，擬宝珠形のつまみが付くが，

前者は扁平で上部がくぼむつまみが付く。口径17cmのものは天井項部と外周部との境に軽い稜を

有し，口径20cm前後のものは天井部が丸い。

盤は，口径21cm前後で，休部は外反し，高台は夕捕りへ強くふんばるものである。

婆は，婆A，婆Bが出土しているが，婆Aで図示できるものはない。

Ⅲ次操業（137－170）

蓋は，口径が12cm，15cm，17cm前後のもの及び20cm以上のものとに分かれるが，つまみは，い

ずれも擬宝珠形のものが付く。

士不は，球Aのみで，ⅢA類の144～146，149，150，153，ⅢC類の155，Ⅲり類の147，148，ⅣA

類の154，ⅣC類の157，Ⅳり類の152，156と，形態上からは2種類であるが，底部調整は多様で

ある。14点のうち150，156，157を除く11点は，ロクロ回転方向が左回りで，左回りの占める割

合が多い。口径は13～14cmのものと11cm前後のものとに分かれ，前者は，底径指数が55～60と，

I次，Ⅲ次床面出土の球より小さくなっている。小形品の後者は，底径指数63～65で，前者より
P l

晶い。

高台付杯は，口径12。5cmの164，口径14～15cmの163，161，162，160，口径18cm前後の159，158

の3種類に分かれる。後二者は，外側へふんばるしっかりした高台が付くが，前者は，休部との

境に小さな高台が付くものである。

勤ま，聾Aがみられるが，大部分は体部破片である。

鉢は，鉢B，鉢Fがみられる。
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Ⅳ次操業（171～174）

球蓋は，171のほか数点がみられ，焼台として使用されたとみられるものもあり，Ⅲ次床面か

ら出土している口径12cm前後で擬宝珠形のつまみが付くものと同形態である。

球は，図示できるものは172の1点だけで，これも蓋と同様に焼台として使用されたものであ

る○Ⅲ次床面から出土している144，149等と同形態で，149と同じへラ記号がみられることなど

から蓋とともにⅢ次操業の製品の二次利用と考えられる。

聾は，璧Aがみられる。

Ⅴ次操業（175－192）

蓋は，いずれも擬宝珠形のつまみが付くが，口径12～13cmの177，178と，17～18cm前後の175，

176とに分かれる。明らかに焼台とみられる176以外のものも二次焼成を受けているが，Ⅲ次操業

に伴う製品の蓋と比べ，擬宝珠形のつまみが全体に丸味を帯びている点が異なる。

球は，ⅡA類の183～185，ⅣC類の181，182とに分かれる。いずれもロクロ回転方向は左回り

で，Ⅲ次操業の製品と類似している。

高台付球は，口径11e5cm前後のものと口径15cm前後のものがある。前者は，口径12～13。mの蓋

と重ね焼されている。

盤は，休部が直線的に立ち上がり，休部と底部との境は鋭い稜をなさないものである。

婆は，婆A，婆Bがみられる。

鉢は，鉢A，鉢Bがみられるが，図示できるのは鉢Aの192だけである。

Ⅵ次操業（193～203）

蓋は，いずれも擬宝珠形のつまみを有し，口径12。6cmの195と，口径17～18cmの196，197とに

分かれる。194は天井部が深いが，193は浅く丸い。

球は，ⅡA類の199，ⅢC類の200と，ⅢA類の196，197とが存在する。いずれもⅤ次床面出土

の稀と大差はなく，底径指数，器高指数ともにほぼ同一範囲内である。196，197は，ロクロ回転

方向が左回りである。

盤は，口径16cmのものと20cm前後のものとがあり，体部は直線的に立ち上がりⅤ次床面出土の

ものと同形態である。

婆は，いずれも休部破片である。

鉢は，鉢A，鉢Bがみられるが，図示できるのは鉢Aの203だけである。

灰原（204－210）

灰原からは婆，球などが出土しているが，図示できるものは7点である。

稀204はⅣÅ類である。壷は短頸壷で，壷蓋も出土している。婆は，確認できるものは婆Bで，

鉢は，鉢Bである。
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5号窯跡（第馳～鍼閑）

窯内I～Ⅸ次床面まで蓋，球及び婆がともに出土しているほか，壷はI，Ⅶ，軋　Ⅸ次床面か

ら，鉢はⅢ次床面を除く各床面から，甑は恥　Ⅷ，Ⅸ次床面からそれぞれ出土している。出土量

は，表5のとおりであり，球と婆がやや多い程度で，全体的には少ない。そのなかでI～Ⅶ次床

面に比してⅧ，Ⅸ次床面出土の乳　鉢がやや多いこと，Ⅳ次床面からの遺物が皆無であることが

特徴的である。

衷5　5号窯跡遣物出藍畳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内はパーセント

操業面 区分 蓋 球 高台付棒 ここ量碧雲だ 婆 鉢 餞 個　 数 総　 数

I　 次
製品 5 （11．6） 9 （20。9） 29（67。4） 43 巨 8

焼台 且 13 1 15

正　 次
製品 3 （4．9） 3 1（50 ．8） 27（44 ．3） 61 巨 6

焼台 15 15

Ⅲ　 次
製品 7 （7．0） 26 （26。0） 65 （65。0） 1 （1．0） 1 （1．0） 100 巨 23

焼台 23 23

Ⅴ　 次
製品 1 （2．8） 10 （27．8） 24 （66．7） 1 （2。8） 36 ！ 4 0

焼 台 4 4

Ⅵ　 次
製品 2 （2．4） 39 （45．9） 姐 （48。2） 3 （3。5） 85

9 1
焼台 6 6

Ⅶ　 次
製品 4 （7．5） 35（66。0） 2 （3。8） 11 （20．8） 1 （1．9） 53

60
焼台 温 且 5 7

Ⅷ　 次
製品 6 （6．7） 25 （28 ．1） 4 （4。5） 48（53。9） 5 （5。6） 1 （1．1） 89

92
焼台 且 且 1 3

Ⅸ 次 ！製品 2 （2．4） 14 （16．9） 6 （7。2） 封 （65．1） 6 （7．2） 1 （1．2） 83
92

焼台 4 5 9

前道都 ！製品 2 （3。8） 12 （23．1） 2 （3。8） 1 （1．9） 33 （63。5） 2 （3。8） 52
61

焼 台 1 8 9

個　　　 数 33 203 2 19 412 21 3 693

I次操業（211－218）

塚蓋は，図示できるものは211だけで，扁平で上部がくぼむつまみが付くものである。

球は，IA類の212，ⅣA類の213，VA類の214で，焼けひずみのある213を除けば，底径指数

は80～82と高い。2且4は，ロクロ回転方向が左回りである。

婆は，婆Aと婆B，鉢は鉢Bがみられる。

Ⅲ次操業（219～225）

塚蓋は，図示できるものは扁平で環状のつまみが付く219だけである。

球は，220～224まで基本的にⅣÅ類で，223を除く3点は，中央部に静止へラナデが加えちれ

ている。これはへラ削り時に中央部に残った粘土を除去するもので，一種の仕上げナデと考えら

れる。底径指数は，66－73とI次床面出土の稀と比して低い。

聾は，璧Aと璽Bがみられるが，図示できるものは，225の璽Bだけである。

Ⅲ次操業（226～237）

球蓋は，いずれも小片で，図示できるものは射、。
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塚は，本来ⅡA類とみられる226と，ⅣA類の227，228～235がみられる。前者は，小さな凹凸

の水挽き痕を残し9ロクロ回転方向が左回りである。後者は，口径は4～12・4cmと小形品で，ロ

クロ回転方向は右回りである。228を除いて二次焼成を受けている。両者其ほとんど青灰色を呈

している。

婆は，婆Aと婆Bがみられるが，図示できるものは底部片の236だけである。

鉢は，237の鉢Aがみられる。

V次操業（238，239）

全体的に遣物が少なく，図示できるものは，球2点だけで，238，239共にⅣA類であるが，

239は，ロクロ回転方向が左回りである。

婆は，婆Aと婆Bがみられるが図示できるものはない。

Ⅵ次操業（240～245）

塚は，日射3～13e8cmのものと9日酎～nCmのものとに分かれる。前者は，形態的にはⅣA

類の240，242とⅣC類の2現とに分かれ9後者は，243，244共にⅣÅ類である。法劉勺にはV次

床面出土の球と変化はかさ。

婆は，245の婆Bが認められるだけで，他は体部破片である。

Ⅶ次操業（246～257）

稀蓋は9扁平で上部がくぼむつまみが付くものであるが，二次焼成を受け焼台の可能性がある。

ま不は，多種多様でタⅥA類の247，249，251，253，VC類の250，ⅣC類の252に分かれる。ⅣA，

VC類には，口径15cm前後の大形品が認められ，底径指数は，62～69とⅥ次床面出土の稀より低

くなる。なお，247を除く6点は，ロクロ回転方向が左回りで，247，248，249は，水挽き時の回転

方向と底部へラ削り時の回転方向が異なっている。

壷は，短頸壷と蓋がみられる。壷蓋は，稀ⅣA類の底部につまみを付けた形態である。

婆は，256の婆Bだけで，鉢は，257の鉢Bだけである。

Ⅷ次操業（258－268）

球蓋は，小片のみで，図示できるものはない。

球は，ⅣA類の258，264と，Ⅳり類の259～263とに分かれる。前者は，普遍的にみられる258

と，やや小形で浅い264がみられる。後者は，雑な切り離し痕を残し，底部は凹凸が激しく，全

体に雑な作りである。底径指数は，前者が70～75であるのに対して後者は59～63と低く，器高指

数も前者が28－32であるのに対して後者は33－40と高い。なお，264を除く6点は，ロクロ回転

方向が左回りで，258は，ヘラ削り時の回転方向が右回りである。258は，Ⅷ次操業にともなう製

品と考えられる。

壷類は，ⅣÅ類の塚の底部に扁平で上部がくぼむつまみが付く形態の蓋265が図示できるだけ
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である。

聾は，聾Aと聾Bがみられるが，図示できるものはない。

鉢は，267の鉢Bと268の鉢りがみられる。

Ⅸ次操業（269－278）

球は，図示できるものは2点だけで，269はⅣB類，270はIA類で，両者共に口径10～11cmと

小形品である。270は，ロクロ回転方向が左回りである。

壷は，271の壷のがみられるだけである。聾は，272，273の婆Bと聾Aがみられるが，聾Aで

図示できるものはない。

鉢は，274－276の鉢Bがみられる。277は儀とみられ，278の把手が付くものと考えられる0

前道部（279～285）

球は，ⅣA類の280，281，ⅣC類の282とに分かれる。279はロクロ回転方向が左回りである。

他にⅣE類の球が1点みられる。

壷は，ⅣÅ類の球底部につまみが付く形態の蓋283のほかに短頸壷が認められる。

婆は，要Aと婆Bがみられるが，図示できるのは284の聾Bだけで，他に婆A3息婆Bl点

がみられる。

鉢は，鉢りで，285のほかに1点みられる。

6号窯跡（第39－爛園）

窯内‡～Ⅵ次床面から，稀，婆が共に出土しているほか，蓋はⅢ次床面を除いた各床面から，

高台付球及び盤はⅢ，Ⅳ次床面から，壷はI，Ⅴ次床面から，甑はI，Ⅲ次床面から，鉢はⅥ次

床面からそれぞれ出土している。出土量は，表6のとおりであり，球，聾が主体を占めること，

高台付吼盤がⅢ次及びⅣ次床面からだけ出土していることが特徴的である。なおⅤ次床面を除

く各床面からは，焼台として使用された瓦が出土している。

表6　6号窯跡遺物出土量
（）内はパーセント

操 業面 区分 蓋 球　 鹿 台付球 盤 壷 璧 鉢 観 瓦 個　 数 総　 数

I　 次
製 品 2 （1．1）85 （48．6） 6 （3．4）80 （45．7） 2 （1．1） 175

2 98
焼 台 10 1 22 123

‡　 次
製 品 14 （8．9）96 （60．8） 48 （30。4） 158

19 5
焼 台 1 1 9 17 37

Ⅲ　 次
製品 37 （36。6） 1 （1．0） 4 （4．0） 58 （57．4） 1 （1．0） 10 1

121
焼 台 11 9 20

Ⅳ 、次
製品 1 （3．6）14 （50．0） 2 （7。1） 1 （3．6） 10 （35．7） 28

5 9
焼 台 1 2 7 1 2 3 1

Ⅴ　 次
製 品 1 （1．7）27 （45．0） 11 （18．3）21 （35．0） 60

72
焼 台 5 2 5 12

Ⅵ　 次
製 品 7 （4．2）69 （41．8） 87 （52。7） 2 （1．2） 16 5

2 30
焼 台 63 2 6 5

前 遺部
製 品 5 （3．9）80 （63．0） 3 （2．4） 39 （30．7） 12 7

12 7
焼 台

個　　　 数 31 4 13 6 6 1 9 5 69 3 3 5 2 1，10 2
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I次操業（286－317）

球蓋は，小形で扁平な286，287だけで，前者は扁平な擬宝珠形，後者は扁平をボタン状のつま

みが付く。

土利ま，多量にみられるが，口径は13－14cm前後とまとまっている。ⅢA類は，288，290，291，

296～302；315の11点のほか6点，ⅣA類は289，292～295，303～314の17点のほか2息　ⅣC類

は316のほか1点である。315は小形品でロクロ回転方向は左回りである。これ以外に図示できな

いものでIA類が1点みられる。これらのうち，一印のヘラ記号がⅣA類の5点，×印のヘラ

記号が図示できないものも含めて，ⅡA類に3点，ⅣA類に3点みられる。ⅡA類，ⅣA類とも

に底径指数67～75，器高指数26～34とほぼ一致している。

婆は，317の婆Aがみられるが，大部分は休部破片である。
のし

瓦は，平瓦19息　丸瓦2点，婁斗瓦1点で，凸面は平瓦に縄目叩きが3点みられるほかは，斜

格子叩きが施されている。

Ⅲ次操業（318－342）

坪蓋は，いずれも破片で図示できるものはない。

球は，ⅡA類の323，327，328，330，331，Ⅲの類の324，325，329，ⅣA類の326，332，333，

VA類の318～322に分けられる。ⅣA類の塚は，図示したもの以外に1点ある。VA類は，いず

れも重ね焼の状態で出土している。これらのうち，324－328の5点は，ロクロ回転方向が左回り

で，一印のヘラ記号が認められる。法量は，小形品の332，333を除けば，各類共に口径13cm前後，

器高4～4。9cmとほぼ画一的で，底径指数は60～66とI次床面出土の球より低く，器高指数は28

－36とI次床面出土の球よりやや高い。

蓋は，334，335とも口径20cmを越える大形品で，盤の蓋とみられる。335は，天井部が焼けひ

ずみによるものか，扁平で，内面外周付近にかえりのついた特異なものである。

勤ま，336～339と他に1点の婆A，340，341の聾Bがみられる。聾Bの破片は，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ次

操業時に焼台として使用されている。

瓦は，軒丸瓦，慰斗瓦各1点，平瓦12点，丸瓦3点で，軒丸瓦は素縁単弁八菓花文中心周環一

重式で，丸瓦は玉縁付である。平瓦の凸面は，縄目叩き3息　斜格子叩き8点，ナデ，ヘラ削り

各1点で，丸瓦はいずれも斜格子叩きである。

Ⅲ次操業（343－358）

球は，ⅢA類の343～346，ⅢC類の347～351，Ⅲり類の352に分けられる。ⅢC類は，Ⅲ次床

面まではみられなかったもので，底部に不定方向の手持ちへラ削り調整が加えられた球は，当床

面から出土した球に多くみられる特徴である。ⅡC類，Ⅳり類の球は，ロクロ回転方向が，いず

れも左回りである。
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盤は，353～355の3点みられるが，353は大形品，354は小形で深いもの，355は小形品とバラ

エティーに富んでいる。高台は，いずれも夕梱りへふんばるもので，休部との境は明瞭な稜をなさ

ない。

婆は，356の婆A，357の婆B，358の婆Cがみられるほか，体部の大破片が比較的多い。

瓦は，平瓦7点，丸瓦2点で，平瓦の凸面は，縄目叩き3点，斜格子叩き3点，ナデ1点で，

丸瓦は，いずれも斜格子叩きである。

Ⅳ次操業（359－365）

球は，ⅣA類の362，VA類の359と，それ以外にロクロ回転方向が左回りの360，361がある。

これらは，いずれも二次焼成を受け，359はⅢ次床面，360，361はⅢ次床面出土の球と形態等が

類似していることから，当操業時に伴う製品でない可能性がある。

363の盤，364の婆A，365の鉢Cは，いずれも焼台として使用されたもので，当操業時に伴う

製品は，明確にできなかった。鉢は，鉢Cのほかに鉢Aがみられるが図示できるものはない。

瓦は，平瓦，丸瓦各1点で，平瓦の凸面は斜格子叩き，丸瓦の凸面は縄目叩きである。

V次操業（366－370）

球は，ⅡA類の367，369，Ⅲり類の368，Ⅳ類の366とに分かれる。ⅡA類は，口径11cmのもの

と14。5cmのものに細分でき，14．5cmのものは他に1点ある。ⅢA，Ⅱの類ともにログロ回転方向

は，左回りである。

VI次操業（371～387）

ま不蓋は，371～373ともに天井部が浅く丸く，扁平なっまみが付くもので，他に同形態の蓋が

1点みられる。口径は，いずれも12。6～13。9cmの間を示している。

球は，ⅣA類の379～381，383，VA類の374－376，VB類の377，VC類の378などがみられ

る。これらの球は，小形の383を除いてはロクロ回転方向が左回りで，そのうちⅣA類の球は，

ヘラ削りの回転方向が成形時の回転方向と異なり右回りである。

婆は，386の婆A，387の婆Bがみられるほか，休部の大破片が比較的多い。

瓦は，平瓦2点で，凸面はいずれも斜格子叩きである。

前遺部（388－394）

稀は，ⅢC類の391，ⅣA類の392，393，VA類の388，VC類の389，390がみられる。底部に

不定方向の手持ちへラ削り調整が加えられている389－391は，ロクロ回転方向が左回りである。

婆は，394の婆Bがみられる。
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ア号窯跡（第鯛～開聞）

窯内‡～Ⅶ次床面からは，粍婆が共通して出土しているほか，Ⅲ声　Ⅲ次床面を除いた各床面

から蓋が，Ⅵ，Ⅶ次床面から高台付稀が，V～Ⅶ次床面から盤が9それぞれ出土している。出土

量は，表7のとおりで，量的にはV次床面が最も多く9I次床面は極端に少か、。また，高台付

稀は，Ⅵ次床面以降，盤はV次床面以降それぞれみられることなどが特徴的である0なお9　Ⅲ次

床面以降，焼台として使用された瓦の出土がみられる。

嚢謬　7号窯跡遣物出藍量　　　　　　　　　　　　　　　　目内はパーセント

操業面 区分 蓋 棒 高台付童不 盤 壷 婆 鉢 瓦 個　 数 総　 数

I　 次
製品

焼台

1 （14．3） 6 （85．7） 7
12

5 5

Ⅱ　 次
製品 11（27。5） l

i

29 （72。5） 40
47

7 7焼台

11（19．0） 46（79。3） 1 （1．7） 58
70Ⅲ　 次

製品

焼台 10 1 1 12

Ⅳ　 次
製品

焼台

1 （1．9） 14（25。9） 39（72。2） 54
77

16 7 23

V　 次
製品

焼台

6 （3。8） 45（28．7） 1 （0。6） 105（66．9） 157
195

3 28 3 4 38

Ⅵ　 次
製品

焼台

1 （0．9） 36（31．0） 1 （0。9） 9 （7溜） 1 （0．9）67（57。8） 1 （0．9） 116
119

1 1 1 3

Ⅶ　 次

′r‘Tl

製品 5 （3．8） 61（46．2） 3 （2．3） 2 0 ．5） 60（45．5） 1 （0。8） 132
148

焼台

、h′ l　 ．一 i　，∩一 メ 1r－

15 1 16

1 41つ0 ′7 1／1 六六受

丑次操業

蓋，稀の小片が少量みられる程度で，図示できるものはない。婆は，いずれも焼台として使用

されている。

Ⅲ次操業（395～398）

稀は，395，396共にⅢA類で，ログロ回転方向は左回りである。

婆は，図示できるものは婆Aとみられる397と婆Cの398の2点である0

Ⅲ次操業（399～404）

球は9　ⅡC類の400，40且，ⅣC類の399とに分けられる。3点とも底部には不定方向の手持ち

へラ削り調整が加えられている。400はロクロ回転方向が左回りである○

婆は，婆Aがみられるが，図示できるものは402の底部だけである。

鉢は鉢抄の403，鉢Eの404であり，404は口径41cmと大形品である。

瓦は平瓦片で，凸面には縄目叩きが施されている○

Ⅳ次操業（405～407）

柳ま，ⅡÅ類の406，ⅣB類の405で9両者共にログロ回転方向が左回りである。

蓋は，Ⅳ類の球の底部に扁平で擬宝珠形のつまみが付いた形態で，短頸壷の蓋とみられる。

聾は，聾Aがみられるが，図示できるものはない。
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瓦は，いずれも乎瓦で，凸面に縄目叩きが施されているものが2息　斜格子叩きが施されてい

るものが5点みられる。凹面には，すべて布目痕がみられる。

V次操業（408－423）

稀蓋は，408だけで，扁平で上部がくぼむつまみが付くものである。

球は，ⅡC類の413，ⅣA類の409，姐2，VA類の410，411に分けられる。413を除いた4点

は，ロクロ回転方向が左回りである。

盤は，口径が18cm前後の415－417と，21cmの4且4とがみられるが，いずれも，高台は中央寄り

にあり，短く垂下するものである。ロクロ回転方向は，すべて左回りである。4点のうち3点は，

ほぼ中央をとおるように半分に割れている。

勤ま，418，419のほかに婆Aが7点，婆Bが1点みられるが，いずれも焼台として使用され

ているものである。

鉢は，421～423の鉢Bがみられるが，婆同様に焼台として使用されているものである。

Ⅵ次操業（424～440）

ま和ま9　棒Aと棒Bが存在する。稀Aは，口径が13cm前後と均一で，ⅢA類の424，ⅣA類の425

～428とに分けられる。ほぼ半分に割れているものが多い。ⅣA類の底径指数は，69～72とほぼ

まとまりをみせる。坪Bは，429，430の2点で，429はログロ回転方向が左回りである。

盤は，高台がやや外側へふんばる431～434と，短く垂下する435～437とに分けられる。後者

は他に2点みられ，435を除いた4点は，ロクロ回転方向が左回りである。なお，中央から約半

分に割れているものが多い。

壷は，長頸壷の体部下半とみられる438だけである。

婆は，平底の439，丸底の440の2点以外に，婆A，婆Bがみられる。
′、l

鉾は，鉢Bである。

Ⅶ次操業（441～451）

稀は，449を除けば口径13cm前後と画一的で形態等からⅡA類の44温～444，448，ⅣA類の445

～447，449及びほか1点に分けられる。ⅣÅ類の446，447は，成形時のロクロ回転方向は左回り

で，底部調整時のそれは右回りである。

婆は，婆Aと婆Bがみられるが，図示できるものは婆Aの450だけである。

鉢は，鉢Aの451だけである。
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8号窯跡（第53・錮図）

窯内I～Ⅳ次の各床面からは，蓋，稀，婆が，I，Ⅲ次床面からは壷が出土している。出土量

は，表8のとおりで，蓋，坪の出土量が，新しくなるにつれて増加することが特徴的である。

表8　8号窯跡遺物出土量
（）内はパーセント

操　 業　 面 区　 分 蓋 球 壷 婆 個　 数 総　 数

I　　 次
製　　 品 14 （20．3） 23 （33．3） 1 （1．4） 31 （44．9） 69

95
焼　　 台 26 26

Ⅱ　　　 次
製　　 品 36 （45．0） 36 （45．0） 8 （10．0） 80

90
焼　　 台 10 10

Ⅲ　　　 次
製　　 品 91 （41．4） 101 （45．9） 1 （0．5） 27 （12．3） 220

27 1
焼　　 台 51 51

Ⅳ　　　 次
製　　 品 82 （37．6） 116 （53．2） 20 （9．2） 218

2 27
焼　　 台 9 9

個　　　　　　　 数 223 27 6 2 182 6 83

I次操業（452～462）

球蓋は，ロクロ回転方向が左回りで，口径15。2cm前後の452，453と，ロクロ回転方向が右回り

で，口径14．5cm前後の454，455に分けられる。つまみは，いずれも扁平であるが，後者のつまみ

がやや腰高である。

球は，456～459の4点共にIA類で，口径14cm，器高4。5cmと画一的である。459を除いた3点

は，ロクロ回転方向が左回りである。

壷は，460の壷りだけである。

執ま，461ほか2点の婆A，462ほか1点の婆Bがみられるが，大部分は休部破片である。

Ⅱ次操業（463－472）

球蓋は，口径15cm，つまみは，扁平で上部が深くくぼみ，ロクロ回転方向が左回りの463，464

と，口径14。5cm前後，つまみは扁平で上部のくぼみが浅く，ロクロ回転方向が右回りの465－467

とに分けられる。

球は，468～471の4点共に口径14。2cm前後で，IA類である。成形時のロクロ回転方向は右回

りであるが，底部調整時の回転方向は左回りである。471を除いた3点は，小さな凹凸の水挽き

痕を残している。底径指数は，77～81と高い。

婆は，図示できるものは472の底部破片だけで，他はいずれも休部破片である。

Ⅲ次操業（473－485）

稀蓋は，473～475の3点で，口径14。7cm前後で，扁平で上部がくぼむつまみが付くものであ

る。473，474は，ロクロ回転方向が左回りである。

球は，476～482の7点共に口径14。5cm，器高4。5cm前後のIA類である。このうち476－478の

3点は，ロクロ回転方向が左回りで，477，478，481は，小さな凹凸の水挽き痕が残る。底径指

数は，72～82とⅢ次床面出土の球より低いものもみられる。
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椀としたものは，稀の形態をしているが大形のもので，483，484共に口径16・5cm前後である。

壷は，図示することができか、短頸壷が1点みられる。

婆は，婆Aと賓Bがみられるが，図示できるものは485の婆Bだけである。

Ⅳ次操業（486～493）

稀蓋は，4略487の2点で，口径15cm，扁平で上部がくぼむつまみが付くもので，両者共に

ロクロ回転方向が左回りである。

球は，IA類の488～490，VA類の491－493に分けられる。前者は，口径14cm前後で，小さな

凹凸の水挽き痕を残すもので，底径指数は77である。後者は，口径13・4cmと前者よりやや小ぶり

で，底径指数は59～64と低い。VA類の491，492は，ロクロ回転方向が左回りである。

豆焉窯跡（第離乳鮮1、つ針）

当窯跡は，前遺部だけしか確認できなかったため，操業回数等は明らかで射、。稀がやや多い

ほかは，乱高台付埼盤9婆が少量出土しているだけで，本来の器種構成も明らかでない。出

土量は，表9のとおりである。

蒙9　9号窯跡遺物出立量
（）内はパーセント

授 業 面 区　 分　　　 蓋 稀 高台付稀 盤 聾 個　 数 総　 数

前 遺 部
製　 品　 11 （7．4） 85 （57．4） 2 （1。4） 24 （16。2） 26 （17。6） 148

149
焼　 台 1 1

個　　　　 数　　　　 11 85 2 24 27 149

絢ま，口径が12。4cmでⅢり類521とⅣり類の522とに分けられる。高台付抽ま，523，524共に

大ぶりのもので，外側へふんばるやや高目の高台が付くものである。

盤は，525－527共に口径23cm前後のもので，休部は外反し，夕潮へふんばる高台が付くもの

である。527は，ロクロ回転方向が左回りである。

婆は，図示できるものがなく，いずれも体部破片である。

欄考窯跡（第鯛◎鯛図）

焼成部の大部分は失われているが，窯内I次床面からは盤，乳　正次床面からは蓋，粍盤，

婆，鉢，Ⅲ次床面からは蓋，埼高台付軋盤，高盤，婆，Ⅳ次床面からは粍Ⅴ次床面からは

球，高盤，婆，Ⅵ次床面からは蓋，球，婆，Ⅶ次床面からは蓋，盤，婆，Ⅷ次床面からは蓋，球，

高台付坊　盤　壷　婆がそれぞれ出土している。出土量は，表10のとおりで，I，Ⅳ，Ⅶ次床面

からの出土量は少なく，最終のⅧ次床面からは多量に出土していることなどが特徴的である。
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嚢柑　柑号窯跡遺物出土量
（）内はパーセント

授業面 区分 蓋 土不 高台付ま不 盤 高　　 盤 壷 婆 その他 個 数 総 数

I　 次
製品 1 （33。3） －2 （66・7） 3

3
焼台

Ⅱ　 次
製品 8 （25．6） 9 （28．1） 1 （3。1） 13（4 0。6）鉢1 （3 の 32

37
焼台 3 瓦　 2 5

Ⅲ　 次
製品 9 （12。0）10（13．3） 1 （1．3） 1 （1。3） 1 （1。3） 53（70。7） 75

78
焼台 2 瓦　 1 3

Ⅳ　 次
製品 3 （100） 3

3
焼台

Ⅴ　 次
製品 12（46。2） 1 （3。8） 13（50。0） 26

27
焼台 1 1

Ⅵ　 次
製品 2 （10。0） 6 （3 0．0） 12（60。0） 20

23
焼台 3 3

Ⅶ　 次
製品 2 （50．0） 1 （25。0） 1 （25。0） 4

4
焼台

Ⅷ　 次
製品 12（7。9）63（41．4）10（6。6） 5 （3。3） 2 （1。3）60（39．5） 152

153焼台 1 1

個 数 33 103 11 9 2 2 164 4 328

I次操業

盤，婆の破片が出土しているが，いずれも小片で，図示できるものはない。

Ⅲ次操業（528～530

蓋は，口径13。5cmの球蓋528と，口径22．9cmの盤蓋と考えられる529とがみられる。

絢ま，VC類の530がみられるだけである。

婆は，婆Aがみられるが図示できるものはない。鉢は，531の鉢Cがみられる。

Ⅲ次操業（532～537）

稀蓋は，図示できるものは532だけで，やや腰高のつまみが付くものである。

球は，Ⅳり類の533だけで，小さな凹凸の水挽き痕を残している。

盤は，535と，高盤の536があり，535は，短く垂下する高台が付くものである。

婆は，537の婆B以外に婆Aもみられるが，図示できるものはない。

Ⅳ次操業

稀片がみられるが，小片で，図示できるものはない。

Ⅴ次操業（538－541）

稀は，IA類の538，ⅢA類の539がみられる。

婆は，図示できるものは540の婆Bと541の底部破片以外に璧Aがみられる。

Ⅵ次操業

粍　蓋，婆がみられるが，いずれも小片で図示できるものはない。

Ⅶ次操業

蓋，盤，婆がみられるが，いずれも小片で図示できるものは射、。
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Ⅷ次操業（542～548）

球は，球Aと球Bがある。球Aは，ⅢA類の542と，ⅢC類の543－545に分けられる。そのう

ち，543，545は，ロクロ回転方向が左回りである。球Bの546は，やや大ぶりなものである。

婆は，婆Bだけで，547，548以外に1点みられる。

Ⅲ号窯跡（第㈹図）

焼成部の大部分が失われているが，窯内I，Ⅲ次床面からは土石　高盤，婆，Ⅲ次床面からは盤，

高盤言軋　Ⅳ次床面からは蓋，高台付吼　盤，高盤，婆，V次床面からは盤言乳　Ⅵ次床面から

は蓋，軋　高台付土石盤，高盤，壷，婆がそれぞれ出土している。出土量は，表11のとおりで，

最終時のⅥ次床面から最も多く出土しているが全体的に出土量が少ないこと，V次床面を除いて

高盤がみられることなどが特徴的である。なお，Ⅲ，Ⅳ次床面から，焼台として使用された瓦の

出土がみられる。

表m m号窯跡遺物出土量
（）内はパーセント

操業面 区分 蓋 稀 高台付土不 盤 高 盤 壷 要 瓦 個 数 総 数

I　 次
製品 1 （16．7） 4 （66。7） 1 （16．7） 6

6
焼台

Ⅱ　 次
製品 2 （16．7） 6 （50．0） 4 （33．3） 12

16
焼台 3 1 4

Ⅲ　 次
製品 1 （50．0） 1 （50。0） 2

3
焼台 1 1

Ⅳ　 次
製品 2 （20。0） 3 （30。0） 1 （10．0） 2 （20．0） 2 （2 0．0） 10

13
焼台 2 1 3

Ⅴ　 次
製品 1 （33．3） 2 （66．7） 3

8
焼台 5 5

Ⅵ　 次
製品 2 （3．6）29（51．8）4 （7．1） 7 （12．5） 1 （1．8） 3 （5．4）10（17．9） 56

65
焼台 9 9

個　　　 数 4 32 7 10 14 3 39 2 111

I次操業

粍　高盤，婆がみられるが，いずれも小片で，図示できるものはない。

Ⅲ次操業

‡次床面と同じように埼　高盤，婆がみられるが，図示できるものはない。焼台として使用さ

れた平瓦がみられる。

Ⅲ次操業（549，550）

549の盤は，底部と体部との境に明瞭な稜をなさず，高台は，やや夕付則へふんばるものである。

賓は，550の賓Aがみられ，これは焼台として使用されたものである。

Ⅳ次操業（551－554）

球蓋は551，高台付土不は552，盤は553，壷蓋は554の各1点である。高台付稀は，夕付則へ強くふ
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んぼる高台が付くものである。壷蓋は，やや腰高のつまみが付くものである。

焼台として使用された平瓦1点がみられる。

V次操業

盤，婆がみられるが，図示できるものはない。

Ⅵ次操業（555～563）

杯は，555，556共に口径が11～12．8cmと小形でⅣA類である。

高台付ま利ま，557，558共に口径15．5cm前後で，外側へ強くふんばる高台が付く。Ⅲ次床面出土

の549と同形態である。

壷は，560の長頸壷と，高台の付いた561，562である。561，562は，短頸壷の底部とみられ，底

部切り離しが，回転糸切りにより，注目すべきものである。他に同形態のものとみられる回転糸

切り痕を残す底部が1点みられる。

婆は，563の婆B以外に，婆A，婆Bが各1点ずっみられる。

臓考窯跡（第馴～鵬図）

焼成部の大半は失われているが，窯内I次床面からは粍盤，高盤，婆，Ⅲ次床面からほ乳

粍盤，高盤，婆，Ⅲ次床面からは蓋，吼高台付球㍉軋高盤，嵐乳　Ⅳ次床面からは斌

盤，壷，婆，Ⅴ次床面からほ乳吼盤，高盤，婆，Ⅶ次床面からほ乳　Ⅷ次床面からほ乳吼

高台付稀，婆，Ⅸ次床面からほ蓋，坑　高台付杯　盤　高盤　婆がそれぞれ出土し，Ⅵ次床面か

らの遺物は射、。出土量は，表12のとおりである。全体的に出土量の少ないなかで，Ⅲ次及びⅨ

次床面からの稀の出土量が多いことが特徴的である。なお，I，Ⅲ次床面から生焼けの盤　高盤

が出土している。

表1212号窯跡遺物出土量
（）内はパーセント

操 業面 区 分 蓋 塚 高台付 球 盤 高　 盤 壷 婆 個　 数 総　 数

I　 次
製 品 1 （33．3） 1 （33．3） 1 （33．3） 3

6焼 台 1 2 3

Ⅲ　 次
製 品 14 （73．7） 5 （26．3） 19

4 8焼 台 1 8 2 18 I　 29

！ 178Ⅲ　 次
製品 14 （7．9） 124 （69．7） 3 （1．7） 9 （5．1） 1 （0．6） 27（15．2）

198焼 台 1 3 16 20
Ⅳ 次 ！製 品 4 （50．0） 2 （25．0） 1 而 「 丁 1 （12．5） 8

10焼 台 2 2
Ⅴ 次 震 票 9 （24．3） 19 （51．4） 4 （10．8） 1 （2．7） 4 （10．8） 37

38
1 1

、　 製 品

焼 台

Ⅶ　 次
製 品 1 （100） 1

1焼 台

Ⅷ　 次
製 品 2 （28．6） 3 （42。9） 1 （14．3） 1 （14．3） 7

7焼 台

Ⅸ 次 ！製 品 15（13．9） 51 （47．2） 7 （6．5） 6 （5．6） 1 （0．9） 28 （25．9）

1

108

1 109焼 台

前 遺 部
製 品 1 （11．1） 2 （22．2） 3 （33．3） 1 （11言 ） 2 （22．2） 9

9焼 台

個　　　 数 42 21 2 11 44 9 5 103 4 2 6
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I次操業（564）

図示できるのは学盤1点だけで，Ⅱ次操業時に焼台として使用されている。それ以外に，生焼

けの盤，高盤脚が各主点みられる。

Ⅲ次操業（565－568，N15－N20）

稀蓋，稀は，いずれも小片で，図示できるものほかう。

盤は，生焼けのN15～N17と，焼台として使用されたとみられる565がある。高盤は，生焼け

のN18～N20で，盤の上に伏せた状態で出土している。なお，ほかに盤私見高盤1点の生焼け

土器が出土している。

婆は9566－568共に婆Bで，566はⅢ次，568はⅢ次操業時に焼台として使用されている。

Ⅲ次操業（569－586）

稀蓋は，569のい烹だけで，天井部は扁平である。ロクロ回転方向は左回りである。

痢ま，口径13～14cm前後でⅣÅ類の570，571，ⅣC類の572，573，口径11cm前後でⅣり類の5749

575に分けられる。Ⅳり類は，他に1点みられる○ⅣA類の2点は，ロクロ回転方向が左回りであ

る。

高台付埼ま，576～578の3点で9　日径が鼠8。6cm，16eOcm，1483cmとそれぞれ異なる。高台は

やや外側にふんばるもので，577，578は，ロクロ回転方向が左回りである。

盤は，579～582の4点で，口径は20～23cmである。高台は，高くしっかりしたもの，短く小さ

いものなど，それぞれ異なる。

壷は，高台の付いた583，584の2点のほか1点で，いずれも焼台として使用されたものとみ

られる。

執ま，585，586及び他23点の婆Bと婆Aがみられるが，磐Aで図示できるものは射、。婆は

焼台として使用されたものが多い。

Ⅳ次操業

粍盤，壷，婆の′j、片が少量みられるだけで，図示できるものはない。

Ⅴ次操業（587～589）

稀蓋は，口径15。6cmの587，口径12。2cmの588の2点で，後者は，やや腰高のつまみが付く。

ま利ま，いずれも小片で，図示できるものはない。

盤は，図示できるものは外側へややふんばる高台がつく589だけである。

Ⅵ次操業

出土遣物は，皆無である。

Ⅶ次操業

盤の小片が1点出土しているだけで，図示できるものはない。
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Ⅷ次操業

稀乳粍高台付粍婆が少量みられるが9　図示できるものはない。

Ⅸ次操業（590～593）

蓋はラ　59鋸豊かl点で，口径が温8～21cmの大形のものである。

絢も図示できるものは591の1点でヲⅣC類である0592の高台付椀は9日径2温。9cmと大形の

ものである。盤は，593だけが図示できるものである。

第3節　その他の遺構出漉遺物

SXl（第66図）

SXl及びその付近から出土している遺物はいずれも土師器での科8飢～803）タ椀（805，806），

高台付球（807～8鵬壷（812），婆（813，8鶴乎鉢（815）をどである。このうち湖1～805タ

807～81m内面黒色処理されたものである。球はいずれも内轡Lをがら立ち上がり，日縁部付近

で軽く外反するものであるが口径に4～Bcmと差が認められる○高台付麟ま，高台が外側へ強

くふんばるものである。

これらの遣物はラ棒や高台付稀の形態などからタ10健紀初頭頃のものとみられる。

二つ号（第6持董）

SX2の覆土及びその付近から須恵器棒（6且3），丸瓦（73時石臼（901）が出土している。

須恵器抽ま9　SX2が埋没してゆく過程で混入したものとみられる。丸瓦は9二次焼成を受けて

いることから，本跡の煙道部に用いられたものとみられる。石臼は，粉挽き臼の下目である。

（川井正一）

注

蘭「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査事路書」6（木葉下遺跡I）において，根本康弘氏が

「箆ナデB」としたものである。
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第17図1号窯跡出土遺物実測図（2）

1号窯跡出土遺物観察表

番号 器　　 械 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 諷 ・焼 成 備　　 考

1 坪　　　 蓋

A 1 6．2 天 井 部 は 丸味 を も ち， 扁 平 な擬 宝珠 状 の つ 水 挽 き整 形 。 礫 ・砂 粒 ・細 砂 I

98％

B　4 ．4 5 まみ を 有 す る 。 口 緑 部 は， に ぶ く屈 曲 し． 天 井 部 は， ％ 程 回 転 灰 色
G　 2．6
H　 l．0

断 面 三 角 形 を望 す 。 端 部 は， に ぷ い 。 ヘ ラ削 り調 整 。 普 通 （重 ね 煉 痕

二 次 焼 成 ）

2 咋　　　 A

A （13．9） 休 部 は ， わず か に 内 管 しつ つ 立 ち上 が り， 水 挽 き整 形 。 礫 ・砂 粒 ・紺 砂 I
B　 4．7 ロ緑 部 端 部 は 丸 い 。 底 邸 媒　 回 転 へ ラ削

血
灰 色

C　 9．3 底 部 は ， 平 底 で あ る 。 り調 整 。 休 部外 面 の
水 挽 き癖 は ， 強 い。

や や 不 良 70％

3 挿　　　 A

A （1 5．0） 休 部 は ， 下 端 部 に幅 狭 の 面 を有 し． 上 部 は 水挽 き整形 。
底部 及 び体 部下端 部 は 礫 ・砂 粒 ・細 砂 工

B　 4．7 直 線 的 に 立 ち上 が る。 口緑 部 端 部 は， や や

＿ヽ　行革車

P　　　　　　　　P回転 へ ラ削 り調整 ご体 ’灰 色

C　 9．3 丸 し。 底 部 は ， 平 底 で あ る 。 部内 ・外面 の水挽 き癖
は， やや強 い。 良 好 4 5％

4 ま不　　　 A

A 13．7 休 部 は， 直線 的 に 立 ち上 が り， 口 緑 部 端 部 木挽 き整形 。
底 部 は　 回転 へ ラ切 り 砂 粒 ・細 砂 I

B　4 ．25 は や や 丸 い。 底 部 は 平 底 で ，休 部 との 境 は
鋭 、稜　 力

監 守 攣 誌 嘉粘 漂

水 挽 き痕 は， やや与れ

灰 色

C　 9．2 い 稜 を なす 。 内 面 の 底 部 と休 部 の 境 は ，
明瞭 な屈 曲 点 を形 成 。

良 好 7 0％

5 錨　　　　 A

A （1 3．6） 体 部 は ， 下 端 部 に幅 狭 の 面 を有 し，上 部 は 水 挽 き整 形。（左回 り）
底 部は　 回転 へ ‾削 り 礫 ・砂 粒 ・細 砂 工

B　 4．5 直線 的 に 立 ち上 が る 。 口 緑 部 端 部 は 丸 い。
底 止　　　　　 丸

フ
調墨 。抹 部外面 の水挽

育 灰 色

C　 9．0 ほ ロ酎よ， や や　 味 を もつ 。 き痕 は， やや強 い。
良 好 （二 次焼 成 ） 7 0％

6 I不　　　 A

A l l．8 休 部 は， 直線 的 に 立 ち上 が る 。 口 緑 部 端 部 水 挽 き整 形 。
立　ユ

礫 ・砂 粒 ・細 砂 I

10 0％

B　 3．5

C　 8．1

は ， や や とがる。底 部 は ， 本 来 平 底 で ある。 底 部 調 整 は不 明 。 全
体 的 に蒋 手 作 りで あ
る。

暗 オ リー ブ灰 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

7 士不　　　 A

A （12．6） 休 部 は ， 直 線 的 に立 ち上 が り， 口緑 部 端 部 水 挽 き整 形 。 砂 粒 ・細 砂 I

B　 2．8

C （7．6）

は 丸 い 。 底 部 は平 底 で あ る。 底 部 は， 不 定 方 向 の
手 持 ちへ ラ削 り調 整。

灰 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

焼 台

40％

8 坪　　　 A

A 13．0 休 部 は， 直線 的 に 立 ち上 が り， 口 綾 部 は， 水 挽 き整 形 。
底　 土 礫 ・砂 粒 ・細 砂 I

B　 4．3

C　 9 ．8 5

わず か に 外 反 す る 。 底 部 は ，平 底 で あ る。 腹 部 t ， 回 転 へ フ削
り調 整 。 水 挽 き癖 は，
弱 い 。

育灰 色

良 好

焼 台

60％
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番号　 器　　 種 法量 （cm ）
器　 形　 の　 特　 徴 i 手 法 の 特 徴 胎土 儲 断 焼 成 ！備　 考

A H胤 8）

B 〔2。4〕

天井部 は，わずか に丸味 をもちタ　にぶ く屈 「水挽 き整形。
曲 して ロ緑部 に至 る。 目線部 は，開 きなが　 天 井部は， 回転へ ラ 砂粒 ・細砂　　　　　 I

9　 壷　　　 蓋 ら下降 し普　端部 は丸い。　　　　　　　　　 削 り調整。天井部 内 灰色
面に含　水挽 き痕 を残
す。 良好　　　　　　 25％

10　 事　　　 H
Å （2私射

B 〔9。4〕

休 部か らロ頚部 は， くの字状 を貸 し， 日頸　 巻 き上 げ，叩 き成形。
部 は，外反 して立 ち上 が る。目線部端部 は　 ロ頸部 は，横ナデ鶉
内傾 す る。　　　　　　　　　　　　　　 整 。休部 外面は，斜

位 の平行 叩 き調整 。
内面は，指によるナデ。

‡
砂 粒 ・；佃砂

灰色　　　　　　　　 I

良好 （二次焼成 ）

11 懸　　　 8
Å （24の4）

B 〔説4〕

体部 か ら日頚部 は， くの字状 を皇 し9　日頸　 巻 き上 げ，叩 き成形。
曹遽 喜。譜語 讐姦 誌空若諾 ㍍ 聖 職 「欝 髄 融 結 瑠

位の平行叩 き調整。

砂 ’粒 ・細砂

育休色　　　　　　　　 1

良好（二次焼 成）

且2　 婆　　　 B
Å （23。2）

B 〔9ゆ3〕

休部 か ら日頚部 は，鋭角 に屈 曲す る。 打線　 巻 き上げ9叩 き成形 。
部 は強 く外傾 し，端部 は垂 直 な面 をなす。　 日頚部 はヂ　桟 ナデ調

！
．砂木上弓礪砂　　　　　 I

整。休部 外面は，斜
位 の平行叩 酎漸整 の
後学　ナデ調整 。

吠 色　　　　　　　　 焼台

良好 （二次焼成 ）

494　　　 婆
B 〔6ゆ8〕

C lJ．5

蔑 喜昔 芸 富諸 悪 吾 豊も上 がる。 再 鵠 鼠 醸 恵

存叩き調整で，下端部
はへラ削 り調整。底部
は，不定方向のナデ調整。

確上 砂’粒 ・拙砂

吠 色　　　　　　　　　 †

良好（二次焼 成）

13　 鉢　　　 B
Å （3芝8）

8 し12．11

休部 は，内噂 しつつ立 ち士が リ， 日録部 は　 巻 き士げ，木挽 き成
水平 に張 り出す。 日縁部端 部は9　垂直 を薗 「形。 打線部 か ら体 部
をなす。休 部上半 に普　二条 の浅 い凹線 が巡　 上半 にかけては9　櫨

砂粒 ・細砂　　　　 I

灰色

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ デ調整。体部　 位 良好 （二次焼成 ‖ 20％
は，指によるナ瑚 繋。

摘　 鉢　　　 B
Å（37の2）

迅〔12。6〕

休 部は， ほぼ直線 的 に立 ち上 が りタ　ロ縁 部　 巻 き上 げラ　水挽 き戊
は強 く屈 曲す る。 ロ縁 部端部 は「上下にわ 「形。目線部は普　横 ナ
ず かに広 がりタ　垂 直な薗 ををす。　　　　　 デ調整。

［

砂粒 多 の細砂

灰色　　　　　　　　　 I

良好（二次焼成 ）

15 壷　　　 C
Å （、ノ且2。6）

B 〔3。2〕

頚部 か ら外反 して立 ち上 が り，目線部 は，
t
巻 き上 げ，水挽 き戌

t

砂粒 ・細砂

青灰色

良好 （二 次焼成）

l

什
段 をな して上下 に広 がる。 首縁 部端部は丸

い。

形． 内 ・外面 ともに
櫨 ナデ調整 。目線部
に粘土紐痕 を残す 。
薄手作 りで ある。

温6 髄

A　31．0

B　29．0

C l6．0

休 部は，急 な角度 でやや内轡 しつつ立 ち上
が り，目線部 は，強 く外側 へ屈曲 し端部 に
至 る。底部 は， 中央 に小 円乳，周囲 に扇状

の孔 が四つ穿 たれてい る。

巻き上げ9　叩き成形。
口緑部から体部上半は
横ナデで，中位 に平行
叩 き昌が部分的に残る。
下半は，縦方向のへ ラ
削 り。

礫 ・砂粒 ・細砂

裾灰色

良好

n

17 緒　　　 Å

Å （12．告 休部 はサ　直線的 に立 ち上 が り， 日縁部端部 水挽 き整形。 礫 の砂粒 の締砂 肘は　 ぼってい る　 氏部 は平底 で∴　俺溜綾 の 氏止は 坤転へ ラ †
B　 4．8 塊 に幅狭 の面 を嵩テ 竃。　　 サ　 ロ 一　口

調整。体 部内 ・外面 灰色

45％C　 8．3 の，水挽 き痕 はやや 、
強 い。 良好

A （13．3） 休 部は，直線的 に立 ち上 がり， 目線部端 部
は丸い。底部 は平底 であ る。

水挽 き整形。
底 部は　 回転へ ラ削 礫 ・砂粒 ・細砂 肘

50％

18 棒　　　 Å B　 も8 †り調整。体部内 ・外 灰色

C　 8．8 面の，水挽 き痕はや
や弓狛 ）。

良好（二次焼成 ）

19 稀　　　 A

A （13．日

B　 ∴1．6

C （軋31

休部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線部端部 水挽 き整形。 礫 ・砂 粒 ・細砂

晴 オ リーフ＼灰色

良好 （二次焼成 ）

m

25％

は丸 い。底 部は平底 で，体部 との境 に幅狭 底 部 は，回転へ ラ削
の面 を有する。 り調 整。体部 内 ・外

面の水挽 き痕 は弱 い。

20 棒　　　 A

Å（13．0） 体 部は，直線的 に立 ち上 がり， 目線部端部 水 挽 き整形 。（左回 り）礫 e 砂粒 ・細砂 mは　　　　 が　　 民意 は、′民て㌔　ノ体濱　 のま 圧剖m L ［坤転へ ラ l
B　 Ll．8

C　 8．1

は明瞭 な稜 をみ違 憲い。　 タ　 ロ 一　U　　　I
り調整 。休部 は，丁
寧 な作 りで ，水挽 き
痕 は弱 い。

灰色

良好 （二次焼成 ）

焼台

40％

21 壌　　　 A
Å （39．0）

B 〔11．31

日頚部 は，外反 して立 ち上 が り， 目線部端 巻 き士 げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 e細砂

m
吾 は　 音　が突　 し　　 唄　 る。日　 膏 には 夢。
四条の浅 い凹線 と， 6 本一条 の波状 文が ロ頚部 上半は，横ナ 極暗赤褐色

良好 （二 次焼成）
三段施 されている。 デ調整 。下半は，指

によるナデ調整。

22 鉢　　　 B
Å（31．6）

体部 は，ほ ぼ垂直 に立 ち上 がり， 口緑部 は
軽 く屈 曲す る。 口緑部端 部は外傾す る。体
部上 半に，二条の浅 い凹線 が巡 る。

巻 き上 げ，水挽 き成
形。 礫 ・砂粒 ・紳砂 Ⅲ

B 〔9 ．85〕ン 口緑部 は，横 ナデ調
整。

灰色

良好 （二次焼成 ）

焼台
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2号窯跡出土遺物観察表

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法　 の　 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

2 3 球　　　 蓋

A 14 ．2
天 井 部 は ，浅 く丸 い。 口緑 部 は屈 曲 し， 垂 水 挽 き整 形 。

礫 ・砂 粒 ・細砂 I ＋ Ⅲ＋ Ⅳ

70 ％

ー　立　 、い　 つ　　　　　　　　 立 立　　 径　　 C
B　 3．2

G　 3．1

H　 O ．9

0　　　　ロ　　　　　　　　　 O　　　　　　　　　　　 I　　　　　　 ロ
残 して上 部 が くぼ む 。 ロ　　 ，　 三E　 ・　 m

に わた り回 転 へ ラ削
り調 整 。

灰 色

良好

24 ま不　　　 A

A l l．8
休 部 は， 直線 的 に立 ち上 が り， 口緑 部付 近 水 挽 き整 形 。

砂 粒 ・細 砂 I ＋ Ⅳ

9 0 ％

で 又く　　　 す る　 ロ ′　立 卓　立 は　　 と　　 る 臨書 は　 ロ　云ヘ ラ l

B　 4 ．8 O　　　　　　 lコ　　　　 P　　　 I
底 部 は ， 平 底 で ， 休 部 との 境 は 不 明 瞭 で あ

，ら調 整 。 体 部 外 面 の 灰 色

C　 7 ．8
る。 水 挽 き痕 は ，弱 い 。 良 好

25 土不　　　 A

A 15 ．0
大形 の 球 で ， 体 部 は 直 線 的 に立 ち上 が り， 水 挽 き整形 。（左 回 り）

礫 ・砂 粒 ・細 砂 工＋ Ⅱ

90 ％

口′、書 、近 で 又　　　　　 る。 口′、普 立 書 は 低書 は　 ロ　云ヘ ラ I

B　 5 ．4 丸 い 。 底 部 は平 底 で ， 休 部 との 境 に幅 狭 の Iり調 整 。 口緑 部 は ，

一・一くCl

灰 白色

C　 9 ．0
面 を 有 す る。 横 ナデ調 整 。休 部 内 面

の水挽 き痕 は，弱 い 。
や や 不 良

2 6 壷　　　 C
A （16 ．6 ）

B 〔 7．5〕

口落 部 は ， 直 線 的 に 立 ち上 が り， 端 部 近 く 巻 き上 げ， 水 挽 き成

形 。

口綾 部 は ， 横 ナ デ調
整 。

砂 粒 ・細 砂

灰 色

良 好

I
や又　　　　　　 、 立　　　　　 こ突

0　　　 1コ　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
断 面 三 角 形 を呈 す る 。

2 7 土不　　　　 A

A （1 2．6 ）
休 部 は ， 器厚 を減 じな が ら直 線 的 に立 ち上 水 挽 き整 形 。

砂 粒 ・細 砂 Ⅱ

50 ％

が る　 口′、立 鼻　血 は　 や や 、、い 。　 吾 と 低 ロ ク ロ ロ　云 、日

B 〔 4 ．0〕

C （8 ．0）

○　　　　　　　 ロ　　　　ロ　　　 ，
部 の 境 に ， 幅 狭 の 面 を 有 す る。

C〉
部 外 面 の 水 挽 き痕 は ，
弱 い 。

灰 色

良好 （二 次 焼 成 ）

2 8 土不　　　 A

A （13 ．2 ）
体 部 は， 直線 的 に立 ち上 が り， 口緑 部 端 部 水 挽 き整 形 。（左 回 り）

砂 粒 ・細 砂 Ⅱ

30 ％

、近 で　 又　　　　　 る。 立　普 は　　 い 。 氏 臨 書 は　 ロ　云ヘ ラ l

B　 4 ．4 5 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I部 は ， 平 底 で ，休 部 との 境 に幅 狭 の 面 を有 Iり調 整 。 灰 色

C （8 ．2 5）す る。 良 好 （二 次 焼 成 ）

！29 壷　　　 C

A （19 ．0 ）
ロ 頚 部 は ， わず か に 外 反 して 立 ち上 が る。 巻 き上 げ，水 挽 き成 形。

礫 ・砂 粒 ・細 砂

Ⅱ＋ Ⅲ

口′、立 端悟 は　　　 に突　　　　　　 一　 蛋 ロ範　　 は　　　 デ妻。
B 〔15 ．0 〕 ロ　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　 †

を 皇 す 。 肩 部 は ， な だ ら かで ， 休 部 最 大径
冒頭選 か’ら頚部 にか け 0

・・ ・撮　　 撮　4

灰 色

F　 3 ．7 は ， 上 位 に あ る。 て ，突筒状 の ものが み
られ る。

良 好 （焼 けひずみ ）

3 0 土不　　　 蓋

A 14．3
天 井 部 は ， 平 坦 な項 部 か ら， な だ ら か に下 水 挽 き整形 。

礫 ・砂 粒 Ⅲ

10 0 ％

立　　　　　 ロ　　　　　　　　　　 、 立 径　　 cm
B　 3．0

G　 3．1

H　 O。6

○　　　 ／、　ロ　　　 †　　止　　　　　　　　　　　　 0　　　　 ロ
断 面 三 角形 を呈 す る 。 つ まみ は ， 扁 平 で ，

ロ　　　 ケ
に わ た り回転 へ ラ削

灰 色

上 部 が くぼ む 。 り調 整 。 口緑 部 は ，

横 ナ デ調 整 。

良 好 （重ね焼 き痕）

3 1 ま不　　　 蓋

A 14 ．0
天 井 部 は ， 浅 く丸 く， 目 線 部 は， 短 く垂 直 水 挽 き整 形 。

磯 ・砂 粒 ・細砂 Ⅲ ＋ Ⅳ

8 0 ％

に　　　 、　　　　　　　　　 宍　　　　　 つ 立　　 径　 cm に
B　 2．1

G　 2 ．1

H　 O．8

、－　　　　 †　　　 P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O
は扁 平 で ， 中 央 が くぼ む 。

ロ　　　 †
わ た り， 回転 へ ラ削
り調 整 。 口緑 部 は ，
横 ナ デ調 整 。

灰 色

良好 （二 次 焼 成 ）

32 土不　　　 蓋

A 14 。6
天 井 部 は ，浅 く丸 く， 周 辺 部 で 軽 く段 を な 水 挽 き整 形 。

砂 粒 ・細 砂 Ⅲ＋ Ⅳ
立　　　　　 ロ　　　　　　　　　 ー　立 立　　 径　 cm に

B　 3 ．3

G　 2 1

○　　　 ／ヽ　ロ　　　 I　　止し　　　　　　　　　 ，　　　　 ロ
角 形 を呈 す る、。 つ まみ は ， 扁 平 で ， 上 部 が

トヽ

ロ　　 I 三E　 ・
わ た り， 回転 へ ラ削

立

灰 色 焼　 台

H　 O ．8 わず か に くぼ む 。 り調 整 。 口緑 部 は ，

横 ナ デ調 整 。

良 好 9 8 ％

3 3 土不　　　 A

A （11 ．0 ）
休 部 は ， ほ ぼ 直 線 的 に立 ち上 が る。 口緑 部 水 挽 き整 形 。

砂 粒 ・細 砂 Ⅲ ＋ Ⅳ

60 ％

立 部 は ． 丸 い　 底 部 は 、′底 で　　 部 との 底 部 か ら　 部　 立　部

B　 4 ．0

C　 7 ．0

I　　　　　　　 O　　一　　　　　　 ，　　　　　　　　　　 †
境 に 幅 狭 の 面 を 有 す る部 分 が あ る。

た か けて ， 回転 へ ラ

削 り調 整 。 体 部 外 面

の 水 挽 き痕 は ，弱 い。

灰 白色

良 好

3 4

3 5

36

3 7

土不　　　 A

土不　　　 A

球　　　 A

要　　　 A

A l l．6
休 部 は ， 直 線 的 に立 ち 上 が る。 ロ緑 部 端 部

は　 丸 い　 底 部 は　 平 底 で　 休 部 との 境 に

水 挽 き整 形 。
底 部 は ， 回転 へ ラ削 砂 粒 ・細 砂 Ⅲ ＋ Ⅳ

70 ％

Ⅲ

10 0 ％

Ⅲ＋ Ⅳ

6 0 ％

Ⅲ

B　 4 ．6

C　 8。2

A 13 ．0

I　　　　　　　 O　　一　口　　　 I　　　　　　　　　 I　　　　 口
幅 狭 の 面 を有 す る。

休 部 は ， ほ ぼ 直 線 的 に立 ち 上 が る。 口緑 部

り調 整 。休 部 外 面 の

水 挽 き痕 は ， や や 強

い。

水 挽 き整形 。

灰 白色

良 好 （二 次 焼 成 ）

礫 ・砂 粒 ・細 砂
立　並 は　 い　 氏 立　　　 は 、土日で あ るが ロ は　　　 部接消 、

B　 4 ．0

C　 9 ．8

A 13 ．9

ロ　　　　　　　　　　 ○　　＿　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
周 部 は 丸 く，休 部 との 境 は 丸味 を もつ 。

体 部 は ， 直 線 的 に 立 ち上 が る 。 口緑 部端 部
は 丸 い　 底 部 は　 や や 丸 底 風 で　 体 部 との

，5 て ， 回転 へ ラ削 り

調 整 。体 部 内 ・外 面

の水 挽 き′’痕 は ， 弱 い 。

水 挽 き整形 。
底 部 は ， 外 周 部 を除

灰 色

良好

砂 粒 ・細 砂

B　 3 ．9

C lO ．6

A （2 8．4 ）

B 〔14 ．0 〕

0　　＿　ロ　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
境 は 丸 味 を もつ 。

口 頸 部 は ， わず か に 外 反 して 立 ち上 が る 。

い て ， 回転 へ ラ削 り

調 整 。体 部 外 面 の 水
挽 き痕 は ， や や強 い 。

巻 き上 げ，水挽 き成形 。

灰 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

砂 粒 ・紳 砂
口′、並 立　　 は　 上　 に突　 し　　　　 一　　 三 口 く　ロ　 l に は　 5

ロ　　　　ロ　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Iを呈 す る。 I
－条 の平行 線 と， 6 本
－条 の波状 文 が施 され
て いる。

黒 灰 色

良 好 （二 次 焼 成 ）
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番号 器　　 種
法量 （cm）i 器　 形　 の　 特　 徴

手　 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

38 婆　　　 A

H 頚 部は，直線的 に立 ち上が る。 口縁部墟 巻 き上げ，水挽 き成 細砂

オ リーブ灰色

良好 （二次焼成 ）

Ⅲ
部 は，上下 に突 出 し，断 面三角形状 を呈す 形 。日額部上位 に，
る。 5 本一条の平行線 と

5 本一条の波状文 が
二段 に施 されている。

39 膵　　　 蓋

A 14．6 天井 部は，浅 く扁平 で，なだ らか に下降す 水挽 き整形。 磯 ・砂粒 ・細砂 Ⅳ

80％

日　‾‾‾立　　　 冨　　 壬　　　 l 立　　　 い 一　立 には 径9 5cm にB　 2．9
G　 3．0
H　 O．9

つ まみは扁平で，上部 が くぼむ。 ロ　し　 ，ヨ三　・
わた り回転へラ削 り調
整。天井部内面の水挽
き噂は，強い。

灰 白色

良好 （重ね焼痕 ）

40 ま不　　　 蓋

A 14．8 天井部 は，浅 く丸い。 口縁部 は，短 く垂 下 水挽 き整形。 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅳ

80％

卓　立 は　 い　 つ　 み は 、′で　　 立が 立は　 径8 5 cm
B　 3．0
G　 3．1
H　 O。8

，　　 ロ　　　　　　 ○　　　　　　　　　 冊　　　 †　　 口
くぼむ。

ロ　　　Iにわた り， 回転へ ラ
削 り調整。水挽 き痕
は弱 く，丁寧 な作 り。

灰色

良好

41 ま不　　　 蓋

A （14．6）

B　 2．9
G　 3．0
H　 O．9

天 井部 は，平 坦な頂部 からゆるやかに下降

し，軽 く段 をなす。 口縁部 は，短 く垂 下 し
端部は丸 い。つ まみは，扁平で ，上部 がわ
ずか にくぼむ。

水挽 き整形 。（左回り）
天井部 は，径8 ．5 cm
にわた り，右 回転 を
利用 したヘ ラ削 り調
整。天井部 内面の水
挽 き痕は　 強 い。

礫 ・砂粒 ・細砂

灰色

良好 （重 ね焼痕 ）

Ⅳ

80％

42 膵　　　 蓋

A 14．0 天 井部 は，浅 く丸 く，周辺部で軽 く段 をな 水挽 き整形 。（左回り） 礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅳ

90％

H J 正　　 己　　　 ヒ百　　　　　　　　 三服 二　一立　　　 径　 cm に
B　 3．4
G　 3．4
H　 O．7

○　　　／ヽ　ロ　　　、上と　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　二／
呈す る。つ まみは，扁平で，上部 は中央部

ロ　　　，　∃三
わた り，右回転 を利．灰色

を残 して くぼむ。 用 したへ ラ削 り調整。
水挽 き痕 は弱 い。 良好 （重 ね焼痕 ）

43 坪　　　 蓋

A 14．6 天 井部は，浅 く丸 く，周 辺部で軽 く段 をな 水挽 き整形 。（左回り） 礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅳ

90％

E 豚豪富鋸　　 口　　　　　　　　 二　 説伏 立 も　　径　 cm に
B　 3．2
G　 3．2
H　 O。7

呈 す る。つ まみ は，扁平 で，上部 がわず か ロ　　，　三E
わた り，右 回転 を利

灰色
に くぼむ。 用 したへ ラ削 り調整。

水挽 き痕 は弱 い。
良好 （重ね焼痕 ）

44 ま不　　　 蓋

A 14．5
B　 3．2
G　 3．3

H　 O．7

天井部 は，平坦 な項部 か らゆ るやか に下降 水挽 き整形。 砂粒 ・細砂

オ リーブ灰色

良好 （二次焼成 ）

Ⅳ

】 100％
i

す る。 ［コ縁部は， わず かに垂 下す る。つ ま

み は，扁 平で，上部 がわず かに くぼむ。

天井 部は，回転へ ラ
削 り調整。水挽 き痕
は弱 い。

45 ま不　　　 蓋

A 16．3
天井部 は，浅 く丸 い。 日縁部 は，短 く垂 下 水挽 き整形 。 砂粒 ・紳砂 Ⅳ

90％

し　 立　並 は　 い　 つ　 み は　　　　　 音で 立 は　 ロ　云ヘ ラ
B　 3．8
G　 3．6
H　 l．4

，　　　ロ　　　　　　　O　　　　　　　 V　I　　　　　　 r司　 ，
上部 がわずかに くぼむ。

ロ　　　）削 り調 整の後，ナ デ
調整 。

灰色 （暗灰色 ）

良好 （二 次焼成 ）

46 膵　　　 A

A lO．8
休部は，直線 的に立 ち上 が り， 口縁 部端部

は丸い　 底部 は平底 で　 体部 との境 に　 幅

水挽 き整形。
底 部及 び休部 下端部 砂粒 ・細砂 Ⅳ

100％

B　 4．1

C　 6．7

〇　　一　日　　　　　　　　　　　I　　　　P　　　　　　　　　　　I狭の面 を有する。 は，回転へ ラ削 り調
整 。底部内面 の水挽
き痕 は，強 い。

灰色

良好

47 土不　　　 A
A ll．6

B 〔3．5〕

休 部は， わず かに内轡 気味 に立 ち上 がる。
口縁 部端部 は丸 い。

水挽 き整形 。
休部 外面の水挽 き痕
は， やや強い。

砂 粒 ・細砂

灰色

良好

Ⅳ

50％

48 緒　　　 A

A 13．4
体部 は　 直線的 に立 ち上が り， 口縁部端部 水挽 き整形。 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅳ

100％

は　 い’ 底部 は　　 氏康 で　　 立 との境 は 底部は　 夕周部を除い
B　 4．4

C lO．6

〇　　一　ロ　　　，　　　　　　　　　　　，　　　　ロ
にぷい稜 をなす。

†
て回転へラ削り調整。
休部及び底部内面の水
挽き痕は，弱い。

灰色

良好

49 稀　　　 A

A 13．4 休部 は，直線 的 に立 ち上 が り，口緑部端部 水挽き整形。 礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅳ

70％

は　 い　 氏立は　 氏風 で　　 立　との境は 底部は　 外周部を除い
B　 4．0

C l O．6

〇　　一　日　　　　　　　　　　　　　　　†　　　　ロ　　　　　　　　　　　　I
にぷい稜 をなす。

1
て回転へラ削 り調整。
体部内 ・外面は，小 さ
な凹凸の水挽 き痕。

灰色

良好

50

5 1

5 2

士不　　　 A

杯　　　 A

ま不　　　 A

A 1 3．4 休部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線部端部
は丸い　 底 部は　 中央部 は平土日で　 外周部

水挽 き整形。
底部 は　 外周部 を除 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅳ

100％

B　 4．0 ○　　＿　ロ　　　，　　　　　　ロ　　　　　　　－　　I　　　　　　ロ
は丸味 を もつ。休部 との境 は， にぷい稜 を

I5 て回転 へ ラ削 り調 灰色

C lO．6 なす。

休部 は，直線的 に立 ち上 が り，口縁 部端 部
は丸 い　 底 部は　 中央部 は平土日で　 外周部

整 。休 部外面 は，小
さな凹凸の水挽 き痕。

良好

A 13．4
水挽 き整形。
底部は　 外周部を除い 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅳ

100％

B　 4．0 ○　　＿　P　　　I　　　　　　ロ　　　　　　　ー　　，　　　　　　ロ
は丸味 をもつ。休 部 との境 は，にぷい稜 を

†て回転へラ削り調整。 灰色

C lO．4 なす。

体部は， はば直線的 に立 ち上 がり， 日縁部
端部は 丸い　 底部 は　 丸底風で　 体部 との

体部内 ・外面は，小 さ
な凹凸の水挽き痕。

良好

A 13．4
水挽 き整形 。
底部 は，外周部 を除 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅳ

80％

B　 4．2

C lO．7

境は， にぷ い稜 をなす。 いて回転 へ ラ削 り調
整。休 部外面 は，小
さな凹凸の水挽 き痕。，

灰色

良好
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第20図　3号窯跡出土遺物実測図（1）
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第21図　3号窯跡出土遺物実測図（2）
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第22図　3号窯跡出土遺物実測図（3）
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第23図　3号窯跡出土遺物実測図（4）
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第24図　3号窯跡出土遺物実測図（5）
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3号窯跡出土遺物観察表

番号 器　　 種 法皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色 調 ・焼成
！備　 考

53 土不　　　 A

A （1 3．1） 休部 は，直線 的 に立 ち上 が り，目線部端 膏
は丸 い。底部 は　 丸底風で　 休部 との境 に

β　水挽 き整形。
底部 は　 回転 へ ‾削 砂粒 ・細砂 Ⅱ

10％

B　 5．0

C （9．9）

幅狭の面 を有す盲。　 ’ 】ロ　 ，　　 芯　　フ
り調整 。体部 内 ・外
面の水挽 き痕 は，や
や強 い。

灰色

良好

54 坪　　　 A

A 15．1 大形 の坪で ，体部 は，直線 的 に立 ち上 がり， 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

100％

口′　普端悟 は　 い　 底止 は　　　 立 が　 81 虐謂酌　　 、　　 口の
B　 5．3

C　 8．6

〇　　一　ロ　　　I　　　　　　　ロ底状 を呈す るが丸底 で，体 部 との境は不明
瞭 であ る。

一　口　　　，諸 富 訂 語 C 灰色 ・灰 白色

良好 （一部 不良）

55 f
圏　　　 足

円　 面　 硯

A （1 8．0） 外縁の 内側 にU 字形海 を巡 らし，その内側
に径12。8cm の陸 をもつ。脚部 は，外反 しな

讐離 撃掌羞！ま痴 讐

ヽ
礫 多 ・砂 粒 Ⅲ＋Ⅳ＋灰

B　 8．9 がら下降 し，外縁側 面 と脚部 に，断面 三角
ノ　　クお廿　　やヽ

は， 6 カ所のヘフ切 り
による方形の透 し孔と

灰色 原

C （25．6） 形の天市 が巡 る。 その間に，8 ～9 本の
凹線がある。

良好 （二次焼成 ） 40％

5 6 土不　　　 B

A 12．5

B　 2．6

C l O．4

体 部は，短 く直線 的に立 ち上が る。 口緑部
端部 は丸い。底部 は平底 で，休 部 との境 は
不 明瞭 であ る。

水挽 き整形。（左回り）
底 部は，外周部 を除
いて回転 へ ラ削 り調
整。水挽 き痕は弓凱、。

礫 ・砂粒 ・細砂

暗赤灰色

良好

Ⅳ

70％

5 7 i 棒　　　 A

A lO．4 鎧響贈 攣 管誓書晶霜 品誹 撃駅 近憲 水挽 き整形 。（左回り）
底部 は　 回転 へ ラ削 砂粒 ・細砂 Ⅴ

90％

B　 3．2

C　 6．9

ロ　　　　　　　　　　　　　　　○　　＿．部は平底で，休部 との境 に幅狭の面 を有す
る。

一　口　　　，り調整。体部 内 ・外
面の水 挽 き痕は弱 く，
端正 な作 りで ある。

灰色

良好

58 土不　　　 A

A 12．7
体部 は，直線 的 に立 ち上 がる。 口緑部端部
は丸い。底部 は平底で，体部 との境 は　 鋭

水挽 き整形。（左回り）
底 部は　 外周部 を除 礫 ・砂粒 ・紳砂 Ⅴ

B　 3．8 い稜 をなす。　　　　　　　　　　 ’ ，　　　　　　　　　　　　　　　　：といて回転 へ ラ削 り調 暗灰色

C　 9．2
整 。体 部内 ・外面の
水挽 き痕 は弱 い。 良好（二次焼成 ） 100％

59 土不　　　 A

A （12．6）

B　 3．5

C （9．0）

休 部は， やや内轡 気味 に立 ち上 がる。 目線 水挽 き整形 。
砂粒 ・細砂

灰色

普通

Ⅴ

50％

部端 部は，や や鋭 い。底 部 は平底で，休部
との境は鋭 い稜 をなす。

底部 は，全面回転 へ
ラ削 り調整 。体部 内

e外面 の水挽 き痕 は，
弱 い。

60 稀　　　 A

A （13．8） 笠撃鎧 ，く贈 与訂 最 が晶 盲謂 禦 水挽 き整形。（左回り）
底部 は　 中心部のみ 砂粒 ・細砂 Ⅴ

50％

B　 4 ．65

C （8．6）

9よるものか，若干 上 げ底気味で ある。 一　口　　　▼　　　　　　lコ手持 ちへ ラ削 り調整。
体部下端部 は，手持
ちへ ラ削 り調整 。

育灰色

普通（二次焼成 ）

61 凄　　　 A A （62．6）

昆欝 β笠寺笠鮎 モアす急親 玉 翠晶漂 緑 叢ぎ吉品 誇 淫 ，き讐

本一条の波状文 と浅
い凹線 が，交互 に四
段巡 る。

礫 ・砂 粒 ・細砂

暗灰色

良好 （二次焼成）

Ⅴ

62 聾　　　 A B 〔1 4。0〕

頚部破片 。頚部 は，直線 的に立 ち上が り，
上部 で軽 く外反す る。 4 本一条 の波状 文 と
浅 い凹線 が，四段 施文 されてい る。

若 き姦私 語 晶鷺

へ ラナデ調整。基部
内面 は，指ナデ調整。

礫 ・砂粒 ・紳砂

黒色

良好

Ⅴ＋Ⅵ

54 と同一個

体 か

63 ま不　　　 A

A lO。7

B　 3 ．3 5

C　 7．1

休部は，直線的 に立 ち上 がり， 口綾 部端 部
は丸 い。底部 は平底 で，体部 との境 に幅狭
の面 を有す る。

水挽 き整形 。（左回 り）
底 部は，回転へ ラ削
り調整。体部内 ・外
面 の水挽 き痕は，弱
い。

礫 ・砂粒 ・細砂

灰色

良好

Ⅵ＋Ⅶ

焼 台

80％

64 土不　　　 A

A （1 1．1） 休部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線 部端部
は丸 い。底 部は平底で　 休部 との境は　 に

水 挽 き整形 。（左回り）
底部 は　 回転 へ ‾削 砂粒 ・細砂 Ⅵ

50％

Ⅵ＋Ⅶ

B　 3．5

C （7．4）

ぷ い稜 をなす。　 ，　 ロ　　　 ， － 一口　 ，　　　　　　 フ
り調整 。体 部内 ・外
面 の水挽 き痕 は，弱
い。

灰 色

良好

礫 ・砂 粒 ・細砂

65

、6 6

6 7

稀　　　 A

球　　　 A

ま不　　　 A

A ll。1 禁 酎 娼 聖 霊 最 蒜 蒜 まロ鸞豊 羞 水挽 き整形 。（左回り）
底部 は　 回転へ ラ削

B　 3．6

C　 6．7

A 1 3．8

部 は平底で，休部 との境に幅狭あ面 を有す

る。

筆酢 を濾 攣 弊 害姦品 晶 iま口鸞曹 付羞

一　ロ　　　Iり調整。体部内 ・外
面の水挽 き痕 は，弱

い。

水挽 き整形 。
底部 は　 中心部 を除

灰色

良好

礫 ・砂粒 ・細砂

焼台

90％

Ⅵ

B　 4．4 ロ　　　lコ　　　†　　　　　　○　　＿部は平底で ，休 部 との境 に，幅狭 の面 を有 一　ロ　　　I　　　　　　ロ　　　　　ヽ
いて回転へ ラ削 り詞 こぶい赤褐 色

、良

・砂粒 ・細砂
色

や不良

C　 7．6

A 13．8

B　 4。9

C l l．3

す る。

休部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 がり， 口緑部
端部 は丸い。底部 は，ほぼ平坦 で ある。

整。体部内面の水挽
き痕は，やや強 い。

水挽 き整形。（左回 り）
底部は，回転へ ラ削
り調整。体部内 ・外
面の水挽 き痕は，や
や強 い。

10 0％

Ⅵ＋ Ⅶ

6 0％

－81－



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

68 士不　　　 A
B 〔2．2〕

C l O．2

体部下半以 下の破 片で，体部 は，直線的に

立 ち上 がるもの とみ られ る。底部 は丸底 で
休部 との境 は，にぷい稜 をなす。

水 挽 き整形 。（左回り）
底部 は，右回転を利
用 したヘラ削 り調整 。
体部 外面の水挽 き痕

は，小 さな凹凸をなす。

礫 ・砂 粒 ・細砂

黒褐色

良好（二次焼成 ）

Ⅵ

40％

69 土不　　　 A
B 〔2．9〕

体部下半以 下の破 片で，体部 は，直線的 に
立 ち上 がるもの とみ られる。底部 は丸底風
で，体部 との境 は， にぷ い稜 をなす。

水 挽 き整形 。（左回り）
底部 は，回転 へ ラ削
り調整。体 部外面の

砂 粒 ・細砂

育灰色

Ⅵ

焼台

C　 9．5 水 挽 き痕 は，小 さ
な凹凸 をなす。

良好 60％

70 聾　　　 B
A 1 7．7

漂 鮫 等彙笠 監 滑 こ嘉 晶溜 巻き上げ，水挽き成形。

口緑部から体部上半は，
横ナデ　 体部下半は

礫 ・砂 粒 ・細砂
I
灰色

Ⅵ＋Ⅶ

B 〔18．2〕 ず， 1十け広 一耳吏　穣　　　 0 〇　　　　日　　　　　　　　，外面が横位のヘラ削 り，
内面は指ナデ調整。

良好 60％

口頸部 は，外傾 して立 ち上 が り，端 部付 近

で更 に屈 曲す る。端部 は内傾 す る。休部 は，
強 く張 る肩 部 を有 し，上位 に最 大径 をもつ○

巻き上 げ，叩き成形。

口頚部は，横ナデ調整。
頚部基部は，横位のへ

ラナデ調整。休部は，
斜位の平行叩き調整。

礫 ・砂粒 ・細砂

灰色

良好

Ⅵ
71 婆　　　 B

A （23．1）

B 〔17．0〕

A （23．5）

B 〔9．1〕

口頸部 は，わず かに外轡 して立 ち上が る。

端部 は，上下 にやや広 が り，内傾 す る。口
頸部 か ら体 部は， くの字状 を呈 す る。

巻き上げ，叩き成形。
口頚部は，横ナデ調整。
頚部基部は，回転へラ
ナデ調整。体部は，斜
位の平行叩 き調整。

礫 ・砂粒 ・細砂

灰色（暗オリーブ色）

良好

Ⅵ＋Ⅶ

焼台
72 壌　　　 B

A 1 7．1

B　 2．6

李墓幣 ：鮎 欝 錆 要 撃 数 ま慧

平で，上部 は，中央部 を残 して くぼむ。

水挽 き整形 。（左回り）
天 井部は，径 9 cm に
わた り回転へ ラ削 り

立

礫 ・砂粒 ・細砂

育灰色

Ⅶ

焼台
73 土不　　　 蓋

G　 3．7 調整。天 井 部内 ・外
面の水挽き痕は，弱い。

良好 100％

74 球　　　 Å

A （13．6）

B　 4．2

休部 は，直線的 に立 ち上 がる。目線部端 部

は丸い。底 部は平底で ある。

水挽 き整形。（左回り）

底 部は，回転へ ラ削
り調整 とみ られる。
立

砂粒 ・細砂

暗紫灰色

Ⅶ

焼 台

C （10．0） 体 部内 ・外面の水挽
き痕は，弱 い。

良好 50％

75 棒　　　 A

A （13．5）
休部 は，直線的 に立 ち上 がる。目線部端部

は丸い。休 部は平底で，体部 との境 に，幅

水挽 き整形。（左回り）
底 部は，回転へ ラ削

砂粒 ・細砂

灰色

Ⅶ

焼 台
B　 4．5 狭 の面 を有す る。 り調整。休部外面の

C （8．4） 水挽 き痕 は，やや強

い。

良好 40％

76 球　　　 A
B 〔2．9〕

休部 は，直線的 に立 ち上 がる もの とみ られ

る。底部 は，平底で，体部 との境は鋭い稜
をなす。内面の休部基部 は，明瞭 な屈曲点

水挽 き整形。
底部 は，一方向の静止

へ ラ削 り調整。体部下

砂粒 ・細砂

灰褐色

Ⅶ

焼 台

C　 8．5 をなす。 端部は，右回りの手持

ちへラ削 り調整。
普通 40％

77 ま不　　　 A
B 〔3 ．05〕

休部 は，内轡気味 に立 ち上が る。底部 は平

底 で，休 部 との境 は，にぷい稜 をなす。底
部 に，瓦の斜格子叩 き目が付着 してい る○

水挽 き整形。
底 部は，軽 いナデ調
整 で，切 り離 し痕 を

砂粒 ・細砂

灰色

Ⅶ

焼 台

C　 7．9 残 す。 良好 40％

78 般

A 18．3
体 部は短 く，直線的 に立 ち上が る。 ロ緑部

端 部は丸 い。底部 は，やや丸味 をもち，短
く垂 下す る高台 が付 く。高台端部 は，角張

水挽 き整形。（左回り）

口緑部及 び甘ム部付
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ

B　 3．2 ／　P　　　　　r司ロロ
近 は，横 ナデ調整。 灰色 焼台

」ユ工L D　 9．0
E　 O．55

ってい る。 底部外周部 の水挽 き
痕 は，やや強 い。

良好 100％

79

8 0

8 1

8 2

聾　　　 A

聾　　　 B

球　　　 蓋

ま不　　　 A

A （46．8）

B 〔10．6〕

A （16．0）

口頭部 は，直線的 に立 ち上が り，端部付近

で軽 く外反す る。端部 は，上下 に突出 し，
断 面三角形状 をなす 。

口頸部は短 く，外反 して立 ち上が り，端部
は外下方 にやや突 出 し，内傾 す る。休部は，
最大径 が中位 にあ り，ほぼ球形 を呈す る。

天 井部は，浅 く扁平 であ る。ロ緑部 は， わ
ず かに内轡 し　 端部 は丸い　 つ まみ は扁平

巻 き上げ，水挽き成形。
口頚部には， 4 本一条
の波状文と， 1 ～2 本

一条の浅 い凹線が，四
段以上施 されている。

巻 き上げ，水挽 き成形。
口頚部は，横ナデ調整。
休部外面はナデ調整。

礫 ・砂粒 ・紳砂

暗赤褐色

良好

礫 ・砂粒 ・細砂

黒褐色

Ⅶ

焼台

Ⅶ

焼台

B 〔24．0〕 休部内面には，指によ
る押 えがみられる。

良好 （二次焼成 ） 30％

A （14．4）
水挽 き整形。
天井部は径 8 5cmにわ

砂粒 ・細砂 Ⅷ

B　 2．3 I　　　　ロ　　　　　　　　O
で，上部 は， 中央 を残 して くぼむ。

体 部は，中位で軽 く外反 して立 ち上 がる。
口緑 部端部 は丸 い。底部 は平底で，体部 と
の境に幅狭の面 を有する。体部内面の基部

ロたり回転へラ削り調整。浅黄橙色 焼台

G　 3．6 天井部内 ・外面の水挽 不良

砂粒 ・細砂

灰 オ リーブ 色

40％

Ⅷ

焼台

H　 O。9

A （10．7）

B　 4．7

C　 7．0

き痕は，強い。

水挽 き整形 。
底部 は，一方 向の静
止へ ラ削 り調整。体

は，明蹄 に屈曲す る。 部内 ・外面 の水挽 き
痕 は，弱 い。

良好 60％

ー82－



i番号
器　　 種

i法量 （。m ）
器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法　 の　特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

83 土不　　　 A

A （12．4） 体 部は，直線的 に立 ち上 が り， 口緑部付近 水挽 き整形 。
砂 粒 ・細砂 Ⅷで 又く　　　　 る　 口　 書端悟 は　 い　 比丘 低ロ　は　 ロ　云ヘ ラ

B　 3．8

C （9．4）

〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　一　ロは，ほぼ平底で ある。 ，ら調整 。体 部内 ・外

面 の水挽 き痕 は，弱

い。

灰 色

普通

焼台

50％

84 ：棒　　　 A

A （13．2） 体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上が る。 口緑部 水挽 き整形 。
砂 粒 ・細砂 Ⅷ立　普 は　 い　 氏 ロ　は　 やや　 低風 で　　 口 底 ロは， ロ　云ヘ ラ

B　 3．8

C （9．8）

0　　＿　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　†部 に幅狭 の面 を有す る。 り調整。体部 外面 の
水挽 き痕 は，小 さな
凹凸で，や や強 い。

褐灰色

良好

焼 台

40％

85 球　　　 A

A （13．6） 体 部 は， 直線 的 に立 ち上 が り，臼緑 部端 部
は丸 い。底部 は平底で　 体部 の 2 倍 の厚み

水挽 き整形。（左回り）
底部は　 回転へラ削り 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅷ

B　 4．2

C　 9．6

ナを もつ。 殊周 部 に雇狭の面 を有す る。 一　口　　　l調整。体部内 ・外面の
水挽 き痕は弱 く，底部
内面の水挽き痕は，強い。

緑灰色

良好

焼台

50％

86 稀　　　 A

A （14．6） 体部 は，やや 外反 気味 に立 ち上 が り， 口緑 水挽 き整形 。（左回 り） 砂 粒 の細砂 Ⅷ普立　普は　　 やとが る。臨書 は、低で 臨書 は　 ロ　云ヘ ラ l
B　 4．5 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I部 の 2 倍 の厚 みを もつ。外周部 に幅狭の面 ，り調整。体部内 ・外 灰色 焼台

C （10．8） を有 す る。 面の水挽 き痕 は，弱

い。

普通 40％

87 ま不　　　 A

A （13．6）′休部 は，器厚 を減 じなが ら直線 的に立 ち上 水挽 き整形 。
砂粒 ・細砂 Ⅷが る　 口′　普貴　書 は　 い　 低ロ　は、低で 普　 び　　　 立　立

B　 4．8

C （9．7）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　】　　　　　　　　　　　　　　　ナ体部の 2 倍 の厚 み をもつ。 ロ　　　　　　　ロは， 回転 へ ラ削 り調
整。体部 内 ・外面の
水挽 き痕 は，弱 い。

淡黄色

不良

焼台

40％

88 土不　　　 A

A （13．7）

B　 4．35

C　 9．3

体部 は薄 く，直線 的 に立 ち上 がる。 口緑部 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂

灰 白色

不良

Ⅷ

焼台

40％

端部 は丸い。底部 は，平底で ある。 底部 は，回転 へ ラ削
り調整。体部 内 ・外
面の水挽 き痕 は，弱
い。

89

日

稀　　　 A

l

A （14．4）

B　 4．7

C　 8．8

休部 は，中位 で軽 く外反 して立 ち上 がる。 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂

灰 白色

不良

Ⅷ

焼 台

40％
l

口緑部端部 は丸い。底部 は，平底 であ る。 底 部及び体部下端部
は，回転 へ ラ削 り調
整 。体 部内 ・外面 は，
平滑 であ る。

90 球　　　 A

A （13．5） 体 部は，直線 的 に立 ち上 がる。 目線部端 部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅷは　 い　　 ロ　は、低で　　 書 の 2 富の厚 み 臨書は　　　 立

B　 4．2

C （10．0）

○　　＿　　　　　　　　　　　　　　，を もつ。外周部 には，幅狭の面 を有 する。－ ，　　　　　　　日石て回転 へ ラ削 り調

整 。体部内 ・外面 は，
平滑 であ る。

灰色

普通

焼台

50％

91 稀　　　 A

A （14．2） 体部 は，直線的 に立 ち上 がる。 口緑部端部 水挽 き整形 。 礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅷは　 い。 低書 は、低で　　 書の 2 昔の 早み 低書 は　　 ロ　 l
B　 3．9

C （8．4）

Iをもつ 。体部 との境 に，幅狭の面 を有する。 I石へ ラ削 り調整 。体

部内 ・外面の水挽 き
痕は弱い。

青灰色

普 通

焼台

50％

92 球　　　 A

A （15．3） 休部 は，直線的 に立 ち上 が り，口緑部付近 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅷで 又　　　 す る。 口′、部立　普は　 い　 臨書 低音 は　　 口　云 l用

B　 4．3 ○　　　＿＿は平底で ，一体 部の 2 倍 の厚 みを もつ。体部
一rl¶は1

lあヘ ラ削 り調整 。体

部内面 の水挽 き痕 は，
やや強 い。

灰色 （明褐灰 色） 焼 台

C （8．1） との境 に幅狭 の面 を有す。 や や不良 50％

93 稀　　　 B

A 13．2 休 部は，直線 的に立 ち上 がる。口緑部端部 水挽 き整形。
砂粒 ・細砂 Ⅷは　 い　 低音 は、低気良　で　　 立 との圭　は 低書は　　　 普

B　 2．5

C lO．7

丸 く不萌藤で あるJ　 ’ ロ 9　　　　　　　　　　　　　　　　　2ヽ6 て回転 へ ラ削 り調

整 。水挽 き痕は，弱
い。

灰 色

良好

焼台

80％

94

9 5

9 6

9 7

稀　　　 B

ま不　　　 B

高 台 付 土不

盤

A 13．3 休部 は，直線的 に立 ち上が る。 口緑部端部 水挽き整形。（左回 り）
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅷは　 い　 臨書は 、土日な　　 止 と　 やや ヒ 底部は，　 周部を除い

B　 2．7 〇　　一　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　†斜 をもつ 外周 部 とに呑 かれ，体 部 との境は て回転へラ削 り調整。 灰褐色 焼 台

C 12。3 にぷ い稜 をなす。 底部内面を除いて水挽
き癖は，弱い。

良好 50％

Å（13。4） 体 部 は，直線 的に立 ち上 がる。口緑部端 部 水挽 き整形 。（左回り） 砂粒 ・細砂 Ⅷは　 い。 臨書 は 、土日な　　 書　　　　　 と 腹立は　　 日立　 、
B　 2 ．55 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I斜 をもつ外周部 とに芽 かれ，体部 との境は

一，P　　　　　ヽ

＿　ロ　　　，　　　　　　ロ　　　　∠
いて回転 へ ラ削 り詞 青灰色 焼台

C （11．9） にぷい稜 をなす。 整 。水挽 き痕は，弱

い。
良好 50％

A lO．5 体部 は，直立気味 に立 ち上 がる。 目線部端 水挽 き整形 。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅷ

B　 4．2 部 は　 張 る。底部 は丸 く，やや夕　別にふ ん 底 部は，回転へ ラ削
D　 8．2
E　 l。0

A （18．2）

ぼる高台が付 く。

休部 は短 く，直線的 に立 ち上 が る。口緑 部

り調整後，高台貼 り
付 け。体部 内 ・外 面
は，横ナ デ調整。

水挽 き整形。（左回り）

灰 白色

良好

砂粒 ・細砂

焼 台

90％

Ⅷ
B　 2 ．55 立書 は丸 い。底書は 、坦で，短 く垂　 す る 口　 部及び高台書 、
D （10．2）

E　 O ．45

高台 が付 く。休 部 との境 は， にぷい稜 をな
す。

就 農 譜 を悪

は，やや強い。

灰色

良好

焼 台

50％

－83－



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手　法 の　 特 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

98 盤

A 18．2

B　 3．0
D lO．l
E　 O．6

休部 は短 く，直線 的 に立 ち上 がる。目線部 水挽 き整形。（左回り） 砂粒 ・細砂

灰色 （赤灰 色）

Ⅷ

焼台
端部は丸 い。底部 は平坦 で，短 く垂下 す る 目線部 及び高台部付
高台 が付 く。体部 との境 は， にぷい稜 をな 近 は，横 ナデ調整。
す。 底部 外周部の水挽 き

痕は，やや強い。
良好 60％

99 盤

A （18．9） 休 部は短 く，直線 的に立 ち上 がる。 口緑部 水挽 き整形 。 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅷ

焼台
端 部は丸 い。底部 は平坦 で，短 く垂下 す る
高台が付 く。体部 との境 は， にぷ い稜 をな

調、嘉d瑠7品1ド蓬髪も立 、
B　 2．6

D （10．2）
E　 O．5

近 は，横 ナデ調整。 灰色
す。 良好 20％

10 0 鉢　　　 B

A （28．3） 日額部 は，器厚 を増 しなが ら水平 にの び， 巻 き上げ，水挽き成形。 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅷ
、立　　　 い　　 立　　　 1 に最　 径 立　　　　 ＼から

B ll．7 ロ　　　　　　　　　　○　　　　　ロ　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1下位 は，器厚 を増 しなが ら底 部 に至 る。底 ロ
にかけては，横ナデ調 灰色 （灰 白色 ） 焼台

C ll．1 部 は平底 で ある。 整。休部下位及び底部
は，回転へ ラ削り調整。

不 良 30％

101 鉢　　　 E
A （49．6）

休部 は，やや内轡気味 に立 ち上が る。 ロ縁
部 はほぼ直立 し，端部 は水平 で ある。内 ・

ヽ

蓬品濃 ヂ戯 翳 斯

き調整で，ロ緑部及び

礫 ・砂 粒

灰色

普通 （二次焼成 ）

Ⅶ

B 〔16．3〕 外端部 は，鋭い。 端部は，ヘラ削り調整。
休部内面は，横位の指
ナデ。

焼台

102 鉢　　　 E
A （54 ．0）

B 〔10．3〕

休部 は　 外傾 した後軽 く内轡 す る。口緑部 巻 き上げ，水挽き成形。 礫 ・砂 粒

灰 白色

良好

Ⅷ

焼台

I端部 は水平 で，内 ・外端部 は，鋭い。 体部は，平行叩 き調整
で，口縁部はヘラナデ，
端部はヘラ削り調整。内
面は，横位の指ナデ。

103 賓　　　 A A （58．0）

ロ頸部 は，外反 しな がら立 ち上 が り，端部 巻 き上げ，水挽 き成形。 礫 ・砂 粒 ・細砂

暗赤褐色

良好

Ⅷ

焼台

は，上下 に突 出 し内傾す る。 口頸部には，4 本一条
の波状文 と， 3 本一条
の浅い凹線が施されて
いる。

104 婆　　　 A
A　57．0

F 12．7

口頸部 は，外反 しなが ら立 ち上 が り，端 部 巻き上げ，水挽 き成形。 礫 ・砂 粒 ・細砂

黒褐色 （灰 白色 ）

良好

Ⅷ

焼台

は，上下 に突 出 し内傾す る。 口頸部 には，斜位の平
行叩 きの後，5 本一条
の波状文と平行凹線カ1
三段施 されている。

105 婆　　　 A B 〔21．0〕

体 部下半 だけで ，底 部は丸底で ある。 巻 き上げ，叩 き成形。

休部 及び底 部外面は，
平行 叩 き調整。底 部
内面 は，指 によ るナ
デ調整 。

礫 ・砂粒 ・細砂

暗灰色

良好 （二次焼成 ）

Ⅷ

焼台

N l 稀　　　 A

A 14．2 休部 は，器厚 を減 じなが ら直線的 に立 ち上
が る。底 部 は平底で ，休 部 との境 に面 を有

水挽 き整形 。（左回 り）
底部 は，切 り離 し痕

砂粒 ・細砂
Ⅷ

B　 4．1

C　 9．0

す る。休 部 に断層状 の亀裂 がみ られる。 を残 すが，調整痕 不
明。水挽 き痕 が，明
瞭で ある。

浅 黄色

2 枚重ね
550ダ

N 2 球　　　 A

A 14．1
休部 は，器厚 を減 じなが ら直線的 に立 ち上 水挽 き整形 。（不明） 礫 ・砂粒 ・細砂

Ⅷがる。底 部 は平底で ，休部 との境 に面 を有 底部 は，不定 方向の

B　 3．7

C　 8．5

す る。体 部は， ゆがんでい る。 手持 ちへ ラ削 り調整 。
水挽 き痕 が，明瞭 で
ある。

浅 黄色

2 枚重ね
ヘラ記 号

N 3

l

ナ不　　　 A

l

A 14．0
休部 は，器厚 をわず かに減 じなが ら直線的

に立 ち上 が る　 底部 は　 器 面がほ とん ど残

水挽 き整形 。（左回 り）
水挽 き痕 が　 明瞭で

l

砂 粒 ・細 砂

l　　　　　　　　　　　　　譲

Ⅷ

475ダ
B　 4。5 ○　　＿　ロ　　　　9　　　日存 しないが，平底で休部 との境 に面 を有す I　　　　　　　ヽある。 浅黄色

C （9．1） るものとみ られ る。 2 枚重ね

N 4 ま不　　　 A

A 14．0
休部 は， 直線 的 に立 ち上 がる。底 部は，欠 水挽 き整形。 砂 粒 ・細砂 Ⅷ失部 が多いが，平底で休部 との境 に面 を有 水挽 き痕 が　 明暗で

B　 4．1 す るもの とみ られ る。休部 に，断層状の亀 Iある。 浅 黄色
425グ

C （8．8） 裂 がみ られ る。 2 枚重ね

N 5 土不　　　 A

A 14．0
全体 に押 しつ ぶ されて いるが，休 部は直線

的 に立 ち上 がる。底 部 は平底 で，休 部 との

水挽 き整形。水挽 き
痕 が，明瞭で ある。

礫 ・砂粒 ・細砂
Ⅷ

B　 3．1

C　 9．0

境 に面 を有 する。 内面の休 部基部 に，
径 1 cm 前後の粘土粒
が4 か所付 着 している。

浅黄色

2 枚重 ね
440ダ

N 6 ま不　　　 A

A 13．9 全体 に押 しつ ぶされてい るが，休部 は器厚 水挽 き整形。 砂粒 ・細砂

浅黄色
Ⅶl

450グ

減 じをが ら阻　 、に、　　 が　　 氏立と 水挽 き痕 が， 明瞭 で
あ る。B　 3．5 川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　＿　ロ平底 で，本来 は休部 との境 に面 を有 してい

C lO．1 た もの とみ られる。 2 枚重 ね

N 7 球　　　 A

A 1 3．8
休部 は，直線的 に立 ち上が る。底部 は平底

で　 休 部 との境 に面 を有す る　 休部 に断層

水挽 き整形 。
底部 は　 不定 方向の 砂粒 ・細砂 Ⅷ

B　 3．9 ）　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　日状 の亀 裂がみ られる。 †手持 ちへ ラ削 り調整 。 浅黄色 ヘラ記号

C　 8．5 小 さな凹凸 の水挽 き
痕 が，明瞭 である。

2 枚重 ね 410 グ
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番号
！ 器　 種 恒 （cm）i 器　 形　 の　 特　 徴

手　 法　 の　特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

N 8 球　　　　 A

Å 13．8 休部 は，直線的 に立 ち上 がる。底 部は平底
で　 体 部 との境 に面 を有す る。

水挽 き整形。（左回 り）
底部は　 不定方向 の

，

砂粒 ・細砂 Ⅷ

B　 3。6 † 一　口　　　　I手持 ちへ ラ削 りとみ 浅黄色 ヘラ記号カ

C　 8．5 られ る。水挽 き痕 は
不明瞭で ある。

2 枚重 ね 470ダ

N 9 ま不　　　　 Å

A 14．2

B　 4．0

C　 8．2

休部は，直線 的に立 ち上 がる。底部 は平底 水挽 き整形。（左回 り）
砂粒 0細砂

浅黄色

2 枚重ね

Ⅷ

ヘ ラ記号

で，体部 との境 に面 を有す る。 底 部は，不定方向の
手持 ちへ ラ削 り調整。

N lO 序　　　　 Å

Å （13．0）

B　 5．0

C　 8．2

体 部は，直線的 に立 ち上 が る。底部 は平底 水挽 き整形 。（不 明）
砂粒 ・細砂

浅 黄色
Ⅷ

ヘラ記号

で ，体 部 との境 に面 を有す る。 底部 は，不定方向 の
手持 ちへ ラ削 り調整 。

N ll 膵　　　　 Å

A （13．8） 大 きくゆがんでい るが，休部 は直線 的 に立
ち上 がる。底部 は平底で ある。体部 に断層

水挽き整形。
永挽き痕は，明瞭であ 砂粒 ・細砂 Ⅷ

B　 4．1 状 の亀裂 がみ られ る。 る。内面の体部基部に，
／又　　　　ユーム′J　　　　　　　　L　、

浅黄色 400ダ

C （8．5） 佳 1 cm 別後の粘土粒が
5 か所付着 している。

2 枚重ね （焼成実験）

N 12 球　　　　 Å

A 13．5 体部 は，直線的 に立 ち上が る。底部 は平底 水 挽 き整形。 礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅷで　　 立　 の境 に　　　　　 る　　 点 に、′ 民立 は　 、　　 ロの
B　 3．1

C　 8．4

†　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　目　　　し状 の亀裂がみ られ る。 一　ロ　　　　I手持 ちへ ラ削 り調整。 浅 黄色

2 枚重 ね

ヘ ラ記号
380ダ

（焼 成実験 ）

N 13 土不　　　　 A

A 13．5

B　 3．1

全体 に押 しつ ぶ されて いるが，休部 は直線 水挽 き整形。（不明） 砂粒 ・細砂

浅黄色

2 枚重ね

Ⅷ

400ダ

（焼成実験 ）

的 に立 ち上 がる。 水挽 き痕は，不明瞭で
ある。内面の体部基部
に，径 1 cm前後の粘土
粒が6カ所付着している。

N lJI 壷　　　 C

l　　　　　　　　　 l

B 〔14．6〕

C 13。4

頚部 は，直線的 に立 ち上 が るが上部欠損。 巻 ㌢上 げ，水挽 き成 砂 粒 ・細砂
Ⅷ

2，10 0ダ

吾 は　 肩書が弓　　　 り　 最　 径 は　 立に 夢。　呂　 がほとんど
†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†ある。底 部は平底で ある。

！

残存せず，調整痕不
明。

i

浅 黄色

i

番号 器　　 韓 法量 （cm） 手　　　　 法　　　　 の　　　　 特　　　　　 徴 胎土 ・色 語巨焼成
備　 考 ！

701

［
王　 縁　 付 ［

丸　　　　 瓦

玉縁長 9誹

厚さ

1 ．0～1 ．5

凸面 には，格子叩 きが施 され9　凹面 には，布 目痕 （9 × 9 条）
が残 る。玉縁 部凸面 はナデ調整 。側 面 は，凹面側 に面取 り調整

礫 ・砂粒

黒灰 色

良好 （二次焼 成）

H

焼台が施 されてい る。

702
玉　 縁　 付

丸　　　　 瓦

王縁長 8．0

厚 さ

凸面 には，格子 叩 きが施 され，凹面には，布 目痕 （9 × 9 条 ）
が残 る。玉縁部 凸面は，桟 ナデ調整 。

礫 ・砂 粒

黒灰色

良好 （二次焼成 ）
i

皿

焼 台 カ1 ．5～2 ．1

70 3 平　　　 瓦

厚 さ

1．5～2 ．0

凹面 には，糸切 り痕 と小 札痕 が残 り，布 目痕 （9 × 9 条） がみ
られ る。凸面 には，縄 目叩 きが施 されてい る。側 面の凹面側 に
面取 り調整が施 されてい る。

礫 ・砂 粒

黒褐色
i

Ⅳ

焼 台
良好 （二 次焼成）

704 平　　　 瓦

厚さ

1 ．0～2．3

凹面 には，小 札痕 が残 り，布 目痕 （9 × 9 条 ）がみ られる。凸
面 には，斜格 子叩 き調整 が施 されてい る。

礫 ・砂 粒

褐灰色
Ⅵ

焼台良好 （二次焼成 ）

i7。5

平　　　 瓦

広端　 25．5

厚 さ　 2．4

凹面 には，小札痕 が残 り，布 目痕 （9 × 8 条）がみ られる。凸 礫 ・砂 粒

灰色

良好 （二次焼成）

Ⅵ面 には，縦位の縄 目叩 きが施 されて いる。側 面 には，凹 ・凸両

面 倒 に面取 り調整 が施 されてい る。 焼台

706 平　　　 瓦

厚 さ

1 ．2－2．3

凹面 には，小札痕 が残 り，布 目痕 （9 × 8 条 ）がみ られる。凸 礫 ・砂粒

灰 色

良好（二次焼 成）

Ⅵ

焼台

面 には，斜格子叩 きが施 されてい る。

707

7 0 8

王　 縁　 付

丸　　　　 瓦

玉　 緑　 付

丸　　　　 瓦

厚 さ

1．5～2 ．1

厚 さ　 1．5

凸面 には，斜格 子叩 きが施 され，凹面 には，布 目痕 （8 × 8 条 ）
が残 る。側面 は，凸 e 四両南側 に面取 男洞整。

凸 面には，斜格子叩 きが施 され，凹面 には，布 目痕 （8 × 9 条）
が残 る。側 面は，凹面側 に面取 り調整 が施 されてい る。

礫 ・砂 粒

裾灰色

良好 （二次焼成 ）

礫 ・砂 粒

黄灰色

良好 （二次焼 成）

Ⅷ

焼 台

Ⅷ

焼台

－85－
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第26図　4号窯跡出土遺物実測図（1）
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第27図　4号窯跡出土遺物実測図（2）
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第28図　4号窯跡出土遺物実測図（3）
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第29図　4号窯跡出土遣物実測図（4）
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第30図　4号窯跡出土遺物実測図（5）
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第31図　4号窯跡出土遺物実測図（6）
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ー92－

0　　　　　　　　　　　　　　20cm

l i　　　　」



ーーノ、l－

ゝ一叫J中澤罰く痺′－”ン′ノ
ー‘1

∴一二‾、‾∴
IJ

最
強
脳
脚
厨
脚
甜
椚
閥
摘
亀
爛
憾
瀾
瑠

、・・・一・、・ソ．．三宅∴－・Jここ亨こノ

第33図　4号窯跡出土遺物実測図（8）
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第34図　4号窯跡出土遣物実測図（9）

4号窯跡出土遺物観察表

慮
澤
ぶ
情
炭
層

7I6

0　　　　　　　　　　　　　20cm

l　－　11　　　1

番号器　　種法壇（cm） 器　　形　　の　　特　　徴 手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

106
A17．6

天井部は丸く，口緑部は屈曲し，短く垂下水挽き整形。
礫・砂粒・細砂 Iする。端部は丸い。 天井部は，＿径15cmに

蓋 B（4．3）つまみは欠損。 わたり回転へフ削り
調整。

明褐灰色
普通（重ね焼痕）

60％

107 蓋

A17．8天井部は丸く，口綾部は屈曲し，短く垂下水挽き整形。
礫・砂粒・細砂I＋［

75％

B　5．2
G　2．4
H　l．45

る。一　書は　い。 書は，径10cmに
つまみは，擬宝珠形である。 わたり回転へラ削り

調整。
灰赤色
普通（重ね焼痕）

108 蓋

A（18．7）

B　4，5

天井部は丸く，口緑部は屈曲し，短く垂下水挽き整形。
礫・砂粒・細砂 Iする。端部は丸い。 天井部は，径12cmに

G　2．1
H　l．5

つまみは，擬玉珠形である。 わたり回転へフ削り
調整。

明視灰色
普通（重ね焼痕）45％

109 蓋

A19．3天井部は，i葺く丸い。ロ緑部は屈曲し，や水挽き整形。
礫・砂粒・細砂I＋Ⅲ

60％

B　4．55
G　2．35
H　l．5

や　　して見　　　　　る。立　ロは　い。 一　宮は，径11cmに
つまみは，擬宝珠形である。 わたり回転へラ削り

調整。
灰色
普通（重ね臆病）

110 芸

A　20．2天井部蛙，浅く丸い。口緑部は，にぶく屈水挽き整形。
礫・砂粒・細砂I＋Ⅱ

80％

B　4．6
G　2．2
H　l．5

し，足　　　　る。1倍は　い。 書は，径16cmに
つまみは，擬宝珠形である。 わたり回転へラ削り

調整。
灰褐色
普通（重ね焼痕）

111 蓋 A（19．4）

天井部は，浅く扁平である。口縁部は屈曲水挽き整形。
礫・砂粒・細砂 I

50％

し，短く垂下する。 天井部は，径11cmに
つまみは欠損。 わたり回転へラ削り

調整。
灰褐色（にぷい

普通　褐色）

112 A（20．2）

天井部は，浅く扁平である。口縁部は屈曲水挽き整形。
礫・砂粒・細砂
褐灰色（にぷい

橙色）
普通

I

50％

し，短く垂下する。 天井部は，径14cmに
蓋 つまみは欠損。 わたり回転へラ削り

調整。

一94一



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

113 土不　　　 A

A （10．6） 休部は， ほぼ直線的 に立 ち上 がる。 口縁部
端部は丸 い。

水挽 き整形。
底部及 び体部下端部 礫 ・砂粒 ・紳砂 I

5b％

B　 3．85

C　 6．6

底部 は平底で ある。 ＿　ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ロは，回転へ ラ削 り調
整。体部内 ・外面 の
水挽 き痕 は弱 い。

Lフ′　　　　　　　　Lプ灰褐色
普通

114 土不　　　 A

A （13 ・．8） 体部 は，中位 で軽 く外反 して立 ち上 がる。 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・紳砂 I

30％

口′、普端培 は　 い 低立　 び　 立　 立立
B ．4 ．9

C （8 ．2）

○底部 は平 底で ある。 ＿　ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ロ
は，回転 へ ラ削 り調
整 。体部 内 ・外面の
水挽 き痕 は，弱 い。

L木　　　Lブ′　　　　　、　Lプ
灰褐色
良好 （二次焼成）

115 土不　　　 A ＿

A （14 ．0） 讐酢 痛 撃製 こ吾姦 孟蒜品iま完禦 富叢 水挽 き整形 。（左回 り）
底部 は　 雑 な回転 へ 礫 ・砂粒 ・細 砂 I

40％

B　 3．7

C （9．2）

○　　　＿　ロは平底 で，休部 との境 に幅狭の面 を有 する。 一　ロ　　　Iラ削 り調 整。体部内

・外 面の水挽 き痕は，弱 い。

Lγ　　　　　、　Lフ′
赤灰色
普通 （二 次焼 成）

116 土不　　　 A

A （13．9） 讐 酢 娼 禦 誓書姦孟蒜 晶 ま完禦 監叢 水挽き整形。（左回 り）
底部 は　 回転へラ削 り 砂粒 ・細砂 I

60％

B ‘ 3．6

C　 8．5

○　　＿　ロは平底で，体部 との境 に幅狭の面 を有す る。 一　口　　I調整。体部内 ・外面の
水挽き痕は，弱い。同

－形態の坑 他に3 個。

＝　－
赤灰色
普 通 （重 ね焼痕 ）

117 高 台 付 土不

A （14 ．8）

B　 4 ．6 ．
C （11 ．9）
D （11 ．0）

休部 は， わずか に外反 しなが ら立 ち上 がる。
口縁部端部 は丸い。底部 は平底 で，外側へ

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転へ ラ削 砂粒 ・細 砂 I ＋ Ⅱ

40％
ふ んば る高台が付 く。高台端部 は，ほぼ水 り調整の後，高台貼 灰褐色
・平 であ る。 り付 け。 普通 （二次焼成）

118 高 台 付 球

A 16 ．9 大形 品で，休部 は直線的 に立 ち上 が る。口 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 I ＋ Ⅱ＋Ⅲ

80％

B　 7．1
C 14．8
D 1 2．0

′、書立普 は　 い。低音 は，　　　 ，　 貝l 低音 は， 日　石へ ラ l
へふ んばる高台 が付 く。高台端部 は， ほぼ り調整 の後 ，高台貼 黒褐色
水平 である。 り付 け。休部 の水挽

き痕 は，弱 い。
普通 （二次焼 成）

119 高 台 付 土不

A （17．5）
B　 7．0

C （14 ．3）
D （11．2）

大形品で，休部 はやや外 反 しながら立 ち上 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 工

20％

が る。口縁部端部 は丸い。底部 は，丸底 で；底部 は，回転 へラ削
若干外側へふ んばる高台 が付 く。‾休部 との り調整の後， 高台貼 黒褐色
境 は丸い。 り付 け。休部 の水挽

き痕は，弱 い。
普通 （二次焼成 ）

120 盤

A （23 ．1）

B　 3 ．7
D （18 ．8）
E　 l ．4

休部 は‾，やや外反 しなが ら立 ち上が る。 口 水挽き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 工

50％

縁部端部 は丸い。底部は， やや丸 く，中央 底部は，回転へラ削り
部 が肥 厚す る。高台 は， やや外側 にふんば 調整の後，高台貼 り付 灰褐色
り，端部 は水平で ある。 け。内面の底部中央は，

指によるナデ調整。
普通 （重ね焼痕）

121 高　　　 盤 A （29．5）

口縁部付近 のみの破 片で ある。 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂

工

底部 か ら大 きく開 き，口縁部 に至 る。口縁 底部 内 ・外 面の水挽
部端部 は丸い。 き痕 は弱 い。 黒褐色

良好 （重 ね焼 痕）

122 杯　　　 蓋

A （15．4）

B　 3．3
G　 3．25
H　 O ．8

天井部 は，浅 く丸 い。口縁 部は，屈曲 し， 永挽き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ‘・細砂 Ⅱ

25％

短 く垂下す る。 天井部は，径8．5cm にわ
つ まみは，扁平で 中央部 が くぼむ。 たり回転へラ削 り調整。

天井部内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

灰色
良好

123 士不　　　 A

A 13 ．9

B　 3 ．95

C ‘8 ．7

休部 は，直 線的 に立 ち上 が り，口縁部付近
で軽 く外反す る。口縁部端部 は丸い。底部

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転へ ラ削 砂粒 ・細砂 Ⅱ

90％

は平底 で，休部 との境 に幅狭 の面 を有する。 り調整。休部外面の
水 挽 き痕 は，やや強
い。

灰褐色
普通 （重ね焼痕）

124 士不　　　 A

A （13 ．9） 休部 は， ほぼ直線 的 に立 ち上 がる。口縁部 水挽 き整形 。（左回 り）
砂粒 ・紳砂 Ⅱ

40％

端悟 は　 い。 低書 は、′低で　　 書　 の境 に 腹立 は　 口　云ヘ ラ l
．B　 4．2

C （9．8）

幅狭 の面 を有 する。　 ’ 一　口　　　Iり調整 。体部 内 ・外
面 の水挽 き痕 は，弱

い。

′　　　Lプ赤灰色
普通

125 土不　　　 A

A 1 3．6

B　 4．05

休部は， わず かに外反気味 に立 ち上 がる。 水挽き整形。
礫 ・砂 粒 ・糸田砂 Ⅱ

98％

口縁部端部は丸 い。底部 はやや丸底風 で， 底部 は，回転へラ削 り

休 部 との境は不明瞭 であ る。本来 は高台 が
□「Tr′

調整。外周部は高台を にぷい赤褐色

C　 9．7 付 く器形。 剥がし，手持ちへラ削
り調整が施 されている。

普 通

126 土不　　　 A

A 13 ．9

B　 4 ．6

休部 は，外反 しながら立 ち上 が る。口縁部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・紳 砂 Ⅲ

100％

端部 は丸い。底部 は丸底 で，休部 との境 は 底部は，回転へラ削 り．
不明瞭であ る。本来は，高台 が付 く器形で 調整。外周部は，高台を 橙色

C　 9 ．0 ある。 剥がし，手持ちへラ削
り調整が施 されている。

普通

127 蓋

A 16 ．6 天井部 桂，浅 く扁平 で ある。 口縁部 は，屈 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅱ

90％

B　 3．7
G　 2．05
H　 1．1

し， 足　　　　 る。瑞悟 は　 い。 書 は，径9．5cm に
つ まみは，擬宝珠形 で ある。 わた り回転 へ ラ削 り

調整。水挽 き痕 は，
弱 い。

にぷい橙色
普通 （重 ね焼 痕）

－95－



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

128 蓋

A （18．4）

B　 4．6

天井部 は，浅 く丸い。 口緑部 は屈 曲 し，外

反 して下 る。端部 は丸 い。マ｛　 ノ や

水挽 き整形。
天 井部 は，径14cm に
わた り回転 へ ‾削 り

礫 ・砂粒 ・細 砂
明褐灰色

Ⅲ

G　 2．3
H　 l．5

つ まみは，丸味 を持 った擬玉珠形 であ る。 こ　㌧＝旦囲広　　フ
調整。水挽 き痕 は，
弱い。

普通 （重 ね焼痕） 40％

12 9

13 0

13 1

13 2

13 3

13 4

13 5

蓋

A　20．7

B　 3．85

天井部 は，浅 く丸 い。 口緑部 は屈 曲 し，や

や外反 して下 る。端部 は丸い。
マ′一一Lナ　　　ノ　や

水挽 き整形。
天井部 は，径17cm に
わた り回転へ ー削 り

礫 ・砂粒 ・細 砂
暗赤褐色 Ⅱ

C　 2．3
D　 l．5

つ まみは，擬 玉珠 形で ある。 こ㌧＝旦囲広　　フ
調整。水挽 き痕 は，
弱い。

普通 （重ね焼痕

二次焼 成）
70％

－ナJL．
A 19．7

謂 紆 匙 漑 霊 る。 口緑部 は，短

つ まみは欠損。

水挽 き整形。
天井部 は，径14cm に
わた り回転へ ラ削 り

礫 ・砂粒 ・細砂
にぷい黄色 （褐 Ⅲ＋ Ⅲ

蓋 B 〔2 ．55〕 し＿．．調整。水挽 き痕 は，
弱い。

灰色）
普 通（二次焼 成）

蓋

A （17．5）

B　 3．2

天井部 は，浅 く扁平 である。 ロ綾部 は屈曲

し，短 く垂下す る。端部 は丸い。
マ′一一Lサ　　　　イ＿づG

水挽 き整形。
天井部 は，径11cm に
わた り回転へ ‾削 り

砂粒 ・細 砂
浅 黄橙色

Ⅲ＋ Ⅲ

G　 l．75
H　 l．0

つ まみは，擬玉珠形 である。 こ㌧＝旦博広　　フ
調整。水挽 き痕 は，
弱い。

1　ノ　コ己
不良 40％

A （20．9）

B　 4．5

体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が る。口緑部

端部 は丸い。底部 は丸 く， わずかに外側 に
や　やや長 、甘ム が付 く　 端部 は水平

水挽 き整形。
雷雲 墓あ援転霊 豊 礫 ・砂粒 ・細砂

灰 赤色
Ⅲ

盤 p （15．3）

E　 l．6
ふ んば る　　　　 し　同 日　 、 。　 ロ
で， 内外 に広 がる。

P　　　　　　I 「司ロ
り付 け。

普 遍 （重 ね焼痕 ） 30％

盤

般
」ユ上し

A （21．2）
B　 4　4

盟 浩溜 結 殻 若 緑 禦 盟

や　　　　　　　　　立

水挽 き整形。
底部は，回転へ ラ削
り調整の後， 高台貼
り付 け。

礫 ・砂粒 ・細砂
黒褐色
良好 （重 ね焼 痕）

Ⅱ

D （17 ．0）
E　 l ．35

高台 が付 く。端部 は丸い。 25％

A （22 ．3） 体部 は，直線的 に立 ち上 が り，上位で外反
す る。口緑部端部 は丸い。底部 はやや丸 く，
外側 へふんば る高台 が付 く。端部は外傾す
る。

水挽 き整形。
底部 は　 回転 へラ削 砂 粒 ・細砂 Ⅲ

B　 3 ．8 事ら調整 の後　 高台貼 浅 黄色 （赤褐色） 焼台
D （16 ．6）

E　 l ．1
Iり付 け。 J′．普通 （重 ね焼 痕） 40％

賓　　　 B
A （21 ．6）

F　 5 ．5

口頸部 は，やや外反 しなが ら立 ち上 がる。
端部 は内傾す る。

水挽 き整形 。
口頭部外面 には，斜
位の条線 がみ られ る
が， 自然粕付着 のた
め調整痕不 明。

砂粒 ・細砂
灰 色
良好 （二 次焼成）

Ⅲ

136

1 37

飯

A　30 ．2
口頚部は，短 く強 く外傾 す る。端部 は上下

にやや広 がる。休部 は，内轡 しなが ら立 ち

巻 き上げ，水挽 き成形。
怪部は斜位の平行叩 き 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅱ＋田

B　26 ．3

C 16＿．6

上が り，中位 にこぶ状 の把 手 が一対付 く。
底部 は二本の ブ リッジ。

調整の機，梯ナデ，体部
下端部はヘラ削り調整。

明褐灰色
不良 （二 次焼成） 70％

椒

A （17 ．4）

B　 4 ．2

天井部は，頂部 が丸 く，外周部はゆ るやかに
下降す る。 目線部 は屈 曲 し，短 く垂下す る。
立　　　　　　　　　　 、

水挽 き整形。（左回 り）
天井部は，径 9 cm にわ
たり回転へ ‾削 り調整

紳砂 （精 良）
灰 白色

Ⅲ

蓋 G　 l ．7
H　 l ．0

端部 は，や や鋭 い。

つ まみは，擬宝珠形 を呈す る。

」　　　 石　　フ　　　　 p　　o
天井部内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

不良 50％

138 一Jht一

A （16 ．8）

B　 3 ．7

天井部 は，浅 く中位 で軽い段 をなす。 口緑
部 は にぶ く屈 曲 し，短 く垂下す る。端部 は

水挽 き整形。（左回 り）
天井部は，径9．5cmにわ
たり回転へ ‾削 り調整

礫 ・砂粒 ・細砂
淡橙色

Ⅲ

蓋 G　 2 ．0
H　 l．2

丸 い。

つ まみ は，擬宝珠形 を呈す る。

こ㌧＝旦国広　 フ　　　　 p　。
天井部内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

7欠温
不良 60％

139

1 40

1 4 1

1 42

蓋

蓋

蓋

蓋

A 16 ．8
B　 3 ．5

天井部 は，浅 く中位 に軽 い稜 をなす。 口緑
部 は屈曲 し， やや外傾 して下 る。端部 はや

ヽ

水挽 き一整形。（左回 り）
天井部は，径9 cmにわ
たり回転へ ‾削 り調整

砂粒 ・細砂

にぷ い橙色

Ⅲ

G　 l．5
H　 l．0

や鋭 い。
つ まみは，擬 宝珠 形 を呈す る。

こ㌧＝旦用広　　フ　　　　 p　　o
天井部内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

嘉良　 止

砂粒 ・細砂
にぷ い橙色

70％

Ⅲ

70％

Ⅲ

A （16 ．4）

B　 3．7

天井部 は，浅 く丸い。口綾部 は屈曲 し，短 水挽 き整形。（左 回 り）
く垂下す る。端部 はやや鋭 い。

Tr⊥ナ　　　　　ノく　　　ロ
天井部は，径 10cm に

‾ l
G　 l．9
H　 l．2

A 2 0以上

つ まみは，擬 玉珠 形 をヨ巨す る。

天井部 は，浅 く丸い。

つ まみは，擬 宝珠 形 を呈す る。

天井部 は，丸い。口緑部は にぶ く屈 曲 し，
短 く垂下 す る。端 部は丸 い。

マ′－．LT　　　　∠　　　ロ

わた り回転 へフ削 り
調整。

水挽 き整形。（左回り）
天井部桂，径12cm lこわ

嘉良　 盟

砂粒 ・細 砂
G　 l．9

H　 l．4

A （16．4）
B　 3．6

た り回転へラ削 り調整。
天井部内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

水挽 き整形。（左回り）
天井部は，回転へラ削
りの′J　横ナ ‾や調整

黒褐色
良好 （二次焼成）

砂粒 ・細 砂
灰赤色

40％

Ⅲ

G　 l．8
H　 l．0

つ まみは，擬 玉珠 形 を室す る。 後，　　 ア研　 。
天井部内 ・外面の水挽
き痕は，弱 い。

′　ヽ普通 （二次焼成 ） 40％

－96－



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

143 貰

A 12 ．4
B　 2 ．8

天井部は，浅 く中位 で軽 い段 をなす。ロ緑
部 は屈曲 し，短 く外反す る。端部 は丸い。

マ′」h　　 曇　　にコ

水挽 き整形。（左回 り
天井部 は，全面 自然

・P

）
砂粒 ・紳砂
Jヽ

Ⅲ

」1□」 G　 l ．2
H　 l ．1

つまみは，擬丘珠形 を∃Eす る。 孝由が付着 し調整痕不
明。

淡黄色 （暗灰色）
良好 （二次焼成） 80％

144 土不　　　 A

A （14．0） 休部 は，器厚 を減 じなが ら直線的 に立 ち上
がる。 口縁部 端部 は　 やや鋭 い。底部 は平

水挽 き整形。（左 回 り）
底部 は　 回転 へ ラ削 砂粒 ・細砂 Ⅲ

50％

B　 4．3 I底 で，休部 との境 に，大 きく外反テ る幅狭 I男洞整。体部 内 ・外 」プ　　　　　　ヽ　　Lプ灰白色
C　 8．4

の面 を有 す る。 面の水挽 き痕 は，弱
い。

不良

145 土不　　　　 A

A 14 ．0

B　 4 ．5

休 部 は，直線 的 に立 ち上 が り，口綾部 付近
で軽 く外反 す る。目線部端部 は鋭 い。底部
は平底 で，休部 との境 に，大 きく開 く幅狭

水挽 き整形。（左回り）
底部は，回転へラ削り
調整。内面の体部 と底

砂粒 ・細 砂
浅 黄橙色

Ⅲ

へ ラ記号
C　 8 ．0 の面 を有す る。 部の境は，強い屈曲点

を形成 している。
不 良 100％

14 6 土不　　　　 A

A 13 ．6

B　 4 ．1

休部 は，器厚 を減 じなが ら直線的 に立 ち上
が り，目線 部付近 で軽 く外反す る。底部 は

水挽 き整形。（左回 り）
底部は，回転へラ削り 砂粒 ・紳砂 Ⅲ

平底 で，休部 との境 に大 きく夕反す る 削 後，夕周部のみ軽いナ 灰 白色

C　 7．6 の面 を有す る。 デ調整。体部内＿・外 面
の水挽 き痕 は，弱い。

不良 60％

14 7

14 8

1 49

1 50

土不　　　　 A

A （13．4）

B　 4．2

休部 は，器厚 を減 じなが ら，わずか に内轡
しつつ立 ち上 が り， 口緑部付近 で軽 く外反
す る。底部 は平 底で，休部 との境 に幅狭の

水挽 き整形。（左回り）
底部は，切り離し痕を残
し，外周部のみ軽いナ荒

砂 粒 ・細砂
灰 白色

Ⅲ

C　 8 ．0
面 を有す る。 内面の体部と底部の境は，

強く屈曲する。
不良 60％

土不　　　　 A

A 13 ．4

B　 4 ．6

C　 7 ．6

休部 は，内攣気味 に立 ち上 が り， 口縁部付
近 で軽 く外反す る。底部 は平底 で，休部 と
の境 に大 きく外反す る幅狭の面 を有す る。

水挽 き整形。（左回 り）
底部は，切 り離 し痕 を
残し　 外周部のみ軽 い
ナデ調整。体部内 ・外
面の水挽 き痕は，弱い。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰 白色
不良

Ⅲ

60％

土不　　　　 A

A 13．3

B　 4．45

休部 は，直線 的 に立 ち上 が る。口縁部端部
は丸い。底部 は平底 で，体部 との境 に幅狭

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は， 回転 へ ラ削 砂粒 ・細砂

にぷい橙色
j　並、

Ⅲ
の面 を有する。内面の休部 と底部 との境は， り調整。体部 内 ・外

面の水挽 き痕 は，弱 T
い。

C　 7．9
明瞭 に屈 曲す る。 ；晋通

（酸化 焔焼成）ニ
97％

土不　　　　 A

A （14 ．6）

B　 4 ．6

C　 8 ．0

休部は， 中位 で外 反 して立 ち上 がる。口緑 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂
青灰色
普通

t

m

50％

部 端部は丸 い。底部 は平底 で，休部 との境
に幅狭の面 を有 する。

底部 は，回転 へ ラ削
り調整 。体部 内 ・外
面 の水挽 き痕 は，弱

い。

151 土不　　　 A

A （12 ．8） 体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 がり， 口綾部
付近 で軽 く外反す る　 底部 は平底で　 休部

水挽き整形。（左回 り）
底部は　 回転へラ切 り 礫 ・砂粒 ・細砂 皿

50％

B　 4．4

C　 7．6

との境 に幅狭の面 を嘉 す る。　 ’ ロ 一　口　　，痕 を残すが，自然粕付
着のため再調整不明。
水挽 き痕は，弱い。

灰赤色
普通 （酸化焔焼
成，二次焼成）

152 球　　　　 A

A 1 2．4

B　 3．6

C　 7 ．5

体部 は，直線的 に立 ち上 が り，口縁部 付近
で軽 く外反 する。底部は平底 で，休部 との
境は丸 い。

水挽 き整形。（左回り）
底部は，回転へラ切 り
後，軽いヘラナデ調整。
体部内 ・外面の水挽き
痕 は，弱い。

砂粒 ・細 砂
灰 白色
不 良

Ⅲ

60％

15 3 土不　　　　 A

A （11 ．8）

B　 3 ．8

体部 は，内轡気味 に立 ち上 が り， 口緑部付
近 で軽 く外反す る。底部 は平底 で，体部 と
の境 に幅狭の面 を有 す る。

水挽 き整形。（左回 り）
底部は，回転へラ削り
調整。内面の休部 と底

礫 ・砂粒 ・細砂
淡橙色

Ⅲ

50％C　 6 ．6 部 との境には，強い押
えがみられる。

不良

154 ま不　　　　 A

A 13．4

B　 4．4

C　 8．0

休部 は，直線 的 に立 ち上 が り，口緑 部付近
で外反 す る。口縁部端部 は丸い。底部は平
底 で，休部 との境は鋭 い稜 をなす。

水挽 き整形。（左 回 り）
底部は，回転へ ラ削
り調整。体部外面 の
水挽 き痕は，や や強

い。

砂粒 ・細砂
暗赤褐色
良好 （二次焼成）

Ⅲ

70％

15 5

156

1 57

ま不　　　 A

ま不　　　 A

土不　　　　 A

A l l．0

B　 3．5

C　 7 ．2

A （11 ．0）

B　 3 ．5

C （7．0）

（10．8）

3．8

（6 ．8）

l

1

体部は，直線的 に立 ち上 が り， ロ縁部付 近
で器厚 を減 じ軽 く外 反す る。底部 は平底 で，
体部 との境 に幅狭 の面 を有す る。

体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 がる。 目線部
端部 は，やや鋭 い。底部 は平底で ある。

本部 は， 直線 的 に立 ち上 が り，口緑部 は軽

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，不定方向の
手持 ちへ ラ削 り調整。
体部 内 ・外面は平滑
である。

水挽 き整形。
底部 は，回転 へ ラ切
り後，軽いナデ調整。
体部内 ・外面 の水挽
き痕は，弱 い。

水挽 き整形。

礫 ・砂粒 ・細砂
暗赤褐色
良好 （二次焼成）

細砂
暗赤褐色
良好 （二 次焼成）

Ⅲ

90％

Ⅲ

40％

皿

30％

く外反す る。底部 は平底 で，休部 との境は，
にぷ い稜 をなす。

底部 は，不定方向 の
手持 ちへ ラ削 り調整。
体部 下端部 は，回転

へラ削 男洞整。

砂 粒 ・紳砂
灰褐色
普 通（二次焼成）

ー97－



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

［

158 高 台 付 土不

B 〔3．3〕

C 1 5．6
D 1 2．6
E　 l．1

体部は，直線的 に立 ち上が るもの とみられ 水挽 き整形 。
砂粒 ・細砂
灰色
普通 （二次焼 成）

［

m

20％

る。底部 はやや 丸 く，外側 へふんば る高台
が付 く。端部 は水平 であ る。

底部 は，回転 へ ラ削
り調整の後 ，高台貼
り付 け。

159！高 台 付 稀

A （17．8）

B　 7 ．1
D （10 ．2）
E　 l．2

休 部は，直線的 に立 ち上 が り，口緑部付近 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂

l

mで軽 く外反す る。底部 はやや丸 く，外側 に 底部 は，回転 へラ削
若 干ふんば る高台 が付 く。高台端部 は水平

で ある。

り調整の後， 高台貼
り付 け。体部 内い外
面は平滑。

灰 色
普通 （二次焼 成）

焼台 カ
30％

16 0 高 台 付 土不

A （15 ．8）

B　 5 ．0
D　 9 ．2
E　 l．1

体部は， わず かに外反 しなが ら立 ち上 がる。水挽き整形。（左回り）
礫 ・砂粒 ・細砂
∵＋ヱざLl赤　 色

Ⅲ

60％

目線 端部 は丸 い。底部 はやや丸 く，短 く外
側 へふんば る高台 が付 く。高台端部 は水平
であ る。

底部は，回転へラ削 り
調整の後，高台貼り付
け。体部内 ・外面の水
挽 き痕は，弱い。

にぶし　′、褐
不良

161 高 台 付 土不

A （15 ．0）

B　 4 ．8
り　 9 ．6
E　 l ．1

休部 は，外反 しながら立 ち上 が る。口緑部 水挽 き整形。（左回 り）
砂 粒 ・細 砂

「＋まざLl

m

5 0％

端部 はやや鋭い。底部 はやや丸 く，外側へ

ふんば る高台が付 く。休部 との境は， にぷ
い稜 をなす。

底部 は，回転 へラ削
′　　　　音ム

り調整後，高 口貼 り
付 け。体部内i・外面
の水挽 き痕 は，弱い。

にぶし　赤褐色
普通

162 高 台 付 土不

A 14 ．4
B　 5 ．0
D　 9 ．4
E　 l ．0

体部 は，器厚 を減 じなが ら外 反 して立 ち上 水挽 き整形。（左回 り）
砂粒 ・細 砂 Ⅲ

60％

がる。底部 は，やや丸 く，短 く外側 へふん 底部 は，回転へ ラ削
ぼる高台 が付 く。休部 との境 は，にぷい稜 り調整の後， 高台貼 にぷい赤褐色
をなす。 り付け。．体 部 内 ・外

面の水挽き痕は，弱い。
不 良（二次焼成）

163 高 台 付 土不

A （14 ．0）

B　 4 ．95
D　 9．8
E　 l．15

体部 は， わずか に外反 しなが ら立 ち上がる。水 挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅲ

60％

底部 はやや丸 く，短 く外側へ ふんば る高台 底部 は，回転へ ラ削
が付 く。 高台端部 は丸 い。休部 との境 は， り調 整の後 ，高台貼 にぷい赤褐 色
にぷい稜 をなす。 り付 け。体 部内 ・外

面の水挽 き痕は，弓凱）。
普通 （二次焼成）

164 高 台 付 土不

A （12．5）

B　 4．3
D （8．0）
E　 O．5

体部 は，直線 的に立 ち上 がる。 目線部端部 水挽 き整形 。
砂粒 ・細砂
立

m
焼台
25％

はやや鋭 い。底部 は平底で，外周部 に，短
／　　一ム　　ヾ

底部 は，回転へ ラ削
り調 整の後 ，高台貼
り付 け。水 挽 き痕は，
弱 い。

く断面二 角形 の烏 口が付 く。 日日灰色
良好 （二次焼成）

165 盤

Å　22．2
B　 5．2
D 1 7．1
E　 l．7

体部 は，直線 的に立 ち上 がる。 ロ緑部端部 永挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

90％

は丸 い。底部 は丸 く，外側へふ んばる高台 底部 は，回転 へ ラ削
が付 く。端部 は， 内外 に広 がり水平 である。 り調整 の後 ，高台貼

り付 け。内 ・外面の
水挽 き痕 は，弱い。

灰赤色
不良 （二次焼成）

166 盤

Å　22．8
B　 3．9
D 1 9．0

E　 l．2

体部 は，直線的 に立 ち上が り， 口緑部付近 水挽 き整形 。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

40％

で軽 く外反 する。底部 は丸 く，短 く外側へ 底部 は，回転 へ ラ削
ふ んばる高台 が付 く。高台端部 は水平 であ り調整 の後 ，高台貼 暗灰色
る。 り付 け。 内 ・外面の

水挽 き痕 は，舞い。
普通 （二次焼成）

167

I

聾　　　 A

l

Å （45．8） 口頸部は，器 高を減 じなが ら外反 して立 ち 巻 き上げ，水挽き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂

m

ま

上 がる　 立部 はやや　 甫す る　　 吾 は　 肩 口《部には　 3　 一条
B 、〔36．1〕

F l O．8

l

〇　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　，部 がなだ らかである。 Iの波状文が二段 に施 さ
れているが，不明瞭な
部分が多い。

黒褐色
良好 （二 次焼成）

168 鉢　　　 F
A （26．3）

B 〔8 ．5〕

休部は，内轡 しなが ら大 きく開 いて立 ち上 巻 き上 げ，水 挽 き成
砂粒 ・細砂

Ⅲ
がり，口頸部付近 で外 反す る。 口縁部端部 形。
は内傾す る。 ロ綾部 は，横 ナデ調

整。内 ・外 面の水挽
き痕 は，弱 い。

暗育灰色
良好

169

17 0

17 1

17 2

甑

鉢　　　 B

土不　　　 蓋

土不　　　 A

A （27 ．4）

A （45 ．0）

休部は，やや開 き気味 に立 ち上 がり， 口縁 巻 き上 げ，水 挽 き成
砂粒 ・細砂

Ⅲ

Ⅲ

40％

Ⅳ

部 は強 く外反す る。 口緑部 端部 は上下 に突 形。
出す る。

口頸部 は，大 きく外反 す る。端部 は，やや

内 ・外 面 とも横ナデ
調整。

巻 き上げ，水挽 き成形。

極 暗赤褐色
良好 （二次焼 成）

砂 粒 ・細砂夕下 方 に突　 す る　 休部 は　　 、気味 に立 底部は　 一方向のヘラ

B　22 ．5

C （24 ．0）

A 12 ．6

O　　　　　　　　　　　Iち上 が る。底部は平底 であ る。

天井部 は，浅 く扁平 で， 中位 に軽い段 をな

I削 り調整。休部は，斜位
の平行叩き調整の後，横
ナデ。下端部はヘラ削り。

水挽 き整形。

灰 赤色
不良 （二次焼 成）

砂 粒 ・細 砂口′、立 は　　 し　 短　　　 す る。立普 ・　　 丑 に　 伏
B　 3 ．6 ○　　　　　　　ロ　　　　　」　　　　　Iは丸い。

体部 は，器厚 を減 じなが ら， わずか に外反

ノトヽ　　　　　　　　　′lヽヽが付着 し，調整痕不 オ リーブ黒色 焼台

G　 l．8

A （12．7）

明。

水挽 き整形。（左 回 り）

良好 （一次焼 成）

砂粒 ・紳 砂

90％

Ⅳしなが ら立 ち上が る　 底部 は、′底 で　　 部 底部 は　 ロ　云ヘ ラ l
B　 4．0 0　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iの 2 倍以 上の厚み を有す る。体部 との境 に Iら調整。体部 内 ・外 灰色 焼台

C　 8．0 幅狭 の面 を有す る。 面の水挽 き痕 は，弱
い。

普通 （一次焼成） 60％

－98－



！
番号　 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　　 の　　 特　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

Å（19 ．6） 体部 は， わず かに外反 しなが ら立 ち上 がる
山

′水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂
暗 赤灰 色
普 通

173　　　 盤 B　 4 ．3
D （15．6）
E　 l．7

口′、普 端普 は　 い。底書 は　 ，やや 民営 は， 日　石へラ ！り Ⅳ

25％

わずかに外側 にふ んばる高台が付 く。高台
端部 は水平 であ る。

調整の後，高台を貼 り
付けている。内 ・外面
の水挽 き痕は，弱い。

口頚部，底部 は不明。 巻 き上げ，叩 き成形。
体部外 面は，斜 位の
平行叩 き調整。休部
内面 は，指 によ る押
え。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （二 次焼 成）

Ⅳ ＋Ⅴ174　婆　　　 A
休部は，肩部 が張 らず，球形状 を呈 す るも
のとみ られる。

1卒　 蓋 A 17 ．2
B　 3 ．8
G　 l．l
H　 l．6

天井部 は，項部 が平坦 で，外 周部は なだら
かに下降 す る。口縁部 は，屈 曲 し，短 く垂
下する。端部 は，やや鋭 い。

つまみは，小 さを擬宝珠形 を呈 す る。

水挽 き整形。（左回 り）
天井部 は，径 8 cm に
わた り回転へ ラ削 り
調整。水挽 き痕 は，
弱い。

砂 粒 ・細砂
褐色
普 通 （重ね焼痕

二 次焼 成）

Ⅴ

70％

176　球　　　 蓋

Å （17．6）
B　 4．0
G　 l．4
H　 l．1

天井部 は，項部 が平坦で，外周部 はなだ ら
かに下降す る。 目線部 は屈曲 し， やや外 反
する。
つまみは，擬宝珠形 を呈す る。

水挽 き整形。（左回 り）
天井部外 面は， 自然
粕 が付着 し，調 整痕
不明。

砂粒 e細砂
暗褐色 （明褐色）
良好 （重 ね焼痕

二次焼成）

Ⅴ
焼 台
70％

17 7は不　　　 蓋

Å 12 ．8

B　 3 ．0
G　 l ．5
日　 0 ．9

天井部 は，浅 く丸 く， 中位 で軽 く外反す る
口縁 部は屈 曲 し，短 く垂下 す る。端部は鋭
い。
つまみは，擬 宝珠 形 を呈 する。

水挽 き整形。（左回 り）
天井部外面 は， 自然
粕 が付着 しているた
め調整痕不明。

砂粒 ・細砂
オ リー ブ色

（赤灰色）
良好 （二次焼成）

Ⅴ

70％

178 ！球　 蓋

A 12．3
B　 3．1
G　 l．4
H　 l．0

小形 で，天井部 は言 曳く丸 い。 日録部 は，
屈曲 し， わず かに垂 下す る。
つまみは，擬宝珠形 を呈す る。

177と同形態，同手法で
179の上に逆 さにして重
ねられ，さらに高台付
球 を乗せ，重ね焼 した
ものが融著 している。

語 義琶砂 i

良好 （重 ね焼）

Ⅴ

90％

17 9 高 台 付 球 ！
Å 11 ．5
B　 4 ．1
D　 8 ．0
E　 O．6

体部 は，直線 的 に立 ち上 が り，日縁部付近
で軽 く外反す る。 口緑部端部 は丸 い。底部
は平底 で，外 周部 に短 く夕捕 りへややふんば
る高台 が付 く。

水挽 き整形。（左 回 り）
底部 は，．回転へ ラ削
り調整の後，高台貼
り付 け。口綾部 に，

砂 粒 ・細砂
暗 赤褐 色
良好 （重ね焼

二 次焼成）
I

Ⅴ

90％
178 が融著 してい る。

i

18 0　球　　　 蓋

A 12．5
B　 3．0
G　 l．25
H　 l．0

天井部 は，項部 が平 坦でタ　外周部 はやや外
反 しながら下降 す る。日縁部 はにぶ く屈 曲
し，やや外反す る。
つまみは，擬宝珠形 を呈す る。

水挽 き整形。（左回 り）
天井部 内面 には，179
の破片 ，外 面には，
高台相棒 の破 片が融
著 している。

砂粒 。細砂
‖普赤尿 色
良好 （重 ね焼

二次焼成）

Ⅴ

80％

18 1 序　　　　 A

182　土不　　　 Å

Å（14 ．4）

B　 4 ．3

C　 8．8

休部 は，器厚 を減 じなが ら外 反 して立 ち上
がる。目線部 端部は， やや鋭 い。底部は平
底 で，休部 の 2 倍 以上 の厚 み をもつ。

水挽 き整形。（左 回 り）
底部は，不定方向 の
軽いヘ ラナデ調整。
内面の休部 と底面 の
境 は明瞭 に屈曲す る。

砂 粒 ・細砂
極 暗赤褐色
良好 （重 ね焼）

工 芸

Å 14．0

B　 4．3

体部 は，直線的 に立 ち上 が り， 目線部 で軽
く外反す る。底部 は平底 で，体部 との境 は
にぷ い稜 をなす。

水挽 き整形 。
底部 は，一 方向の軽
いヘ ラナデ調整 。部

砂粒 ・細 砂
灰色
やや不良

（二次焼成 ）

Ⅴ

80％C　 9．4 分的 に木 目状庄痕 が
み られる。

183「
A （14 ．0）

B　 4 ．4

C　 8 ．4

休部 は，直線的 に立 ち上が り， 目線部 で軽
く外反す る。底部 は平底 で，休部 との境 に
幅 狭の面 を有す る。 内面の休 部 と底部 との
境 は，明瞭 に屈曲す る。

水挽 き整形 。（左 回 り）
底部 は，回転へ ラ削
り調整。体部内 ・外
面の水挽 き痕 は，弱

い。

砂粒 ・細砂
極 暗赤褐色
良好

Ⅴ

50％

184　琢　　　　 Å

Å （14．8）

B　 4．5

C　 7．4

体部 は，外 反 しながら立 ち上 が る。底部は
平底 で厚 く，体部 との境 に， 大 きく開 く幅
狭 の面 を有する。内面の休部 と底部 の境は，
明瞭 に屈 曲する。

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転へ ラ削
り調 整。体 部内 ・外
面 の水挽 き痕 は，弱

い。

礫 ・砂粒 ・細 砂
暗赤褐色
良好

Ⅴ
ヘ ラ記号

70％

18 5「
A （13 ．5）

B　 4 ．6

C　 8 ．0

体部は，外反 しをが ら立 ち上 がる。底部 は
平底で，体部 との境 に，大 きく開 く幅狭 の
面 を有す る。内面の体部 と底部の境 は，明
瞭 に屈 曲す る。

水挽 き整形 。（左 回 り）
底部 は，回転 へラ削
り調整。体部 内 ・外
面の水挽 き痕 は，弱

い。

砂粒 ・細砂
にぷ い赤褐色
良好 （二次焼 成）

Ⅴ

ヘ ラ記号
60％

18 6　高 台 付 球 ．
j

！　　 】

A （14 ．6）
B　 4．5

C 1 2．7
D l O．8

休部 は，直線 的に立 ち上 が り，目線部 端部
は丸い。底部 は，ほぼ平底 で，外側 へ強 く
ふ んばる高台 が付 く。高台端部 は，水平で
ある。

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転へ ラ削
りの後，高台貼 り付
け。 内 ・外面の水挽
き痕 は，弱い。

礫 ・砂 粒 ・細砂
赤黒色 （青灰色）
良好 （二次焼成）

Ⅴ

50％

！

18 7　高 台 付 碗

A （17 ．5）

B 〔6 ．6〕

C 12 ．9

体部 は， わず かに外 反 しながら立 ち上 がる
口綾部 端部は丸 い。底部 は，平坦 な中央部
と，外傾す る外周部 とに分かれ，外周部 に
高台が付 くが欠損。

水挽 き整形 。（左回 り）
底部 は， 回転 へ ラ削
りの後， 高台貼 り付
け。内 ・外面 の水挽
き痕は，弱 い。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰 オリーブ色
普通 （二次 焼成）

Ⅴ＋Ⅵ

40％

－99－



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

188 盤

A （24 ．0）

B　 4 ．0
D 16 ．4
E　 O ．9

体 部は，直線的 に立 ち上が り，ロ綾部 端部 水挽 き整形。
砂 粒 ・細 砂 Ⅴ

30％

は丸い。底部 は， ほぼ平坦 で，外側 へ若干 底部 は，回転 へラ削
ふんば る高台 が付 く。 高台端部 は，やや丸 り調整の後， 高台貼 橙色

い。 り付 け。内l・外面 の
水挽 き痕 は，弱 い。

不良

189 般

A　22 ．3
B　 3 ．6

休部 は，直線的 に立 ち上 が り，口緑部 端部 水 挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅴは丸い。底部は　 ほぼ平底 で，短 く厚 く外 底部 は，回転へ ラ削

剛へふんば る甘L が 、　 甘ム逆立 は　 7 り藷　 の子　　 高台月 灰　　　 火 一　台
」ェ工L D 15 ．7

E　 l．0
平 であ る。 間 口　　 〇両ロ　 ロ ， I　　ロり付 け。内い外面 の

水 挽 き痕は，弱 い。

良好 （二次焼成） 30％

190 盤

A （24 ．8）
B　 4 ．0
D （19 ．0）
E　 l ．5

休部 は， わず かに外反 しなが ら立 ち上がる。水 挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅴ底部 は　 ほぼ平底 で　 やや長 く外 側へふん 底部 は，回転へ ラ削

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I迂 る高台 が付 く。高台端部 は，ほぼ水平 で り調 整の後，高台貼 鸞露讐 裏震 ） 焼台

あ る。 り付 け。内 ・外面の
水挽 き痕 は，弱 い。

30％

19 1 壷　　　 蓋
A （13 ．6）

B 〔2 ．9〕

天井部 は，やや丸 く，強 く屈 曲 して目線部 水挽 き整形。（左回 り） 砂粒 ・細砂
浅 黄色

（暗 赤褐色 ）
良好 （二次焼成）

Ⅴ

40％

に至る。目線部は， わずかに内傾 し，端部 天井部外 面 は， 自然
付近 が軽 く外反す る。 粕 が付着 し，調整痕

不 明。

192 鉢　　　 A
A （30 ．6）

B 〔13 ．0〕

口頸部 は，強 く外反 し，端部 は，上方 に突 巻 き上 げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅴ出する。休部 は，肩部 を有 さず， なだ らか 形。

に下 る。 外面 は， 自然粕 が付
着 し，調 整痕不明。

極暗赤褐色
良好 （二次焼成）

焼台

193 蓋

A 16．8
B　 4．0
G　 2．1
H　 l．4

天井部 は，平 坦 な項部 から， なだ らかに下 水挽 き整 形。
砂粒 ・細砂 Ⅵ

95％

降 する。 目線部 は屈 曲 し短 く垂下 する。断 天井部 は，径10cm に
面 は三角形状 を呈 す る。 わた り回転 へ ラ削 り オリー ブ灰色
つ ま高 は，擬宝珠形 を呈す る。 調整。 内 ・外 面の水

挽 き痕 は，弱 い。
普通

194 蓋

A （18．2）

B　 4．3
G　 2．0
H　 l．2

天井部 は深 く，平坦 な項部 からなだらかに 水挽 き整 形。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅵ

30％

下降 する。 口縁部 は屈曲 し，短 く垂下す る。天井部 は，径 9 cm に
端部 はやや鋭 い。 わた り回転 へ ラ削 り 灰色
つ まみは，擬宝珠形 を呈す る。 調整。 内 ・外 面の水

挽 き痕 は，弱い。
普通

195 土不　　　 蓋

A （12．6）
B　 3．2
G　 l．65

H　 l．2

天井部 は，浅 く丸い。目線部 は屈曲 し，短 水挽 き整形 。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅵ

40％

く垂下す る。端部 は鋭い。 天井部 は，径 7 cm に
つ まみ は，擬宝珠形 を呈す る。 わた り回転 へ ラ削 り

調整。内 ・外 面の水
挽 き痕 は，弱い。

暗灰色
良好 （二 次焼 成）

196 土不　　　 A

A 1 4．0
休部は，外反 しなが ら立 ち上 がり， 口緑部 水挽 き整形 。（左回 り）

礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

95％

卓立は　 い　 氏吾 は、′底で　　 吾　との土　に 氏普　 び　 普　 端悟
B　 4 ．2

C　 8 ．8

ロ　　　　　　．　0　　＿　　　　　　　　　　　　　　！
二次的 に形成 された幅狭の面 を有す る。

は，回転 へ ラ削 り調
整。内 ・外 面の水挽
き痕 は， 弱い。

褐灰色
良好 （二次焼 成）

197 球　 A i

A （14 ．0） 休部 は，直線的 に立 ち上が り，目線部付近 水挽 き整形 。（左 回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅵ

70％

で 姜く夕反す る。底部 は、′底で　 す　部 との 底部及 びイ　部　 立部
B　 4 ．3

C　 9 ．0

タ境 に二次的 に形成 された幅狭の面 を有する。は，回転 へラ削 り調
整。内 ・外 面の水挽
き痕 は，弱 い。

緑灰 色
良好 （二次焼 成）

198 土不　　　 A

A （13 ．0） 体部 は，直線的 に立 ち上が り，口綾部端部 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 Ⅵ

50 ％

はやや鋭 い　 底部 はやや厚い平底で　 休部 底部及 び休部夕 面は，

B　 4 ．0 ○　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iとの境 に二次的 に形成 された幅狭の面 を有 自然粕 が付着 し，詞 漂 着讐 裏笈急 ）

C　 8 ．8 す る。 整痕不明。

199

20 0

20 1

20 2

土不　　　 A

土不　　　 A

盤

盤 ！

A 13 ．6
休部 は， わず かに器厚 を減 じなが ら直線的 水挽 き整形。

礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

70％

Ⅵ

ヘ ラ記号
焼台

60％

Ⅵ

に ＼ち　 がり　 口′、立 、近 で 姜　　　 する 底書は　 ロ　云ヘラ、l

B　 4 ．2

C　 7 ．8

A （13 ．6）

プ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○底部 は平底で，休部 との境 に面 を有す る。

体部 は， わず かに器厚 を減 じなが ら直線的

，ら調整。 内面 の休部

と底部 との境 には，
強い押 えがみ られる。

水挽 き整形。

灰色
普通 （二次焼成 ）

砂 粒 ・細 砂に立 ち上 がる。底部 は平底 で　 休 部 との境 底部は，不定方 向の

B　 4 ．2

C　 7 ．6

A （16 ．4）

Iに面 を有す る。

体部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線部 端部

手持 ちへ ラ削 り調 整。
内面の休部基部 には
強い押 えがみ られる。

水挽 き整形。（左 回 り）

豊 （竺悪霊急）

砂粒 ・細 砂は丸い　 底部は 、′底 で　 短 く夕側へふんば 底部は　 回 云ヘラ　り
B　 3 ．0

D ll．0

A （19．6）
B　 3．4
D （14．6）
E　 O．9

〇　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　Iる高台が付 く。高台端部 は水平 であ る。

休部 は，わず かに内攣気味 に立 ち上が る。

Iり調整の後， 高台貼
り付け。内 ・外面 の
水挽 き痕 は，弱 い。

水挽 き整形。

灰色
良好 （二次焼成）

砂粒 ・細 砂

焼台
70％

Ⅵ口縁部端部 は丸 い。底部 は平底 で，短 く垂 底部 は，回転へ ラ削
下 す る高台が付 く。高台端部 は外傾 す る。 り調整の後，高台貼

り付け。
暗灰色
良好 （二次焼成）

焼台
30％

－100－



番 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成
i 備　 考

20 鉢　　　 A
Å （27 ．2）

冒頭部 は外傾 し，端部 は上下 に突 出す る。
休部 は， 肩部 を有 さず， なだ らかな丸味 を

巻 き上げ，水挽 き成
形。 砂粒 ・細 砂

ⅥB 〔10 ．0〕 もつ。 体部 内 ・外面の水挽
き痕 は，弱い。

灰色
良好 （二次焼成）

20 土不　　　 A

Å（11 ．3）

B　 4．0

C　 7．6

休部は，直線的 に立 ち上が り，口緑部端部
は丸い。底部 は平底 で，休部 の 2 倍 以上の
厚 み を有す る。

水挽 き整形 。
底部 は，回転 へラ削
り調整。休部外 面の
水挽 き痕 は，ノJ、さな
凹凸で強 い。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
普 通

ヽ 灰原

70％

灰原

50％

205 壷　　　 蓋

！A 13．3

B　 4 ．0
G　 l．6
H　 l．0

天井部 は扁平 で，目線部 は屈 曲 し，垂 下す
る。 目線部端部 は丸 い。
つ まみ は，擬 宝珠 形 を呈す る。

水挽 き整形。（左回 り
天 井部 は，径11cm に
わた り回転 へ ラ削 り
調整。 内 ・外面の水
挽 き痕 は，弱い。

）
礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好

206 壷　　　 B

B 〔17 ．2〕

D 12．8

目線部 は，短 く直立 す るもの とみ られる。
休部 は，肩部 が張 り，最大径 を上位 に有す
る。底部 には，や や外 側へふんば る高台 が

巻 き上げ，水挽 き成形。
体部下端部は，回転へ
ラ削り調整。内 ・外面

礫 ・砂粒 ・細砂
明緑灰 色

灰原

E　 l．3 付 く。 の水挽 き痕は，弱い。 良好 40％

207 壌　　　 B
A （25．4）

F　 6 ．2

口頚部 だけの破 片で， 冒頭部 は外反 しなが
ら立 ち上 が る。目線部端部 は， 内上 方 と外
下方 に突 出す る。

巻 き上げ，水挽 き成
形 。
内 ・外 面の水挽 き痕
は，弱 い。

礫 ・砂粒 ・細 砂
オ リーブ灰色

良好 （灰 白色）

灰 原

208 聾
B 〔8 ．2〕

C （15．0）

休部 下端部以下 の破 片で，底部は上 げ底気
味 であ る。体部 は，外 上方 に直線的 に立 ち
上 が る。

巻 き上げ，水挽き成形。
底部は，一方面のヘラ
削 りで，外周部及び休
部下端部は，回転へラ
削 り調整。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
普通 （二次焼 成）

灰原

灰原209 鉢　　　 B
Å （30．0）

B 〔8 ．0〕

体部 は，外 上方へ直線的 に立 ち上 が り，日
緑部付近 で器厚 を減 じ外反 する。 目線部 端
部 は，内傾 す る。

巻 き上げ，水挽 き成
形 。（左回 り）
内 ・外 面の水挽 き痕
は，弱 い。休部 内面
は，指 によ るナデ。

礫 ・砂粒 ・細 砂
灰色
良好

体部 は，外上 方へ 直線 的 に立 ち上 がり， ＝
ヽ

巻 き上 げ， 水挽 き成

210 鉢　　　 B A （24 ．3）

B 〔9．0〕

緑部 付近で大 き く外 反す る。＝縁部端部 は，
上 方に突出す る。

形。
休部外面 の水挽 き痕
は，強 い。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰 色
普通

灰原

番号 器　　 種 法量 （cm） 手　　　 法　　　 の　　　 特　　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

709 平　　　 瓦

全長33 ．6
厚 さ 1．2

～
1．9

凹 面には，糸切 り痕 と幅按の小札痕 が残 り，布 目痕 （9 ×10条）
がみ られる。 凸面 には，糸切 り痕 を残 すナデ調整が施 されている。
側面，端面 ともヘ ラ削 り。

礫 ・砂粒
暗灰色
良好 （二次焼成）

Ⅴ
焼台（2）

710 丸　　　 瓦

全・長29．0
狭端15．2
厚 さ 1．2

t
1．5

凸面 には， ナデ調整 が施 され，部分的 に横位 の平行 叩 きがみ られ
る。 凹面 には，布 目痕 （8 ×8 条）が残 る。側面 には，凹面側 に
幅広の，凸面側 に幅狭 の面取 り，広場面の凹面側 にも面取 り調整
が施 されてい る。

礫 ・砂粒
灰色
普通 （二次焼 成）

Ⅴ
焼 台（3 ）

71 1 平　　　 瓦
全長31．2

広璃 26 ．0

狭端 23 ．6

凹面 には，糸切 り痕 と，布 目痕 （6 × 7 条 ）がみ られる。凸面 に
は，横位 の平行 叩 きが施 され ている。 礫 ・砂粒

黄灰色
良好 （二次焼成）

Ⅵ
焼台（2）

712 平　　　 瓦 厚 さ 1．5

凹面 には，布 目痕 が わず かに残 る。凸面 には，横 位の平行叩 きが
施 され ている。 砂粒

褐灰色
良好 （二 次焼 成）

Ⅵ
焼台（2）

71 3 平　　　 瓦
厚 さ 1．4

も

2 ．2

凹面 には，糸切 り痕 と，布 目痕 （7 × 8 条 ）がみ られる。部分的
に指ナ デ調整 が施 されて いる。凸面 は，斜位 の平行叩 きが施 され
てい る。側面 の凹面側 には，面取 り調整 が施 されて いる。

礫 ・砂 粒
褐灰色
良好 （二次焼成）

Ⅵ
焼台（2）

714 平　　　 瓦
厚 さ 1 ．1

i

1．5

凹面 には，糸切 り痕 がみ られ，布 目痕 （7 ×8 条）の後 から，部
分 的 に平行叩 きが施 されてい る。凸面 には，斜位 の平行叩 き調整
が施 され ている。

礫 ・砂粒
灰色
普通 （二次焼成）

Ⅵ
焼台（3）

砂粒
黄灰色
普通 （二次焼 成）

715 丸　　　 瓦

厚 さ 1．5

㌧

1．7

凸面には， かす かに横位 の平行叩 きが残 るが， 大部 分はナデ調整
によって消 されている。凹面 には，布 目痕 （6 ×8 条 ）が残 り，
布の合 せ 目がみ られる。凸 ・凹両面側 には，面取 り調 整が施 され
ている。

Ⅵ
焼 台

716

l

F丸　　　 瓦

厚 さ 1 ．8

～

2 ．2

凸面 には，斜格子叩 きの後， ナデ調整が施 され ている。 凹面 には，
布目痕 （10 ×9 条） が残 る。側 面には面取 り調整 が施 されている。礫 ・砂粒

黄灰色
良好 （二次焼成）

灰原
焼台

－101－
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二二′l＿＿　二王五二∴√二

讐 竺 ～ 讐 浅酌 m）　 器　 形　 の　 特　 徴　　 手法の特徴　 胎士・色調磯成 備　 考

中 朝鐸誓眩 惑鼠：こぶ屈蓋等荒攣量）艶霊 慧

2鼠
「 彊 ；箋響琵照 這蓄妻妾ぎ描 慣 熟 摘 働 上

い 。

牟竺鯉飢6婆 壷 3脛 儲 欝渠胤 上下芳養垂罠 芸。艶砂粒働 貰＋Ⅲ

施されている㍉

肯「嘉函疲画恋華麗窺転慈信
予悟贈満祐醐駈制膿燐
2鼠9緒　痛 膵 雛 鵜 熟 ‰ 水挽き整形。（左回り）票雷撃品転讐雲箭旨富農義姉砂　　Ⅲ＋Ⅲ

琵警嵐淫の欝 水良好に次焼成）翻％
22。球　 轟漂 儲城 端 鱈 欒 顕 水挽き整形。雷撃毎誇詑諸梵欄砂　　 正

統禦謡鑑　普通　　　　 祁％C lO ．0

轟 〕深 耕 鞄 澤 縮 縄 跳 鞘 鍔 施 前 野 砂　上

iC 8e8　　　　　　　　　　 露普禦遠雷謡㌫ぎ普通　　　 30％
Å13．2　休部は，わずかに器厚を減じながら正線的　木挽き単軌

222緒　 A B 3。2 量路上産品を崇琵警護警護普鈷 部は霊浩複讐 詔芸禁 細砂　　 Ⅲ
C　ぜ0　　　　　　　　　　　 芳志霜謂翫誇 良好に次焼成） 70％

轟　 Å匿 欄 視 野 搬 協 野 塩 翫 品 紺 砂　 Ⅲ＋Ⅲ

C　9．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 水挽き痕は，弱い．　良好（∵夫焼成）　100％
224稀　 Å孟1雲：書駕 を誓響讐昆吾瀧 諸淫讐 蓋慈曇芸撃転轟 詳 細砂　 Ⅲ＋Ⅲ

C 9・0　　　　　　　　　　　 浣蒜霜 警漂デま欝　良好に次焼成） 70％
225 聾　 B 孟；2孟霊澤 慈筈竿姦淫荒 望睾誓；意義蓬董意義き憲 蓋窯転 票壷砂粒働 Ⅲ＋Ⅲ

C 14・3 底である。　　　　　　 蒜譜 晶習貰迄警部は，良好に次焼成） 40％
－106－



番号 器　　 種
桓 量 （cm

） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 e焼成
i 備　 考

226 土不　　　　 A

A （15．2

B　 4 ．0

C （12 ．2

）

）

休部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 がる。 日縁部
端部 は丸い。底部 は，丸底 気味で休部 との
増 は， にぷ い稜 をなす。

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，外周部 を除

いて回転 へラ削 り調
整。体部外面 の水挽
き痕 は， やや強 い。

砂粒 ・紳砂
灰 白色
不良

m

20％

22 7 球　　　　 A

A （14 ．4）

B　 3 ．8

C （10．6）

休部 は，器厚 を減 じながら直線 的に立 ち上
が る。目線部 端部は丸 い。底部 は，ほぼ平
底 で，休部 との境は， にぷ い稜 ををす。

水挽 き整形。（左回 り）
底部は，回転へ ラ削
り調整。体部外面の
水挽 き痕 は，やや強

い。

砂粒 ・細砂
青灰色
良好

Ⅲ

20％

228 土不　　　 A

A 1 2．4

B　 2 ．9

C　 9 ．0

休部 は， わずかに器厚 を減 じながら直線 的
に立 ち上 がる。 日縁部端部 は，やや鋭 い。
底部は平底 で，休部 との境 は，鋭 い稜 をを
す。

水挽 き整形。
底部 は， 回転 へ ラ削
り調整。体部 内 ・外
面の水挽 き痕 は，弱
い。

砂粒 ・細砂
青灰 色
良好

Ⅲ

80％

22 9 ま不　　　 A

A （12．4）

B　 3．1

C　 9．7

休部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が る。目線部
端部 は丸い。底部は， ほぼ平底 で，休部 と
の境 は，にぷい稜 をなす。

水挽き整形。
底部は，回転へラ削り
鐸 瑠 ㌍ 詔 黒

部内面の中央部は指押え。

砂粒 ・細砂
青灰色
良好 （二次焼成）

Ⅲ

50％

230 土不　　　　 Å

Å （12．3）

B　 3 ．0

C （9 ．0）

休部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 がる。 目線部
端部 は丸い。底部 は平底 で，体部 との境 は
鋭 い稜 をなす。

水挽 き整形 。
底部 は， 回転 へ ラ削
り調整。体部 内 ・外
面 の水挽 き痕 は，弱

い。

砂粒 ・細砂
灰色
良好 （二次焼 成）

Ⅲ

40％

23 1 土不　　　　 A

A 12 ．3

B　 3．5

C　 9．4

体部 は，直線的 に立 ち上 がる。目線 部端部
は丸い。底部 は平底 で，体部 との境 は， に
ぷい稜 をなす。

水挽 き整形。
底部は，回転へ ラ削
り調整。体部内 ・外
面の水挽 き痕は，弱

い。

砂粒 ・細 砂
育灰色
普通 （二次焼成）

Ⅲ

60％

23 2 土不　　　　 A

A 1 2．6

B　 3 ．5

C　 8 ．4

休部 は， わずかに内攣気味 に立 ち上 が り，
中位 で軽 く外反 する。底部 は平底 で，休部
との境は鋭 い稜 をなす。

水挽 き整形。
底部は，回転へラ削 り
調整。底部内面には，
指 による押えがあり，
外面には木目状庄痕。

砂粒 e 細砂
育灰色
普通 （二次焼 成）

Ⅲ

70％

233 ま不　　　　 A

A （12．2）

B　 3．5

C　 8．7

休部 は，内攣 しながら立 ち上 が る。目線部
端部 は丸い。底部は平底 で，休部 との境は，
にぷい稜 をなす。

水挽 き整形。
底部は，回転へ ラ削
り調整。底部内面の
水挽 き痕は，強 い。

礫 ・砂粒 ・細砂
青灰色
良好 （二次焼成）

Ⅲ

50％

23 4 土不　　　　 A

A （11．4）

B　 3 ．3

C （8 ．8）

休部 は，器厚 を減 じなが ら直線的 に立 ち上 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・紳砂
灰白色
普通 （二次焼 成）

Ⅲ

30％

が る。 口緑部端部 は丸い。底部 は平底 で，
休部 との境は， にぷ い稜 をなす。

底部 は，回転 へ ラ削
り調整。体部 内 ・外
面 の水挽 き痕 は，弱
い。

235 土不　　　 A

A （11．8）

B　 3．6

C （7．8）

休部 は，器厚 を減 じをが ら直線 的 に立 ち上
がる。底部は平底で，休部 との境 は鋭 い稜
をなす。

水挽 き整形。
底部及 び体部下端部
は，回転へ ラ削 り調
整。体 部内 ・外面の
水挽 き痕 は，弱 い。

砂粒 ・細 砂
灰 白色
普通

Ⅲ

25％

皿
焼台236 聾

B 〔13 ．8〕

C　20 ．0

底部 は平底 で，体部 は， わず かに内轡 しな
が ら立 ち上 がる。

巻き上げ，叩き成形。
底部は，不定方向のヘラ
削り調整。休部は，縦位
の平行叩き調整。下端部
は，横位のヘラ削り。

礫 ・砂粒 ・細砂
緑灰色
良好 （二 次焼 成）

237 鉢　　　 A

A （30．0）

B 〔9．5〕

F　 4．0

口頭部 は，外反 しなが ら立 ち上が り，端部
は，内上方 と外下方 に突 出す る。体部は，
肩部 をほ とん ど有 さず に内轡 しなが ら下降
す る。

巻 き上げ，水挽き成形。
外面は，自然紬が付着
し，調整痕不明。休部
内面は，指 による押え。

砂粒 ・細 砂
オ リーブ灰色

（黒褐色）
良好

皿

238

2 39

24 0

ま

ま

土不　　　　 A

不　　　 A

不　　　 A

A （13 ．5）

B　 3 ．4

C （9 ．6）

A （13．0）

B　 3．9

C　 9．4

A （13 ．8）

B　 4 ．0

C （9 ．0）

休部 は， 内攣気味 に立 ち上 がる。 目線部 端
部は丸 い。底部 は平 底で，休部 との境 は鋭

い稜 をなす。

休部 は，器厚 をわず かに減 じなが ら直線的
に立 ち上が る。目線部端部 は丸い。底部 は
平底 で，休部 との境 は， にぷ い稜 をなす。

水 挽 き整形。
底部 は，回転 へ ラ削
り調整 。体部 内 ・外
面 の水挽 き痕 は，弱

い。

水挽 き整形。（左 回 り）
底部は，回転へ ラ削
り調整。体部内 ・外
面の水挽 き痕は，弱

砂粒 ・細砂
育灰色
普通

砂 粒 ・細 砂
緑灰色
良好

礫 ・砂粒 ・細 砂
灰色
良好

Ⅴ

40％

Ⅴ

50％

Ⅵ

50％

休部 は，器厚 を減 じなが ら内轡気味 に立 ち

い。

水挽 き整形。
上 がる。 口縁部端部 はやや鋭 い。底部 は平
底で，休部 との境 はにぷい楼 ををす。

底部 は，回転 へ ラ削
男洞整。 内 ・外 面の
水挽 き痕 は，弱い。
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番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

241 土不　　　 A

A （13 ．4） 体部 は，器厚 をわず かに減 じなが ら直線的

に立 ち上が る。 目線富田寸近 で軽 く内轡する。

水挽 き整形。
底部 は，不定方 向の 砂粒 ・細 砂 Ⅵ

40％
B　 3 ．8

C （9 ．4）

底部 は平底で，休部 との境 は鋭 い稜 をなす。手持 ちへ ラ削 り調整。
内 ・外面の水挽 き痕
は弱い。

育灰色
良好

242 土不　　　 A

A （13 ．0）
体部 は，器厚 を減 じなが ら直線 的 に立 ち上

が る　 口緑部 端部は　 や や鋭 い。底部 は平

水挽 き整形。
底部 は，回転へ ラ削 砂粒 ・細 砂 Ⅵ

40％
B　 3 ．2

C　 9 ．4

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，底 で，休部 との境は， にぷい稜 をなす。 り調整。体部内　 外
面の水挽 き痕 は，弱

い。

青灰色
良好

243 土不　　　 A

A （11 ．2） 体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が る。目線部
端部 は，やや鋭 い。底部 は平底 で，体部 と

水挽 き整形。
底部 は，回転へ ラ削 砂粒 ・細 砂 Ⅵ

B　 2．8

C （9 ．0）

の境 は鋭 い稜 をなす。 り調整。底部内面の
水挽 き痕 は，やや強
い。

青灰色
普通 30％

244 土不　　　 A

A （10．0） 小形 の球で，体部 は， 中位 で軽 く内轡 して 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 Ⅵ

60％

立 ち上が る。口縁部端部 は鋭 い。底部 は乎 底部 は，回転へ ラ削

B　 2．8

C　 6．8

底 で，休部 との境は鋭 い稜 をなす。 り調整。内 ・外面の
水 挽 き痕 は，弱 い。

青灰色
普通

245 壌　　　 B

A （22．6）

B 〔3．7〕

F　 3．3

口頚部 は，大 きく外反 し，端部 は内傾 し， 巻 き上 げ，水挽 き成
砂粒 ・細砂
暗灰色
良好 （二次焼成）

Ⅵ
焼 台

凹線 を有す る。 形 。

246 上不　　　 蓋

A （14．7）

B　 2．5

天井部 は，浅 く丸い。 目線部 は屈 曲 し，短 水 挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅶく垂下 す る。端部 は丸 い。 天 井部 は，径10 ．5cm

つ まみは，中央部 を残 して上部 が くぼむ。 に　 た　 ロ　云ヘ ラ l 火 ′　台 カ
G　 3．3
H　 O．7

し＿り調整。内 ・外面の
水 挽 き痕 は，弱 い。

良好 （重ね焼痕） 40％

247 土不　　　 A

A l l．8
休部 は， 直線 的 に立 ち上 が り， 口綾部付 近 水挽 き整形。

礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅶ

100％

で 口厚　 こ　じる　 ロ　 ロ、ロ は　 やや 、い 底。及び　 普　 立部は
B　 3．6 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，底部 は平底 で，体部 との境 は， にぷい稜 を I左回転利用のヘラ削り 灰色

C　 8．6 なす。 調整。内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

良好

248 土不　　　 A

A 1 3．0
体部 は， 直線 的に立 ち上 がり， 口緑部付近 水挽 き整形。（左回 り）

礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅶ

90％

で ロ厚　 わずかにこ　じる　 口 、膏 、ロは 翳禦 如君譜 きり票

B　 4．0 ○
い。底部 は平底 で，体 部 との境 は，やや鋭

灰色

C　 9。8 い稜 をなす。 ・外面の水挽 き痕 は，
弱い。

不良

249 土不　　　 A

Å 15．2
体部 は， 直線的 に立 ち上 がる。 口緑部端部
は丸 い　 底部 は　 外周部 に幅狭 の面 を有す

水挽 き整 形。（左回 り）
底部 は，右回転利用 礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅶ

60％
B　 4．5

C l O．5

〇　　　一一　　　　　　　タるが，平底 であ る。 のヘラ削 り調整。体
部 内 ・外 面の水挽 き
痕 は， やや強 い。

灰色
普通 （二次焼成）

250 土不　　　 A

A （15．0）
休部 は薄 く， 直線 的 に立 ち上 が り，目線部 水挽 き整 形。（左回 り）

礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅶ

60％

付近 で軽 く夕反 す る。底部は平底 で厚 く， 底部 は， 不定方向の

B　 5．0

C　 9．4

体部 との境 は，不明瞭で ある。 雑 なナデ調整。内 ・
外 面の水 挽 き痕は，
弱 い。

灰色
普通

251 土不　　　 A

A （14．2）
休部 は，直線的 に立 ち上 がる。 口緑部端部

は丸 い。底部 は平底 で，外周部 に幅狭 の面

水挽 き整 形。（左回 り）
底部 接， 外周部塵 除 磯 ・砂粒 ・細 砂 Ⅶ

B　 4．2

C　 9．6

を有す る。 き回転 へ ラ削 り調整。
体部外面 の水挽 き痕
は，やや強い。

晴着灰色
良好 60％

252 球　　　 A

Å 14．0
体部は，下位 がわずか に外反 しなが ら立 ち
上 がる　 目線部端部 は丸 い。底部 は平底 で

水挽 き整 形。（左回 り）
底部 は， 一方向の手 砂粒 ・細砂 Ⅶ

80％
B　 3．6

C　 8 ．7

〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　，体部 との境 は， にぷい稜 をなす。 持 ちへ ラ削 り調整。
内 ・外面 の水挽．き痕
は，弱 い。

暗灰色
良好 （二次焼成）

253

25 4

25 5

土不　　　 A

壷　　　 蓋

壷　　　 B

A （13．8） 体部は薄 く，下位 は内攣 し上位 は直線的 に
立 ち上 がる。 口綾部端部 は丸 い。底部 は平

水挽 き整形 。（左回 り）
底部 は， 回転 へ ラ削 砂粒 ・紳砂 Ⅶ

30％

Ⅶ

30％

Ⅶ＋Ⅷ

B　 4 ．3

C （7．2）

A l l．0

B 〔3．5〕

A lO ．9

底で，体部 との境 は， にぷ い稜 をなす。

天 井部 は平坦で， 口綾部 は強 く屈 曲 し，内

り調整。体部 内 ・外
面 の水挽 き痕は，弱
い。

水挽 き整 形。

暗育灰色
良好 （二次焼成）

砂粒 ・紳砂
暗灰色
良好 （二次焼成）

砂粒 ・細砂

轡 しなが ら下降す る。 口緑部端部 は丸 い。

口頭部は短 く， わずか に外反 して立 ち上 が

天井部 は，回転 へ ラ
削 り調整 。天井部 内
面 の水挽 き痕は，や
や強 い。

巻 き上 げ，水挽 き成
る　 目線部費部 は丸い　 体部上半 は　 球形 形。

B 〔6 ．2〕

F　 2 ．0

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　I状 を呈す る。 内 ・外面 の水挽 き痕
は，弱 い。

青灰色
良好 （二次焼成）
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番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

256 磐　　　 B A （25．4）

口頸部 は，外反 しながら立 ち上 がる。端部 巻 き上げ，水挽 き成
砂粒 ・紳砂
灰色
良好

Ⅶ
は上 下に突出 し，浅 い凹線 を巡 らす。 形 。

257 鉢　　　 B

A　31．0
口縁部 は，短 く水平 にの び，端部 は外傾 す 巻き上げ，水挽 き成形。

礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ ＋Ⅶ ＋Ⅸ

60％

る。　 普 は　 やや　 鬼、しながら　 奉　 る 吾　 、′は　 左 口　云
B 16．5 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O底部 は平底 で，休部 との境は， にぷ い稜 を I利用 したヘラ削り調整。 堆灰色

C 13．3 なす。 底部は，ナデ調整。 普通 （二 次焼成）

258 土不　　　　 A

A （14 ．2） 休部 は，器厚 をわずか に減 じながら直線 的
に立 ち上 がる。 目線部 端部は丸 い。底部 は

水挽 き整形。（左 回 り）
底部 は　 右回転利 用

礫 ・砂粒 ・細砂
灰 色 Ⅷ

70％
B　 4 ．5

C lO ．0

平底で，体部 との境 は， にぷ い稜 をなす。 Iあヘ ラ削 り調整。体

部内 ・外面 の水挽 き
痕は，強 い。

やや不良
（二次焼成）

259 土不　　　 A

A 13．3 体部 は，直線的 に立 ち上 が り，ロ緑 部付近 水挽 き整形。（左回 り）
砂粒 ・細 砂 Ⅷ

100％

で ロ厚　 顔　じ　又　　　　　 る　 口′、普 端悟 は 氏富は　　 ィ、　　 ロの
B　 4．4 ○　　　　　　　　　　　　　　　　　　！やや鋭い。底部は平底 で，体部 との境は，

I雑 なナデ調整。休部 暗灰色

C　 8．3 にぷい稜 をなす。 内 ・外面の水挽 き痕
は，弱 い。

良好

260 土不　　　 A

A 13．0 休部 は，直線 的 に立 ち上 が り， 口緑部付 近 水挽 き整形。（左回り）
砂粒 ・細砂 Ⅷ

100％

で ロ厚　 涙　じる　 口′、吉堀悟 は 、い　 底普 底止は　　 り　 し艮
B　 5．2 〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　一は若干 凹凸があ るが平底 で，休部 との境 は， ふけ廿日d㌧残す不定方向の雑なナ 灰色

C　 8．0 にぷ い稜 をなす。 デ調整。体部内 ・外面
の水挽き痕は弱い。

良好

261 土不　　　 A

A 1 2．3
休部 は， 器厚 を減 じなが ら直線的 に立 ち上 水挽 き整形。（左回 り）

砂粒 ・細砂 Ⅷ

95％

がり　　　 立で 又　　　　　 る。 低書 は　　 が 氏吾は　 切 り　 し艮
B　 4 ．6

C　 7．2

I激 しく，休部 との境 は不明瞭で ある。 I残す不定方向の雑なナ
デ調整。底部内面は，

－方向のナデ調整。

灰色
普通

262

26 3

土不　　　 A

A 12 ．3 休 部は，内攣気味 に立 ち上 が り，中位 で軽 水挽き整形。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅷ

100％

る　 口′、普端悟 は　　　 、い　 民 民膏は　 七　り　 し艮
B　 4 ．3

C　 7 ．3

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　0　　一部 は平底 で，体部 との境 は，不明瞭で ある。 I残す不定方向の雑なナ
デ調整。体部基部 には，
押 えによる凹線が形成。

灰色
やや不良

土不　　　 A

A 12 ．0 体部 は，器厚 を減 じなが ら， ほぼ直線的 に 水挽 き整形。（左回 り）
砂粒 ・紳 砂 Ⅷ

95％

1　　 がる　 口′、普瑞悟 は　　　 、い　 氏 氏膏は　 七　り　 し艮
B　 4 ．0

C　 7 ．5

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　0　　1一部 は平底で，体部 との境 は， にぷい稜 をな
す。

Iを残す不定方向の ナ
デ調整。内 ・外面 の
水挽 き痕は，弱 い。

しプ褐灰色
やや不良

264 土不　　　 A

A ll．7 体部 は，器厚 を減 じながら内攣気味 に立 ち 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅷ

100％

が る　 口′、普端悟 は　 い　 臨書 は、′氏で 氏立 は　　 、、土艮
B　 3．3

C　 8．8

〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　一　　　　　　　　　　一　　I体部 との境は鋭い稜 をなす。 ，一　口の後，由転 へ ラ削 り
調 整。底部 内面は，
不定方向のナデ調整。

Lプ′　　　　　　　　　Lプ灰色
普通

265 壷　　　 蓋

A 12．2
B　 3．2
G　 3．6
H　 l．0

天井部 は平坦 で，口縁部は屈曲 し，外 下方 水 挽 き整形。
砂粒 ・細砂 Ⅷ

100％

へ開 く。 口縁部端部 は丸 い。 天 井部 は，回転 へ ラ
つ まみは，扁平で，上部 が若干 くぼむ。 削 り調整。内 ・外面

の水挽 き痕 は，弱い。
青灰色
普通

266 璽　　　 B

口頚部は，外反 して立 ち上が り，端部 は内 巻き上げ，水挽 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅷ傾 す る。休部 は，最 大径が上位 にあり，肩 体部下半は，横位のへ

部 がやや張 る。底部 は平底 で ある。 口頚部 ラ削 り調整。底部は， 灰褐色 70％
は，焼 けひず んでいる。 不定方向のナデ調整。 良好 写 真のみ

267 鉢　　　 B
A （30 ．8）

B 〔5 ．2〕

口頚部は，大 きく外反 し，端部 は直立す る。巻 き上 げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 ・細砂
灰 色
普通

Ⅷ
休部 は， ほぼ直線的 に立 ち上が る。 形。

268

2 69

2 70

鉢　　　 D

土不　　　 A

土不　　　　 A

A （20．6）

B 〔13．6〕

A l O．2

体部 は， わず かに内轡気味 に立 ち上が る。 巻 き上 げ，水挽 き成
礫 ・砂・粒 ・細砂
灰 白色
良好 （二次焼成）

砂粒 ・細 砂

Ⅷ

Ⅸ

90％

Ⅸ

60％

口緑部 端部 は，内外 に突出 し，水平 な面 を
なす。

休部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 がる。 口縁部

形。

水挽 き整形。
端悟 は　 い　 底膏 は、′氏で　　 膏　との土　は 底書 は　 切 り　 し艮

B　 3．1

C　 7．0

A （11．1）

〇　　、・一　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iにぷ い稜 をなす。

体部 は，直線的 に立 ち上が る。 口緑部端部

Iを残 し，中央部 だ け

一 方向の手持 ちへ ラ
削 り調整。

水挽 き整形。（左回 り）

灰色
普通

砂粒 ・細砂は　 やや 、、い。底膏 は　　　 吾は 、′土日であ 底吾 は　　 吉富　 ′、
白　 3 ．3 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lるが，外周部 は克 く，休部 との境は， にぶ I5 て回転 へ ラ削 り調 灰 白色

C　 9 ．2 い稜 をなす。 整。体部外 面の水挽
き痕 は， やや強 い。

普通 （二次焼成）

－109－



番号 器　 種 唇 （cm）！ 器　 形　 の　 特　 徴
手 法 の 特 徴

胎土 働 焼成 ！備　 考

．：71「 恒 ‥3； 口頸部 は， わず かに外傾 し，端部は丸 い。
休部 は，肩部 を有 さず， なだ らか に下降す
る。

巻 き上げ，水挽き成形。
日頚部は横ナデ調整。
体部外面は，斜位の平
行叩 きの後ナデ調整。
体部内面は，ナデ調整。

Ⅸ

i
！
A （21 ．8）

ロ頚部 は，外反 して立 ち上 が り，端部は上 巻 き上げ，水挽 き成
形 。
体部 外面塗， 自然粕

′ヽI

礫 ・砂粒 ・細砂に突　 L　　　 と百　 る　　 な　　　 立 は
272 i婆　　 B B 〔11 ．7〕 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　ロ　　　Iなだ らかな肩部 を有す る。

I

暗灰色

′一　　　　　　」で　　　ヽ
Ⅸ

F　 4 ．5 が1了着 し調整痕不明。
内面は，ナデ調整。

良好 （二次焼成）！

273　婆　　　 B

」

A （19 ．0）

B 〔7．3〕

F　 4．0

口頚部 は，外反 して立 ち上 が り，端部 は内 巻き上げ，水挽 き成形。

Ⅸ
傾 する。休部 は，なだ らかな肩部 を有する。 口頚部内面は，ヘラ状

工具による横位のナデも
他は，横 ナデ調整。

274 i鉢　 B Å （33．0）

B 〔15．0〕

C （13．6）

目線部 は，短 く水平 にのび，端部 は外傾 す 巻 き上 げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅸ

20％

る。休部 は， わずかに内攣 しなが ら下降 す 形。
る。底部 は平底 で，休部 との境 は， にぷ い 体部 中位 以下は，横 暗灰色
稜 をなす。 位のヘ ラ削 り調整 。

底部 は，ナデ調整。
普通 （二 次焼成）

275　鉢　　　 B

A　32．6 目線部 は短 く， ほぼ水平 にのび，端部 は上 巻 き上げ，水挽き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅸ

80％

に若　 実　　 る　　 立 は　 わ　 小かに　 鬼・ 立　 立立 は　　 立の
B 15．3

C 13 ．4

0　　　1コ　　　　タしなが ら下降す る。底部 は，平底で ある。 ロ　　　　　　ロ　　　I
へラ削り調整。底部は，

…一方向のヘラ削 り調整。

雅灰 色
普通

276十 i Å（32 ．0） 口縁部 は，短 く水平 にの び，端部 はやや内 巻 き上げ，水挽 き成
形 。
体部 下端 部 は，横位

礫 ・砂粒 ・細砂
Ⅸ

痛　 る　　 立 は　 わ ’’かに　 細気ロ　に　 奉
B 〔14．9〕 0　　　　日　　　Iする。底部 は平 底で，体部 との境 は， にぶ 灰色

C （16 ．0） い稜 をなす。 のへ ラ削 り調整。 普通

す 甑 笹 目線部 は，短 く外 反 し，端部 は若干 内傾 す 巻 き上 げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 e細 砂
暗灰色
普通 （二次焼成）

Ⅸ
る。休部 は， ほぼ垂 直 に下降す る。 形 。

休部外 面は，斜位 の
平行叩 き調整。内面
は， ナデ調整。

278 i把 手 白 台形状 を皇 し，内轡 して夕主上方へ のびる。 器面 に叩 き調整後 ，
砂粒 ・細砂 Ⅸ中央部 に径2 ．5cm 程の孔 がある。体部 がやや 貼 り付 けてい る。 3

丸 い婆 に付 くものとみ られ る。 面 の端部 はヘ ラ削 り
調整。孔 はヘ ラ切 り。

灰色
普通

4 点 2 対 有
り。

Å 14 ．0

2 79　球　　　 A　 B　 4 ．3

休 部は，直線的 に立 ち上 が り，目線部端部 水挽 き整形 。（左 回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 前遺部

85％

ま丸い。底部は，中央部 がやや上 げ底気味 底部 は， 中央部 に一切
であ るが，丸底風 である。体部 との境 は， り離 し痕 を残 し，外 緑灰 色

C lO ．2
言 二 k

C　 9 ．8

不明瞭で ある。 周部は回転 へフ削 り
調整。

普通

休部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線部端部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 前遺部

90％

は丸い。底部は平底で ある。内面の休部基 底部は，回転へ ラ削
部 には強い押 えにより，凹線状 を形成 して り調整。休部外面 と 青灰 色
い る。 底 部内面の水挽 き痕

は，やや強 い。
普 通

A （12 ．2） 休部 は， 器厚 を減 じながら直線的 に立 ち上 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 前遺部

40％

が り　 口′、1 吾 、近で 董　　 細　 る　 氏富 は 氏膏 は　 ロ　云ヘ ラ、！
281 土不　　　 A　 B　 3 ．6 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　一平底 で，休部 との増は， にぷ い稜 をなす。 Iら調整。内 ・外面の 緑灰色

C （8 ．4） 水 挽 き痕 は，やや強

い。

普通

A （12．2） 休部 は， 内轡 しなが ら立 ち上 がる。口緑部
端部 は丸 い。底部 は平底で，休部 との境 は

水挽 き整 形。（左回 り）
底部 は，不定方向の 砂粒 ・細砂 前遺部

282　土不　　　 A　 B　 3．7 鋭 い稜 をなす。 手持 ちへ ラ削 り調整。 灰色 焼台

C （8 ．6）

天井部は平坦 で， 目線部 は鋭 く屈曲 し，外
下方へ下降 する。端部 は丸 い。

つ まみは，扁平 で， 中央部 が突出す る。

口頸部は，外反 して立 ち上 が り，端部 は上
下 に若干広 がり，凹線 を巡 らす。

内 ・外 面の水挽 き痕
は弱 い。

良好 （二次焼成）

砂粒 ・紳砂
灰色
普通

礫 ・砂粒 ・細砂

40％

前遺部

50％

前遺部

前道部

Å 12 ．2

28 3 壷　 蓋 誓 芸：2

水挽 き整 形。
天井部 は，回転 へ ラ
削 り調整 。天井部 内
面 の水挽 き痕 は，強

い。H　 l．2

A （20 ．8） 巻 き上 げ，水 挽 き成
形。

巻 き上 げ，叩 き成形。

284　聾　　　 B B 〔5 ．7〕 灰 色

iF　 4 ・5 良好 （一 次焼成）

休部 は，やや外傾 して直線的 に立 ち上 がる。
礫 ・砂粒 ・細砂
黒色 （灰色）
良好 （二次焼成 ）

285 鉢　 D 芸：霊 口縁部端部 は，内外 に広 が り，やや内傾す
る面 をなす。

体 部外面 は，斜位の
平行の叩 き調整の後，
横 ナデ調整。
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6号窯跡出土遺物観察表

番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

28 6 土不　　　 蓋

A ll．0
B　 2．3 5

ウ天井部 は，浅 く扁平 で， 中位 に凸帯状 の も 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 1の が巡 る。目線部 は，鋭 く屈 曲 し，垂下す

る
天井部は，頂部 が横

テ増　　　 中　　　 土立 ノG　 l．9
H　 l．2

○つ まみは，擬宝珠形 を呈 する。 P　　　　I　　　　UJU
が回転 へ ラ削 り。 良好 55％

球　　　 蓋

Å 10 ．3
B　 l．7

小形 で扁平 な蓋で　 平坦 な項部 か ら中位 で 水 挽 き整形
礫 ・砂粒 ・細 砂 I

70％

2 87
」工□」　　，　　　　　　　　　　　　　ロ段 をな し下降 す る。口縁部 は鋭 く屈 曲 し， ン’○天 井部 項部 は，回転

ロ　　　　　　　　　 つ　　　　　 、′　卓　　　立　　 土 ヘ ラ l ノG　 2．0
H　 O ．6

遠 がわず かにモぼむ。 間 ， 一口　 P P　　　o外 面の水挽 き痕 は，
弱 い。

良好

28 8 土不　　　 Å

A 14 ．9

B　 4 ．4

C　 9 ．2

体部 は，内攣気味 に立 ち上 がり，上位 は直 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 l ＋Ⅲ

10 0％

線 的 に立 ち上 がる。 口縁部 端部は丸 い。底 底部及 び休部 下端部
部 は平底で，休部 との境 は不明瞭 である。 は，回転 へラ削 り調

整。内 ・外 面の水挽
き痕 は，弱 い。

灰白色
不良

289 上不　　　　 A

Å 13．3

8　 4．5

体部 は，器厚 をわず かに減 じなが ら直線的 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 I 十Ⅲ

1 00％

に立 ち上が る。目線部端部 は丸い。底部は 底部は，回転へ ラ削
ほぼ平底 で，休部 との境 は， にぷい稜 をな り調整。　 ・夕面 の 灰 白色

C l O．3 す。 水挽 き痕は，弱 い。 不 良（二次焼成）

290I 上不　　　　 A

Å 1 4．8

B　 3．9

体部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 が り，目線部 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・拙砂 1

70％

端部 は丸い。底部 は平底で，外周部 に幅狭 底部 は，回転へ ラ削

の　 を　 する。　 部 との土　は， にぷい稜 り詞 。　 部 基部 に 盲　黄色　 黒色‾

C lO ．6
なす。 は，強 い押 えが入 り，

明瞭 に屈 曲す る。

不義　 ’、

29 1 上不　　　　 A

A 14 ．2

B　 4 ．6

C　 9 ．6

体部は，直線的 に立 ち上が り， 口緑部端部 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 I

60％

は丸 い。底部 は平底 で，休部 との境 に幅狭 底部及 び休部下端部
の面 を有す る。 は，回転 へラ削 り調

整。内 ・外 面の水挽
き痕 は弱 い。

灰 白色 （黒色）
不良

292 土不　　　　 A

Å （13．8） 体部 は，やや内轡気味 に立 ち上が る。 口緑 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 I

7 0％

普重富 は　 やや ’い。底部 は　 やや　 民風 底書は　 ロ　云ヘ ラ ！
B　 4．2

C l O．4

ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iで，体部 との境は， に遠 い稜 をなす。 ，う調整。内 ・外面 の

水挽 き痕 は，弱 い。
しプ　　　　　　　　　Lプ灰色

良好

2 93

A （1 3．4） 休部 は， 直線 的 に立 ち上 が り， 目線部端部
は丸 い。底部 は丸底で，休部 との境 は， に

水挽 き整形。
底部 は，回転へ ラ削
机弼整。底部内面の

礫 ・砂 粒 ・拙砂
灰色

1

70％

1不　　　　 A B　 4 ．6 ぷ い稜 をなす。

C lO ．4
中央部 は，指で押 え
ている。

良好

29 4 ま不　　　 Å

A （14 ．6） 休部 は，器厚 をわずか に減 じながら内攣気 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 e細砂 †控　にl　　 が り　 口′、吾 、近で 又 氏書 は　　 吉立

B　 3 ．7 5 ，る。底部 は， ほぼ平底 で，体部 との境 は， I　　　　　　　lJ　　　　．′ヽ5 て回転 へラ削 り詞 Lプ　　　　　　ヽ　　Lプ
灰色

4 0％C lO ．0 にぷい稜 をなす。 整。底部 内面の中央
部 は，指 に よる押 え。

良好

29．5 ま不　　　 Å

Å （14．2） 体部は，直線的 に立 ち上 が り，中位で軽 く 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 lる。口′、普塞悟 は　 い。底普は　 や 底書は　　 吉立

B　 4．7

C l O．4

Iや丸底風 で，休 部 との境 は，に蓋 い稜 をな
す。

，　　　　　　Iコ　　　　　ノヽ5 て回転へ ラ削 り調

整。内 ・外面の水挽
き痕は，弱 い。

Lプ′褐灰色
良好 （二次焼 成） 70％

2 96 球　　　 A

i

Å 1 3．8

B ． 3 ．7

C lO ．4

体部 は， ほぼ直線 的 に立 ち上 が り，目線部 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 I端輩 は丸い。底部 は， ほぼ平底 で，外 周部 底部 は，回転へ ラ削

に幅狭 の面 を有す る。 り調整。内 ・外面の
水 挽 き痕 は，弱 い。

灰色
良好 （二次焼成） 95％

A 13 ．8
体部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 が り， 目線部
端部 は丸 い。底部 は，ほぼ平底で，休部 と

水挽 き整形 。
底部 は， 回転 へ ラ削

！

砂粒 ・細砂 I

10 0％

I ＋Ⅲ

9 0％

I ＋ Ⅲ

9 5％

29 7 、　　　　 A B　 4 ．0 の圭　は鋭 い稜　 なす。 り調整。底部 内面の
中央部 は，指 で押 え
ている。

水挽 き整形。
底部 は，回転 へラ削

灰色
普通 （二 次焼成）

礫 e 砂粒 ・細砂

！
C lO ．4

A 13．8 体部は，器厚 をわずかに減 じなが ら， ほぼ
直線 的l三立 ち上 がる。底部 は平底で，外周

298 球　　　 A B　 4．3 部 に，幅狭の面 を有 する。 り調整。内 ・隼面 の 灰 色

C l O．0 水挽 き痕 は，弱 い。 普通 （二次焼 成）

礫 ・砂 粒 ・細砂
水挽 き整形。
底部 は，回転へ ラ削

ll A 1 3．6 休部 は， 器厚 を減 じながら直線的 に立 ち上
がり， 目線部付 近で軽 く外反 する。底部 は

29 9 土不　　　 Å B　 4 ．1 平底 で，外周部 に幅狭の面 を有 する。体部 り調整。内 ・外面の 灰色

C　 9 ．7
との境 は， にぷい稜 をなす。 水 挽 き痕 は，弱 い。 良好 （二次焼成 ）

i
A （14 ．2） 体部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 がり， 口綾部

付近 で軽 く外反 する。口綾部 端部 は， やや
水挽 き整形 。
底部 は，外 周部 を除 礫 ・砂粒 ・細 砂 1

300 土不　　　 A B　 4 ．0 鋭い。底部 は平底 で，外 周部 に大 き く外傾 いて回転 へ ラ削 り調 灰色

！
C lO．7

す る面 を有す る。 整。内 ・外 面の水挽
き痕 は，弱 い。

良好 （二次焼成） 50％

一121－



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

301 土不　　　　 A

A （13 ．4） 休部 は，ほぼ直線 的 に立 ち上 が る。目線部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細 砂 I

60％

立　部 は丸い　 底部 は、′底 で　 夕周部 に　 き 底部 は　 夕周部 を除
B　 4 ．3

C lO ．3

〇　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　Iく外傾 す る面 を有す る。
I5 て回転 へ ラ削 り調

整 。内 ・外面の水挽
き痕 は，弱 い。

灰色
良好 （二次焼成）

302 土不　　　　 A

A （13 ．5） 休部 は，わずかに内攣気味 に立 ち上 が る。 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 I

70％

口縁都立部 は丸い　 底部 は平底 で　 夕 周部 底部 は　 夕周部 を除

B　 3 ．8

C lO ．0

〇　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，に大 きく外傾 す る面 を有す る。 事5 て回転 へ ラ削 り調

整。 内面 にま不が融著
してい る。

灰色
普通

303 土不　　　　 Å

Å （13．6） 体部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 が り， 日縁部 水挽 き整形 。
砂粒 ・細砂 1

60％

端部 は丸い　 底部 は、′底 で　 本部 との境 は，底部 は　 回転 へ ラ削

B　 3．9

C　 9．4

〇　　　一・・　　　　　　　　　　　　　　　　，にぷ い稜 をなす。 Iり調整。 内面の底部
と体部 の境 は，明瞭
に屈曲 す る。

灰色
良好

304 稀　　　　 A

Å （12．8） 休部は， ほぼ直線的 に立 ち上が り， 口縁部 水挽 き整形 。
礫 や砂粒 を細砂

I i

i 7 0％

端部は丸 い。底部 は平底 で　 休部 との境 は，底部 は　 回転 へラ削

B　 3．7

C　 8 ．9

Iにぷ い稜 をなす。 ，男洞整。底部 内面 の
中央部 は，指 による
押 え。

灰 色
普通

305

Å（13 ．0） 体部は，直線的 に立 ち上 が り，口縁部端部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 1

60％

は丸い 一　底部は 、′底 で　 す　部 との境 は　 に 底部 は　 回転 へラ削
稀　　　　 Å B　 4 ．2

C　 9 ．2

Cl　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ぷ い稜 をなす。
タり調整。 内面に，同

形態の球 が融著 して
い る。

灰 色
普通 （重 ね焼）

306

3 07

！

！i

i

r　 A

Å（13 ．7）

B　 4 ．05

C　 9 ．5

体 部は，器厚 を減 じなが ら直線 的 に立 ち上 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・抑砂 ．I

50％

が る。口縁部端部は 丸い。底部 は平底 で， 底部は，回転へ ラ削
休部 との境は， にぷ い稜 をなす。 り調整。休部外面の

水挽 き痕 は， やや強
い。

暗灰色
良好 （二次焼成 ）

球　　　　 Å

Å 13 ．6

ー書 芸：2 i

A （摘 。0）

休部 は，ほば直線的 に立 ち上 が り，日縁部 水挽 き整形。 砂粒 欄 砂 i I

端 部は丸い。底部は平底 で，体部 との境は 底部 は，回転へ ラ削
ヨにぷい稜 をなす。 り調整。内 。外面の

水挽 き痕は，弱 い。
赤黒色
良好 （重 ね焼痕 ）

i

へ ラ記号
60％

－ 体部 は，直線 的に立 ち上 が り， 目線 部端部 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 千ほ丸い。底部 は平底 で，休部 との機 は， に 底部 及び体部下端部

308 球　　　　 Å B　 3 ．9

C　 8．6

ぷ い稜 をなす。 は，回転 へ ラ削 り調
整。体部 外面の水挽
き痕 は，やや強い。

】

灰色　　　　　　　 へ ラ詑号
良好 （重ね焼痕）　　 60％

309

3 10

Å （13．6） 体部 は， ほぼ直線 的 に立 ち上 が り，口綾部
端部 は丸い。底部 は平底で，休部 との境は

永挽 き整形。　 i

底部 は，回転へ ラ削 砂粒 ・細砂　　　　　 †
球　　　　 Å B　 4．0　 にぷ い稜 をなす。 り調 整。休部外面の

水挽 き痕 は，強い。
赤黒色　　　　　　 へ ラ記号
良好 （重ね焼痕）　　 60％

C　 9．1

撃 13・6 霊 湯を畠お 吉岩 誓 語 昆 享 上霜 を 水挽 き整形。
底部 は，回転 へ ラ削

I不　　　　 A 】B　 3．9　 の境 は， にぷい棲 ををす。

C　 9．4

り調整 。内面の体部
基部 には，強い押 え
がみ られ る。

311 球　　　 A

A 甘 5） 鵠 ‰ 豊 諷 錆 路 上霜 ，と崇雛 水挽 き整形 。
底部 は， 回転 へラ削

監 禁 ト ラ記号

I

二次焼成）　 60％

i

B　 4．1　 にぷ い稜 をなす。

C　 9．4

り調整。 内面の底部
と休部 との境 は，明
瞭 に屈 曲す る。

312 瑳　　　 Å

A （13．4） 休部は，やや外反 して立 ち上 がり， 中位 で 水挽 き整 形。 礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （重 ね焼痕

‡量く　 綿す る。 口縁部端部 は丸 い。底部 は 底部 は　 回 云ヘラ削

B　 3．8 平底で，休部 との境 は，にぷ い稜 をなす。 ，り調整。 内面の底部 ヘ ラ記号

ム”．〝．Wが．」

313

314

3 1 5 i

C　 9．1 と体部 の境 は，明瞭
に屈曲 する。

二次焼戊） 70％

上ネ　　　 Å

㌣ A

上不　　　 A

Å（13．3）
休部は，やや内攣気味 に立 ち上 が り， 目線 水挽 き整形 。

礫 ・砂粒 ・細砂 I吾 、近　 中経　　　　　 。日系‾普貴　書 i　 い 圧剖出し ［率転へラ、l
B　 4 ．3　 底部は平底 で，体部 との境 は， にぷ い稜 を Iり調整。310 ，311 と

．くム

灰 色 ヘ ラ記号

C　 9 ．0　 なす。

！休部 は，直線的 に立 ち上 が り， 目線部端部

同形態， 同手法 の土不
で，他に5個体みられる。

水挽 き整形。

良好 （重 ね焼痕 ）

礫 ・砂粒 ・細砂

85％

I

8 5％

I

8 0％

A 12 ．8 ほ‾　い　 底吾は 、′底 で，休部 との境 は　 に 底膏 は ．ロ　云ヘラ、l
B　 4 ．0

C　 8 ．6

A （11 2）

〇　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iぷい稜 をなす。

小形 の球で，体部は器厚 を減 じながら直線

Iり調整。 内面 の底部
と休部の境 は， 明瞭
に屈曲す る。

水挽 き整形。1左回 り）

灰 色
良好 （二次焼 成）

礫 ・砂粒 ・細砂加÷立 ち」豆再生，日毎培 、近　 量ヾ 氏普　　　 口　石へ ラ、lIB　 3 ．8　 る。底部 は平底で，休部 との境 に幅揆の面 Iう調整。内 ・外面 の にぷい赤褐色

C　 7 ．2　 を有す る。 水挽 き痕 は，弱 い。 不良 （＿次焼 成）

一122－



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 ．徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

316 土不　　　　 A
B 〔3．1〕

C　 8 ．6

休部 は， 直線 的 に立 ち上 がるものとみ られ 水挽 き整形 。
砂粒 ・細砂 I

25％

る。底部 は，平底 で，体部 との境 は， にぶ 底部 は，切 り離 し痕
い稜 をなす。 を残 す不 定方向のへ

ラ削 り調整。
灰色
普通

317 婆　　　 Å

A （51 ．2）

B 〔13 ．5〕

F ll．6

口頭部 は，外傾 して直線 的 に立 ち上 がり， 巻 き上げ，水挽き成形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 I ＋ Ⅲ端部 は外下方 に突 出 し， 断面三角形状 を皇 口頚部には， 3 本一条

する。 の波状文と，平行凹線
が三段施文されている。

灰色
良好 （二次焼成）

焼台

318 土不　　　 A

Å 13．2

B　 4．25

2 個 の球 が融著 し，体部 は， ほぼ直線 的 に 水挽 き整形。
礫 。砂粒 ・細砂 Ⅲ

95％

立 ち上 が り，目線部 端部 は丸い。底部 は丸 底部 は，回転へ ラ削
底風 で，体部 との境は不明瞭 である。 り調整。 この 2 個の 黄灰色

C　 8 ．2 球 の下に，319 を重ね
て焼 成 している。

良好 （重ね焼）

319 序　　　 A

i

Å 13 ．1

B　 4 ．2

C　 8 ．7

体 部 は，直線的 に立 ち上が り， H 縁部端部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

80％

は丸 い。底部 は丸底風 で，体部 との境 は不 底部は，回転へラ削 り
明瞭で ある。

l

調整の後，中央部はナ
デ。体部及び底部外面
に，別の球片が融着。

灰 色
良好 （重 ね焼 ）

32。！

球　　　　 Å

A （13 」） 休部 は，器厚 を減 じなが ら直線 的に立 ち上
が る。目線 部端部 は丸い。底部 は丸底 風で，

水挽 き整形。
底部は，回転へ ラ削
り調整の後， 中央部
はナデ。休部外面 に，
別の球片 が融着。

礫 ・砂 粒 。細砂
黒灰色
良好 （重 ね焼）

Ⅲ

70％

B　 4．6

C　 9．5

休部 との境は不明瞭 である。

A 12．9
休部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り， 目線部
端部 は丸い。底部 は丸底風 で，休部 との境

水 挽 き整形。
底部 は，回転 へ ラ削 砂粒 の細砂 u

90％
321 球　　　　 Å B． 4．3 は不明蹄で虜 る。 り調 整。内面 にL 同

ノく
明褐灰色

C　 8．4 形態 の球 が 2 個 融着。 良好 （重ね焼）

322［

i
i

i

球　　　　 Å

！

A 13 ．1

B　 3 ．95

C　 8 ．3

休部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 がり， 目線部
端部 は丸 い。底部 は平底 で，休部 との境 は
不明瞭で ある。

水挽 き整形。
底部 は， 回転 へ ラ削
り調整。休部 内面に，
2 個の球 が融着。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （重 ね焼）

廿

95％

32 3

工　 Å
A （13 ．O

B　 4．3

体部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線 部端部
は丸い。底部 は平底 で，体部 との境 に幅狭
の面 を有す る。

水挽 き整形。
底部 は，回転へ ラ削
り調整。休部外面の

礫 ・砂 粒 ・細砂
灰色

Ⅲ

50％C　 8．6 水挽 き痕は，やや強
い。

良好 （二次焼成）

324

A （13．6） 休部 は， 直線的 に立 ち上 が り， 口縁部端部
は丸 い。底部 は平 底で，体部 との境 に幅 狭

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，切 り離 し痕
を残 すナデ調整。体

砂粒 ・細砂
暗灰色
良好 （重 ね焼痕

二次焼成）

Ⅲ

へ ラ記号
序　　　　 A B　 4。2 の面 を有 する。

C　 8 ．8 部外 面の水挽 き痕 は，
強 い。

70％

325

A 13 ．2 体 部は，直線的 に立 ち上が り， H 縁部端部
は丸い。底部 は， やや丸底風で，体部 との

水挽 き整形 。（左 回 り）
底部 は，切 り離 し痕
を残 すナ デ調整。内

砂粒 ・細砂
灰色

Ⅲ＋Ⅲ

へラ記号土不　　　 Å B　 4 ．45 境 は不明瞭で ある。

C　 8 ．8 ・外 面の水挽 き痕 は，
弱い。

良好 （二次焼 成） 80％

32 6 土不　　　 Å

Å（13 ．2） 休部 は，直線的 に立 ち上 が り，中位 で軽 く
外反 す る。口緑部端部 は丸い。底部 は平底

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は　 回転へ ラ削 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

B　 3．7

C lO．0

で，体部 との境は， にぷ い稜 をなす。 ，り調整。内面の体部
基部 には，強 い押 え
がみ られ る。

Lプ灰色
良好

ヘ ラ記号
50％

327 球　　　 A

Å （13．9）

B　 4 ．0

体部 は， ほぼ直線 的 に立 ち上 が り， 目線部
端部 は， やや鋭 い。底部 は平底 で，休部 と
の境 に幅狭 の面 を有す る。

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転 へ ラ削
り調 整。内面の底部

礫 ・砂粒 ・紳砂
灰色
やや不良

（二次焼成）

Ⅱ

へ ラ記号
C　 9．0 と休部 の境 は，明瞭

に屈 曲す る。
70％

32 8 土不　　　 A

Å 13 ．6

B　 4 ．9

C　 8 ．0

休部 は，器厚 を増 しなが ら直線的 に立 ち上
が る。 口緑部端部 は丸い。底部は平底で，

水挽 き整形 。（左 回 り）
底部 は，回転 へ ラ削 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

休部 との境 に面 を有す る。 り調整。内 ・外 面の
水挽 き痕 は，弱 い。

灰 色
良好 （二次焼 成）

ヘ ラ記号
80％

329 球　　　 A

A （13．6）

B　 4．05

C　 6．8

体部 は，下位 が外反 し，上位 は直線 的 に立
ち上 が る。口縁部端部 は丸い。底部 は，や
や丸底 気味 で ある。

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，ナ デ調整。
内 ・外 面の水挽 き痕
は，弱い。

砂粒 ・細 砂
灰色
やや不 良

Ⅲ

70％

330 土不　　　　 A

A 1 3．7

B　 4 ．25

C　 8 ．6

休部 は， やや内攣気味 に立 ち上 が り， 口緑
部 端部 は丸い。底部 は，やや 丸底風 で，体
部 との境 は不 明瞭 であ る。

水挽き整形。
底部は，回転へラ削 り
調整。内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。同形態，
同手法の球が他に1点。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （重 ね焼痕）

Ⅲ

60％

－123－



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 ・焼 成 備　　 考

軍1 土不　　　 Å

A （13．4） 休部 は，直線的 に立 ち上 が り， ロ緑部端部 水挽 き整形。
砂粒 。細砂 Ⅱ＋Ⅲは鋭 い。底部 は平底で，外周部 に幅狭 の面 底部 は，一外周部 を墜

B　 3．8

C　 8．0

を有 する。 いて回転 へ ラ削 り調
整 。内 ・外面の水挽
き痕 は，やや強 い。

灰色
良好 （二次焼成） 50％

33 2 土不　　　 A

A （12．1）
体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り，目線部 水挽 き整形 。

礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅱ

25％

端部 は丸い。底部は平底 で　 休部 との境 は 底部 は，回転 へ ラ削

B　 3．75

C （8．0）

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，にぷ い稜 をなす。 り調整 。内 ・外面の
水挽 き痕 は，弱 い。

灰色
普通

333 球　　　　 Å

Å 10．1
体部 は， ほぼ直線 的 に立 ち上 が り， 目線部 水挽 き整形 。

磯 ・砂粒 ・細砂 n端部 は丸い　 底部 は 、′底で　　 部 との土　は 底部 は　 回 云ヘ ラ削
B　 3．5

C　 8．1

ロ　　　　　　　　　　〇　　一＿　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iにぷ い稜 をなす。 ，ら調整 。体部 外面の

水挽 き痕 は，やや強
い。

青灰色
良好

へ ラ記号
100％

334 蓋

Å （25．6）

B　 5．9
G　 4．8
H　 l．3

天井部 は丸 く，口綾部は屈曲 し， 内傾 して 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲわず かに垂下 す る。つ まみは，扁平 で，上 天井部 は，砂が付着

部 が くぼみ環状 を呈す る。 し，調整痕 不明。内
面 の水挽 き痕 は，弱
い。

灰色
良好 （二次焼 成）

焼 台
40％

335 蓋

A （20 ．8）
B　 l．85
G （6．75）
H　 l．15

天井部 は，やや反 り気味で あるが，本来 の 水挽 き整形 。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅱ

30％

形で あるのかは不明。中位 に段 をなす。 内 天井部 は， 径20cm に
面のやや 内側 に，短い かえりが付 く。つ ま わた り回転 へ ラ削 り 灰色
みは環状 を皇 す る。 調整。 内面 の水挽 き

痕 は，弱 い。
普通

336 壌　　　 A
A （68 ．6）

頚部 は くの字状 を皇 し，口頚部 は，直線的 巻 き上げ，叩き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂

廿
に立 ち上 が り，口綾部 付近で強 く外反す る 口頚部には，6 本一条
臼　 、　 は　　　 に突　 し　　　 菱形 のき　 ’ カー 史に　 さ

F 15．3 ロ　　　　ロ　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　，呈す る。 れている。体部外面は，
斜位の平行叩き調整。

良好

337 聾　　　 A
A （65 ．0）

F 12 ．8

頚部は くの字状 を室 し，冒頭部 は外反 しな 巻 き上 げ， 水挽 き成
礫 ・砂粒 ・細砂

n
が ら立 ち上 が る。口緑部 端部は，上下 に広 形。
が り，断面三 角形状 を皇す る。 口頚部 には， 3 本一

条の波状文 が二段 に
施 されてい る。

黒褐色 （灰色 ）
良好

338 壌　　　 A
A （50 ．8）

F l l．9

H 頚部は，外反 しなが ら立 ち上 がり，端部 巻 き上げ，叩き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂

Ⅲ
は，上方 と外下方 に突 出 し，断面三角形状 口頚部には，縦位の平
を皇す る。 行叩き，横ナデ調整後

4 本一条の波状文が三
段施 されている。

灰 色
良好

339 頚　　　 A
A （43 ．2）

F ll ．0

日寮部は，軽 く外 反 しなが ら立 ち上 が り， 巻 き上げ，叩 き成形。
礫 か砂粒 ・細砂
場灰 色
良好 （二次焼 成）

Ⅱ＋Ⅲ＋ V

I

端 部は上方へ やや突 出す る。 口頚部には， 4 本一条
の波状文が三段 に施 さ
れている。体部外面は，
縦位の平行叩 き調整。

340 壌　　　 B
A （26 ．2）

B　 5 ．5

日頚部 は，外反 しなが ら立 ち上 がり，端部 巻 き上 げ，叩 き成形。
砂 粒 ・紳砂 Ⅱ＋Ⅲは，外下方 と内上方へ突 出す る。体部は， 体部外面 は，斜位 の

ゆ るや かな肩部 を有す る。 平行叩 き調整 。内面
には，叩 きの際 のア
テ具痕 を残 す。

灰色
良好 （二次焼 成）

焼台

341 壌　　　 B
A （24 ．0）

B　 5 ．7

口頚部 は，直線的 に立 ち上 が り，端部は， 巻 き上 げ，叩 き成形。
砂 粒 ・細砂 H ＋ Ⅲ＋Ⅳ下 方 にやや突 出する。 口頚部 か ら休部 にか 休部外面 には自然粕

けては， くの字状 を呈 す る。 が付着 しているが，
横 位の平行叩 き調整
とみ られる。

灰色
良好 （二次焼成 ）

焼台

342 婆
B 〔6 ．2〕

C （21 ．6）

；平底 の底部破片 で，体部 は大 きく開 き，ほ 巻 き上 げ，叩 き成形。
礫 ・砂 粒 ・細砂
褐灰色
良好 （二次焼成）

u
焼台

：ぼ直線 的 に立 ち上 がる。 体 部外面 は，斜位 の
平行叩 き調整 で，下
端部はヘ ラ削 り調整。
底部はナ デ調整。

343

34 4

34 5

土不　　　 A

ま不　　　 A

土不　　　 A

A 13 ．8
体部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線部付近 水挽 き整形。

礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅲ

90％

m

90％

m

60％

で 臼厚　 土　　　 日′、並立立 は　 い　 氏書は 民営は　 ロ　云ヘ ラ l

B　 4 ．65 0　　　　　　　仁＝JJ¶旧＝コ　　　　　　　　　　〇　　一平底 で，体部 との境 に， 大 きく外傾す る面 ，り調整。内面 の底部 灰 白色

‾‾　ヽ
C　 8 ．5

を有す る。 と休部 との境 は，明
瞭 に屈曲す る。

不 良 （一次焼成）

A 13 ．8
体部は，直線的 に立 ち上 が り，目線部端部 水挽 き整形。

礫 e砂 粒 ・細砂は　 い ・底部 は、′底 で　 す　部 との圭　に 底部 は　 回 云ヘ ラ ！

B　 4 ．2

C　 9 ．3

A （13．7）

きく外録 す る面 を着す迄。　　　 ’

体部 は　 ほぼ直線的 に立 ち上 が り，口綾 部

Iら調整。内面 の底部

と体 部 との境 は，明
瞭 に屈曲す る。

水挽 き整形。

暗灰 黄色
不 良

礫 ・砂 粒 ・細砂I端部 は丸い。底部 は平底 で　 体部 との境 に 底部 は，回転へ ラ削

B　 4．5

C　 9．5

I大 きく外傾 す る面 を有テ る。 り調整。休部外面の
水挽 き痕は，や や強

い。

黄灰色
不 良
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番尋
器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

346 土不　　　　 A

A （13 ．3）

B　 3 ．7

C （8 ．6）

休 部は， わずかに内轡気味 に立 ち上 が り， 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂
‖音赤伏 色
普通 （二次焼成）

Ⅲ

40％

口綾 部端部 は丸い。底部は平底 である。 底部 は， 回転 へ ラ削
り調整。 内．・外 面の
水挽 き痕 は， 弱い。

347 r　 A

A （13 ．3） 体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 がり， ロ緑部 水挽 き整形。（左 回 り）′磯 ・砂粒 ・細砂
Ⅲ＋ Ⅳ

40％

端悟 は　 い。 氏富 は　　　　　 既発で　　 普 氏書は　 、定　 日の にぷい 恩
B　 4．1

C （8．0）

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iとの境 は不明瞭 である。 I雑 な手持 ちへ ラ削 り
調整。

不良
（酸化焔焼成）

348 上不　　　　 A

A （13 ．3） 休部 は，やや外 反気味 に立 ち上が り，口綾
部端部 は　 やや鋭 い。底部 は　 やや丸底風

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は　 不定方向 の 砂粒 ・細 砂 Ⅲ

B　 4．1 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iで，体部 との境は不明瞭 であ る。 I手持 ちへ ラ削 り調整。灰色

C （8．0） 休部夕 面の水　 き痕 不 良 50％
は， やや強い。

349 土不　　　 Å

A 13．0

B　 4 ．1

C　 8 ．5

休部は，直線的 に立 ち上 が り， 目線部付近 水挽 き整形 。（左回 り） 礫 ・砂粒 ・細砂
柑

80％

で軽 く外反す る。底部 は丸底風 で，体部 の 底部 は， 不定方向の 黄灰色
2 倍 以上の厚み をもつ。 手持 ちへ ラ削 り調整。 不良

（酸化焔焼成）

350 上不　　　　 A

A 12 ．9

B　 4 ．2

C　 7 ．8

休部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 がり， 口繚部 水挽 き整形。（左 回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 m

90％

端部 は丸 い。底部 は，やや丸底風で，休部 底部は，不定方 向の
との境は不明瞭 である。 手持 ちへ ラ削 り調整。

休部 外面の水挽 き痕
は，やや強 い。

灰 色
普通

351

！

上不　　　　 A

A 12．7

B　 4．0

休部 は，直線 的 に立 ち上 が り，目線 部端部
は丸い。底部 は平底 で，体部 との境 に幅狭

水 挽 き整形。（左回 り）
底部 は，不定方向 の

［

礫 ・砂 粒 ・細砂 山

80％
の面 を有する。 雑 な手絶 ちヘ ラ削 り 黒褐色

C　 8．5 調整 。休部 外面の水
挽 き痕 は，やや強 い。

普通

352 上不　　　　 A

A 1 2．5

B　 3 ．95

休部 は，直線的 に立 ち上が り， 目線部端 部 水挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂 粒 ・細砂 川は丸 い。底部 は平 底で，休部 との境 に幅狭 底部は，切 り離し痕を残

の面 を有す る。 又い　 デ認啓で 火

．　　　　　　　　1 l

C　 7 ．8

i

！状庄痕がみられる。他に
同形態の球 2点有り。

やや不 良 90％

患

A 16 ．8 体部 は， わず かに外 反気味 に立 ち上 が り， 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 J 砂 Ⅲ

45％

立一　点　　　 い　 底意　 、′民　 や　　　 日Iへ 止　　　　 日　　へ う1判
35 3 B　 3 ．4

D 12 ．6
E　 O ．85

／、　ロ　　　ロ　　　　　　　　O　　J P　　　　　　　　　　Iふんば る高台 が付 く。高台端部は丸 い。 一口　 ，　＝≠野㌣＼フ
りの後，高台貼 り付
け。

沙奉之・刹那抄
灰 色
普通

354 盤

Å（19．5）

B　 5．5
り （13．0）
E　 9．0

休部 は，直線 的 に立 ち上 が り，口縁部端部 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 山

20％

は丸い。底部 は，や や丸 く，外側へふ んば 底部 は，回転へ ラ削
る高台 が付 く。 り調整の後，高台貼

り付 け。
黒色
良好 （二次焼成）

355 盤

Å （28．8）
B　 5．6
D （22．4）
E　 l．05

休部 は， やや内轡気味 に立 ち上 が り，上位 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ＋Ⅳ

20％

に浅 い四線 が巡 る。底部 はやや丸 く，外側 底部 は，回転 へ ラ削
へふ んばる高台 が付 く。高台端部 は，水平 り調整 の後，高台貼 灰色
で ある。 り付 け。 良好 （二次焼成）

356 磐　　　 A
Å（63 ．8）

B 〔11 ．1〕

日頚部 は，大 きく外傾 して立 ち上 がる。端 巻 き上げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂

m

部 は，上下 に突 出 し，断面三角形状 を墨 す 口頚部には，斜位の平行
る。 叩き，横ナデ調整の後，

8本一条の波状文と平行
凹線が施されている。

にぷ い橙色
普通

357 饗　　　 B

Å　38 ．0

B　90．4

ロ頚部 は，やや外反気味 に立 ち上が り，端 巻 き上げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂 m

80％

部 は，やや外下方へ突 出す る。休部は， ゆ 休部から底部外面は，
る、やかな肩部 から最大径 を中位 にもち， ほ

ノ
斜位の平行叩 き調整。 黒褐色

F　 9．1 ぼ球形 を呈す る。 内面は，アテ具痕 を指
ナデで消 している。

良好 （二次焼 成）

358 婆　　　 C

Å　38．0

B　 3．0

日頸部 は，短 く強 く外反 し，端部 は内傾す 巻 き上げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂 m

70％

る。体部 は，肩部 を有 さず， 最大径は上位 休部 は，斜位の平行
にある。上位 に棒状 の把手 が 1 対付 く。底 叩 き調 整で，下端部 灰色

C　20．0 部 は平底 である。 及 び底部 は，回転へ
ラ削 り調整。

良好 （二次焼成）

359 土不　　　 A

A 1 3．7

B　 5 ．0

C　 9 ．7

体部 は，直線的 に立 ち上 が り， 目線部付近 水挽 き整形 。
礫 e砂粒 e細 砂 Ⅳ

80％

で軽 く外反す る。底 部は，や や丸底気味 で，底部 は，回転 へ ラ削

体 部 との境 は不 明瞭で ある。 り調整。休部外 面の
水挽 き痕 は，小 さな
凹凸 でや や強い。

灰色
良好 （二次焼成）

360 ま不　　　 A

A 13 ．8

B　 4 ．0

休部 は，やや外反 しなが ら立 ち上 がり， 口
縁部端部 は丸 い。底部 は平底 とみ られる。

水挽 き整形。（左 回 り）
底部は，砂 が付着 し， 礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅳ

80％

内面の底部 と休部 との境 は，明瞭 に屈曲す 調整痕は不 明。 灰色

C ll ．0 る。 良好 （二次焼 成）
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番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　 考

361 士不　　　　 A

A 12 ．9

B　 4 ．3

C　 8 ．6

休部 は，直線 的 に立 ち上 が り，目線 部端部 水挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細 砂
灰色
良好 （重ね焼）

Ⅳ

100％

は丸い。底部 は平底で ある。 底部 は， 自然和 が付
着 し，調整痕不明。
内面に同形態の土不2
個 が融著 して いる。

362 土不　　　 A

A ll．5
体部 は， やや内轡 気味 に立 ち上 が り，口緑 水挽 き整 形。

砂粒 ・細砂 Ⅳ

60％

富者普 は　 い　 氏書 は 、′氏で　　 書　との士 氏書 は　 口　云ヘ ラ、l
B　 3．85

C　 7．6

○　　一　　　　　　　　　　　　　　　事は， にぷい稜 をなす。
Iら調整。 内 ・外面の

水挽 き痕 は，弱い。
灰色
良好

363 盤

A （29．8）

B　 6．6
り （21．4）
E　 l．6

体部 は，器厚 を減 じなが ら直線的 に立 ち上 水挽 き整 形。
磯 ・砂粒 ・細砂 Ⅳがり， 口綾部端部 は丸い。底部 は平底 で， 底部 は， 回転 へ ラ削

垂下す る高台 が付 く。 り調整 の後 ，高台貼
り付 け。

暗灰色
良好 （二次焼 成）

焼 台
20％

36 4 凄　　　 A
A （48 ．5）

B 〔14 ．0〕

口頚部 は，外反 しなが ら立 ち上 がり，端部 巻 き上げ，水挽 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅳは，内上方 と外下方 に突 出 し，断面三角形 ロ頚部は，斜位の楠状工

状 を呈す る。 具ナデ，横ナデの後，9
本一条の波状文と平行凹
線が二段施されている。

黒色
良好 （二次焼成）

焼台

365 鉢　　　 C
A （26 ．0）

B 〔12 ．9〕

体部 は，外傾 して直線的 に立 ち上 が り，口 巻 き上げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅳ緑部付近 で軽 く外反す る。 口緑部 端部 は， 形 。

外 方へ やや突出 し，内傾す る。 暗赤灰色 （灰色）
良好 （二次焼成）

焼 台

366 土不　　　 Å

A （14．8） 体部 は，器厚 を減 じながら，や や内轡気味 水挽 き整 形。
砂粒 ・細砂 Ⅴ

40％

に l ち　 がる。 口′、普立普は　 い。底書 は 底 ロ　は　　 夕犬　 が 、
B　 3．95

C （11．0）

平底 で，体部 との境 は鋭 い稜 をな す。 I　　　　　　　′＝ヽ着 し調整痕 不明。体
部外 面の水挽 き痕は，
小 さな凹凸で強い。

黄灰色
良好 （二次焼成）

367 土不　　　　 A

l

Å （14．5） 休部は薄 く，直線的 に立 ち上 が り， 日綾部 水挽 き整形。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅴ

60％

立普は　 い。 底吾 は厚　　　 底 劇で　　 普 底。は　 口　云ヘラ　uり誘
B　 4 ．95

C　 9．0

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iとの境は不明瞭 である。 †壷。休部外面の水挽き痕

は，やや強い。他に同形
態の球1個有り。

灰黄色
不良　　　　　　 j

；［

36 8 土不　　　 A
B 〔2 ．9〕

C　 8 ．8

休部 は，内轡 しなが ら立 ち上が るが，上部 水挽 き整形 。（左 回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅴ

50％

欠損。底部は厚 く平底 で，やや突出気味 で 底部 は，切 り離 し痕
あ る。 を残す軽 いナデ調整。灰 白色

普通

369 球　　　 A

Å 11 ．1
体部 は， 直線的 に立 ち上 が り，目線 部端部 水挽 き盤形。（左回 り）

礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅴ

80％

は　 い　 民立 は、′匠で七　個増　 の圭　に 昌 氏立 は　 口　云ヘ ラ、l
B　 3 ．4

C　 7．6

〇　　一　ロ　　　　　　　　　　　，　　　　ロ
の面 を有す る。

一　口　　　！り調整。内面 の底部
と体部 の境 は，強 く
屈 曲す る。

灰色
良好 （二次焼成）

370 聾
B 〔8．1〕

C （17．9）

平底 の底部 か ら，体 部は大 きく外傾 して立 巻 き上 げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・紳砂
暗灰色
良好 （二次焼成）

Ⅴ
焼台

ち上 がる。 体部外面 は，横位 の
平行叩 き調整 で，下
端部 はヘ ラ削 り調整。
底部は ナデ調整 。

371 土不　　　 蓋

A （13．9）
B　 2．9
G　 3。15

H　 O．75

天井部 は，浅 く丸 く，目線部 は屈曲 し，短 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 e細砂 Ⅵ

40％

く垂下す る。端部 は鋭 い。つ まみ は，扁平 天井部 は，径8 ．5cm に
で上部 が くぼむ。 わた り回転 へ ラ削 り

調整。
黒褐色
良好 （重 ね焼 痕）

372 土不　　　 蓋

A （12．6）

B　 3 ．5
G　 2 ．9
H　 O ．7

天井部 は，浅 く丸 く， 口緑部 は屈曲 し，短 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

40％

く垂下す る。端部 は， やや鋭 い。つ まみ は 天井部 は，径8．5cm に
扁平 で，上部 が くぼ む。 わた り回転へ ラ削 り

調整。
褐灰 色
良好 （二次焼 成）

373 土不　　　 蓋

A （12 ．6）

B　 2 ．75
G　 3 ．3
H　 O．75

天井部 は，浅 く丸 く， 目線部 は屈 曲 し，短 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

80％

く垂 下す る。端部は丸 い。 つ まみは，扁平 天井部は，径8 ．5cm に
で，上部 が若干 くぼ む。他 に同形 態の蓋 1 わた り回転へ ラ削 り 灰色
個 有 り。 調整。内面 に，土不底

部 が融著 して いる。
良好 （重 ね焼）

374 土不　　　 A

A （14．3） 休部 は， ほぼ直線 的 に立 ち上 が り，目線部 水挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅵ

60％

端悟 は　 い　 氏書 は　 ほぼ 、′氏で　　 膏　と 氏書 は　　 酢邦を除
B　 3．55

C l O．5

〇　　一　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　，の境 は不 明瞭 であ る。 I5 て回転 へ ラ削 り調

整。 内覧・外 面の水挽
き痕 は，弱い。

灰 白色
不良 （二次焼成）

375！

ま不　　　 A

A （13．2） 体部 は， ほぼ直線 的に立 ち上 が り， 口緑部 水挽 き整形 。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅵ

25％

端培 は　 い　 氏書 は 、′民で厚　　　 書　と 民書 は　 ロ　云ヘ ラ ！
B　 4 ．5

C （7．1）

〇　　一　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　Iの境は， にぷ い稜 をなす。 事う調整。休部 外面の

水挽 き痕 は，やや強
い。

灰 白色
不良 （二次焼 成）
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番号i 器空 ＿声 攣 ）i 器　 形　 の　 特　 徴
手法 の特 徴 胎土・色調蘭 i 備　 考

376i球

C　8．7

水挽き整形。（左回り）
底部は，回転へラ削
り調整。体部外面の
水挽き痕は，やや強
い。

礫・砂粒 e細砂　　　 Ⅵ
灰色
普通　　　　　　　　 95％

3車 雄 1澤 憲 憲昆澗 水挽き整形。（左回り）底部は，一方向の手持ちへラ削り調整。休部外面の水挽き痕は，やや強い。

買箋ご溜雷 i3芸

下　 総 ）鵠 濡 ㌘窯結 孟吾協 と謂

水挽き整形。（左回り）
底部は，不定方向の
ナデ調整。体部外面
の水挽 き痕は，やや
強い。

票壷砂粒 働 i Ⅵ

普通（重ね焼痕）　　 60％

水挽き整形。（左回り）
底部は，右回転利用の
ヘラ削り調整。内面に，
同形態の球3個が重ね
られ融著している。

礫 ・砂粒 ・細砂　　　 Ⅵ
黒灰色　　　　　　　 50％
普通（重ね焼）　　 写真のみ

379　序　　　　 Å 8　 4．3 は芦　にぷい稜をなす。同形態の球が他に3
C 8・4 i個有り。

3：Oi球 水挽き整形。（左回 り）
底部は，右回転利用 礫 ・砂粒 ・細砂　　　 Ⅵ

黒褐色　　　　　　 へラ記号
普通（二次焼成）　　 50％

のへラ削り調整。内
面の休部基部には，
強い押えがみられる。

」
；上 漂 誓

水挽き整形。（左回り）底部は，右回転利用のヘラ削り調整。内の外面の水挽き痕は，弱い。
礫・砂粒・細砂　　　Ⅵ黒褐色　　　　　　へラ記号普通（二次焼成）　　50％水挽 き整形。（左 回 り）

底部及 び体部外 面に
は， 自然軸 が付着 し
調整痕不 明。

l

Ⅵ

70％

38 3

I

序　　　　 A

i

A OはJ ）

B　 3 ．9

C　 8．3

休部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り，目線部 水挽 き整形。 －

端部 は丸い。底部は平底 で，休部 との境は，底部は，回転へ ラ削 砂 粒 ・細砂 Ⅵ

40％

やや鋭 い稜 をなす。 り調整。底部内面の
中央部 は，指 による
押 え。

育灰色
良好 （二次焼成）

384 椀

A （17．4）

B　 4．1

休部 は， 内轡 しなが ら立 ち上 が り，中位 か
ら外反す る。 ［］縁部 端部 は丸 い。底部 は，
厚 く平底 で，外周部 に高台 を意識 したよ う

水 挽 き整形。
底部 は，回転 へ ラ削
り調整 の後 ，高台状

礫 ・砂粒 ・細 砂
灰色

Ⅵ

C　 9．3
な小 さな凸帯 があ る。 の凸帯 を作 り出 して

いる。
良好 （二次焼成） 60％

38 5 高 台 付 土不

A （12．6）

B　 3．7
D　 6 ．6

体部 は，やや外反気味 に立 ち上 がる。底部
は，やや丸底風 で， 内側 寄 りに短 い高台 が
付 く。

水挽 き整形。
底部及 び体部外 面は，
自然粕 が付着 し調整
痕不明。

砂粒 ・細砂
灰褐色
良好 （二 次焼 成）

Ⅵ

60％E （0 ．5）

386 聾　　　 Å

Å　54 ．0

B 〔39 ．0〕

口頚部 は，やや外反気味 に立 ち上 がり，端
部 は内傾 し，外下方へ やや突出す る。体部
は， やや肩部 が張 り，最大 径 を上位 にもつ

巻 き上 げ，叩 き成形。
口頸部 には， 4 本一
条の波状 文 が三綬施

礫 ・砂 粒 ・細砂
灰 黄褐 色 Ⅵ

F　 6 ．8 ものとみ られ る。

；

文。体部 外面は，斜
位 の平行叩 き調整。

良好 （二次焼成）

387 壌　　　 B
A （22．2）

F　 6．5

豊 も 謡 潰 語 賢 謡 誓 睾 二葉

出す る。休部 は， やや肩部 が張 る。

巻 き上げ，水挽 き成
形 。
内 ・外 面には， 自然
寒由が付着 し調整痕 不
明。

砂粒 ・細砂
黒色
良好 （二次焼成）

Ⅵ
焼台

388 序　　　 A

A （13 ．0）

B　 4 ．1

体部 は，内攣気味 に立 ち上 がり， 口緑部付 水挽 き整形。
磯 ・砂粒 。細砂 前遺部

50％

近 で軽 く外反す る。底部 は丸底気味 で，体 底部 は，回転 へラ削

部 との境は不明瞭 であ る。 り調整。内面 の体部 褐灰色

C　 9 ．8 基部 には，強 い押 え
がみ られる。

やや不良

稀 A i
A 12 ．9 休部 は，やや内轡気味 に立 ち上が り， 目線

部端部 は丸い。底部 は平底 で，休部 との境
水挽 き整形。（左回 り）
底部は，切 り離 し痕 砂 粒 ・細 砂 前遺部

50％

389

！

B　 3 ．85

C　 8．3

iは不明瞭 であ る。 を残す不定方向の手
持 ちへ ラ削 り調整。

灰色
やや不良

390

l
】
E
A （12．8） 体部は，直線的 に立 ち上 が り， 目線部端部

は丸 い。底部 は平底 で　 休部 との境 は不明
水挽 き整形。（左回 り）
底部 は　 不定方向の 礫 ・砂粒 ・細砂 前遺部

50％

土不　　　 Å B　 4．4

C　 8 ．3

瞭で ある。　　　 ’ I手持 ちへラ削 り調整。
休部外 面の水 挽 き痕
は， やや強 い。

じ′　　　　　　ヽ　［J′青灰色
普通
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番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

391 土不　　　　 A

l
A 1 2．2 休部は，や や内攣気味 に立 ち上が り，目線 水挽 き整形。（左 回 り）

砂粒 ・細 砂 前道都

60％

立 、近で 量　　　　　 る　 口′、立 身　立は　 い 底止は　 七　　　 し、艮
：［B　 4 ．0 lコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　ロ　　　　ロ底部 は平底 で，体部 との境 に幅狭の面 を有 一　ロ　　　Iを残す不定方 向の手 灰 色

C　 7．8 す る。 持 ちへ ラ削 り調整。 やや不良

392 土不　　　　 A

A l l．3
休部 は，直線的 に立 ち上 が り，口縁部 端部 水挽 き整形。

礫 ・砂粒 ・細 砂 前道部

90％

は　 い　 底書は 、′底 で　　 立　との境は　 に 氏書 は　 口　云ヘ ラ、l
B　 3 ．4

C　 8 ．2

○　　＿　　　　　　　　　　　　　　I　　　　ロ　　　　　　　　　　　　I
ぷい稜 をなす。

Iら調整。体部外面の
水 挽 き痕 は，やや強

い。

灰 白色
普通

393 土不　　　 A

A （10 ．8） 体部 は，直線的 に立 ち上 が り， 目線部端部 水挽 き整形。
砂粒 ・細砂 前遺部

50％

は　 い　 底部 は 、′底 で　　 部　 端悟 に 畠 底吾 は　 ロ　云ヘ ラ、l
B　 4 ．3

C　 8 ．3

〇　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　！の面 を有す る。 Iり調整。 内 ・外面の
水挽 き痕 は，弱 い。

灰色
普通

394 婆　　　 B
A （22．6）

F　 7．0

】

口頚部 は，外反 しながら立 ち上 が り，端部 巻 き上 げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 ・細砂
灰 白色
普通

前遺部
は，上下 に突 出 し内傾す る。 形。

番号 器　　 種 法量 （cm） 手　　　 法　　　 の　　　 特　　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

717 平　　　 瓦

狭端24 ．0
厚 さ　2 ．0

～
3 ．0

凹面 には，小札痕 が残 り，布 目痕 （7 × 8 条） がみ られ る。凸面
礫 ・砂粒 Iには，縦位 の縄 目叩 きが施 されている。側面 の凹面側 には，面取

り調整 が施 されてい る。

i

青灰色
普通 （二次焼成 ）

！

焼台

718 平　　　 瓦

狭場24 ．0
厚 さ 1 ．5

l
2．3

凹面 には，糸切 り痕 と小 札痕が残 り，布 目痕 （7 ×9 条） がみ ら
礫 ・砂粒 Iれ る。凸面 には，斜格子 叩 きが施 され ている。 両側 面，狭端面 に

は，面取 り調整 が施 されてい る。 青灰 色
普通 （二次焼成 ）

焼台（2）

71 9 平　　　 瓦

狭端23．0
厚 さ　2．0

～

2．8

凹面には，小札痕 が残 り，布 目痕 （7 ×8 条） がみ られ る。凸面
礫 ・砂粒 Iには，斜格子叩 きが施 されてい る。両側面 と狭端面 の凹面側 には，

面取 り調整 が施 されてい る。 青灰色
良好 （二次焼成）

焼台（2）

720 平　　　 瓦

広端24．0
厚 さ　2．4

～
2．9

凹面には，糸切 り痕 と′再 L痕 が残 り，布 目痕 （8 × 7 条） がみ ら！

Iれる。部 分的 にヘ ラ削 りが施 されてい る。凸面 には，斜格子 叩 き 礫 ・砂粒
が施 されてい る。側面及 び広場 面の凹面側 二は，面取 り調 整が施 青灰色 焼台（3）
されてい る。 普通 （二次焼成）

721
の　　 し　がわら
慰　 斗　 瓦

全長33 ．0

広場 （20．5）

狭端15 ．5

凹面 には，糸切 り痕 と小札痕 が残 り，布 目痕 （10 × 9 条） がみ ら
礫 ・砂粒
暗灰色
良好 （二次焼成）

I
焼台（3）

れる。 凸面には，斜格子叩 きが施 されてい る。

r7√111 未了：　　」1　　甘 高手丈1つ　こ

素縁単弁 八菓花 文中心周環一重式。 中房 には， 1 ＋ 8 の連子 を配
砂粒
呵「肯：鳥

Ⅲ

，比ム

している。 丸瓦 は瓦当裏面 にその まま接合 され，凹面側 に補助粘

／∠ノ∠J 半l　　ノ声L　　J上し L且rI土⊥J ．J 良好 （二次焼戊） ノブ仁［コ

723 奥　 斗　 瓦
広場 （19．0）

厚 さ　2 ．7

凹面 には，布 目痕 （7 ×7 条） がみ られる。 凸面は，斜格子叩 き
礫 ・砂粒 Hの後，縦位 のヘ ラ削 り調整 が施 され，叩 き目 を消 して いる。側面

の凹面側 には，面取 り調整 が施 されている。 灰色
普通 （二次焼成）

焼台

724 丸　　　 瓦

広端22 ．5
厚 さ　2．5

～
3．0

凸面には，斜格子叩 きの後 ，縦位のヘ ラ削 男洞整が施 され，叩 き
礫 ・砂粒 Ⅲ目は，ほ とんど消 されてい る。凹 面 には，布 目痕 （6 × 6 条） が

み られ，布の合せ 目もみ られ る。 青灰色
良好 （二次焼成 ）

焼台
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第49図　7号窯跡出土遺物実測図（1）
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7号窯跡出土遣物観察表

番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

3 95 土不　　　 A

A （1 3．9） 休部 は，直線的 に立 ち上 が り， 口緑部端部 水挽 き整形。（左回 り） 礫 ・砂粒 ・細砂
Ⅲ

40％

は　 い。 臨書 は、′氏で　　 膏 との土　は 、明 氏吾 は　 ロ　云ヘ ラ l ′、火
B　 4．3

C l O．1

I瞭 である。 タら調整 。内 ・外面の

水挽 き痕 は， 弱い。
やや不良
（酸化焔焼 成）

3 96 ま不　　　　 A

A （1 3．6） 休部 は，直線的 に立 ち上が り， 目線部端部 水挽 き整形。（左 回 り） 礫 ・砂粒 ・細砂
Ⅲ

4 0％

で 又　　　　　 る。 氏書 は、′氏で　　 膏　との 氏書 は　 ロ　云ヘ ラ l ′　ヽB　 4 ．6

C （8 ．4）

▼一　　　　　ナ境 に幅狭の面 を有 す る。 タら調整。 内 ・外 面の
水挽 き痕 は，弱 い。

普通
（酸化焔焼成）

39 7 凄　　　 A B 〔4 0 ．5〕

丸底 の底部 から，体部 は内攣気味 に立 ち上 巻 き上げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂

Ⅲ＋ Ⅲ
が る。体部最大径 は上位 にあ るもの とみ ら 体部 から底部にかけて
れ る。 の外面は，斜位の平行

叩 きを交差 させた調整。
内面はアテ具痕。

にぷい赤褐色
普 通 （二次焼成 ）

3 98 聾　　　 C

A　 3 5．5
口頚部 は，短 く強 く外反 し，端部 は丸い。 巻 き上げ，叩き成形。

礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅱ書 は　 肩書　　　 さ　 小　　 鬼　しなが らなだ 吾　　 は　 欝 立　 ∠、
B　 2 6．0 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iらかに下降 す る。底部は平底 である。 I ／　　　I位，横位の平行叩きを 灰色 焼台

C （1 9．0） 組み合せた調整。内面
は，指 による押え。

良好 （二次焼成） 70％

3 99 土不　　　 A

A （1 3．0） 休部 は， やや内轡気 味 に立 ち上 が り，目線 水挽 き整形。
砂粒 ・細砂 Ⅲ

30％

部立部 は　 い。底膏 は、′底 で　　 部 との土 底吾 は　 不　　 口の
B　 3．8

C （8 ．8）

，は， にぷ い稜 をなす。 ，手持 ちへ ラ削 り調整。
体部内 ・外 面の水挽
き痕 は， やや強 い。

灰色
普通

4 00 土不　　　　 A

A （1 2．9） 休 部は，器厚 をわずかに減 じながら， やや
内轡気味 に立 ち上 が る。口緑部端部 は丸い

水挽 き整形 。（左 回 り）
底部 は　 不定 方向の 砂粒 ・細砂 Ⅲ

30％
B　 4 ．7

C （9 ．5）

底部は平底で，外周部 に幅狭の面 を有す る ！手持 ちへ ラ削 り調 整。
内 ・外面 の水挽 き痕
は，弱 い。

灰色
やや不良

40 1 土不　　　 A

A （15 ．0） 体部 は，外反 しなが ら立 ち上が り， 口緑部 水挽き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

2 5％

彦部 は丸 い。底書 は、′底 で　　 善部 に 底部は　 不定　 口の手
B　 4 ．1

C （9 ．4）

，有す る。 I持 ちへラ削り調整。内
面の休部基部には，強

い押 えがみ られる。

灰色
普通

4 0 2 聾　　　 A
B 〔9．8 5〕

平底 の底部 か ら，体部 は内攣気味 に立 ち上 巻 き－上げ，水挽 き成
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅲ＋Ⅳ＋ Ⅴがる。 形 。

加 1も1ビ
C （1 7．9） 底 部及び体部下端部

は，回転 へ ラ削 り調
整 。

灰色
良好 （二次焼成）

焼台

4 03 鉢　　　 D

A （2 8．9） 休部 は， 内轡気味 に立 ち上 が り， 口縁部 付 巻き上げ，水挽 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ近 で 又く　 反 す る。口′豪富立部 は7 、′であ 部夕　 は　 縦位のナ

B　 2 5．0 る。底部 は平底 であ る。 If の後，上位は横ナデ 暗灰色 焼台

C （1 9．4） 調整。下端部は不定方
向のナデ調整。

普通 （二次焼成） 30％

4 04 鉢　　　 E
A （4 1．0）

B 〔17 ．6〕

内轡 しながら開 く体部 と，直立す る口緑部 巻き上げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂

Ⅲ＋Ⅵ
とからなる。 口緑部端部 は水平で ある。底 体部外面は，縦位の平行
部 は不明。 叩き調整で，口緑部付近

は縦位の指ナデ。口緑部
は，ヘラ削り調整。

灰色
良好 （二 次焼成）

40 5 土不　　　 A

A （13 ．0） 休 部は， ほぼ直線的 に立 ち上が り， 目線部 水挽 き整形。（左 回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅳ ＋Ⅴ

70％

、近で 董く　　　　 る。底吾 は、′底で　　 普 底書 は　 一　 口の
B　 4 ．6

C　 9 ．7

Iとの境は， にぷ い稜 をなす。 I持 ちへ ラ削 り調整。 灰 色
普通 （二次焼 成）

4 0 6 ナ不　　　　 A

A （11．0） 休部 は，外反 しなが ら立 ち上 が り，目線部 水挽 き整形。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅳ

4 0％

端悟 は　 やや、、い。底吾 は、′底 で　　 書　と 底膏は　 ロ　云ヘ ラ l
B　 4．3

C　 7．0

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yの境 に幅狭の面 を有す る。 Iら調整。内 ・外面の

水挽 き痕は，弱 い。

灰色
良好

4 07

40 8

40 9

壷　　　 蓋

土不　　　 蓋

土不　　　　 A

A 14．6
B　 4．3
G　 3．4
H　 O．8

A （1 4．5）
B　 2．95
G　 3．5
H　 O ．6

A 14 ．4

天井項部 は平 坦で， 口緑部 は屈 曲 して外下 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 Ⅳ

9 5％

Ⅴ

80％

Ⅴ

方へ下 る。口縁 部端部 は丸 い。 つまみは， 天井項部は，回転へラ
扁平 で，上部 が若干 くぼ む。

天井部 は，浅 く丸 く，口縁部 は屈曲 し，短

削 り調整。目線部内 ・
外面の水挽 き痕は，小
さな凹凸でやや強い。

水挽 き整形。

灰色
良好 （二 次焼 成）

砂粒 ・紳砂く内傾 する。端部 は鋭 い。つ まみは， 扁平 天井部 は，径 8 cm に
で，上部 が くぼむ。

休 部は，直線的 に立 ち上が り， ロ縁部付近

わた り回転 へ ラ削 り
調整。

水挽 き整形 。（左 回 り）

明褐灰色
やや不良

砂粒 ・細砂
で 董　　　 す る。底膏 は、′氏で　　 吾　との 底富 は　 ロ　云へ ラ l 灰

B　 3 ．7 ｝境 は， にぷ い稜 をなす。 Iう調整。 内　 外 面の やや不良 ヘ ラ記号

C　 9 ．8 水挽 き痕 は，弱 い。 （二次焼成） 60％
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障 種
法量 （cm ）

i 器　 形　 の　 特　 徴
手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

i
A （12．0） 体部 は， 中位 で軽 く外反 して立 ち上 が り，

［］縁部端部 は丸い。底部は，ほぼ平底 で，

庵 温 豊讐 禦 品）砂 粒 ・細 砂
にぷい赤褐色 Ⅴ

25％
410 球　　　　 Å B　 4．5 体部 との境 は不 明瞭 であ る。 り調整。内ニ・外面 の

水挽 き痕 は，弱 い。
普 通
（酸化 焔焼 成）

C　 8．95

言 ∴ Å
Å 11．1

体部 は，や や内攣気味 に立 ち上が り， 口縁
部付近 で軽 く外反 する。底部 は平底で，体

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転 へ ラ削

砂 粒 ・細砂

にぷい橙色 Ⅴ
B　 3．2 部 との境 は不明瞭 である。 り調整 。内 ・外面の 不 良 ヘ ラ記号

C　 7．5 水挽 き痕 は，弱い。 （酸化煩焼 成） 70％

412　球　　　　 Å

Å（9 ．8） 休部は，中位で軽 く外反 して立 ち上が り，
日縁部端部 は丸 い。底部 は平底 で，体 部 と

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転へ ラ削 砂粒 ・細砂 Ⅴ

25％
B　 3 ．25

l
の境は鋭 い稜 をなす。 り調 整。内 ・外面の 灰色

C （6 ．3） 水挽 き痕 は，弱い。 良好 （重ね焼痕）

413　稀　　　　 Å

A （13．75） 休部 は，器厚 をやや減 じながら直線 的に立
ち上が り，目線部 端部は丸 い。底部 は平 底

水挽 き整形。
底部 は，井桁状 の手 礫 ・砂粒 ・抽砂 Ⅴ

40％
B　 3 ．8 で，外周部 に幅狭の面 を有す る。 持 ちへラ削 り調整。 灰 色

C　 9 ．9 内 ・外 面の水挽 き痕
は，弱 い。

普通

414　　　 盤

A　21 ．8
B　　2 ．3
り 13 ．6
E　 0 ．4

日縁部 は，短 くやや外反 し，端部 は丸い。 水挽 き整形 。（左 回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅴ底部 は平底 で，短 く垂下す る小 さな高台 が 底部 は， 回転 へラ削

i付 く0 高台端… 傾 す る○ り調整 の後， 高台貼
り付 け。 中央部 で，
ガ に割 れている。

灰 色
良好 （二次焼成）

焼台 カ
95％

415　　　 盤

Å 18．8
B　 2．2
D 1 2．2
E　 O．5

日縁部 は，短 く直立 し，端部 は丸 い。底部
は平底 で，短 く垂下 する高台が付 く。高台
端部 はや や内傾す る。

水挽 き整形。（左 回 り）
底部は，回転 へラ削
り調整の後， 高台貼
り付 け。底部 中央部
に仕上 げナデ有 り。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好

Ⅴ

80％

√ Å（18．4）
8　2．7
り（10．0）
E　O．55

目線部は，短く直線的に立ち上がり，端部
は丸い。底部は平底で，短く垂下する高台が付く。高台端部は水平である。

水挽き整形。（左回り）
底部は，回転へラ削り調整の後，高台貼
り付け。中央部で労
に割れている。

礫・砂粒・細砂灰色良好
Ⅴ焼台カ
50％

4 17 盤

Å 17 ．5
B　 2 ．6
り 12 ．0
E　 O ．5

目線 部は，短 く直線的 に立 ち上 が りタ　端部
は丸い。底部は平底 で，短 く垂下 す る高台
が付 く。高台端部は内傾す る。

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，回転へ ラ削
り調整の後，高台貼
り付 け。中央部で労
に割 れてい る。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （二次焼成）

Ⅴ
焼 台
60％

418 壌　　　 A

Å馳 2）l

B 〔13 ．2〕

臼頚部 は，外 反 しなが ら立 ち上 が り，端部 巻き上げ，水挽 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （二次焼 成）

Ⅴ
焼台

は上下 に突 出 し，断面三角形状 を呈す る。 口頚部 には，4 本一条
の波状文と一条の浅い
凹線が三段施 されてい
る。

419 壌　　　 Å
Å（44 ．6）

B 〔8 ．6〕

［］頸部 は，外反 しなが ら立 ちル上が り，端部 巻き上げ，水挽 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂
青灰色
良好 （二次焼 成）

Ⅴ
焼台

は下方に突出す る。 口頚部には，5 本一条
の波状文と一条の浅い
凹線が三段施 されてい
る。

420 婆　　　 A
Å （43．4）

B 〔6．2〕

休部 は，外傾 して直線 的 に立 ち上 が り， 口 巻 き上 げ，叩 き成形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅴ綾部付近 で外反 す る。［．コ縁部端部 は， やや 体部外面 は，斜位 の

内傾 する。 細 い平行 叩 き調 整。 育灰 色
良好 （二次焼 成）

焼台

421 鉢　　　 B
A （44．0）

B 〔10．0〕

休部 は，外傾 して直線的 に立 ち上 が り， 口 巻 き上 げ，叩 き成形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅴ縁部付近 で外反 する。 ロ縁部 端部 は，や や 体部外面 は，斜位 の

内傾す る。 細 い平行叩 き調整。 青黒色
良好 （二次焼成）

焼台

Ⅴ
422

42 3

424 i

鉢 B i

鉢 B i

球 A i

芸…ご雲霊 j

A　26 ．4

B 〔13 ・3〕i

A （13 ．4）

休部は，内轡 しなが ら立 ち上 が り，目線部 巻 き上 げ，叩 き成形 。
礫 ・砂 粒 ・細 砂で強 く短 く外反す る。 ［コ縁部端部 は垂直で 体 部外面 は，斜位の

あ る。

体部 は， わず かに内轡気味 に立 ち上が り，

平行叩 きの後，上位
は横 ナデ調整，下位
は回転 へ ラ削 り調整。

巻 き上げ，水挽 き成

青灰色
良好 （二次焼成）

礫 e砂粒 ・細砂

焼台

Ⅴ口綾部 が強 く短 く外反す る。 目線部 端部 は，形 。
やや外傾 す る。

体部は，ほぼ直線 的 に立 ち上 が り，口緑部

内　 外面 ともに横ナ
デ調整。

水挽 き整形。

灰色
良好 （二次焼成）

砂粒 ・細砂

焼台

Ⅵ端部 は丸い。底部 は 、′底で　　 書　との土　に 底部 は　 ロ　云ヘ ラ l
B　 4．4

C （8．4）

，幅狭 の面 を有す る。 Iら調整。内 ・外面の

水挽 き痕 は，弱い。

灰 白色
不良

へ ラ記号
35％
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番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

425 土不　　　　 A

A （13 ．2） 体部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 が り， 口縁部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 0細砂

i 5芸

彦部 は丸い。底部 は、′底で　 イ　部 との境 は 底部 は　 回 云ヘ ラ l
B　 4 ．1

C　 9 ．5

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iにぷ い稜 をなす。 ，ら調整。内 ・外面の

水挽 き痕 は，弱い。

灰色
不良

426 球　　　 Å

A 13 ．2 体部は，や や内轡気味 に立 ち上 が り， ロ縁 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

80％

部端部は丸 い　 底部 は、′底 で　　 吾 との土 底部 は　 日　云ヘ ラ、l
B　 4 ．0

C　 9 ．2

lコ　　　lコ　　　　　　　　　　〇　　一　　　　　　　　　　　　　　　Iは， にぷ い稜 をなす。
Iう調整 。内 ・外 面の

水挽 き痕 は，弱い。
灰 白色
不良

427 土不　　　　 Å

A （13 ．0） 体部は，器厚 を減 じなが らほぼ直線的 に立 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

50％

ち上が り　 口縁都立部 は丸い。底部は平底 底部 は　 回転 へラ削

B　 3 ．8 Iで，体部 との境は， にぷ い稜 をなす。 ほ薩
′寸．

Iら調整。休部外 面の 灰 色

C　 9 ．0 半分に割れて いる。 水挽 き痕 は，強 い。 良好

428 土不　　　　 A

A （13．0） 体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り，口縁部 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅵ

45％

端部 は丸い　 底膏は 、′底 で　　 部 との土　は 底部 は　 ロ　云ヘ ラ、l

B　 4．2

C （9．0）

〇　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
にぷい稜 をなす。

，り調整。内面 の底部
と休部 との境 には，
明瞭 な屈曲点 を形成。

暗灰色
良好

429

i

稀　　　　 B

A 1 3．1
休部 は，短 く直線 的 に立 ち上 が り，目線部 水挽 き整形。（左回 り）

礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅵ

80％

立ロ　は　 い　 底膏 は　　　 富 が、′土日で 底吾は　　 ロ剖　 ′、
B　　 2．4

C　 8．6

〇　　　一　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　，周部 は， やや丸味 を有す る。 IG て回転へ ラ削 り調
整。

暗灰色
良好 （二次焼成）

430 序　　　　 B

Å 12．3
体部 は，短 くやや外 反気味 に立 ち上 が り， 水挽 き整形。

礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅵ

90％

口′、富者普 は　 い　 底書 は 、′土日な　　 普 底膏 は　 ロ　云ヘ ラ、l
B　 2．4 〇　　　一　　　　　　，と，外傾 する外周部 か らなり，休部 との境 Iら調整。内 ．外面の 灰 白色

C　 6．4 はにぷ い稜 をなす。 水挽 き痕は，弱 い。 不良

431

！

盤

I

Å 18 ．6
B　 3 ．35
D 13 ．8
E　 O ．75

体部 は，底部 か ら内轡 して立 ち上 が り，日 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

80％

縁部 は直立す る。底部 は，丸底風 で， やや 底部 は，回転 へ ラ削
外面へふ んば る短 い高台が付 く。半分 に割 りの後 ，高台貼 り付 灰色
れて いる。 け。

I

普通 （二次焼成）

】

432

！

盤

A 18 ．1
B　 3 ．25
D lO ．9
E　 O ．75

体部 は，底部 から内攣 して立 ち上 が り， や 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

95％

や外傾す る。 口縁部端部 は丸 い。底部 は， 底部 は， 回転 へ ラ削
丸底 気味で，やや外側へ ふんば る高台 が付 りの後， 高台貼 り付 育灰色
く。高台端部 は水平。 け。内面 の水挽 き痕

は， やや強 い。
良好 （二 次焼成）

i

43 3　　　 盤

A 18 ．2
B　 2 ．8
D lO ．2
E　 l ．05

体部は，やや内轡気味 で， 口緑部 端部 は丸 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

70％

い。底部は，やや丸底気味 で，体 部 との境 底部 は， 回転 へラ削
は， にぷい稜 をなす。高台 は，外側 にわず りの後， 高台貼 り付 灰 色
かにふんば る。 け。内面 の水挽 き痕

は，や や強 い。
普通

434　　　 盤

A 16 ．2
B　 2．35
D lO．7
E　 O．75

体部は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り，口縁部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

70％

端部 は丸い。底部は平底 で，外側 へ わず か 底部 は，回転へ ラ削
にふ んば る高台 が付 く。体部 との境は不明 り調整。内 ・外面 の 灰色
瞭であ る。 水挽 き痕 は，弱 い。 普通

435　　　 盤

A 17．0
B　 2．75
D 1 2．7

E　 O．75

休部 は，底部 か ら内轡 して立 ち上 が り， 口 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅵ

80％

縁部端部 は丸い。底部は，外周部 が丸 く， 底部は，回転へ ラ削
短 く垂 下す る高台が付 く。高台端部 は水平 りの後，高台貼 り付

け。内面の水挽 き痕
は，やや強 い。

灰色
良好（二次焼 成）

436　　　 盤

A 18．4
B　 l．9
D 1 2．4
E　 O ．5

体部 は，短 くわずか に外反 し， 目線部 端部 水挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵは丸 い。底部 は平 底で，短 く垂下 す る高台 底部は，回転へ ラ削

が付 く。体部 との境は， にぷ い稜 をなす。 りの後，高台貼 り付
け。

灰色
普通 （二次焼成）

焼台
95％

437　　　 盤

A 18 ．4
B　 2．7
D 1 2．2
E　 O ．4

休部 は， やや外反 して立 ち上 が り， 口綾部 水挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅵ

50％

端部は 丸い。底部 は，平坦 な中央部 とやや 底部 は，回転へ ラ削
丸い外周部 か らな り，短 く垂下す る高台 が りの後 ，高台貼 り付 暗灰色
付く。 け。同形 態の盤が，

他 に 1 個 有 り。
良好 （二次焼成）

438　壷　　　 A

B 〔3 ．8〕 体部は，内轡気味 に立 ち上が るが，上位 は 水 挽 き整形。
砂粒 ・細砂

Ⅵ
不明　 底膏は 、′底 で　　 膏　との境 に　 伸 へ 底吾 は　 口　云ヘ ラ、l

D （11 ．2）

E　 O ．6

○　　　′一　　　　　　　　　　　　　　　Iふんば る短 い高台 が付 く。 I巧の後 ，高台貼 り付

け。

暗灰色
良好 （二次焼成）

439　　　 壌
B 〔6 ．6〕

C （17 ．3）

底部は平底で，休部 は大 きく外傾 して立 ち 巻 き上 げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （二 次焼成）

Ⅵ
焼台

上が る。上部は不 明。 休部外面 は，縦位 の
平行叩 き調 整。底部
に縄 目状庄痕 有 り。
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番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

440 聾 B 〔23．5〕

丸底の底部 か ら， 内轡 しながら立 ち上 が り，巻 き上 げ，叩 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （二次焼成）

Ⅵ
休部最大径 は上位 にあ る。 休部及 び底部 は，斜

位の平行 叩 き調整。

441 土不　　　　 A

A （13 ．1）

B 〔4 ．2〕

C （8 ．9）

体部 は， ほぼ直線的 に立 ち上が り， 目線部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ

55％

端部 は丸 い。底部 は平底 で，体 部下端部 に 底部 は，回転へ ラ削

幅狭 の面 を有す る。 り調整。内面 の底部
と体部 との境 は，明
瞭に屈 曲す る。

灰 色
やや不良

442 上不　　　 A

A （13 ．0） 休部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り，目線 部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ

50％

端悟 は　 い　 氏ロは 、氏で　　 ロ　 、ロ　に 氏ロは　 ロ　云ヘラ l り
B　 3．9

C　 9．0

幅狭 の面 を嘉す る。　 一 ’ I調整。内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。同形態
の増が，他 に1個有 り。

暗灰色
普通

443 球　　　 A

A （12．9） 体部 は，直線的 に立 ち上が り， 口綾部端部 水挽 き整形 。
磯 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ

40％

は　 い。 氏ロ　は、低で　　 日　　　 日　に 肯 低ロ　は　 ロ　云ヘ ラ l
B　 4．2

C （9．0）

一　　　　　タの面 を有す る部分 もあ る。 タり調整 。内 ・外 面の
水挽 き痕 は， 弱い。

灰色
普通

444 土不　　　　 A

A （12 ．8） 休部 は，直線的 に立 ち上 が り，口緑部端部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ

40％

は　 い。 低ロ　は 、氏で　　 ロ　 ー　ロ　には 百 慎渇　は　 ロ　云ヘ ラ l
B　 4 ．1

C （8 ．5）

狭 の面 を有す る。　 ’ ，り調整。内 ・外面 の
水挽 き痕 は，やや強
い。

黒褐色
良好

445 土不　　　 A

Å （13．0） 体部 は，やや内轡気味 に立 ち上 が り，目線 水 挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細 砂 Ⅶロ、 ロは丸い。底部は　 やや 、′底 で　 体部 底 ロは　 回転へ ラ削

B　 4．4 との境 は，にぶ5 稜 を返す。　 ’ Iり調整 。内 ・外面の 暗灰色 へ ラ記号

C　 8．9 水挽 き痕は，やや強
い。

良好 85％

44 6 上不　　　　 A

A （13．6） 体部は，直線的 に立 ち上 がり， 目線部付近 水挽き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶで　 く　　 する。 ロ　 部 、p は　 い。底 ロ 底ロは　　 口　云1用の

B　 4 ．3 は平底 で，外周部 はやや外側 に突 出 し，鋭 I六ラ削 り調整。内面の 暗灰色 ヘ ラ記号

C lO ．0 い稜 をなす。 底部と体部の境には，
強い屈曲点を形成。

良好 （二次焼成） 70％

44 7 土不　　　 A

Å（13 ．3） 休部 は， ほぼ直線的 に立 ち上が り，ロ綾部 水挽き整形。（左回り）
礫 ・砂粒 ・糸田砂 Ⅶ一　部 は丸 い。底部 は、′底 で　　 p ロはやや 底。は　　 ロ　云御用の

B　 4 ．2 I外側へ 突出 し，鋭 い稜 をなす。 †六ラ削 り調整。内面の 暗灰 色 ヘラ記 号

C　 9 ．7 底部 と休部の境には，
明瞭な屈曲点を形成。

良好 （二次焼 成） 80％

448 球　　　 A

A （14．4） 休部 は，やや外反 しなが ら立 ち上 が り，口 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅶ

70％

′、書端治 は　　　 、い　 氏書 は　 ほぼ、′低 氏普は　　 り　 し艮
B　 4．2

C l O．4

，　　　　　　　　　　　　　　〇　　　一　　　　　　，で，体部 との境 は不明瞭 である。 I残す雑 な手持ちへラ削
り調整。休部外面の水
挽き痕 は，やや強い。

灰色
普通

449

l

杯　　　 A

I

A lO ．9

B　 3 ．6

C　 8 ．1

休部は， ほぼ直線 的に立 ち上 が り， 口緑部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ

100 ％

端部は， やや鋭 い。底部 は平底 で， やや外 底部 は，回転 へ ラ削
側 へ突出気味 で，鋭 い稜 をなす。 り調整 。体部 外面の

水挽 き痕 は，やや強

い。

暗灰色
良好

l

45 0 凄　　　 A
A （50 ．8）

B 〔7 ．3〕

口頸部 は，やや外反 しなが ら立 ち上 が り， 巻 き上げ，水挽 き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂
黒色
良好 （二 次焼成）

Ⅶ
焼台

端部 はやや上下 に突 出す る。 口頸部には， 4 本一条
の波状文と平行凹線が
三段以上施 されている。

451 鉢　　　 A
A （25．2）

B 〔18．1〕

口頚部 は，やや外傾 して立 ち上 が り，端部 巻 き上げ，水挽き成形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅶ

20％

は外下方 へ突出す る。休部 は，最大径 を上 休部上位は，水挽き痕
位 に有 し， なだ らかな肩部 か ら，内攣気味 を残 し，下位は，縦位 灰色
に下降 す る。 のヘ ラ削 り調整 とみら

れる。
良好

番号 器　　 種 法量 （cm） 手　　　 法　　　 の　　　 特　　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

725 平　　　 瓦 厚 さ　3 ．5
凹面 には，布 目痕 （9 ×10条） がみ られる。凸面に は，縦位の縄 礫 ・砂粒 Ⅳ

焼台目叩 きが施 されてい る。側 面の凹面側， 凸面側 及び広端面の凹面 黒灰色
側 には，面取 り調整 が施 されて いる。 良好 （二次焼成）

726 平　　　 瓦
厚 さ　2．0 凹面 には，小札痕 が残 り，布 目痕 がみ られる。 凸面 には斜格子叩 砂粒 Ⅳ

焼台t
2．6

きが施 され ている。 暗線灰色
良好 （二 次焼成）

727 平　　　 瓦 厚 さ 1．8
凹面には，小札痕 が残 り，布 目痕 （10 × 9 条） がみ られ る。凸面 礫 ・砂粒 Ⅴ

焼台には，縦 位の縄 目叩 きが施 されてい る。側面 の凹面側 には，面取 暗線 灰色
り調整 が施 され ている。 良好 （二次焼 成）

728 平　　　 瓦 厚 さ 1．7
凹面 には，糸 切 り痕，小札痕 が残 り，布 目痕 （10 × 9 条 ）がみ ら 礫 ・砂粒 Ⅶ

焼台れる。 凸面には，斜格子叩 きが施 されて いる。側面 の凹面側 には，暗線灰色
面取 り調整 が施 されて いる。 良好 （二次焼 成）
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8号窯跡出土遺物観察表

！番号
器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成

！備　 考

452 土不　　　 蓋
A 1 5．3

天井部 は，浅 く丸い。 口緑部 は屈 曲 し，短
く垂下す る。端部 は，やや鋭 い。 つまみは
欠損

水 挽 き整形。（左回 り）
天 井部 は，径9 ．5 cm に

ー　　ヽ
磯 ・砂粒 ・紳砂 I ＋Ⅲ＋Ⅲ

B 〔2．1〕 ○ わた り回転 へ フ削 り
調整。

灰色
良好 （二次焼 成） 70％

4 53 土不　　　 蓋

A （15 ．1）

B　 2 ．7

天 井部は，浅 く丸い。目線 部は屈曲 し，短
く垂下す る。つ まみは，扁平で，上部 がわ
ずかに くぼむ

水挽 き整形 。（左 回 り）
天井部 は，径 10cm に 礫 ・砂粒 ・細砂 I ＋ Ⅲ

G　 3 ．8
H　 O．5 5

○ わた り回転へ フ削 り
調整。

灰褐色
不良

25％

4 54 土不　　　 蓋

A 14．5
B　 2．9

天井部 は，浅 く丸 い。 ロ緑部 は，にぶ く屈
曲 し， わずかに垂下す る。端部 は鋭 い。つ
まみ は　 扁平 で上部 が中央部 を残 してわず

水 挽 き整形。
天 井部 は，径 9 cm に
わた り回　一

礫 ・砂粒 ・細砂 I ＋ Ⅲ＋Ⅲ

G　 3．3
H　 O ．9

，　円召　　　　　　 ロ　　　　　　　 ロ
かに くぼむ。 こlリlロ転 へ フ削 り

調整 。
灰色
良好 （二次焼成）

85％

4 55 土不　　　 蓋

A 14 ．4
B　 3 ．3

G　 3 ．1
H　 O ．9

天 井部は，浅 く丸い。口綾部 は， にぶ く屈
曲 し， わず かに垂下 す る。端部は鋭 い。つ
まみは，扁平 で上部 が中央部 を残 してわず
かに くぼむ。

水挽 き整形 。
天井部 は，径10cm に
わたり回転 へラ削 り
調整。

磯 ・砂粒 ・細砂
灰 色
普通

I ＋ Ⅲ

95％

4 5 6 土不　　　 A

A （14．9）

B　 4．5

C l O．9

体部 は，直線 的 に立 ち上 が り，ロ緑部 端部
は丸 い。底部 は，丸底風 で，体部 との境は
不明瞭 であ る。

水挽 き整形。（左回 り）
底部 は，外周部 を除

いて雑 な回転へ ラ削
り調整。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰 白色
不良 （二次焼成）

I ＋ Ⅲ＋Ⅲ

90％

4 57 土不　　　 A

A 14 ．1

B　 4 ．6

C ll ．5

休部 は，直線的 に立 ち上 が り， 口綾部端部
は丸 い。底部 は丸底 で，体部 との境 は， に
ぷい稜 をなす。

水挽 き整形 。（左 回 り）
底部 は，外周部 を除
いて回転 へ ラ削 り調
整。

磯 ・砂粒 ・細砂
灰 色
普通 （二 次焼成）

I ＋ Ⅲ＋Ⅲ

98％

4 58 土不　　　 A

A （14．1）

B　 4．6

C （9．7）

体部 は，やや内攣気味 に立 ち上が り， 口綾
部端部 は丸い。底部 は丸底風 で，休 部下端
部 に大 きく外 傾す る面 を有す る。

水挽 き整形。（左 回 り）
底部は，回転へ ラ削
り調整。内 ・外面 の
水挽 き痕は，弱 い。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
普 通

I ＋ Ⅲ

30 ％

4 59 上不　　　 A

A 1 3．7

B　 4 ．95

C　 9 ．0

体部 は， やや外 反気味 に立 ち上 が り，冒緑 水挽 き整形。
磯 ・砂粒 ・細 砂 I ＋ Ⅱ＋Ⅲ

70％

部 端部 は丸い。底 部は丸底 で，体部 との境 底部は，外周部を除い

は， にぷ い稜 をなす。 て回転へラ削り調整。
体部外面は，小さな凹
凸の水挽き痕で，強い。

灰色
普通 （二次焼成）

46 0 壷　　　 D
A （12 ．8）

B 〔10 ．7〕

口頚部 は，短 く外反 し，端部は丸 い。体部
は，最大径 を中位 に有 し，ゆ るや かに内攣
して下 降す る。

還最 綜 P最悪驚

きの後，横 ナデ調整。
体部内面 にはアテ具
痕 が残 る。

礫 ・砂粒 ・紳砂
灰 色
良好

1

2 5％

4 6 1 聾　　　 A
A （5 4．8）

B 〔6．2〕

口頚部 は，やや内攣気味 に立 ち上 が り，端
部 は， 内上 方 と外下方へ突 出 し， 断面三角
形状 を呈 する。

巻 き上げ，水挽き成形。
口頚部 には，4 本二条
の波状文と1 本の凹線
が二段以上施 されてい
る。

礫 ・砂粒 ・細 砂
暗灰色
良好 （二次焼成）

I

4 6 2 婆　　　 B

A （22 ．0）

B 〔8 ．5〕

F　 4 ．3

口頚部 は，外反 しなが ら立 ち上 が り，端部
は，外端部 がやや突 出 し内傾す る。体部 は，
肩部 がやや張 る。

巻 き上 げ，水 挽 き成
形。
内 ・外面共 に自然粕
が付着 し，調整痕不
明。

磯 ・砂粒 ・細砂
オ リー ブ黒色
良好 （二次焼 成）

I

4 63

46 4

4 65

4 66

土不　　　 蓋

土不　　　 蓋

土不　　　 蓋

土不　　　 蓋

A 15．2

B　 3．2
G　 3．8
H　 O．8

天井部 は，浅 く丸 い。 口緑部 は， にぶ く屈
曲す るが，ほ とん ど垂下 しない。つ まみは，
扁平 で上部 が くぼ む。

天井部 は，浅 く丸い。 口緑部 は， にぶ く屈
曲す るが， ほ とん ど垂下 しない。つ まみは，
扁平で上部 が くぼむ。

水挽 き整形。（左回 り）
天井部 は，径8 ．5 cm に
わた り回転へ ラ削 り

礫 ・砂粒 ・紳砂
灰色

Ⅲ＋Ⅲ

80％

Ⅲ

50％

Ⅲ

7 0％

Ⅲ＋Ⅲ

80％

調整。天井部内面の 普通
水挽 き痕 は，やや強い。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色

A （1 5．0）

B　 2．6
G　 3 ．4
H　 O ．7

水挽 き整形。（左 回 り）
天井部 は，径 9 cm に
わた り回転 へ ラ削 り
調整。 内 ・外 面の水
挽 き痕 は，弱 い。

普通

A 15 ．0
B　 3．2
G　 3　2

天井部 は，浅 く丸 い。 口縁部 は， にぶ く屈
曲 し， 短 く垂下す る。 つまみは，扁平で上
部 がやや くぼ む。

永挽 き整形。
天井部は，径 9 cm に
わた り回転へ ラ削 り

礫 ・砂粒 ・細砂
状 色

H　 O．7
調整。 良 好

A 14 ．4
B　 3．0 5
G　 3 ．1
H　 O ．8

天井部 は，浅 く丸い。 目線部 は， にぶ く屈
曲 し，短 く垂下 す る。つ まみ は， 扁平 で中
央部はや や突 出す るが，外周部 はやや くぼ
む。

水 挽 き整形。
天 井部 は，径8 ．5cm に
わた り回転 へ ラ削 り
調整。

礫 ・砂粒 ・細 砂
灰色
普通 （二次焼成）

－139－



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

467 土不　　　 蓋

A 14 ．4
B　 3 ．0
G　 3 ．0
H　 O ．7

天井部 は，浅 く丸い。 目線部 は， にぶ く屈 水挽 き整形 。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅱ＋ Ⅲ

85％

曲 し， わずかに垂下 す る。つ まみは，扁平 天井部 は，径9．5cm に
で上部 がやや くぼむ。 わたり回転 へラ削 り

調整。
灰色
普通 （二次焼成）

468 土不　　　 A

A 15 ．0
体 部は，器厚 を減 じなが らほぼ直線的 に立 水挽き整形。

礫 ・砂 粒 ・細 砂 Ⅱ＋Ⅲ

70％

がる　 口′、立立並 は　 い　 氏普 は　 や 氏書は　　 軋郭を除い
B　 4 ．7

C ll ．8

○　　　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　〇　　一　　　　　，や丸底 で，体部 との境 は， にぷい稜 をなす。 Iて左回転利用のヘラ削
り調整。体部外面は，
小 さな凹凸の水挽き痕。

灰色
普通 （二次焼成）

469 土不　　　 A

A 14 ．2 休部 は， ほぼ直線的 に立 ち上 が り，目線 部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅱ＋Ⅲ

60％

立並 は　 い　 底普 は　 やや　 底 で　　 書　と 底書は　　 軌邪を除い
B　 4 ．7

C ll ．5

lコ　　　　　　　　　〇　　一　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　タの境は， にぷ い稜 をなす。
Iて左回転利用のヘラ削

り調整。体部外面は，
小 さな凹凸の水挽き痕。

灰色
普通 （二次焼成）

470 土不　　　 A

A 14 ．2 体部 は，直線的 に立 ち上 が り， 口緑部端部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ＋Ⅲ

60％

は　 い　 底普は　 やや　 底 で　　 書　との土 底吾は　　 軌部を除い
B　 4 ．6

C ll ．4

0　　－－　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　Iは， にぷ い稜 をなす。
Iて左回転利用のヘラ削

り調整。体部外面は，
小さな凹凸の水挽 き痕。

灰色
普通

471 土不　　　 A

A （14．2） 体部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り， 口緑部 水挽 き整形。
磯 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

60％

端悟 は丸い　 底部 は　 やや　 底 で　　 部 と 底膏は　　 軋部を除い

B　 4．0

C l l．0

〇　　一　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　，の境 は，にぷい稜 をなす。 Iて左回転利用のへラ削
り調整。体部外面は，
小 さな凹凸の水挽 き痕。

灰色
普通

472 聾
B 〔8 ．8〕

C （16 ．5）

底部 は平底 。体部 は，やや内轡気味 に外傾 巻 き上 げ，水挽 き成
礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好 （二 次焼 成）

Ⅱ＋ Ⅲ
して立 ち上 がる。 形。

体部 内 ・外 面共に横
ナデ調整 。

473 土不　　　 蓋
A 15 ．5

B 〔2．05〕

天井部 は，浅 く扁平 であ る。目線部 は，鋭 水挽 き整形 。（左回 り）
砂粒 ・細砂 Ⅲく屈曲 し短 く垂下 する。端部 はやや鋭 い。 天井部 は，径 9 cm に

つ まみ は欠損。 わた り回転 へ ラ削 り
調整。

灰 白色
不良

ヘラ記 号
45％

474 土不　　　 蓋

A 14 ．7
B　 3 ．35
G　 3 ．6
H　 O ．65

天井部は， やや深 く丸い。口緑部 は， にぶ 水挽 き整形。（左 回 り）
礫 ・砂 粒 ・細砂
灰色
やや不良

（二次焼成）

Ⅲ

90％

く屈曲 し短 く垂下す る。端部 は鋭 い。つ ま 天井部 は，径 8 cm に
みは，扁平 で上部 が くぼむ。 わた り回転 へラ削 り

調整。

475 土不　　　 蓋

A 14 ．7
B　 2 ．8
G　 3 ．1
H　 O ．75

天 井部 は，浅 く丸 い。 目線部 は，屈 曲 し短 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅲ＋Ⅳ

85％

く垂下す る。端部 は， やや鋭 い。つ まみは．天井部は，径8．5cm に
扁平で上部 がやや くぼむ。 わた り回転へ ラ削 り

調整。
灰色
普 通（二次焼成）

476 土不　　　 A

A （15 ．2） 休部 は，中位で軽 く外反 して立 ち上が り， 水挽 き整形。（左回 り）
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

80％

口糸普 端悟 は　 い　 氏吾 は　　 氏気ロ　で 氏書 は　　 吉富　　 ′、

B　 4 ．75

C ll ．0

○　　欄一　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　I休部 との境は不明瞭 である。
タ5 て回転へ ラ削 り調

整。
オ リーブ灰色
やや不 良

477 土不　　　 A

A 14 ．7
体部 は，直線的 に立 ち上 が り，目線部 端部 水挽 き整形。（左回 り）

礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

95％

は　 い　 氏立は　　 氏で　 書　 の士　は　 に 民営 は　　　 吉富　　 ノ、
B　 4 ．75

C ll．0

〇　　一　ロ　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
ぷ い稜 をなす。

I5 て回転 へ ラ削 り調

整 。体 部外面 は，小
さな凹凸の水挽 き痕。

灰色
やや不 良

（二次焼成）

478 土不　　　 A

A 1 4．5
体部 は，直線的 に立 ち上 が り， 口縁部端部 水挽 き整形。（左回 り）

磯 ・砂粒 ・紳砂 Ⅲ

90％

は　 い　 氏立 は　 や　　 塩気ロ　で　　 膏 と 臨書 は　　 吉富　　 ′、
B　 4．05

C l O．5

〇　　一lコ　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iの境 は， にぷい稜 をなす。 ，5 て回転 へ ラ削 り調

整 。休部 外面は，小
さな凹凸の水挽 き痕。

灰色
普通

479

4 80

48 1

土不　　　 A

土不　　　 A

土不　　　 A

A （14．5） 休部 は， 直線 的に立 ち上 がり， 口緑部端部 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲ

70％

Ⅲ

95％

Ⅲ

70％

は丸 い　 底部 は　 やや丸底気良　で　　 吾　と 底部は　　 吉部　 州い
B　 4 ．25

C l l．1㌔4

A 14 ．1

〇　　　一　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，の境 は， にぷい稜 をなす。

休部 は，直線 的に立 ち上が り， 目線部端部

Iて左回転利用のヘラ削
り調整。底部内面中央
部 に仕上げナデ。

水挽 き整形 。

灰 白色
普通

礫 ・砂粒 ・細砂は　 い　 氏立 は　 やや　 底気ロ　で　　 書　と 底書 は　　 吉普　　 ′、

B　 4 ．6

C l l．0

A （14 ．0）

○　　＿　ロ　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
の境 は， にぷい稜 をなす。

休 部 は，直線的 に立 ち上が り， H 緑部端部

タ5 て左 回転利 用のへ

ラ削 り調 整。

水挽 き整形。

灰 白色
普通

磯 ・砂粒 ・細砂は　 い　 底部 は　 やや　 底気ロ　で　　 吾　と 底部は　　 善部　 ′、い

B　 4 ．5

C l l．4

〇　　一　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iの境は， にぷ い稜 をなす。 Iて左回転利用のヘラ削
り調整。休部外面は，
小 さな凹凸の水挽 き痕。

灰白色
普通
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可 蓄　 積
法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴　　　 手 法 の 特 徴　 胎 土・色調 磯 成　 備　 考

482　上本　　　　 A

Å（13 ．5）

B　 4．1

欝 惑 警 警憲 華轟 諸 警 甥 聾髭 翫 譜 票 諸 粒 働　 Ⅲ

C lO．6 水挽 き痕 は，弱い。　 やや不良　　　　　 60％

48 3　　　 椀

A （16 ．3）

8　 6 ．4

C lO ．7

休部 は，直線的 に立 ち上が り，目線部端部　 水挽 き整形。
悪 憲 豊 津 底 で 僻 眩 の境は に 篭 薮 宍警 詔 豊 潤 砂　　 皿

水挽 き痕は，やや弱　 良好　　　　　　 100％
い。

484　　　 椀

Å （16．7）

B　 5．75

休部 は，ほぼ直線的 に立 ち上 が り， 日録部　 水挽 き整形。
讐票 畿 冒漂 βは平底 で 僻 腔 の境 は 瑠 凱 禁 完 芸警 豊 欄 砂　　 皿

C lO ．9 淫，溜 豊 水 挽 き痕 良好　　　　 40％

48 5　頚　　　 B

A （24 ．8）

B 〔10 ．8〕

F　 8．0

日頚部 は，やや外反気味 に立 ち上が 畑∴璃 「巻き上 げ，叩 き成形 。
部 は上下 に突出す る。体部 は，肩部 の張 っ　 体部外面 は，斜位 の　 礫 や砂 粒 。細 砂
た形 を呈す るもの とみ られ る。　　 学研 纏 調整。　 豊 に 次焼成） Ⅲ

486　序　　　 蓋

A 15．0
B　 2 ．8
G　 3 ．3
H　 O ．5

天井部 は言 曳く丸い。Ej縁部 は鋭 く屈 曲 し，水挽 き整形 。（左回 り）
遠雷ぎ博 する0 つ まみは，綱 で上部 が く 票要撃 転禦 競 豊 欄 砂　　 Ⅳ

諾警姦淫 溜 豊 水 普通　　　　 郎 ％

487　球　　　 蓋
A 15．2

B 〔2．4〕

天 井部 は言 曳く丸 い。 目線部 は鋭 く屈 曲 し，水挽 き整形。（左回 り）
短 く垂下す る。つ まみ は独　　　 禁 難 語 詣 旨 豊 遠細砂　　 Ⅳ

調整。　　　　　　 不良 （二次焼成）　 50％

48 8　球　　　　 A

i i　　　　 i

A （15 ．0）

B　 4 ．3

㌃せ　11　ぢ
〉　⊥▲‘U l

休部 はタ直線的 に立 ち上が り， 目線部端部　 水挽 き整形。　　　 砂粒 の細砂
畿 是 豊 海 貴 著 紬 で 体部 と 警書法気管宗撃姦監 増　　　　 野

腰 鵠 結 露 さ姦禦。i （酸化 煩焼 成） 「 勅 i！ ！
！

I r ll く
．ヽ一′　　　　JL　JL　t　ヽ．．ノ

！　　　　　　　　　 慄 鵠 舘 露 さ姦禦。日 癖化 煩焼 成） i 45％『

489　序　　　　 A

A （14．2）

B　 4 ．0

休部 はタ　ほぼ直線的 に立 ち上 が り， 日縁 部　 水挽 き整形。
窯禦 鮎 澤 禦 録貴 著 気味 でタ体 撃 駄 盈 糟 盈 ㌫ 慄 嘗 欄 砂　　 Ⅳ

C （11．0） 禁豊 離 板等，さ譜 。 良好　　　　 40％

A （13 ．8）

490　坪　　　 A　 B　 4．1

休部 はタ　やや内轡気味 に立 ち上が り， 目線　 水挽き整形。
鵠 警浩鮎 澤 禦 録 語 気味で， 霊 気甥 潟 数 凋 遠砂 粒 欄 砂　 Ⅳ

C （10．6） 盈 苦海等，さ孟豊 の 普通　　　　 40％

A （13 ．2）

491 上不　　　　 A　 B　 4 ．4

体部 は， 直線 的に立 ち上 が り， 目線部端部
は丸 い。底部 は平底 で，体 部 との境 に幅狭
の面 を有 する。

永挽 き整形 。（左 回 り）
管芸薮 荒撃霜 禦 票 壷砂粒 欄 砂　 Ⅳ

C　 7 ．8 水挽 き痕 は，弱 い。　 良好　　　　　　 40％

水挽 き整形。（左回 り）
瑠 薮 害撃 譜 梵 欄 砂　　 Ⅳ

水 挽 き痕 は，弱い。　 普通 （二次焼成）　 40％

492　序　　　 A

A （13．4）

B　 4．2

C　 8．0

休部 は，中位 からやや外反気味 に立 ち上 が
り， 日綾部端 部は丸 い。底部 は平底 で，体
部 との境 は，やや鋭 い稜 をなす。

A 13 ．4

49 3　序　　　 A　 B　 4．0

体 部 は，直線的 に立 ち上が り， 目線部端部
は丸 い。底部 は平底 で，休部 との境は， に
ぷい稜 をなす。

水挽 き整形。
底部 は，回転へ ラ削　 礫 ・砂粒 ・細砂
り調整。体部外面 の　 灰色

Ⅳ

C　 8．6 水挽 き痕 は，やや強　 普通 に 次焼成）

い。
90 ％
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第55図　西区灰原等出土遺物実測図（1）
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第56図　西区灰原等出土遺物実測図（2）
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西区灰原等出土遺物観察表

番号　 器　　 種　 法家亘m） 器　 形　 の　 特　 徴 ！ 手 法 の 特 徴 恒 牌 焼成
備　　 考

A 14．8
捕 球　 蓋 鵠 ：雲

H　O．9

天井部は，浅く丸い。日綾部は，にぶく属　水挽き整形。
曲し，短く垂下する。つまみは，扁平で中　天井部は，径8．5ぐmに　礫 ・砂粒 ・細砂
東部がわずかに突出する。　　　　　　　　 わたり回転へラ削り　灰色 95％

調整。内面の水挽き　普通
痕は，やや強い。

鯛ア　球　　　 蓋

i

A （15．6）
8　4．1
G　l．6
H　l．1

60％

498　稀　　　 蓋 A 17．0
H 〔2．4〕

天井部は言葺く丸く，外周部で軽く外反す　木挽き整軋　　　　　　　　　 i
缶 冒讐讐婆あ；羞賞品讐曲し わずかに垂 警 報 転禦 箭勘 禁諸 粒 欄 砂　 9弼

調整．　　　　　　　　 やや不良

A （19．0）
当 意 博 樹

天井部は，ほとんど轡曲せず扁平である。　水挽き整形。
写軍票β隻箆β翳姦窯欝お箸民芸凱 憲菩 蓋蓋軍法転禦 箭瀾 慧 序

鍋 蓋 照 ）天井部は言曳くやや丸い。＝綾部は，屈曲　木挽き整形．
し垂下する。端部は丸い㍉つまみは，擬完！天井部は，律15cmに
珠形を墨する。　　　　　　　　　　　　　 わたり回転へラ削り

調整㍉

礫 ・砂粒 ・細砂
浅黄色

（明赤灰色）　　 30％
普通

舗且　稀

［

「 鵬

l
相棒502が融者。

5声 読 破

［　　 最中

き痕は弱いロ　　　　 上略

」

5圭 甜
臨料識駕
！　　約7［

i捌掛掛澗準野馳 働 序
幸 雄 ；；）体部は，器厚を減じながら正線的に守ち‡上　水挽き整彬㍉鎧滝欝盟！恕還謂錆磐緒底部は回転へラ削砂粒欄砂　へラ記号射粥整。内の外面の　灰色水挽 き痕 は　 弱い。　 普通　　　　　　　 渕％

尋 常
醐％

5。5球　 言霊

序 …

陣 警写羞翔 真義ぎ孟警警警魔 警撃窓義軍蓋う雷姦梵 働 95％

面の底部と休部の境　良好は，明瞭に屈曲する㍉
5車 帝l；；；）鶴 芸濃 曇曇蔓掌豊潤鐙警魔浄 義蓋警恵砂粒働［50％

507稀 薄 且；；；）－ i休部は，器厚を滅じながら立ち士がり，＝　木挽き整彬言左回男禦ぎβ定義謂嘉等警護敲謂 讐豊　 霊気瑠篭 。豊 欄砂　 へラ記号
稜をなす。　　　　　　　　　　　　　　休部外面の水挽き痕　良好　　　　　　　舶％

は，やや強い∴
5。SL　 風上畑 敷 嘉羞冒軍薫誓き孟吾協 β謂一聾蓋嘉警窯率慧義賊誓細砂 トラ記号

C　 9．6 水挽き痕は　 弱い。　 良好 重ね焼痕）　　 約％

Åぐ13 ．0）

509　序　　　 A　 Iう　4．0

軍墾施 鐙 聾撃警毒孟享協 と崇琵鷺 撲 警嘉憲 窯嘉込 i票壷砂粒 載　 複。％

C （9．耳） 底部と体部との境は，　 良好
明瞭に屈曲する。

Åぐ12 ．7）

狙0 球　 Å 鵠 …冒 40％
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番号 器　 種　 法量（cm）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　 手法 の特 徴　 胎土e色孟断焼成　 備　 考

Å 13や5 離 散 遥 謂 欝 聖 二菩最 蒜鼠まV禦 水挽き整形。（左回り）
底部は，切り離し痕　礫・砂粒・拙砂
を残し芦　外周部のみ　灰赤色
へラナデ調整。　　　 やや不良

80％511 球　　　 A　 B　4．4　底部は平底で，体部との境はタ　にぷい稜を
C　9．0　をす0

512

球　 A 芸（霊 欝 去警芸芸喜手蔓量慧招 譜 鞘 患 竃 識
砂粒・細砂　　　 へラ記号
灰色

C　7．9 と休部の境は，明瞭
に屈曲する。

良好　　　　　　　　 40％

A （18 0）体部は，直線的に立ち上がる。底部は，平 水挽き整形。

30％
！

513 高台付稀 雲（1‡：雲）

E　 l．1

坦な中央部と大きく外傾する外周部とに分
かれ，外周部との境にやや外側にふんばる
高台が付く。

底部は，外周部を含　礫・砂粒・細砂
めて回転へラ削りの　 にぷい赤褐色
後，高台を貼り付け　普通
ている。

514I 高台付球

喜（；；；：）興 惑 這芸曇鑑 革 新 詣

E　l．0

水挽き整形。
警棒 窯軍嘉孟警菜 窯 表 砂

挽き痕は，弱い。　 （酸化焔焼成）

50％

515 高台付頼

i （郡 芸蓬蓮華警冒婆曇蓋薫嘉子瀾 響 水挽き整形。（左回り）
体部外面の水挽き痕は，礫・砂粒・細砂
謡きき是砦言翌冒気管 雷笠色　　　 50％

高台付球片が融着。

51（う 盤

雛 讐捷 雛 漁 登 警 水挽き整形。
底部は，回転へラ削　礫・砂粒・細砂
り調整の後，高台を　緑灰色
月占り付けている。　　 普通

20％

517
津　　！

盤　喜（：；；：憫 億 濁撃讐議羞喜先欝讐樵 壷那 恵砂粒働銅
一g　 私8 ［

！

「 整　 序渡 下する高台が付 く。高台端部はタ　内傾する

ii

調整の後∴高台を由り
付けている。内面の水

i挽き痕は，やや強い。

蜜孟　　 P ％

i　　　　　 ！

卿基部の破片で，岬は，外反 しながら下降 水挽 き整形。
砂粒 ・細砂B L 5．31 する。基部端部は，屈曲し短 く垂下する。 基部付近は，構ナデ

518 偽　　 盤 C 。3．0） 四方に長方形の透 し孔を有する。 調整。 黒褐色
良好

日頚部はタ　短く外反する。端部は内傾し， 巻き上げ，水挽き成形。
ヰ 蓬　 C は 霊 浅い四線 が巡る。休部は，最太径が上位に

あり，肩部が張る。
体部外面は，横ナデ調
整。休部内面は，指に
よる押えの後，横ナデ
調整。

礫 ・砂粒 ・細砂
褐灰色
良好（二次焼成）

圭 謝 ＝頭部は，短く外反し，端部は内土方と外下方に突出する。体部はタ　肩部を有さずタ最大径は中位にある。
巻き上げ，叩き成形。休部外面は，斜位の平行叩き調整。 礫・砂粒・細砂灰黄色良好（二次焼成）
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9号窯跡出土遺物観察表
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番号器　　種法量（cm） 器　　形　　の　　特　　徴 手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

521

522

上不　　　A

A（12．4）休部は，器厚をわずかに減じながら，ほぼ水挽き整形。
礫・砂粒・紳砂前退部．的に立ち上がり　口綾部一　部は丸い底部は　ナデ調整

B　5．0底部は平底で，体部下端部に幅狭の面を有南・外面の水挽き痕灰色 ロ
へラ記号

C（8．8）する。 は，弱い。 やや不良 20％

土不　　　A

A（12．4）休部は，ほぼ直線的に立ち上がり，「l縁部水挽き整形。
礫・砂粒・細砂前退部

20％

黄昏は　い　　ロ　は、底で　　　との土　は底　は　　り　し
B　4．3 ロ

にぷい稜をなす。
ロ　　　　9を残すナデ調整。内 Lプ

灰白色
C（8．9）

・外面の水挽き痕は，
弱い。

やや不良

523高台付土不
A（19．0）

休部は，やや外反気味に立ち上がり，口緑水挽き整形。
礫・砂粒・細砂前退部部端部は丸い。底部は平底で，休部との境

六　　　　一‾∠ヽ
底部は，回転へラ削
′　　　　‾‾hム

B〔5．4〕は鋭い稜をgす。局ロは欠損。 りの後，烏口貼り付
け。

灰黄褐色
良好（二次焼成）20％

524高台付杯

B〔5．2〕休部は，ほぼ直線的に立ち上がる。底部は，水挽き整形。
礫・砂粒・細砂
灰色

前退部

15％

やや丸底気味で，外側へふんばる高台が付底部は，回転へラ削
り調整の後　高台貼11．4 く。

E　l．4 り付け。 普通

525 盤

A（23．2）
B　4．8

体部は，やや外反して立ち上がり，口緑部水挽き整形。
礫・砂粒・細砂確認面端部は丸い。底部は，やや丸底気味で，外

。　　一‾ノ1J訂
底部は，回転へラ削り
′　　　▼‾山上ヽD（17．4）

E　l．1
側へふんばる品ロが付く。 の後，高口貼り付け。

内面の底部と体部の増
は，明瞭に屈曲する。

灰色
普通

25％

526 般

A（22．4）

B　5．3
D（15．3）

E　l．2

休部は，器厚を減じながら立ち上がり，口水挽き整形。
礫・砂粒・細砂確認面

50％

縁部付近で軽く外反する。底部は丸底で，底部は，回転へラ削り
外側へ強くふんばる高台が付く。 調整の後，高台貼り付

け。内面の底部と休部
の境に，浅い凹線が巡る。

灰色
普通

527 般

A（20．2）

B　4．55

体部は，外反しをがら立ち上がり，口緑部水挽き整形。（左回り）
礫・砂粒・細砂確認面端部は丸い。底部は丸底で，外側へふんば

‾‾古㌧⊥ヽJJ
底部は，回転へラ削

ノ　　　　‾’L．ムD（14，4）

E　l．2
る南口が付く。 り調整の後，高台貼

り付け。

灰色
普通 15％
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第59図10号窯跡出土遺物実測図（2）

10号窯跡出土遺物観察表

番号 券　　 種 法 量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

5 28 土不　　　 蓋

A （13 ．5）

B　 2　8 5

事 禦 瑠 去 玩 啓 品等 賢 b 欝 品

す る が， ほ と ん ど垂 下 しな い 。 つ まみ は，
や や 腰 高 で上 部 が 丸 い 。

水 挽 き整 形 。
天 井 部 は， 径 9 cm に

礫 ・砂 粒 ・細 砂
灰 赤 色 Ⅲ

G　 1 ．8 5
H　 O ．9 5

わ た り回 転 へ フ削 り
調 整 。 内 い 外 面 の水
挽 き痕 は， 弱 い 。

や や 不 良
（酸 化 焔 焼 成 ） 4 0％

5 29 蓋
A （22 ．9）

天 井 部 は， 浅 く扁平 で ， ロ 縁 部 は屈 曲 し，
短 く垂 下 す る。 つ まみ は 欠 損 。

水 挽 き整 形 。
天 井 部 は， 径 14cm に

‾　　‾ I
礫 ・砂 粒 ・細 砂
暗 灰 色

Ⅱ

B 〔2 ．3〕 わ た り回 転 へ フ削 り
調 整 。

ロ火
良 好

4 0％

5 30 土不　　　 A
B 〔 2．5〕

麓 配 車 悪 撃 霜 錆 競 為 議 警 欠 ‡ 水挽 き整形。
底部 は，不定 方向 の手

‾ 1　　　 内

礫 ・砂 粒 ・細 砂
褐 灰 色

Ⅲ

C　 8 ．2 持 ちへ フ削 り調整。
面の体 部基部 には，強
い押えが入 り凹面を形成。

火
普 通

50％

5 3 1 鉢　　　 C
A （28 ．0）

B 1 9．0

休 部 は ， や や 内 轡 気 味 に外 傾 して立 ち上 が

り　 口縁 部 端部 は ， や や 内 管 し， 外 端 部 は

巻 き上げ，水挽 き成形 。
体部 外面 は，斜位 の平 礫 ・砂 粒 ・細 砂

Ⅲ＋ Ⅲ突 出 す る 。 行叩 きの後 ，上位 は横

ナ デ調整， 下位 は縦 位
の ナデ調整 。

黒 色
良 好 （二 次 焼 成 ）

53 2 土不　　　 蓋

A （1 5．8）

B　 2　4

天 井 部 は ，浅 く扁 平 で ， 外 周 部 は軽 く外 反

す る 。 口縁 部 は ， 屈 曲 し短 く垂 下 す る。 つ
ま み は ，腰 高 で 上 部 がや や 外 方 へ突 出 す る

水 挽 ㌢整 形 。
内い 外 面 共 に 自然 粕 ， 砂 粒 ・細 砂 皿

G　 l．9
H　 l．0

砂 が付 着 し， 調 整 痕

不 明 。

灰 白色
良 好 （二 次 焼 成 ）

25％

53 3 土不　　　 A

A （13 ．9）
豊 艶　 配 電 享謂 品 謂 讐 水 挽 き整形 。

底部 は，切 り離 し痕 を 砂 粒 ・細 砂 Ⅲ

B　 4 ．2 5

C （9 ．4）

ぷ い 稜 を なす 。 残 すナ デ調 整。休 部外
面 の水挽 き痕 は，小 さ
な凹凸で ，や や強い。

灰 色
や や 不 良 20 ％

53 4 高 台 付 椀

A （20 ．0）

B　 6 ．0
D 12 ．6
E　 l ．1

休 部 は ， 直 線 的 に立 ち上 が り， 口 縁 部 端 部

は 丸 い 。 底 部 は平 底 で， 外 周 付 近 にや や 内
傾 す る高 台 が付 く。 高台 端 部 は 丸 い 。

水 挽 き整 形 。
高 台 は 貼 り付 け。 内

・外 面 の 水 挽 き痕 は

砂 粒 ・細 砂
灰 白 色
普 通

Ⅲ

弱 い 。 6 0％
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番号i 器　 種 ！法量（cm）　 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

535㌦ 水挽き整形。
底部は，回転へラ削
りの後，高台貼 り付
け。

砂粒．・和i砂
極目音赤褐色
良好

Ⅲ

40％

536 高 素 養 照 窯澤 岩 鵠 あ禦 浩
球部は，浅 くやや丸い。H 縁部内面に浅 い

iヨ

水挽き整形。
球底部は　 径13cm に
わたり回転へラ削り
調整・い　内｝・外面の水
挽 き痕は，弱い。

砂粒 さ細砂
灰白色
良好

m

20％

目頭部は，短 く強 く外反し　 j賂部は上下圭 巻 き上げ，水挽き成
砂粒 の細砂
ノ天色
良好（二次焼成）

＝
ヤ　 撃 睾 憫 する0 体部は’やや棚 を有する 形。

内 ・外面共に自然1軸
が付着 し，調整痕不
明。

高　 風康 雄 裾 瀾 撚 顕 漂 水挽き整形。
底部は，外周部を除
いて回転へ予削り調

礫・砂粒・柵砂
青灰色

Ⅴ

25％C （9．0） 整。 良好

5諏　球

厄頚部は，強く外反し，端部は五一一一一Fに突出

水挽き整形。
底部は，回転へう削
り調整。内も外面の
水挽き痕は撃　弱い。

礫・砂粒．・細砂
にぷい赤栂色
やや不良

！

i
i

Ⅴ

30％

巻き上げタ　水挽き戌

Ⅴ
中 盤　 B 橙 堵 する0 形。 礫・砂1位・細砂

灰色
良好仁二次焼成）

～「

可　 婆

コ 二 二 万 恵 雁 夜 露 麗 率 軒 廟 痍

礫・砂粒・細砂
灰色
良好（二次焼成）

Ⅴ

永挽き整形。
底部は，回転へう削
り調整。内・外面の
木挽き痕は，弱い。

礫・砂粒・細砂
静灰色
良好（二次焼成）

Ⅷ

15％i　　　 序ぺ鮮勘

5轟

［

Ⅷ

20％

i

】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！良好；

546　瑳

Ⅷ

30％

Ⅷ

30％

Ⅷ

C　 生5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 木挽き痕は・弱い㍉　 普通

「1頭部は，軽く外反 しながら寸 ら1二がリ，　 巻き　上げ，水挽き成

70％

Ⅷ517 i礫　 膿 贈 鍼 撤 する面 をつ る。 整 部は 桟ナ欄 翫 粒 欄 砂

548　婆

i

Ⅷ

手　 法　 の　 特　 徴　　 i胎まき色調磯 戌

花9　乎　　　　　　　　　　 ～

」 ＿ 十 言 i側には働 調整が施 されている。　 i普通 に 次焼成）i

備　　 考

H
焼台

u
焼台

吏 』 等 陛 撃 墜 攣 畢 雨 恋 轡 Ⅲ焼台
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11号窯跡出土遺物観察表
ウ‾雇 ll‾P、ンんl‾lトIlll声′‾′ノ、′lF‾！・′l表l 浅慮 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 捧 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

54 9　　　 患

Å （23 ．0）

H　 4．1
匿 豊

休部 は，直二線的 に 立ノう上が り，＝綾部付近
で軽 く外反す る。底部 は， やや丸底で，外
側へ ふんば る高台 が付 く。体部 との塊は，
不 明瞭 であ る。

水挽 き整形。
底部は，回転へ ラ削
りの後，高台貼 り付
け。内面の 中央部 はタ
一方向の ナデ調 整。

礫 ・砂粒 ・拙砂
J天色
普通 （二次焼 成）

Ⅲ十 lV

4 0％

5 50　婆　　　 Å
Å （5 2．0）

H 〔1 2．5〕

日頚部 は，軽 く外 反 しながら立 ち上 が り，
外端部 は下方へ‡突出す る。

巻 き上げ芦　永挽き成形。
日頚部 には， 6 本…・一条
の波状文と 1 ～ 3 本の
浅い四線が，三段施 さ

礫 ・砂 粒．・細砂
J天赤 色
良好 （ニ二次焼成）

Ⅲ十 IV
焼台

れている。

Å（16 ．2）

B L 1 ．4〕

天井部は，浅 く扁平 で，目線部 は屈曲 し， 水挽 き整形 。

5 51 ま不　　　 義
短 く垂下す る。つ まみは欠洩。 人三井部外 血は， 自然

粕 が付着 し，調整〕鹿
不明。

礫 ・砂粒．・姉沌少
明蘭 J天色
良好 （二 次焼成）

lV

20％

55 2　高 台 相 棒

Å 15 ．7
B　 5．3
D ll．0
E　 l．7

休部 は，直二線的 に 、上ち‡上が り， 11 綾部付近
で軽 く外反す る。底部 は， やや丸底で，外
側へ ふんば る高台 が付 く。

［

水挽き整形。底部中央
部は欠損 しているが，
回転へラ削りの後，高
台貼 り付け。内面の体
部基部 に細 い凹線。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰 色
不良

高 ＋Ⅵ

3 0％

5 5当 ． 盤
A （2 4．0）

8　 4．1
り （1 8．3）
E　 l．1

休部 は，苗二線 的に立 ち上 が り， 目線部 が軽
く外反 する。底部 は，やや丸底 で，体部 と
の境 は鋭 い稜 をなす。高台は， わず．かに外
側 にふ んばる。

水挽 き整形。
底 部は，回転へ ラ削
りの後 ，高台貼 り付
け。

礫 ・砂 粒．・細砂
／天色
普通

Ⅳ

20％

55 4　意　　　 義

Å 1 1．3

B　 4 ．7
G　 2 ．3
H　 l ．5 5

李吉 富 哲；鍔 諸 賢特 随等禦 協 議

端部 は丸 いい　つ まみは，扁平 な擬宝珠 形 を
皇 す。

水挽 き整形。
天井部は，後 10ぐm に
わた り丁寧 な回転 へ
ラ削 り調 整。

石筆 ・砂粒 ・細 砂
灰黄色
良好

Ⅳ

10 0％

Å（12 8） 休部 は，やや内坤 気味 に 立ち 上がり， 目線 水挽 き整形。
確き・砂粒．・細砂 Ⅵ普彦　普 は　 い。底吾 は、′底 で　　 吾　とのま 底吾は　 ‖　云ヘ ラ l

55 5 1不　　　　 Å H　 3．6 ▼は， にぷい稜 をなす。 すら調整。体部外 面の Lグ1天色
C （8．8） 永挽 き痕 は， やや強

い○

普通 4 5％

障 1鉦 豊漁語を灘 雛 轡に立ち上がり，日綾部端部は，やや鋭い。をす。
墨 軸水挽き整形。
に屈曲する。

警恵礪蘭i
i
Ⅵ！
？弼i

』
i〇〇。
上 井 糟 輝 を意織 機 腰 細 ！漂遠礪欄砂

普通．
i Ⅵ ！
70％

5 57

A U 5．8）

宣 上、　　　 H　 5．3
礫 ・砂粒 ・抑 砂
灰色

！不良

！ Ⅵ

40％高 台 付 球十 翫 壷 義

E　 l ．8

55 8

需 品箆β監 禁警嘉島 だ，ら葦老圭窟芸滝 諸 是讐 巌へラ削 り

く夕榊 へふんば る高台 が付 く。　　　　　　 の後，高台貼 。付け。
礫 ・砂粒 ・細砂
J天色

Ⅵ

内面の体部基部には， 二不良 6 0％
浅 く細い四線が巡る。

5 5 9

盤　 廉 離 醜 扇 臨 画 軒 画 優 麗 議

礫 ・砂 粒 ・釦1砂
灰色

Vl

4 0％i E （宕：宕） 内面の底部 と休部 との 良好 （重ね焼痕）
域は，明瞭 に屈曲する。

5（iO

意 中 冒：；； 冒頭部 は，細 く軽 く外反 しなが ら立 ち上が　 巻 き上げ，水挽 き成
り寧　日縁部端部 は内傾す る。　　　　　　　　 形 。 礫 ・砂粒 ・細砂

目頭部外 而及び内面 灰色 Ⅵ
上位 は，楯 ナデ調整。

l

普通

56 1

B 〔2．25〕

台　 付　 壷　 D 12 ．2

E　 l ．2

麿 繹 盈 認 鵬 肝 腐 恋 蘭 臨 画 麗

礫 ・砂粒 ・細 1秒
灰色 Ⅵ

部 を回転へラ削りの後， 普通
高台貼 り付け。

5 6 2

B 〔2．0〕

台　 什　 壷　 D 12．5

底部 のみの破 片。底部 は平底 で，夕摘 部 に ！巻 き上げ，．水挽き成形。
短 く外側 へふんば る高台 が付 く。高台端部　 底部は，中央部に回転
は水平 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 糸切 り痕 を残 し，外周

礫 ・f抄粒 ・釦＝抄
灰色 Ⅵ

I E　 l．1 部 を回転へラ削 りの後，
高台貼り付 け。

普 通

5 63 婆　　　 B

柚 蟻 満 鸞 略 外反 し，端部 は下方へ やや突出 巻 き上げ，水挽 き戌

酎 6。6〕　　　　　　　　　　　　 鷲。∵外面共 に自然粕
確き・砂 粒 ・細砂
灰色 Ⅵ

F　 5．4 が付着 し，調整痕不
明。

良好 （二次焼成）

番号 器　 種 i法量 （cm） 手　　　 法　　　 の　　　 特　　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

73 2

全長 2 9．4

平　　 瓦 厚 さ O i9

凹面は，部分的 に縦位 の平行叩 きを残 すが，丁寧 なナデ調整。凸
面は，斜位の平行叩 きの後，ナ デ調整。側 面の凹面側 には，面取
り調 整 が施 されてい る。

礫 ・砂粒
にぷ い赤褐色
良好 （二 次焼成）

i

Ⅲ
焼台（2）

1．5

7 33

平　 瓦 恒 凹面 は，十寧 なナナ調 整・㍉　凸面 には，横位 と斜位 の平行叩 きが施
されてい る。

礫 ・砂粒
にぷい赤褐色
良好

Ⅳ
焼 台
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第63図12号窯跡出土遺物実測図（3）

12号窯跡出土遺物観察表

10cm

l－－・1－－－－－1－・」

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

564

N 15

盤茎

三・三

A （30．0）

休部は，直線的に立ち上がり，口綾部付近

で軽く外反する　 底部は平底で　 外周部に

水挽き整形。
底部は，回転へラ削 礫 ・砂粒・細砂 I ＋Ⅲ

宣ムが付くが欠損　 休部との境は　 にぶく りの後　 高台貼り寸 育灰色 焼台カ
B 〔2．2〕r司□　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　ロ

屈曲する。
け。内・外面の水挽
き痕は，弱い。

良好（二次焼成） 50％

B 〔1．9〕

D　23．4

E　 l．9

A （29．0）

底部は丸底で，外側へふんばる高台が付く 水挽き整形。
砂粒 ・細砂

にぷい橙色
未焼成

Ⅲ
高台端部は水平。 内面は，横ナデ調整。

底部調整は不明。

N16 盤

全体に滞手作りで　 休部は軽く外反して立 水挽き整形。
砂粒 ・細砂

＝
がる　底止は　 底で　 甘上、より突 立　　　 から　　　 に

B　 5．7 0　　＿　ロ　　　　　　＿　　，　r司ロ
るが　 －次的な変形とみられる　 高台は

ロ
かけては　 横ナデ調

にぷい橙色
D　20．6
E　 1．2

，　－　　　　　 3LJtン
外側へややふんばる。 整。底部調整は不明。未焼成

N17 盤

岡　　　 盤

B 【2．8〕

D　21．3

E　 1．1

底部は，丸底で，外側へふんばる高台が付 水挽き整形。
砂粒 ・細砂

にぷい橙色
未焼成

Ⅲ
そ。高台端部は水平。 調整痕不明。

N18

N 19

A （28．7）

B 〔5．1〕

休部は浅く丸く，H 縁部は屈曲し短く直立

する。脚部は，四方に長方形の透し孔を有
するが下部欠損。

水挽き整形。
調整痕不明。 砂粒 ・糸田砂

浅黄色
未焼成

u

高　　　 盤
A （27．9）

B 〔4．6〕

曹鮎 這 群 な姦警旨主音皇？品欝 千 水挽き整形。
調整痕不明。 砂粒・細砂

皿四方に長方形の透し孔を有するが下部欠手 盤の上に，倒立させ
た状態で出土してい
る。

にぷい黄橙色
末焼成

N20 阿　　　 盤
B 〔4．2〕

C （11．6）

脚下部のみで　 脚部はラッパ状に開き，基 水挽き整形。
砂粒・細砂

にぷい貴橙色
未焼成

Ⅲ
部は屈曲し，端部はややとがる。三方に長
方形の適し孔を有する。

調整痕不明。
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！番号
器　　 種　 法量k m）

i 器　 形　 の　 特　 徴
手 法 の 特 徴 胎土e色調・焼成 備　　 考

565

A （27．6）

盤　 呂（2呈：霊冒

E　 l．2

i体部は，中位で軽く外反 して立 ち上がり，

口縁部端部は丸い。底部は平底で，外側へ
ふんばる高台が付 く。体部との境は，にぷ
い稜をなす。

水挽き整形。
底部は，回転へラ削
りの後，高台貼 り付
け。内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

礫 ・砂粒 ・細砂
青灰色
良好（二次焼成）

Ⅲ
焼台カ
25％

口頚部は，外反 しながら立ち上がり，端部 巻 き上げ，水挽き成
形。
口頚部は，横ナデ調
整。

砂粒 ・細砂
灰色
良好（二次焼成）

Ⅲ＋Ⅲ
焼台566

聾　 B は 霊

Å　20．4

婆　 ㍗ 豊 〕

は垂直な面をなす。

567

厄 撃 振 舞 轟 ㌘ 羞 欝 ㌫ ㌍

中位にあり，球形を皇するものとみられる

巻き上げ，叩 き成形。
休部外面は，斜位の
平行叩きの後，横ナ
デ調整。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
良好

n

568

A （25．6）

聾　　　 B　 B 〔17．0〕

i＋ ＋ ＋ げ　 5・8

［：］頚部は，外反 して立ち上がり，端部は内
上方と外下方にやや突出し，内傾する。体
部は，最大径が中位 にあり，球形を呈する
ものとみられる。

i

巻 き上げ，水挽き成
形。
体部外面は，横位の
平行叩 き調整。内面
はナデ調整。

礫 ・砂粒 ・細砂
暗灰色
良好（二次焼成）

Ⅲ
焼台

569

i稀 轟 〔1芸‥；〕天井部は，浅く丸 く，外周部で軽く外反す
卓。口縁部は，にぶ く屈曲し，わずかに垂

水挽 き整形。（左回り）
天井部は，径10cmに 磯 e砂粒 ・細砂 m

50％

Fする。端部は丸い。つまみは欠損。 わたり回転へラ削 り
調整。内 ・外面の水
挽き痕は，弱い。

豊 ㌣ 果是認1

570

i
A （14。6）

球　　　 A　 B　 4．5

休部は，直線的に立ち上がり，目線部付近
で軽 く外反する。底部は平底で，体部 との
境はタ　にぷい稜 をなす。

水挽 き整形。（左回 り）
底部は，回転へラ削
り調整。内 ・外面の

礫 ・砂粒 ・細砂
育灰色

皿

C （8．6） 水挽 き痕は，弱い。 良好（二次焼成） 40％

571

A （13．4）

坪　　　 A　 8　 4．1

C （8．9）

i　　　　　　　　　　　　l

体部は，ほぼ直線的に立ち上がり，目線部
端部は丸い。底部は平底で，休部との境は，
iにぷい稜をなす○

水挽 き整形。（左回り）
底部は，回転へラ削
り調整。内 ・外面の
水挽き痕は，弱い。

砂粒 の細砂
灰色
良好（二次焼成）

m

30％

572

i

Å（13．8）

土不　　　 A　 B　 4．2

C （9。6）

休部はタ　器厚をわずかに減 じながら直線的　 水挽 き整形。
に立 ち上がる。目線部端部は丸い。底部は　 底部は，不定方向の
平底で，休部 との境は，にぷい稜 をなす。 手持 ちへラ削り調整。

内 ・外面の水挽き痕
は，弱い。

礫 ・砂粒 ・細砂
青灰色
普通

m

30％

i

573

球 A i喜（1；；；） 体部は，ゆがみが多いが，ほぼ直線的に立 水挽き整形。
ち上がるものとみられる。底部は平底で，
休部との境は，にぷい稜をなす。

底部は，不定方向の
手持 ちへラ削り調整。
体部下端部は，雑な
手持 ちへラ削り調整。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰色
普通

m

70％

［

574

iA （11．2）

球　　　 A　 B　 4．2

i休部は薄く，中位で軽 く外反して立ち上が 水挽 き整形。

る。目線部端部は丸い。底部は平底で，体　 底部は，ナデ調整。
部の約3 倍の厚みをもつ。　　　　　　　 内 ・外面の水挽 き痕

！
礫 ・砂粒 ・細砂
褐灰色

m

C　 6．65 は，弱い。 普通 70％

A （10．7）休部は，ほぼ直線的に立 ち上がり，目線部
端部は丸い。底部は平底で，休部 との境に

水挽 き整形。
底部は，ナデ調整。
内 ・外面の水挽き痕

礫 ・砂粒 ・細砂
場灰色

m

60％

575 土不　　　　 A　 B　 3．6 幅狭の面 を有する。

C　 6．5 は，弱い。 普通（二次焼成）

576

A （18．6）

高 台 付 稀 呂（1鵠

E　 l．2

休部は，器厚を減 じながら直線的に立 ち上
がり，目線部端部は丸い。底部は丸底で，
外側へふんばる高台が付く。高台端部は丸
い。

水挽 き整形。
底部は，回転へラ削
りの後，高台貼 り付
け。内 ・外面の水挽
き痕は，弱い。

礫 ・砂粒 ・紳砂
灰色
普通

Ⅲ

15％

577

578

高 台 付 球 芸鵠
体部は，下位から外反 して立ち上がり，日　 永挽き整形。（左回り）
綾部端部は丸い。底部は，ほとんど欠損し　 内 ・外面の水挽 き痕
ているが，高台が付 くとみられる。休部と　 は，弱い。同形態の
の境は，やや鋭い稜をなす。　　　　　　 高台付球が，他に2

砂粒 ・細砂
青灰色
良好

砂粒 ・細砂
青灰色
普通（二次焼成）

Ⅲ

25％

m

40％

個有り。

A （14．3）

高 台 付 球 呂（1昌：芸）

E　 l．2

休部は，軽く外反して立ち上がり，目線部　 水挽 き整形。（左回り）
端部は丸い。底部は，中央部が平坦で外周　 底部は，回転へラ削
部はやや丸く，外周部付近にやや外側へふ　 りの後，高台貼り付
んぼる高台が付 く。　　　　　　　　　　 け。内 ・外面の水挽

き痕は，弱い。
［

579

A （23．9）

盤　 呂（1筈：g）

E　 l．1

体部は，軽 く外反 して立ち上がり，口綾部　 水挽き整形。（左回男
端部は丸い。底部はやや丸底で，外側へふ　 底部は，回転へラ削り
んぼる高台が付 く。休部 との境は，やや鋭　 の後，高台貼り付け。
い稜 をなす。　　　　　　　　　　　　 内面の体部基部には，

細く浅い凹線が巡る。

ダ
Ⅲ

45％
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番号 器　　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

580 盤

A （22．0）

B　 4．0
D （17．6）
E　 l．4

休 部は，器厚 をわずかに減 じなが ら直線的 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 Ⅲに立 ち上 がる。底部 は　 ほぼ平底で，厚 く 底部 は，回転 へラ削

，やや外側へふ んば る高台 が付 く。体部 との
境は， にぷ い稜 をなす。

りの後，高台貼 り付
け。内 ・外面 の水挽
き痕は，弱 い。

詣 （竺震鮎 ） 焼台
30％

58 1 盤

A （20．6）

B　 3．8
D （16．6）
E　 l．2

体 部は薄 く　 直線的 に立 ち上が り， 口緑部 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 Ⅲ

30％

，端部 は丸 い。底部 は厚 く，丸底で，外側へ 底部 は，回転 へラ削
ややふんば る高台 が付 く。高台端部 は，外 りの後，高台貼 り付 褐灰 色 （灰赤色）

端部 が外方へ突出す る。 け。内 ・外面 の水挽
き痕は，弱 い。

普通

582 盤

A （20 ．0）

B　 4 ．6
D （14 ．0）
E　 O ．7

体部 は　 わず かに外反 して立 ち上 がり， 口 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 Ⅲ

20％

，緑部 端部 は丸 い。底部 は厚 く，やや丸底で，底部 は，回転 へラ削
短 く外側 へややふ んばる高台が付 く。端部 りの後，高台貼 り付 灰色

！は鋭い。 け。内 ・外面 の水挽
き痕は，弱 い。

普 通

583 台　 付　 壷

B 〔7．5〕
底部 は平底で，体部 との境 に，短 く外側へ 巻 き上げ，水挽 き成

礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅲふんば る高台 が付 く　 高台端部 は　 夕立部 形 。
り （16．0）

E　 l．1

C〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iが外方へ突出す る。体部 は，内轡気味 に立 休部 下位は，回転へ 灰色 焼 台 カ
ち上が る。 ラ削 り調整。 良好 （二次焼成）

584 台　 付　 壷

B 〔5．5〕 底部 は平底で，体部 との境 に，短 く外側へ 巻 き上げ，水挽き成形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅲふんば る高台 が付 く　 高台端部 は水平。体 内 ・ケ面共 に自然粕，

D （15．2）

E　 l．1

○部 は，内轡気味 に立 ち上 が る。 砂粒が付着 し，調整痕
不明。高台端部 に木目
状庄痕。

灰 白色
良好 （二次焼成）

焼台 カ

585

－ － 口頚部 は　 外反 し力が ら立 ち上が り　 端部 巻 き上げ　 水挽 き成
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅲ

ー凄　　　 B

Ii芸：2芸：芸； ロ　 ，列げえし掌　　　　　　　　　　 ，　　 ロ
付 近で更 に強 く外反す る。端部 は，上下 に

I形 。
広 が り，ほぼ垂直 な面 をなす。 口頚部 は，横 ナデ調

整。
灰色
良好 （二次焼成）

焼台すカ

586 聾　　　 A
A （19 ．7）

B 〔4．05〕

口頚部 は，外反 しなが ら立 ち上が り，端部 巻 き上げ，水挽 き成
砂粒 ・細 砂

岨
は，上下 にわず かに広 が り，垂直 な面 をな 形 。
す。 口頚部 は，横 ナデ調

整。
灰赤色
良好 （二次焼成）

587 土不　　　 蓋

A （15 ．6）

B　 3 ．4
G　 2 ．2
H　 l．1

天 井部 は浅 く，項部 が扁平 で外周部へ向 っ 水挽 き整形。 礫 ・砂 粒 ・細砂
Ⅴ

30％

てなだ らかに下降す る。 口綾部 は， にぶ く 天 井部 は，径10cm に 暗赤褐色 ′
屈 曲 し短 く垂下す る。つ まみは，やや腰高 わた り回転 へ ラ削 り （褐灰 色）
で」二部 は平坦。 調 整。同形態 の蓋，

他 に 1 点有 り。
普通

588 土不　　　 蓋
A （12 ．2）

天 井部 は扁平で， ロ綾部 は屈 曲 し， わず か 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂
日立灰色

Ⅴに垂下す る。つ まみ は欠損 。 天 井部 は，径 8 cm に
わた り回転 へ ラ削 り

B 〔1．1〕 こ㌧＝且博広
調整。内 ・外面 の水
挽 き痕は，弱 い。

臼良好 50％

58 9 盤

A （22 ．2）

B　 3 ．3
D （16 ．8）
E　 O ．9

体部 は　 直線的 に立 ち上 が り，目線部付近 水 挽 き整形。
砂粒 ・細 砂 Ⅴ

25％

Iで軽 く外 反す る。底部 は平底 で，外側へふ
底部 は，回転へ ラ削

んぼ る高台が付 く。休部 との境は， にぷ い りの後，高台貼 り付 灰色

稜 をなす。 け。内 ・外面 の水挽
き痕 は，弱 い。

普 通

590 蓋
A 18 ．6

B 〔3 ．0〕

天 井部 はやや深 く，項部 は扁平で外周部へ 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅸ

60％

向かって なだ らかに下降 す る。口縁部は屈 天 井部は，径12cm に
曲 し，短 く垂下す る。つ まみは欠損。 わた り回転へ ラ削 り

調 整。
灰 赤色
普通

591

59 2

59 3

土不　　　 A

高 台 付 椀

盤

B 〔2 ．9〕

C （8 ・4）l

孟（2吉‥冒）i

D （13 ．4）l
E　 l ．1

体部 は，やや内轡気味 に立 ち上が るが，上 水挽 き整形。
礫 ・砂 粒 ・細砂 Ⅸ

20％

Ⅸ

25％

Ⅸ

10％

部 欠損。底部は平底 で，体部 との境は， に 底部 は，不定方向の
ぷい稜 をなす。

体部 は，軽 く外反 しをが ら立 ち上 がり，口

手持 ちへ ラ削 り調整。

水挽 き整形。

灰色
良好

礫 ・砂 粒 ・細砂緑部端部 は丸 い。底部 は， やや丸底で，短 底部は，回転へラ削 り
く外側 へ わず かにふ んばる高台が付 く。体 の後，高台貼 り付け。 灰 黄色
部 との境 は， にぷ い稜。 内面の休部基部には，

浅い凹線が巡る。
良好 （二次焼成）

A （26 ．4）
B　 3 ．2

D （19 ．7）
E　 l ．0

休部 は　 直線的 に立 ち上 が り，目線部で軽 水挽 き整形。
砂粒 ・細 砂，く外 反す る。底部 は平底 で，外側 へふんば 底部 は，回転へ ラ削

る高台が付 く。 りの後，高台貼 り付
け。

灰色
良好

一156－
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第65図　東区ステ場等出土遺物実測図（2）

東区ステ場等出土遺物観察表

番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

5 94 土不　　　 蓋

A 17 ．0
B　 3 ．1

天 井部項部は平坦 で，中位 で軽 く外反す る 水挽 き整形。
礫 ・砂粒 ・細砂 9 又は1 0号口緑部 は，屈曲 して短 く垂下 す る。つ まみ 天 井部 は，径 1 1cm に

G　 2 ，6
H　 l ．1

は，扁平 な擬玉珠形 を呈す る。 わた り回転へ フ削 り
調整。同形態の蓋，
他 に 1 点有 り。

灰 白色
良好 （重ね焼痕）

8 0％

5 95 蓋

A　 22 ．3
B　 5 ．8

天 井部 項部は丸 く，外周部付近 で軽 く外反 水挽 き整 形。
礫 ・砂粒 ・細砂

50％
す る。ロ緑部は屈曲 して垂下 す る。つ まみ 天井部外 面 には，自
は　 やや月　高で　 止 は ［　 もつ ’‘′　に 夕犬　 が 、　 し　 讃 灰

G　 2 ．6 5
H　 1 ．3

l‾司　　　　　ロ
割 れてい る。 痕不 明。 良好

5 96 土不　　　 A

A （13 ，4）
全体 に厚 手作 りで，休部は，ほぼ直線的 に 水挽 き整形。

砂粒 ・細砂
50％

立 ち 上がる。底部 は　 平底で厚 く，休部 と 底 部は，一方向 の手

B　 5 ．0

C　 8 ．4

の境 は，にぷい稜 をなす。 持 ちへ ラ削 り調整。
内 ・外面の水挽 き痕
は，やや強 い。

灰色
普通

5 97 土不　　　 A

A （14 ．7） 休部 は　 中位で軽 く外反 して立 ち上が り， 水挽 き整形。
砂粒 ・細砂

4 0％
口緑部 端部は丸 い。底部 は平底 で　 休部 と 底部 は，外周部 を除

B　 4 ．1

C　 9 ．9

ロ
の境 に幅狭の面 を有子 る。

いて回転 へ ラ削 り調
整。休部 外面の水挽
き痕 は，．やや強 い。

灰 白色
不良

－158－



番号！器　 種 i法表 芸ア　 器　 形　 の　 特　 徴 ；
手法の特徴 i胎土儲 断焼成序　 考

598… 悟 闇 盤 浄 邪 水挽き整形。底部は，外周部を除いて一方向の手持ちへラ削り調整。体部外面の水挽き痕は，やや強い

庫 細砂 i 30％

！

59車　 中 駕

…」…一一一－ …

体部は，直線的に立ち上がりタ　ロ綾部端部
は，やや鋭い。底部は平底で，休部との境
は不明瞭である。

水挽き整形。
底部は，不定方向の手
持ちへラ削り調整。内
面の体部基部には，強
い押えがみられる。

礫・砂粒・細砂
暗灰色
良好 50％

6。声： 水挽き整形。
底部は，外周部を除
いて一方向の手持ち
へラ削り調整。

砂粒。細砂
灰褐色
普通 45％

6車 鷺 曹 離 脱 照 水挽き整形。
底部は，不定方向の手
持ちへラ削り調整。内
面の体部基部にはヂ　強
い押えがみられる。

礫・砂粒・抑砂
黄灰色
普通 50％

6 0 2　球

旛 髭 讐 鳶 裏 ）

ナ 欄 整 。 内 面 の休
部 基 部 に は， 凹線 が

巡 る。

砂 粒 ・細 砂
灰 色

良 好
5 0 ％

儀 撒 諭

け 。 内 ．0 外 面 の 水 挽
き痕 は ， 弱 い。

礫 ・砂 粒 ・細 砂

灰 白色
良 好

40 ％

水 挽 き整 形 。
底 部 は ， 回 転 へ ラ削

り の後 夕　高 台貼 り付
け。 内 面 の休 部 基部

に浅 い 四線 が巡 る。

砂 粒 ・細 砂
灰 白色
良 好

30 ％

i　　　　　　　　　　　　　　　l

6 06

上

水挽 き整形。
底部は， 回転へ ラ削
りの後， 高台貼 り付
け。

礫 ・砂粒 ・細砂
灰 白色
良好

30％

水 挽 き整形。
底部 は，回転へ ラ削
りの後 ，高台貼 り付
け。半分 に割れて い
る。

砂粒 ・細 砂
場灰色
や や不 良

！

50％

水挽 き整形 。（左 河 り）
底部 は，回転 へ ラ削
りの後 ，高台貼 り付
け。

砂粒 ・細砂
灰 白色
良好

50％

水挽 き整形。
底部は，回転へ う削
りの後，高台貼 り付
け。

砂 粒 ・細砂
状白色
良好

25％

E　 l．0

鮒9 婆　 B 譜 雲） 瓢 甑 等 忘ぎ がら立 ち上 が り， 巻 き上げ，水挽 き成形。
目頭部内 ・外面は，構
ナデ調整。ロクロの回
転方向は，左回 り。

砂粒 ・細 砂
灰色
普通

口頚部 は，外反 しなが ら立 ち上 がり，端部 巻 き上 げ，水挽 き成
610 療　 B 芸（2芸：紺 下 にやや突出 し， 摘 三角形状 を皇す 形。

目頭部 内 ・外 面は，
梯 ナデ調整 。

砂粒 ・細砂
灰黄褐色
良好

611　　 婆

底部 は平底 で，休部 は器厚 を減 じなが ら外

B 〔6．0〕 傾 して立 ち上が る。上部欠損。

C 0 2．0）

巻 き上げ，水挽き成形。
底部は，回転糸切 りの
後，外周部は回転へラ
削 り調整。体部下端部

礫 ・砂 粒 ・細砂
灰 白色
良好

ま，回転へラ削 り調整。

612 鉢 礪 澤 語 義 体部 は直立 に近 く立 ち上 が
巻 き上げ，水挽 き成
形。
底部 は，ナデ調整。
休部 は，縦位 のヘ ラ
削 り調 整。

礫 ・砂粒 ・細 砂
灰黄色
良好

－159－
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番号器　　種法量（cm） 器　　形　　の　　特　　徴 手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

801 土不
A（13．0）

B〔5．3〕

休部は，内管しながら立ち上がり，口緑部巻き上げ成形。
砂粒・細砂

にぷい責橙色
普通

20％

付近で軽く外反する。底部は欠損。 休部外面は，構ナデ
調整。体部内面は，
ヘラ磨きで，黒色処
理。

802 土不
A（12．1）

B〔3．0〕

休部は，内轡しながら立ち上がり，口縁部巻き上げ成形。
砂粒・細砂
にぷい黄橙色
普通

15％

付近で軽く外反する。底部は欠損。 休部外面は，横ナデ
調整。休部内面は，
丁寧なナデ調整で，
黒色処理。

803 土不
A（9．2）

B〔3．4〕

休部は，内轡しながら立ち上がり，口緑部巻き上げ成形。
砂粒・細砂
にぷい黄橙色
普通

15％

付近で軽く外反する。底部は欠損。 休部外面は，横ナデ
調整。休部内面は，
丁寧なナデ調整で，
不完全な黒色処理。

804 土不
B〔2．5〕

底部は平底で，休部との境は，にぷい稜を巻き上げ成形。
砂粒・細砂

20％

なす。休部は，内轡して立ち上がるが，上底部及廷休部下端部

C（7．0）部欠損。 は，回転へラ削り調
整。休部内面は，ナ
デ調整で，黒色処理。

浅黄橙色
普通

ー160－



番号 蓄　　 積 法量 （cm ）
器　 形　 の　 特　 徴　 j 手 法 の 特 徴

胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

805 椀

A 12．9

B　 7．6

C　 7．8

体部 は，軽 く内轡 しなが ら立 ち上が り， 目
線部 端部 は丸 い。底部 は， やや丸底 気味 で
休部 との境は， にぷ い稜 をなす。

巻 き上 げ成形 。

，休部外面 は，横 ナデ調整。内面 は，横位
のヘ ラ磨 きで，黒色
処理 。

礫 ・砂粒 ・細砂
橙色
普通

85％

80 6 椀
B 〔3 ．7〕

C （6 ．5）

底部 は平底 で，休部 との境は， にぷ い稜 を
なす。休部 は，軽 く内轡 しながら立 ち上 が
るが，上部欠損。

巻 き上げ成形。
底部 は，回転へ ラ切
り後 ，ナデ調整。体
部外 面は，横 ナデ調
整。

砂粒 ・細砂
にぷ い黄橙色
普通

30％

807 高 台 付 土不
A （17．6）

B 〔2．7〕

休部 は，大 きく外傾 し， 口緑部付近 で軽 く
外反 す る。休 部下位以下 は欠損 。

巻 き上 げ成形。
体部外面 は，横 ナデ
調整。体部内面 は，

ヘ ラ磨 きで，不完全
な黒 色処理。

砂 粒 ・細 砂
褐灰色
普通

20 ％

80 8

i 高 台 付 琢
B 〔2．4〕

り（9 ．6）

E　 l ．7

体部 は欠損。外側へ 強 くふんば る高台 が付
く。高台端部 は丸い。

巻 き上げ成形。
高台 は，回転 へ ラ削
りの後 ，貼 り付 け。
内面黒色処理 。

砂粒 ・細砂
にぷ い橙色
普通

30％

809 甘　ム

B 〔2．6〕 体部 は欠損。外側へ，強 くふ んばる高台 が
付 く。高台端部 は丸 い。

巻 き上 げ成形。
高台は貼 り付 け。 高
台貼 り付 けの後，螺

砂粒 ・細 砂
にぷい橙 色 20％同　 口 付 序　 D　 9．0

E　 l．9 施状 のへ ラ痕 がみら
れ る。内面黒色処理。

普通′

810 高 台 付 球

B 〔2．6〕

D （8 ．4）

E　 l ．6

休部 は欠損。底部 は厚 く，外側へふ んばる
高台 が付 く。高台端部 は丸い。

巻 き上 げ成形。
高台 は， 回転 へ ラ削
りの後，貼 り付 け。

砂粒 ・細砂
にぷ い橙色
普通

20％

81 1

紺 語 鵠 －体部 は欠損。外側へ，強 くふ んば る高台 が
付 く。高台端部 は丸 い。

巻 き上げ成形。
高台は，回転へラ削 り
の後，貼 り付け。底部中

砂粒 ・細 砂
にぷい橙 色 20％

E　 l．65 奥に，ヘラ状工具 によ
る刺突痕が円形に巡る。

普通

812
恵　　　 Å（16 ．0）
笠　　 B 〔5 ．5〕

日頚部 は，短 く外傾 して立 ち上 がり，端部
は内傾す る。体部 は，肩部 を有 しない。

巻 き上 げ成形。
日頚部 は，横 ナデ調
整 とみ られるが，器
面が磨滅 し調整痕不
明。

砂粒 ・細砂
にぷ い赤褐色
普通

813
婆　 漂 霊

鋒 豊 隠 体部 は外傾 して立 ち上 がる 巻 き上 げ成形。
体部 下位は，横位の
回転 へ ラ削 り調整。

砂粒 ・細砂
にぷい褐色
普通

10％

81 4
饗　 漂 1；霊

底部 は平底 で，休部 は外傾 して立 ち上 がる
中位 以上欠損。

巻き上げ成形。
休部下位は，縦位のへ

ラ削り調整。下端部は
横位のヘラ削 り調整。
内面はナデ調整。

礫 e 砂粒 ・細砂
褐灰 色 （黒色 ）
普通

815
平　 鉢 芸 ；23：宗

休部 は，ほぼ直立 し，端部 は水平 。 巻 き土 げ成形。
体 部内 ・外面 は，横
ナデ調整。

砂粒 ・細 砂
浅黄橙色
普通
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第67図　SX2出土遺物実測図

SX2出土遺物観察表

三二⊂⊃9。り

0　　　　　　　　　　　　10cm

Li　　　！

番号器　　種法皇（cm）器　　形　　の　　特　　徴 手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

613土不　　　A

A（13．4）休部は，やや内轡気味に立ち上がり，口縁水挽き成形。（左回り）
礫・砂粒・細砂覆土

70％

ロ立書は　い　底吾は、′底で　　血　との土底止は　ロ　‾ヘラI
B　4．0

C　8．4

ロに幅狭の面を有する。底面に聾片付着。一lコり調整。休部外面の
水挽き痕は，やや強

い。

灰白色
良好

番号器　　種法量（cm） 手　　　法　　　の　　　特　　　徴 胎土・色調・焼成備　　考

734九　　　瓦
全長32．9

厚さ1，2

凸面は，斜格子叩き後，横位のナデ調整。凹面は，布目痕（7×
礫・砂粒
黄橙色
不良（二次焼成）

覆土
8条）が残る。側面の凹面側には，面取り調整が施されている。

901石　　　　臼

径　30．5粉挽き臼の下目で，日面が傾斜している。芯樺孔からえぐりに6

花崗岩
（7．2009）

50％

高さ　4．4本の主溝が放射状に走り，主藩と平行に6～8本の溝が施された
1
7．0

孔径（4．1）

目のパターンをなしている。右回しの臼である。
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≒三≡　三　二　二

第且節　遺構について

ユ　須恵器窯の構造について

今回調査した12基の須恵器窯は，すべて地下式無段登窯で，昭和56年度に調査したC地点C4

号窯跡に類似している。東区の窯は，窯体の一部を残存するだけで窯の形状，規模を正確に把握

できなかったのでタ　ここでは西区の窯の構造について今回の調査で判明したことを記述する。

西区で調査した8基の須恵器窯の窯体は，地山の細砂層をトンネル状に細長く掘り込んで構築

されている。窯体は，前の方から前遺乱燃焼諷　焼成部に分けられ，燃焼部から焼成部にかけ

ては，窯壁及び窯底が焼士化している。窯底は，前遺部から燃焼部にかけてやや下り傾斜，また

は水平で，焼成部が上り傾斜になっている。窯体内には，燃焼部と焼成部を分ける障壁や排水溝，

分燈柱などの施設はみられず，また，明確に前庭部と言えるような部分も検出できなかった。

前遺部と燃焼乳　焼成部を合わせた窯の全長は，第68図のように良好射犬態で残っていた5

号窯跡が最も長く13mほどに達する。西区北東斜面の4基は，前退部が削平されており，前遺部

の長さを正確に計測することができないので，焚口から奥壁までの燃焼部と焼成部を合わせた長

さでみると，最も長い窯は2号窯跡の8．7m，最も短い窯は4号窯跡と7号窯跡の6。6mで，平

均7．4mである。

－ー－I次床面

最終床面

0　　　　　5m

ヒ二二→ト「＝∃

第68図　西区窯跡一覧図

8基の窯は，規模に相違が認められるが，形状や構造的にはほぼ同様であるので，同一工人集

団により同じような技法で構築されたと考えられる。また窯の構築操業時期の新旧関係が明確な
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4，5，8号窯跡の窯の構造を比較しても，新しいほど最終床面時の幅が狭くなっていること以

外は明確な相違点がみられず，時期による形状の変化はほとんど認められなかった。

これらの須恵器窯は，最初の床面（I次床面）の構築時に，ある程度の設計図が描かれていた

ようで，地下式無段登窯であるほかに次のような特徴が認められた。

○　窯の平面形は，焚口から奥壁にいたるまで窯底幅に変化の少か絹田長い形である。

○　焼成部床面の傾斜変換点と奥壁を結んだ直線の傾斜角（窯跡一覧表で焼成部比高角と記載し

た。以下焼成部比高角と称す。）が，18～200である。

○　燃焼部と焼成部の長さの比が，1：2．4前後である。

○　奥壁付近の焼成部の平面形は，台形あるいは方形状に構築されている。

○　半数以上の窯跡には，焼成部の側壁に円弧形又は筋状の工具痕が残されていた。

次に各部ごとに特徴を述べてみたい。

①　前道部

前道部がよく残っていたのは，4，5，6号窯跡で，この内で前遺部の最も長い窯は5号窯

跡の5．3m，短い窯は6号窯跡の3．3mであった。窯幅の狭い窯は，6号窯跡の工2～工7m，広い

窯は，5号窯跡の2．0～2．4mである。床面は焚ロに向かって下り傾斜または水平で9　断面形状は

ゆるいU字状を呈している。地表からの深さは，斜面部から焚ロへ向かうほど深く掘られている。

覆土中には須恵器片，炭化物，灰など窯体内からかき出された排土が含まれており，5号窯跡で

は排土が1mほど堆積していた。6号窯跡の底部から，窯詰め時の杯や婆の破損品と思われる末

焼成土器の破片が出土した。

焚目の前に前遺部が設けられたのは，燃焼部から奥が熱に強い均一な細砂層であることが要求

されるので，斜面部から細砂層の堆積している層まで掘り込むことが必要であったためと考えら

れる。また，未焼成の土器や燃料の搬入，製品や崩落土の搬出の通路としても使用されていた。

②　燃焼部

燃焼部は，壁面が焼成され始めた地点から床面の傾斜変換点までで，床面は一般的にほぼ水平

に掘り込まれている。床面には修復ごとに燃え残った炭化物や，焼成部からかき出した排土が敷

かれて高くなっている。壁はほぼ垂直に立ち上がり，焚口付近が赤色に焼成されている以外は，

青灰色に還元焼成されている。焚口部は，奥へ斜めに赤色に焼けており，炎が奥へ吸い込まれた

状況を示している。

燃焼部の壁が，ほぼ垂直に立ち上がっていること，また壁が青灰色に厚く焼成されていること，

焼成部に比べ窯壁の剥落や崩落が少なく高い位置まで残存していること等から判断すると，燃焼

部は，竪穴状に掘り込み，その上に天井を構築した半地下式と考えられる。しかし，覆土から天
●　　°

井を架橋したと思われる材料や，天井に使用されたと思われるスサなどが出土していないので，
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燃焼部が地下式であったとも考えられる。

燃焼部の壁は，青灰色に強く還元焼成の痕が残っているので，焚日は還元焼成時に閉鎖された

ものと考えられる。1，2，3，7，10，12号窯跡の焚口付近の壁に。直径10cm，深さ3Gcmほど

のピットが1～3か所検出された。これらのピットは，還元焼成のための焚口閉鎖に使用したも

のと考えられるが，このほかに焚口閉鎖の痕跡は認められなかった。

2，5号窯跡の焚口から焼成部付近までの床面にタ直径10cmほどのクヌギかナラと思われる炭化

物が出土した。出土の状況からみて，焼成に使用された薪の一部と考えられる。

（彰　焼成部

焼成部底面はタ傾斜変換点から奥壁に射す，弧を描くように上り傾斜になっており，奥へいく

ほど急傾斜に掘り込まれている。最大傾斜角は窯により異なるが，22～30。である。天井の一部

が残存していた5号窯跡の断面形は，床面が緩やかな凹状を皇し，側壁は内轡して立ち上がり，

天井は緩やかなカーブを措いたアーチ形を呈していた○幅は約2。6mで，天井部までの高さは約

0・9mであった。他の窯の天井部も，窯壁の轡曲の様子から5号窯跡とほぼ同様と考えられる。

煙道は，奥壁付近の天井部に内径50cmほどの円筒形に掘り抜かれていた。煙道と奥壁とのつな

がりをみると，奥壁から焚口方向へ攣曲して少し戻った位置に掘り抜かれた窯と，奥壁から直立

状に掘り抜かれた窯とがある。煙道の内壁はタ数センチの厚さで層状に青灰色に還元焼成され，こ

の外側も数センチの厚さで赤色に焼成されている。

2　須恵器窯の修復と廃棄について

当遺跡の須恵器窯の底面には，須恵器を焼成した面が床面として層状に残っている。床面の数

は，少ない窯で3枚，多い窯で9枚，平均6枚ほどであるoI次床面は構築されたままの床面な

ので，修復回数は床面の枚数よりも1回少か、数である○　したがって，床面が6枚あるというこ

とは，修復が5回行われたということになる。

窯の修復では，基本的に修復のたびに，床面は高くなり窯幅が広がっていく。修復は，製品の

窯出し後，末焼成土器が窯詰めされる問に行われ，床の厚さはまちまちであるが，床の厚さから

修復の大きさを推測することができる。修復は，元の床を削平することは少をく，窯壁の剥落土

などを敷いて整形されるので，新しい床は，元の床の上に積み重なり，順次高くなっていく。各

床の厚さを計測し表にまとめたものが表13である。厚く修復された床は，38cmもの厚さがあり，

覆土中には，窯壁ブロックなどが多量に敷き詰められている○床のなかには，部分的にしか検出
t　　°　　°　　°

され射、床もあり，このような場合は，表中の床の厚さはOcmと記載した。床面が部分的にしか

検出されないのは，床を修復する時に元の床を削平したか，または，小規模別宴復であったため

と考えられる。床は表13に示したように，厚いものから薄いものまでが混在しているが，これは
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義は　俺復旋の岳さ（ぐ111）

∵
1 号　 窯 ．跡 2　号　 窯 ．跡 3　号　 窯 ．跡 4　号　 窯 ．跡 5　号　 窯　 跡 6　号　 窯　 跡 7　号　 窯 ．跡 8号窯跡

燃焼部 焼成部
燃焼部 i 焼畑

燃焼部 焼成部 燃焼部　 焼成部 燃焼部 焼成部 燃焼部 焼成部 燃焼部　 焼成部 焼成部

Ⅲ 9 ～ 15 20～32
2ト 26 日 ～ 22

10 ～14 7 ～15 4 ～ 6　　 0 ～ 7 4 ～ 16 0 ～ 10 30～38 10 ～33 0 ～ 7　　　 0
i

14～ 28

Ⅲ 7 ～ 18 11～29 13～ 18　 13～ 22 6 ～10 0 ～ 7 4 ～11 17～30 6 ～ 16 0 ～ 12 6 ～ 9 0 ～20 4 ～ 6　　 2 ～ 15

4　 ［8 ～ 23
［

0 ～10

Ⅳ 15～23　 6 ～30 15～20 12～ 22 16～20　 15～22 10～ 16 15 ～24 20～24 10～14 8 ～26

Ⅴ 0 ～15 l O ～17 6 ～10　 4 ～ 9 5 ～ 10 0 ～ 6 9 ～28
！12～22 10 ～2中 空

Ⅵ
l

0 ～ 6 12～26 4 ～ 8　　 0 ～15 15～ 18 0 ～ 4 2 ～10 0 ～ 4
ト 4 恒 6

－

Ⅶ 10～22 7 ～18 3 ～ 4 12～17

5 ～10

0　　　 0 ～22

Ⅷ 2 ～ 3

Ⅸ 33 ～38 23～38

豪閥　須恵器窯跡一覧表

窯 位

置

主 長　 さ　 （m ） 幅　 （m ） 床 壁 焼 斜 焼 高 床 面 の 標 高 （m ） 床 の厚 さ（cm ）

跡 軸
全 前 燃 焼 焚 傾換 欒最

面

枚

の

段

成 角

部 （

成 角

部 （

焚 ！
傾 換

ノゝ、

奥 燃　　 欒

番

。7デ

方

向 長

道

部

焼

部

成

部 ＝

斜

変点

成大

部幅 数
叉
数

蒜 空 ‡ヒ空

＝
斜

変 点 壁
焼　　　 成

部　　　 部

1
西　　 区

N l1350－W 7 ．9 0 ．6 2 ．4 4 ．9
0．75 1．28 2 ．2

3
1 13～28 18 87 ．12 86 ．97 88 ．56

25～33　 38～ 55
北東斜面 0 ．75 1．3 2 ．3 2 13～30 19 87 ．30 87 ．32 89 ．0

2
西　　 区

N －150 0lW 8 ．7 2 ．6 6 ．1
0 ．75 1．15 1 ．6

4
1 22 18 85．78 85 ．60 87．61

55～63　 45 ～57
北東斜面 1．0 1．6 2 ．4 4 21 16 86．21 86 ．25 88．0

3
西　　 区

北東斜面
N l144 0－W 6 ．8 2 ．0 4 ．8

0 ．8

0 ．8

1．0

1．5

1 ．45

2 ．35
7

1

5

7～27

5－27 ．5

l 18

［ 17

85．06 84 ．90

85 ．56

！86．46

87．05
36～66　 60 ～74

4
西　　 区

東 斜 面
N －112 0－W 11．6 5．0 1 ．9 4．7

0 ．95

1．25

1．4

1．7

1．6

2 ．0
6

l 4

16～25．5

6 ～18
19 89．30

89．76

89 ．37
！89 ・9

91．03
42～48　 46 ～56

5
西　 区

東 斜 面
N －113 0－W 13 ．0 5 ．3 2 ．1 5．6

2 ．0

1．45

1．1

1．5

1．75

2 ．6
9

6

10～ 27

10～ 20

20

14

86 ．10

87．2

86 ．01

88 ．7

88．0

88．44
93～迫0　50～ u 8

6
西　 区

東 斜 面
N －113 0－W 11 ．3 3 ．3 2．2 5 ．8

1．0

1．1

1．4

1．85

2 ．15

2 ．5
7

5

10～ 30

10～ 23

19

15

85 ．23

86 ．4

85 ．11

85 ．92

87．12

87．42
80～u O　 30 ～92

7
西　 区

北東斜面
N －145 0－W 7 ．7 1．1 2．3 4 ．3

0 ．65

0 ．9

1．1

L 6

1．55

2 ．0
7

4

10～ 22

19～ 26

16

23

85．05

85 ．18

84 ．9

85 ．2

86．16

87．06
16～34　 27 ～76

8
西　　 区

東 斜 面
N －116 0－W （4．2）

2 ．5

2 ．8
4

3

10～ 20

13～ 20

－

85．48
42～48

9
東　 区

北西斜面
（1．8）

前道

0 ．8

84．8 84 ．95
10

東　 区

北西斜面
N l107 01 E （5 ．65） 1．45 2 ．2 （2 ．0）

0 ．85

1．1

1．65

1．65
8

2

10～
30～46　 46 ～

11
東　 区

北西斜面
N －117 0－E （3．ゆ 1 ．4 （2．㊨

0 ．6

0 ．75

0 ．8

0 ．9
6

1

10～

13～

i

84．98 84 ．96
22～ 30　 32～

12
東　 区

北西斜面
N －123 0－E （6 ．ゆ 1 ．4 1 ．7 （2．功

0 ．7

0 ．7

0 ．95

1．1
9

2

84 ．72 84 ．73
42～車 ～

熱による窯壁の損傷の大きさに関係しているものと考えられる。

窯底の焼成部比高角は，表14のように，I次床面ではいずれも18－200である。焼成部比高角に

わずかな違いがみられるが，これは斜面の勾配や細砂層の厚さなどの制約によるものと考えられ

る。ここで注意したいのは，各窯とも平均5回ほどの修復がなされ，その修復時の床の厚さは，

前述の通りであるが，I次床面と最終床面で，比高角はそれほど変化していないということであ
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る。このことは，木葉下遺跡の地下式無段登窯において，その形状にあった適当な傾斜角であっ

たものと考えられる。

窯は，操業の時1言00℃以上の温度で長時間酸化焼成されその後還元焼成される。この時言熱望

を構築している細砂は，3cmほどの厚さに青灰色に堅く焼成され，その外側も熱により5cmほど

の厚さで赤色に焼成される。この青灰色に堅く焼けた層と外側の赤く焼けた層との問では，剥離

がしやすい状態になっているので，そのまま次の焼成をすると，焼成車に剥落するよう射犬態の

時は，窯詰め前にもろくなった窯壁を落とし天井部や側壁を整形した。したがって，窯跡の修復

が行われるたびに，天井部，側壁とも外側に広がっていくことになる。しかし，天井部と窯底の

問が広がりすぎると言窯底部の温度を1，100℃以上に上げにくくなる。そこで天井部が高くなった

分，窯底を高くしなければならなかったものと考えられる。したがって，窯の修復は，窯底と天

井部の空間を一定（天井部の残っていた5号窯跡の例では0。9m）に保ちながら，傾斜角も18～

200に考慮されていたものと考えられる。

最終床面での覆土の堆積状況を観察してみると，最初に天井部の崩落がみられるし，窯跡の構

造からみても，天井部が最も熱を受け易く，操業時に最も剥落が起こりやすかったと考えられる。

天井部が，操業のたびに，損傷を受け徐々に薄くなっていき，天井が支えられなくなった時点で

窯は廃棄されたものと考えられる。

現地表から最終床面及びI次床面までの深さを表示したものがタ

表15である。深さは，1。8～2．7mと窯により多少差があるが，平均

2。3mほどである。焼成部の天井と窯底の空間を仮に0．9mとすると，

天井部の厚さは，上4m前後であり，この厚さが天井部を支えるこ

とのできる限界かと考えられる。また，窯の天井が支えられなくな

る原因は，天井部が剥落によって薄くなるばかりでなく，次に述べ

る窯幅も考慮しかすればならない。

窯跡の平面形状は，I次床面では焚口から奥壁まで窯幅に変化の

少か1細長い形であるが，床の修復時に床面が高くなると同時に，

燃焼部中央から焼成部にかけて窯幅が広くなり，最大幅を焼成部中

央付近にもつ長橋円形状を呈してくる。工次床面の最大幅は窯によ

り異なるが，1．45′－2。2mで，平均1．9mほどである。最終床面の最大

幅は同様に，2－2。8mで，平均2。4mほどである。最終床面の窯幅は，

衷帽　現地表からの深さ（m）

窯

跡

名

床 焚 傾 換

斜

変 点

奥

面 ［］ 壁

、1 号 I 1 ．8 2 ．9 3 ．5

窯 跡 最 終 上 6 2 ．5 3 ．0

2 号 I 上 4 3 ．0 4 ．0

窯 跡 最 終 2 ．4 3 ．6

3 号 I 1 ．7 2 ．8 4 ．0

窯 跡 最 終 2 ．1 3 ．5

4 号 I 2 ．8 3 ．2 2 ．7

窯 跡 最 終 2 ．3 2 ．7 （2 ．3）

5 号 I 2 ．0 2 ．9 3 ．7

窯 跡 最 終 1 ．8
l

3 ．2

6 号 I 2 ．1 3 ．0 3 ．4

窯 跡 最 終 1 ．0 2 ．2 3 ．1

7 号 I 1 ．9 2 ．5 3 ．1

窯 跡 最 終 1 ．7 2 ．3 2 ．3

I次床面に比べ燃焼部中央

から焼成部の奥にかけ，平均1。3倍ほどに広がっている。窯幅の広がった割合が大きいのは，3，

5号窯跡で，傾斜変換点から焼成部中央にいたる車ほどの最終床面の幅は工7倍となっている。
°　　°　　°　　°

窯体内のI次床面の上に構築された床を取り除くと，蓑14窯跡一覧表壁の段数の欄のように焼
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成部の側壁に蛇腹状の段がみられる。この段は紳砂の地山で，青灰色に堅く焼成されており，修

復の時などに側壁の途中から上の窯壁が削平されてできたものと者えられる。この段は床面にほ

ぼ対応しており，修復時に幅を広げた痕跡である。

1号窯跡は，2回の修復で幅がほとんど変らないのに，床面は38～55cmほど高くなっており，

この床面の高さは，5回修復して幅も工3倍ほどに広がった4号窯跡に匹敵する。1号窯跡の床

は，崩落土を厚く敷きつめて修復されており，このことは窯壁の崩落が，側壁に比べ天井部の方

が大きかったことを示している。1号窯跡の平面形状は，最初に掘り込まれた時から焼成部中央

付近に最大幅をもつ長楕円形状をしており，4号窯跡のように幅の狭い細長い形でなかった。1号

窯跡は，最初から幅を広く長橋円形状に掘り込んだことが，天井崩落を大きくした要因と考えら

れる。1号窯跡以外の窯でも，焼成部の最大幅が表14のように，2mを越えると廃棄されており，

8号窯跡の最大幅2。8mは窯幅の限度であったと考えられる。以上のことから，窯の長橋円形状

は，理想的な形状でなく，窯の修復の結果として長楕円形を呈することになったと考えられる。

窯は操業時に窯壁に損傷を受けるため，もろくなった天井部や側壁の窯壁が削り落とされ窯の

修復が行われる。窯の天井は，修復のため薄くなって支えられなくなり，陥没のおそれが考えられ

る状態になると窯は廃棄される。またぎ　窯幅の広くなることも，天井部の崩落を早めたものと考

えられる。これは，当遺跡のように細砂層をくり抜いて構築された地下式登窯の特徴といえよう。

3　須恵器窯の構築場所について

茨城県教育財団は，高取山に所在する須恵器窯の調査を芦　昭和56，58年度の2回にわたり実施

した。ここではタ　須恵器窯が高取山に構築された理由について考えてみたい。
（1）

当財団の調査では，須恵器窯をA地点で4基，B地点で2基，C地点で5基，E地点で12基を

検出してきたが，り地点の調査では，須恵器窯は1基も検出できなかった。り地点は高取山の南

東部に位置し，Aの匿い『〇e E地点は高取山の北部に位置しており，須恵器窯は，高取山の北部
（2）

に偏在しているといえる。ボーリング調査の結果によると，高取山の中央から南部にかけては細

砂層の堆積が薄くク　マサ土や花崗岩の厚い層がみられ，北部は，細砂層が7mほどの厚さで堆積

している所もみられる。このことから判断して，細砂層の厚く堆積している高取山の北部が，窯

の構築場所として選ばれたと考えられる。E地点北東斜面の4基の窯は，東から西へ順次高所に

構築されているが，これは細砂の厚く堆積している所を求めて，窯を構築した結果である。また，

各窯ともI次床面は，細砂層で，しかも下層の砂磯層との境近くに構築されているが，これは，

細砂層を十分に活かそうとした工人の努力の跡とみられる。

窯体が細砂層に掘り込まれたのは，細砂層の耐火度が高いためと考えられる。茨城県窯業指導

所による当遺跡出土の須恵器の分析結果では，須恵器の焼成温度は1言00～1，170℃と推定された。
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高取山の細砂層は，1，100～1，170℃という高温に耐えられるものであったのである。4号窯跡は，

当遺跡で一番高所の標高90～94mの地に構築されているが，この窯のⅥ次床面焼成部の一部が溶

けて固まっており，また，焼成部の右側壁が，焼成によって亀裂が入りずれてしまうという現象

も起きている。これらのことは，窯を構築していた細砂層中に含まれていた砂鉄の量が，他所よ

り多く，このことが上記の現象に関係していたと考えられる。細砂層の組成が窯の構築に大切な

要因であることを知り得る資料であった。

また，窯のI次床面の側壁に残っていた工具痕の多くは，幅20cmほどの円弧形のもので，鋭利
°　　°　　°

な切っ先を付けたスコップ状の工具で細砂層を削ったものと考えられる。紳砂層は，やや水分を

含むと，スコップ状工具で思うように掘れ，乾くと崩れにくい性質をもっているので，トンネル

状に窯を掘るのに適していたということも老えられる。

A地点の南側の削平された山の断面の一部に，粘土層が露出していた。昭和56年度調査時に，こ

の粘土を採取して器の形を作り，笠間市の窯元で焼成を試みたところ，この粘土は十分に使用に

耐えるものであることが判明した。また，当地に住む農家の人の話では，高取山の周りの水田に，

方形状の足をとられるような深い落ち込みが存在するということなので，これも原料の粘土採掘

坑とも思われる。以上のことから須恵器の原料となる粘土がこの近くに比較的豊富に存在してい

たと推測され，このことも窯がこの地に構築された理由と考えられる。

須恵器窯は，焼成時に大量の燃料を必要とするので，燃料となる雑木が大量に確保できることも

重要な条件である。窯は高取山の外縁部に構築されており，この付近は，低い山が連なる丘陵地

で，松や雑木の山林地帯となっている。また最近まで炭焼きが行われていた地であり，当時も燃

料が豊富に得られたことと思われる。

製品の供給先としては，久慈川以南で主に当時の那賀郡内及びその周辺とされている葦輸送

方法としては，近くを流れる那珂川支流の藤井川，又は桜川を径由する舟での輸送も考えられる。
だいわたり

また，当時の都賀郡の中心地である都賀郡街があったと推定される台渡までの距離は，6．5kmほ

どで比較的近距離であった。

以上のように，木葉下遺跡に須恵器窯が構築されたのは，当地が窯を構築するのに適した細砂

の丘陵地であり，近くから須恵器の原料となる粘土および燃料が大量に得られたこと，製品を搬

出するのに交通の便が比較的よかったことなどによるものと考えられる。　　　（小河邦男）
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第2節　遣物について

今回の調査で，12基の窯跡及び灰原などから出土した須恵器には，蓋，坑　高台付坑　盤，高

温亀婆，鉢などがみられる。遺構別出土量は，第4章で掲載したとおりで，それらと灰原などの
141

遺物を合計すると，破片総数は16，167点に達する。これを重量でみると1誹15。5kgである。窯跡

間でみると，破片数で最も多いものは4号窯跡で，次いで3号窯眺　6号窯跡の順であるが，重量

で最も重いものは6号窯跡，次いで3号窯跡，7号窯跡の順である。次に器種別の出土量をみる

と，破片数では杯が55．4％と最も多く，次いで婆の弧3％，蓋の6。7％であるのに対して，重量では

婆が73。7％，次いで球の12．7％，盤の5。5％である。いずれにしても球と婆で大部分を占めている

ことには変りか㌔　しかし，婆は，器面の面鼠1個体あたりの重量共に杯のそれより何倍か多

いことによるもので芦　実個体数は，球よりはるかに少ないものであったとみられる。上記の数値

がタ　生産の実態を正確に反映したものとは思われか）が，一応の目安として提示しておきたい。

第69図　出土須恵器器種別割合

以下，出土遣物について若干の考察を加えていくにあたり，12基（16基）の窯跡は，小支谷を

挟んで2群に分けることができ，西区の1～8号窯跡をa単位群，東区の9－12号窯跡（16号窯

跡）をb単位群と呼称する。

1　末焼成土器について

3号窯跡Ⅷ次床面から，末焼成の坑　婆類が出土していることは前述したとおりである。その

一部については，X線回析などの化学分析を茨城県窯業指導所に依頼して実施した。

その分析結果並びに実物観察結果について簡単に述べてみたい。

用）Ⅹ線回析測定による鉱物組成と粒度分布

Ⅹ線回析および示差熱分析によれば粘土の主成分は，石英（別名珪石，珪砂，シリカ主　セリ

ー170－

nishiji
長方形

nishiji
テキストボックス
掲載不可



サイト（和名絹雲母），カオリナイト，アルバイト（ソーダ長石）の4鉱物で，微量成分として

カリ長石，モンモリロナイトが認められた。

粒土分布は，840〃m以上の粒子が0・7％，250～840〟mが362％みられるが，2〃m以下の粒士分が

47％を占め，全体的にきめの細かい粒度構成を示している。このことから，須恵器の原料として
ひ

ほ，二次堆積の粘土を使用したか，原土を水簸などの製土を行い使用しているものとみられる。

（2）粘土の焼成性状と出土須恵器片の焼成温度

試料を乾燥粉砕胤　加水混練し，手起こしにより棒状テストピースを成形し，素地焼成試験を

実施したところ，次のようなデータを得た。

表16　3号窯跡出土未焼成土器の焼成データ

焼 成 温 度 （℃）
i 乾 燥 収 桝 （％ ）

焼 成 収 縮 率 （％ ）　 全 収縮 率 （％ ） 吸 水 率 （％）

上 1 50 6．7 5 ．5　　　　　　　 11 ．9 6．7

1 ，17 0 6．8 6 ．3　　　　　　　 1 2．7 4 ．2

1，20 0 6 ．7 7．1　　　　　　 13 ．3 3 ．1

すをわち1，150℃で6。7％，1，170℃で4。2％，1，200℃で3。1％と焼きしまってくる。

一方，出土須恵器片のⅩ線回析によれば，ムライト成分が認められている。ムライトは，カオ

リナイトなどの粘土鉱物から焼結過程の1，100℃以上で生じる鉱物である。また，須恵器片の吸水

率を測定したところ，3。7－7。4％の問であるとの結果を得た。

（5）

以上のような結果から，今回調査した窯の焼成温度は，1，100～1，170℃位と推定できる。

（3）末焼成土器の表面観察

末焼成土器の基本的な事項については，遣物観察表に示したとおりである。

胎土をみると，坑　婆を含め全体的に砂粒が少なくきめが細かく，粒度分布の結果と一致する

が，製品であるところの焼成された須恵器は，砂粒が目立ち，末焼成のものとの差が感じられる。

この点については，調査中に検討し，土中に埋没している間に自然的に水簸を受けたのでほか、

かとの意見も出されたが，結論は得られなかった。

杯の成形については，粘土紐積み上げ（巻き上げ）か，水挽きか，いずれの説もまだ決定的根

拠を兄い出していないのが現状であろう。今回の調査においてもこれについて明確を示唆を得る

ことができなかったが，観察表で述べたように，末焼成の杯の体部に断層状の亀裂が確認されて

いる○この要因としては，土庄によるものとみられ，軽い波状をなすが，底面とほぼ平行に走り，

成形時のログロ回転方向が右回りのものは，亀裂が左上がりで，左回りのものは右上がりである

ことが確認できた。数少か、個体数の中での現象であり，外側へずれているものと内側へずれて

いるものとがみられるが，この亀裂が土庄により粘土紐に沿って生じた可能性も考えられよう。
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これだけで，粘土紐積み上げ成形であるとするには早計であり，ここでは事例紹介にとどめたい。

なお，そのほか内面の体部基部付近に1cm前後の粘土粒の付着が認められたが，人為的なもの

か偶然的なものか明らかにできなかった。

2　ログロの回転方向

須恵器成形におけるある段階で，回転台いわゆる一般的にいわれているロクロが使用されてい

ることは明らかであろう。それがどのような構造のものであったかは明らかでないが，杯などに

残る水挽き痕や横ナデ痕および底部の回転へラ削りからロクロの回転方向を観察したところ，表

17に示したような結果を得た。

（）内は調整時の回転方向が成形時のそれと異なるもので，

衷相　関クⅢ回転方向　　　　　　　　　　　　成形時の回転方向が同一のものの中における百分率

＼ ㌦ ＼ ㌦　 回転方向

窯　 跡　 ＼ ＼ ＼ ＼
右　 回　 り （％） 左　 回　 り （％） 個　 体　 数 （個 ）

1　 号　　 窯 86 。7 13 。3 1．5

2　　 号　　 窯 80 ．0 20 ．0　 （60 ．0） 25

3　　 号　　 窯 51．0　 （8 。0） 49 。0　 （4 ．2） 49

4　　 号　　 窯 45 ．3 54 ．7 10 6

5　　 号　　 窯 56 。7　 （2 。9） 43 ．3　 （1L 5） 60

6　　 号　　 窯 68 ．9 31 。1 （9 ．4） 103

7　　 号　　 窯 61 ．4 38 。6　 （11 。8） 44

8　　 号　　 窯 57 ．6　 （36 ．8） 42 ．4 33

9　　 号　　 窯 88 。9 11．1 9

1 0　　 号　　 窯 85 ．7 14 ．3

20 ．0

j

14

1 1　 号　　 窯 100 ．0 10

1 2　　 号　　 窯 80 ．0 30

これを時期的にみると，a単位群で最も古い8号窯跡，次いで古い5号窯跡では右回りがやや

多く，5号窯跡のある段階と並行して操業されていたと考えられる1－3，6，7号窯跡では，

圧倒的に右回りが多い1，2号窯跡，同数の3号窯眺　右回りがやや多い6，7号窯跡とに分か

れる。最も新しい4号窯跡では，左回りがやや多くみられる。また，a単位群とほぼ並行して操

業されたとみられるb単位群においては，個体数が少か、が，9～12号窯跡共に右回りが圧倒的

に多い。大阪府陶邑古窯址群の調査成果にみられるように「はじめロクロを逆回りに回転させ，
（6）

やがて次第に順まわりに固定した」というような傾向はみられない。さらに，成形時と調整時の
（7）

回転方向が異なるものが，2，3，5－8号窯跡において22例ほどみられる。このことも陶邑の報
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（8）

告でいわれているような「ヘラ削りの方向と横ナデの方向とほとんど一致する」と異なる点であ

る。

今回の観察結果からいえば，ほぼ同時期に操業されたものとみられる数基の窯の中で，ほぼ同

レベルで近接して営まれた1，2号窯跡では圧倒的に右回りが多く，また，3，5，6，7号窯

跡では右回りが若干多いというグルーピングができ，それは工人による違いとよみとることも可

能であろう。これは，a単位群とb単位群との間での差においてもいえることであろう。しかし，

総体的には地域性や時代的を差も考慮しかすれば怒らないことと思われ，今後木葉下古窯跡群の
（9）

車における変化を詳細に検討する必要性があろう。

3　ヘラ記号について

塀Aには，ヘラ描きによる各種記号いわゆるへラ記号がみられる。形態は5種類を確認する

ことができ，窯跡と操業面ごとに分類したのが表18である。

表18　へラ記号の窯跡操業面別分類表

窯跡

記号

3 号窯 i 4　 号　 窯 6　 号　 窯 i
7 号 窯 8号窯1～8

灰
原

9
口7テ
窯

！
10
にコ7テ
窯

9～12
灰
原

計打
Ⅷ

信 田　 Ⅳ

l　　　i
Ⅵ ‡ Ⅲ Ⅲ

Ⅳ ！Ⅵ
Ⅴ　 Ⅶ 且

！

×

1　 3
l

5　　 4　 1

6　 1

10　　 2

3

2　　 2

1

1

l

5

2

1

2 1 6

3

4 5

1 6

∨ 1　 2　 1 1
題 量 ■ 題 】■ l

1

1

6

Ⅹ

丁

1

1

計 1 3 1 2　 1 1 11
5 1 恒

2 2 3 1 8 2 1 11 69

総数69点を確認し，最も多いものは「上の45息　次いで「×」16点，「∨」6点で，ほとん

どが直線または直線の組み合わせである。窯跡別にみると，6号窯跡の32点，次いで4，7号窯

跡の5点，3号窯跡の4点であり，a単位群とb単位群の問に共通性もみられる。

ヘラ記号については，大阪府陶邑古窯址群の調査成果から，「それらの記号は，窯内での「窯

詰め」「窯出し」の段階に，他の工人との混乱をさけるために用いられた記号」であり，それは，

「同一窯を複数の，対等の工人が，共同利用する場合において，はじめて必要なものである（プと

されている。

本窯跡群の3号窯跡から，未焼成土器が出土したことは前述したが，そこにおいて，「I」印

のヘラ記号を有する球9点は，奥壁に向かって右側にまとまってみられ，「×」印のヘラ記号を

有する球3点のうち2点は，左側にみられ，作りそのものは，両者の問に差異を兄い出しがたい。

6号窯跡I次床面出土の「l」印のヘラ記号を有する杯5点は，同一工人が製作したものとみら
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れ，また「×」印のへラ記号を有する杯6点も，他の同一工人によるものとみられる。さらに，

Ⅲ次床面出土のつ」印のヘラ記号を有する球5点は，底部の調整に回転へラ削りと，ナデとの

差はあるが，いずれもロクロ回転方向が左回りで，細部を観察すれば同一工人の手による可能性

がある。これらのことも，陶邑古窯址群でいわれたように，工人側の必要性から施されたものと

考えることができよう。ただ，前述した3号窯跡のⅧ次床面からほ，50点の未焼成の杯を取り上

げたが，ヘラ記号を確認できるものは11点で，ヘラ記号の存在確認が困難な10点を差し引いても，

30点程にはヘラ記号がみられない。これが，窯詰め時の状況を正確に反映していないにしても，

ヘラ記号を施さないものが3分の2程あり，それぞれのヘラ記号をもつものと，ヘラ記号をもた

ない3群に分ければ，へラ記号をもたないものの比率は，さらに大きくなる。このように，ヘラ

記号をもたないものが多いことは，集落出土の須恵器についても同様で，一部の須恵器にヘラ記

号を施さかすればならない理由が明確でなく，今後，須恵工人の組織，体制等と関連させて検討

しなければならないであろう。
（11）

なお，1981年調査のB，C地点のヘラ記号は，「l」「×」のほかに1種類で，今回確認した

ものと同じ傾向を示しているが，器種別にみると，球A以外に高台付坑　盤にもみられることが

異なっている。さらに，三ケ野支群で確認されているヘラ記号は，器種は明確にされてい射ミがタ
（12）

太別して今回確認した2倍の10種類程みられる。

4　焼成形態

須恵器は，そのすべてが窯詰めされた位置から移動した状態で出土しているが，遣物の観察及

び，3号窯跡Ⅷ次床面の状況などから，窯詰め，焼成の状況について若干の知見を得ることがで

きたので，簡単に述べてゆきたい。

3号窯跡Ⅷ次床面から末焼成のものが約300点程確認されたことは前述したとおりである。そ
（13）

の配置をみると，陶邑TK321号窯の状況とほぼ類似し，大形の婆類を10～12個ほぼ左右対称に

配し，その間に小形の球を置いたものである。窯詰めされた範囲は，奥壁寄りは不明確であるが，

傾斜変換点から上部，すなわち焼成部の全域にわたっている。個々の状況をみると，大形の婆類

は，須恵器婆片を数枚重ね，その下を砂あるいは窯壁ブロックで支え，婆の底部傾斜に合わせた

ものを四方に配した，いわゆる焼台の上に正位で置かれている。小形の壷類についても，これと

ほぼ同じである。土不は，確認し得たものはすべて同形態のもので，三枚重ねのものが1例認めら

れるほかは，いずれも二枚重ねで，目線部を下にして置かれている。傾斜の比較的ゆるやかな燃

焼部寄りにおいては，焼台が認められないが，傾斜の急な奥壁寄りにおいては，須恵器球の半分

程に割れたものを伏せて，その上に置かれている。なお他に瓦や窯壁ブロックを単体で用いたも

のもみられる。ここで確認できた焼台は，蓋，坑高台付坑　壷，婆，瓦など391片の須恵器片
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で杯の破片が最も多い。

次に，個々の器種の焼成形態をみると，次の二形態が認められる。

（1）同じ器種のものを，幾重にも重ねたもの。

（2）異なった器種を重ねたもの○

（1）の形態のものには，杯がある。杯の重ねは，3号窯跡Ⅷ次床面のものは2～3枚であるが，

6号窯跡Ⅱ次床面出土の杯は，5～7枚重ねたものがみられ，枚数に差が認められる。さらに異

なる点は，6号窯Ⅱ次床面出土のものは，最上段の杯の内面には厚く自然粕がかかり，正位で重

ねられたとみられるのに対して，3号窯Ⅷ次床面のものは，口縁部を下にして重ねられている。

このような形態の差が，どのような要因によるものかは明らかでないが，杯だけを重ねた場合

は，6号窯跡のように正位で置かれたものが多いようである。重ねの枚数については，2枚程度

の例も他に有るが，少ない感は否めない。2枚と5枚では，操業1回あたりの製品数が著しく異

なり，焼成効率的にも適当でないものと思われるが，今後検討を要する課題である。

（2）の形態のものには，高台付杯と蓋，盤と高盤がある。前者は，高台付杯の上部につまみを下

にして蓋を重ね，さらに蓋の内面に高台付杯を載せるもので，基本的にはセット関係をなすもの

であろう。後者は，盤の内面に脚部を上にして高盤を載せるもので，12号窯跡Ⅱ次床面出土の末

焼成土器にみられる。これは，高盤が正位では不安定であることと，盤及び高盤の内面に自然粕

などが付着するのを防ぐことも一つの目的ではないかと思われる。

一回の操業における焼成個数については，明確でないものの，3号窯跡Ⅷ次操業面の未焼成

土器の出土状況が一つの参考になるであろう。即ち，前述したように確認できた婆類12個，杯285

個という数から，窯詰め時の個体数を推定すれば，婆類は12個と動かず，球は500個程であろう。

ただし，この推定は，杯の重ねがすべて2枚であるという前提に立っているので，6号窯跡にお

いてみられたように，杯が5～7枚重ねられた場合は，前記数の3倍程になる。また，床面積や

窯詰めの器種などによっても一回あたりの焼成個数は異なるはずである。

表19　床面積比較指数

首 釘　　 操業次 I次床面積 （扉） 中　　 間　　 次 最　　 終　　 次

1　 号　 窯 9．0

127 （Ⅱ次）

103

2　 号　 窯 9．1 140

3　 号　 窯 5．8 128 （Ⅳ次） 167

4　 号　 窯 7．0 120 （Ⅲ次） 126

5　 号　 窯 8．8 106 （V 次）

116 （Ⅳ次）

143

6　 号　 窯 11．0 120

7　 号　 窯 6．8 123

今回調査した窯跡の床面積は，窯によって若干異なるが，I次床面から最終次床面にかけて，

床面積が拡大していることは，各窯跡において共通にみられる。焼成部におけるI次床面積を1（カ
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とした場合の他床面積の拡大状況を示したものが表19である。

これによれば，3号窯跡においては，最終次床面積がI次床面積の1。7倍程であり，窯詰め個

体数にも大きな差が現れたものとみられる。

5　器種構成

各窯跡における器種構成については，表20に示したとおりである。これによれば，各窯跡に共

通してみられる器種は，杯蓋，杯A，婆A，婆Bである。それ以外のものをみると，蓋は3，4，

6号窯跡，杯Bは3，7，10号窯跡，高台付杯は3～6，9，11，12号窯跡，盤は2～3，6－

12号窯跡，高盤は4，10～12号窯跡においてそれぞれみられ，これは時期的なものによると思わ

れる。即ち，操業開始時期が早い段階の8，5号窯跡においては，これらの器種はみられず，蓋，

盤が，5号窯跡より後出の3，7号窯跡の操業の中途からみられることは，E地点における蓋，

盤の初現が3，7号窯跡に求められよう。壷は，6，9，10号窯跡を除いてみられるが，全体的

に出土量が少なく，また，壷A，壷のは極めて少ない。婆は，婆A，婆B以外に，婆C，婆Dが

3，6，7号窯跡においてみられるが，婆A，聾Bと比べて極めて少ない。鉢は，a単位群にお

いては各窯跡でみられるが，b単位群においては10号窯跡から若干みられるだけである。鉢のな

かでは，鉢Bが比較的多くみられるが，鉢A，鉢C，鉢の，鉢E，鉢Fは少ない。甑は，1，

4，5号窯跡からみられるだけで，極めて少ないものである。硯は，3号窯跡からのみ出土して

いる。

以上のよう射犬況からして，E地点の窯跡における器種特質として，器種的には極めて豊富で

あるが，杯蓋，杯，盤，婆A，婆Bが生産の主体で，他の器種は前者に比して少なかったこと，

杯Bは限られた短期間内で生産されたこと，高台付杯は，5号窯跡以降，盤は，3，7号窯跡の

後半の操業からそれぞれ出現していることなどが指摘できよう。

6　須恵器の分類と窯の変遷
（14）

今回調査した12基の窯跡は，2単位群に分けられ，a単位群は8基，b単位群は4基から構成

されている。a，b両単位群内における窯跡は，それぞれが前後関係をもって営まれているもの

とみられ，得られた資料をもとに各窯跡の前後関係を明らかにしてみたい。ただし，b単位群の9

－12号窯跡については，前述したように焼成部の大半が削平され，遺物の出土量も少ないことか

ら，十分な検討が不可能であるので，a単位群を中心にみていきたい。

a単位群の中で，窯跡間に明らかに前後関係をもつ，4，5，8号窯跡の遣物を検討すれば，

遣物間の前後関係について次のことがいえる。最も形態変化のとらえやすいのは琢Aである。す

なわち，最も古い8号窯跡の球はI類で，次に構築された5号窯跡の球はⅣ類を主体とし，最も
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褒詞　窯跡　授業面別器種構成一覧

窯跡

器種

1 2
3　 i　 4

5 6 7 8 9 10　　　　　　　　　　 11　　　　　　　　　　 12

I II Ⅲ l IU Ⅲ　Ⅳ I ⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧ l ⅢⅢ中 車 再 国 中 Ⅵ榊 Ⅸ前 t　仕ⅢⅣV Ⅵ前 I Ⅲ抽 V 中
I 皿　ⅢⅣ前

再 ⅢⅣV ⅥⅦⅧ I 厄歳一一V Ⅵ用 ⅢⅣV ⅥⅦⅧⅨ

球　　 蓋 ○ ○ 0　0 i
［

○○ ！。 ○○○ 。！。。i i ○○ ○0 1 ○ ○ ○
。榊 。 ‡

○　○
i　 冊 i i 。 。

蓋 i i ○ ○○○ ○ ○ i
○ ○

○此 白 。圧 。。。 ：：

坪　　 A 0　0　0 ○0　0　0 ○。i ○。！。○○○〇　〇　〇○○○○。！ ○○○○○　○O io 0　0　0 ○　○0　0 ○○
。！。

○
。！。

（⊃○○ ○○0　0　0

B

高台付杯

盤

！ ○○ ○　○ i ； ！。 ．。 日 日 ＝ i

i

】
○○○○ ○

i

i

i
○

！
○ ○ ～　 i。冊 。　 。

0　0 i ○○○。！。○○○○ i i ！ ○　○ i ○○ ○○ ○
。！ 。！。！。陣 。。。云 。 。

高　　 盤

壷　　 A

B

○ i
○

［
0 0　　　　　　 0 0　　　　　　　　 ！

i ！
○

［
‖ 桓＝

。日。 ○ ○ i i ○○ i i ○ ！○ 冊 ！。ii 。　 。

C ○ 0　0 ！。 ○ i
○

0 i ○ ii ○
日 出 堆

辟 音 正 子

子　 ∴：

B

回 。iO
0　0 0　0 ○

0 0 ！o io l
○
！○ 。桓‖ －。！。－。冊 日 。！○lo 回 。！。iO 日 ◎

○○
◎。！。［

○
i l
○

I I
○　　 ○

！i ［
○
［ i
○

。i

0　　 0 0　　 0 0　0　0 ○ 0　0 0　0 ○ ○○○ ○
！。

○
。！。

○ ○ ○○　　　　 ○ ○ ○○ ○○
l

○ ○ 0　0

C i i ○i ○ ！ 日 日

0 ○i
j

！ i i

1li

朝 川 －
鉢　　 A

．．＿」

！。 i i。
○ ○

！
○

i
○ i

B

C

○ ○ ○
i i

○
！
！

。i
○○○○ ○○◎○

！
○○

！
i

i i 日 日 i

出 肘i i
○ ○

D ○ ○ ○ ○ ○

E i ！ ！ ○ i i ○ i i‖ii
F ○

。！ i ！ i ま！

飯 ○ i ○○ ○ i
fli

硯 ○ ！ l i ii
軒丸瓦 ！

○ 硯 。

乎　　瓦
！

○○○○○○○○ ○○○◎○ i ◎　◎○○ ○ ○○。。！。 。回

丸　　瓦 ○○ ○ ○　○ ！
○　○○○ 仙　　　 骨

婁斗瓦 ！ ○ 桓‖ i
○　○

i i

◎は同器種のなかで主体を占めるもの
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新しい4号窯跡の杯はⅢ類を主体とし，I類→Ⅳ類→Ⅱ類の変容がたどれる。3割亦の器種構成

は，8号窯跡においては，蓋，坑壷，婆の4器種，5号窯跡においては，蓋，坑高台付坑

壷，婆，鉢，飯の7器種，4号窯跡においては蓋，坑高台付坑盤，高盤，壷，婆，鉢，甑の

9器種と焼台の瓦がみられる。高台付杯，鉢，甑は5号窯跡から出現し，盤，高盤は4号窯跡

から出現している。このことは5号窯が8号窯の崩落廃棄直後，4号窯は5号窯の崩落廃棄後に

構築されていることからもほぼ妥当であろう。

次に，3窯跡における主な器種の消長を簡単にふれてみたい。

蓋　蓋は，8，5号窯跡のものは，口径14．4～15．5cm，器高2．3～3。5cmで，浅く丸く，扁平で上

部がくぼむつまみが付くもので，法鼠形態ともに大きな変化はみられない。4号窯跡のものは，

大形で口径が20．0cm前後のもの，175cm前後のもの，小形で口径が12．5cm前後のものとの3グループ

に分かれ，腰高で径の小さい擬宝珠形を呈するつまみが付くものである。すなわち口径はOcm前後

で扁平をつまみが付くものから，大形のものと小形のものに分かれ擬宝珠形のつまみが付くもの

に変容することが明らかである。ただ，大形のものは，杯類の蓋とは考えられず，後述する大形

の高台付碗あるいは盤の出現との関連性でとらえる必要があろう。

堵風　杯I類の法量は，口径13。2～15．2cm（平均14。5cm），器高4．0～4。9cm（平均4．5cm），底径

9。8～11．8cm（平均10．9cm）と比較的まとまりをみせている。土不Ⅳ類は，口径10．0～15．2cm（平均12．8

cm），器高2。8－5．2cm（平均3．7cm），底径7。0～10。2cm（平均8。7cm）とばらつきがみられ，I類の

球と比較して全体的に小形化している。土不Ⅱ類は，口径12．2～14。9cm（平均13．7cm），器高3．6－

4・9cm（平均4・3cm），底径7・2－9・8cm（平均8・2cm）のものと，口径11．0～11。8cm，器高3。5～3。6cm，

蘭　4号窯跡

A　5号窯跡
●　8号窯跡

■　　　　　　　　■

′　　　▲

△。nrでロボ㌔告

∴口TOも巌等C。：
▲　▲　　－　　▲

■

コ　㌔△△△△㌔全△　＜　√

▲　　山
▲
▲　　▲

▲

▲

▲

●　　　●

●●書　●　●

●　●●　●

●　●　　　　▲

▲　　　　　　　　●

▲▲

▲　▲　▲■■▲
▲

▲　　　▲　▲　　　▲　　　　　　　　■

▲　　　　　　　　　　▲▲　　　▲　▲　▲

▲　　▲　　　　　　　　　　　　■
▲

▲　　　　　　　　　　　　　●

▲
▲

．　　■‘．・1
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底径6．6～7。2cmの2グループに分かれ，大形のものはⅣ類の杯と比較して口径，器高は大きい数

値を示すが，底径はやや小さくなる。この法量からみた底径指数（b），器高指数（h）は，I類がb＝75，

h＝31，Ⅳ類がb＝68，hニ29，Ⅲ類がb＝60，h＝31である。底部の調整は，I類がすべて回

転へラ削りで，Ⅳ類は，26点のうち回転へラ削りが17例，不定方向の手持ちへラ削り7例，一方

向の手持ちへラ削り2例で，Ⅱ類は，17点のうち回転へラ削りが12イ軋　不定方向の手持ちへラ削

り2例，雑なナデ及び無調整2例である。回転へラ削り→不定方向のヘラ削り→無調整と，その

出現の過程が明らかである。

なお，5号窯跡には，I類の杯が若干含まれ，4号窯跡にはⅣ類，Ⅲ類の杯が含まれている。
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高台僧塔　高台付杯は，8号窯跡においては全く認められず，5号窯跡においては前遺部から高

台部片が2点みられるだけで詳細は明らかでをいが，5号窯においては生産された可能性が考え

られる。

4号窯跡のものは，大形で口径17．5cm前後，器高7。Ocmのもの，口径15。Ocm前後，器高4。7cmのも

の，小形で口径12。Ocm前後，器高4．2cm前後の3グループに分けられる。前二者は，底部と休部との

境に明瞭な稜をなし，体部は軽く外反するものが多く，外側へふんばる高台が付くものである。

口径12のcmのものは，底部の外周部に断面が逆三角形状を呈する高台が付くものである。なお，口

径17。5cm前後のものは，前述した口径17．5cm前後の蓋，口径12。Ocm前後のものは，口径12．5cm前

後の蓋がそれぞれ対応し，セット関係をなすことが考えられる。

盤◎高盤　盤・高盤は，8，5号窯跡において認められず，盤の初現が4号窯跡であるとは即断

できか、が，3基の中では4号窯跡から認められる。4号窯跡の盤は，口径23．5cm前後のものと，

やや小形で18．0cm前後のものとに分けられる。体部は，直線的に立ち上がるものと外反するものが

みられるが，短く垂下する1例を除いては外側へふんばる高台が付く。

高盤は，1点だけの出土で詳細は明らかでない。

鉢　鉢は，5号窯跡に鉢A，鉢B，鉢Dがみられ，4号窯跡には鉢A，鉢B，鉢Fがみられる。
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鉢の，鉢Fは，全体的に出土量が少なく，必ずしも時期差としてはとらえられをい可能性がある。

鉢の中で，最も多い鉢Bについてみると，5号窯跡のものは口径32・Ocm前後であるのに対して，4

号窯跡のものは口径24．0～30．0cm前後と，小形化する傾向がうかがえる。

以上のことから，総体的に球Aは，丸底から平底へ変容し，I類，Ⅳ類，Ⅱ類の順で底径が

小さくなり，底部調整は，すべて回転へラ削りであったものから手持ちへラ削り，軽いナデ及び

無調整のものが順次現れてくることが明らかになった。なお，各窯跡内においても，I次から最

終次床面にかけて底径が小さくなり，底部の調整もやや雑になっている傾向はみられる。

蓋は扁平なつまみから擬宝珠形のつまみへと変化し，それに伴って法量的に大形のものと小形

のものに分かれてくることが明らかになった。

これらの変化をもとに，他の窯跡の前後関係について考えてみたい。ただし，同一窯跡内や各

窯跡問において，工人の違いによるものとみられる微細な差が認められるが，これについては，
（15）

今回は考えず総体的にとらえてみたい。先ず2号窯跡は，蓋，坑盤，壷，婆の5器種が認めら

れる。球は，総体的に少か）がI類，Ⅲ類，V類の3類が存在し，古い要素と新しい要素を含ん

でいる。出土状況からみれば，琢I類は焼台として使用された可能性が強く，主体的にはⅡ類の

杯が考えられる。法童は，口径が10・8～13・6cm，器高4。Ocm前徹底径8。Ocm前後で，底部の調整

はすべて回転へラ削りである。法量比をみると，底径指数67，器高指数35前後と4号窯跡出土の

杯Ⅱ類と比べて，器高はやや高いが，底径はやや大きく，4号窯跡のものより先行するものとみ

られる。蓋は，口径1405cm前後で扁平なっまみが付き，5号窯跡の蓋に類似している。盤は，Ⅲ次

床面からみられる。これらのことからみて2号窯は，5号窯より後出で，4号窯より先行する段

階が考えられる。

3号窯跡は，蓋，坑高台付坑盤，壷，婆，鉢，円面硯の8器種と，焼台の瓦が認められる。

杯は，杯Aと琢Bがある。童不Aは，Ⅲ類，Ⅳ類のほかにI類が若干認められるが，I類はいずれ

も焼台である。また杯Aは各床面によって若干の変化が認められるものの，口径12．4～14．6cm，

器高3・1－5・Ocm，底径8・0～9・Ocmのものと，口径11・Ocm前後，器高3・5cm前後，底径7。Ocm前後の2グ

ループに分けられる。底部の調整は，Ⅲ類，Ⅳ類共に回転へラ削りを主体とするが，一部手持ち

へラ削りのものがみられる。法量比は，Ⅳ類が底径指数7工5，器高指数31・5，Ⅲ類が底径指数61，

器高指数30である。蓋は，数少ないが，扁平なっまみが付くものである。盤はⅥ次床面以降みら

れ，高台が短く垂下するものである。なお，瓦はⅡ次床面からみられる○以上のことからみて，

3号窯も2号窯と同様に5号窯より後出で，4号窯に先行して操業が開始されたものとみら

れる。

6，7号窯跡は，蓋，杯，盤，婆，鉢などと，焼台の瓦が認められる。土不は，Ⅳ類とⅢ類が主

体で，底部調整はタ回転へラ削りを主体とし，一部手持ちへラ削りのものが含まれている。法量
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比は，いずれも器高指数30～31前後で，底径指数はⅣA類が70前後，Ⅱ類が70前後と63前後に分

かれる。盤は，6号窯跡がⅢ次床面から，7号窯跡がⅤ次床面から，また瓦は，6号窯跡がI次

床面から，7号窯跡がⅢ次床面からみられる。これらのことから6，7号窯は，7号窯がやや先

行する可能性があるものの，5号窯より後出で，4号窯より先行し，2，3号窯とほぼ並行して

操業されたものとみられる。

1号窯跡は，蓋，坑壷，婆，鉢，甑の6器種がみられる。杯は，Ⅱ類とⅣ類がみられるが，

Ⅱ類は最終のⅢ次床面からだけみられる。杯Ⅳ類は，口径13．5cm，器高4．5cm，底径9．0cm前後の

もので，底部調整は，回転へラ削りのものを主体とし，手持ちへラ削り及び無調整のものが若干

含まれている。土不Ⅲ類は，口径13。Ocm，器高4・6cm，底径8．3cm前後のもので，底部調整は回転へラ

削りである。法量比は，Ⅳ類，Ⅲ類ともに底径指数64前後，器高指数34－36である。これらのこ

とから，鑑瓦は伴っていないものの，2号窯と相前後して操業が開始されたものとみられる。

以上のことを整理すれば，a単位群においては，8号窯が先行して営まれ，次に5号窯が営ま

れ，5号窯が操業されている段階で1，2，3，6，7号窯が相前後して営まれ，5号窯が廃棄

された後に4号窯が営まれ，4号窯は他の窯の操業が停止した後も操業が続けられていたものと

みられる。

b単位群の9－12号窯跡については，不明確な部分が多いが，a単位群と対比して考えてみたい。

9号窯跡は，床面の枚数も明確でなく，遺物も極少量であるが，坑　高台付坑盤がみられる。

杯は，Ⅲ類とⅣ類がみられ，口径12．4cm，器高4。3～5．0cm，底径8．8cm前後のもので，底部はナデ

調整である。法量比は，底径指数71．5，器高指数37．5である。なお，盤は確認面からの出土なの

で確実に伴うものかは明らかでないが，外側へふんばる高台が付くものである。これらのことか

らa単位群の5号窯よりは後出のものとみられる。

10号窯跡からは，蓋，坑盤，高盤，婆，鉢の6器種と焼台の瓦がみられる。杯は，琢Aと，

球Bがみられ，杯Aは，工類，Ⅱ類，Ⅳ類，V類と多様な類形をみせるが，全体的に出土量は少

ない。法量は，口径13．8cm，器高4．3cm，底径9。Ocm前後のもので，底部調整は，回転へラ削り

のものと手持ちへラ削りのものが半々である。法量比は，各類共に底径指数66．5，器高指数30．5

前後とまとまりをみせている。盤は，I次床面からみられ，3号窯跡出土の盤と同様に短く垂下する高

台が付くものである。瓦はⅢ次床面からみられる。これらのことから，当窯は，3号窯と相前後

して営まれたものとみられる。

11号窯跡からは，蓋，坑　高台付吼盤，高盤，壷，婆の7器種と焼台の瓦がみられ，10号窯

跡とほぼ同じ器種構成である。杯はⅣ類が2点みられるだけで，法量比は底径指数66。5，器高指

数31前後である。盤は，Ⅲ次床面からみられ，外側へややふんばる高台が付くものである。瓦は，

Ⅱ次床面からみられる。これらのことから当窯は，10号窯とほぼ並行して操業されたものとみら
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れる。

12号窯跡からは，蓋，坑　高台付坑　盤，高盤，壷，婆の7器種がみられる。土不は，すべてⅣ

類で，口径14。Ocm，器高4。Ocm，底径9．0cm前後のものと，口径11．0cm，器高4。Ocm，底径6。5cm前後の

2グループに分けられる。底部調整は，回転へラ削り，手持ちへラ削り及びナデのものがほぼ同

量みられる。法量比は，底径指数60～68，器高指数32前後である。蓋は，やや腰高で上部が平坦

なつまみが付くものである。盤は，I次床面からみられ，外側へふんばる高台が付くものである。

これらのことから当窯は，10，11号窯よりやや後出のもので，4号窯と相前後する時期に操業が

開始されたものとみられる。

7　操業年代の検討

実年代の考定にあたっては，その定点となりうるものが今回の調査においては明確にすること

ができなかったので，「木葉下遺跡I」として報告されているA，B，C地点の窯との対比にお

いて考えてみたい。

先ず，今回調査した車で最も古い8号窯跡は，高台付球，盤を伴わ射）器種構成，蓋，杯Aの

形態からみてC3，C4号窯跡との類似性がある。しかし，C3，C4号窯跡の杯は，平底に近

いものが多く，法量比も底径指数70前後と8号窯のものよりやや小さく，C3，C4号窯跡とB

l，B2号窯跡の中間に位置づけられ，8号窯の操業開始の時期は，8世紀中頃と考えられる。

5号窯跡は，盤を伴わない器種構成，蓋，杯Aのおおまかな形態からはC1号窯跡と類似点が

みられるが，球の法量は，Cl号窯跡出土のものより口径が小さく，器高が低い点が異なる。こ

れを法量比でみると，底径指数はほぼ等しいが，器高指数は29でC1号窯跡より低い。このような

器形の杯を出土する窯跡は，木葉下窯跡群内においては現在のところ確認されていない。同様な
（摘

器形を他に求めると，底部の切り離しは異なるが，千葉県永田窯跡群の一部にみいだすことがで
（17）

きる。永田窯跡群は，須田勉氏によれば成立の時期の上限を741年と考えており，また国平健三

氏は，埼玉県前内出2号窯跡の須恵器と比較検討して，その操業期間を8世紀中葉を中心として，8

世紀第2。四半期後半から第3。四半期前半の期間内に位置づけてい豪1讐このことから，5号窯

は，8世紀第30四半期には操業が開始されたものとみられる。

4号窯跡は，高台付坑　高台付椀を，当初から伴う器種構成である。蓋は，擬宝珠形のつまみ

である。この様な器種構成をなす窯は，C2，C5号窯跡が該当するが，杯の形態，法量比など

からC5号窯跡が最も類似していることがわかる。C5号窯跡は，8世紀末～9世紀初頭に位置

づけられており，4号窯跡もほぼ同時期とみられ，8世紀第4e四半期の後半には操業が開始さ

れたものと考えられる。

以上のことから，前述した窯跡変遷を当てはめると，a単位群は，3，7号窯が8世紀第3。四半
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（19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢0）

期後半頃に，1，2，6号窯が8世紀第4。四半期頃に，またb単位群は，10，11号窯が8世紀第

4e四半期頃に，12号窯が8世紀第4・四半期後半頃にそれぞれ操業が開始されたものと考えられ

る。すなわち，今回調査した12基の窯は，8世紀中葉から9世紀初頭頃にかけて順次操業された

ものとみられる。なお，現状保存を図った13－16号窯跡も，ほぼ並行して操業が行われたものと

みられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川井正一）

注

（1）E地点東区の調査区域外から4基の地下式無段須恵器窯が検出されており，これらを含めるとE

地点からは16基の窯が検出された。

（2）『機械ボーリング調査報告書』（常磐自動車道土取場土質調査）建設企画コンサルタント1977

（3）「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書」6（木葉下遺跡I）　『茨城県教育財団文化財

調査報告』第21集　茨城県教育財団1983

（4）この数値は，たん念な接合作業を経た後の，総破片数である。

（5）ただし，同一の窯内においても，場所による火のまわりの良し慈しや，操業時により焼成温度に

若干の差があると考えられ，十分に焼成されたものと，そうでないものがあると思われる。従って

1，100－1，170℃位という数値は，一つの目安である。

（6）田辺昭三『陶邑古窯址群』I　平安学園考古学クラブ1966

（7）今回調査の出土遺物からみた限りでは，成形時と調整時のログロ回転方向が異なるものは，比較

的古い段階でみられ，新しい段階では両者の回転方向が一致してくる。

（8）（5）に同じ。

（9）昭和56年度に調査したA，B，C地点の窯跡から出土した蓋，球，高台付杯，盤のログロ回転方

向は，下表のとおりである。（表の見方は表17と同じである。）

窯　　　　　 跡 右　　 回　　 り （％ ） 左　　 回　　 り （％ ） 個　 体　 数 （個 ）

A　 1　 号　 窯 9 2 。0 8 。0 25

A　 2　 号　 窯 100 ．0 0 rl

A　 3　 号　 窯 66 ．7 33 ．3 3

A　 4　 号　 窯 6 6 ．7 33 ．3 2 1

B　 1　 号　 窯 10 0 ．0 0 2 7

B　 2　 号　 窯 93 。3　 （1 ．0） 6 ．7　 （57 ．1） 9 9

C　 l　 号　 窯 4 6 ．5　 （6 ．1） 53 ．5　 （10 ．5） 3 3

C　 2　 号　 窯 7 0 ．0 30 ．0 14

C　 3　 号　 窯 46 ．2 53 ．8 12

C　 4　 号　 窯 3 1 ．8　 （3 ．0） 68 ．2　 （1 ．4 ） 3 3

C　 5　 号　 窯 52 ．5　 （6 。3） 47 ．5　 （3 ．5 ） 6 3
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この表からもうかがえるように，例えばA地点の1，2号窯では右回りが圧倒的に多く，3，4

号窯では左回りが3割程占め，時期的なことよりも工人の違いが指摘できよう。

（摘　中村浩編『陶邑』　堺市泉北ニュータウン内埋蔵文化財発掘調査概要　大阪府教育委員会　大阪

府企業局1970

中村浩『須恵器』　考古学ライブラリー　5　ニューサイエンス社1980

（11）（3）に同じ。

（12）大川清も大森信英『水戸市木葉下町三ケ野第2号窯址発掘結果報告書』水戸市史編さん室1962

飯田瑞穂「律令制下の水戸地方」　『水戸市史』上巻　水戸市史編さん委員会1963

（13）（10）に同じ。

（14）b単位群は8基としたが，9号窯跡の南側の谷奥にも窯跡が存在した可能性がある。

（15）『陶邑』では，「窯式」から「床式」へ，編年の基準を厳密化することが提唱されている。木葉

下E地点においても同一窯内で操業面の違いにより遣物に差が認められ，さらに同じ操業面の中で

も遣物に微妙な差が認められる。前者は焼成時期の差，後者は工人差という方向で検討することが

可能であるが，本稿では一括して取り扱うこととした。

（16）大川清『千葉県市原市永田・不入須恵窯跡』　考古学研究室報告　乙種第4冊　国士舘大学文学

部考古学研究室1978

（描　須田勉「坊作遺跡の調査」　『上総国分寺台発掘調査概要』Ⅳ　上総国分寺台遺跡調査団　千葉

県市原市教育委員会1977

（18）国平健三「相模国の奈良e平安時代の集落構造（上）」　『神奈川考古』第12号　神奈川考古同

人会1981

（1功　3，7号窯跡出土の盤は，永田14号窯出土の盤と形態が類似している。永田窯の盤は，上総国に

おける初現で，時期的に8世紀中葉と推定されていることから，3，7号窯跡を永田窯と同時期に

比定することも可能であろうが，杯Aの形態などから8世紀第3・四半期後半とした。なお，3，

7号窯跡の盤は，木葉下窯跡群内における初現とみられる。

（2α　6号窯跡正次操業面から出土している素縁単弁八菓花文中心層環一重式軒丸瓦は，高井悌三郎氏

による台渡廃寺出土瓦の分析から，勝田市原の寺瓦窯跡出土の軒丸瓦と同時期であることが明らか

である。原の寺瓦窯跡は，出土須恵器などから8世紀後半から9世紀初頭と推定され，6号窯の操

業開始時期を8世紀第4・四半期とすることに矛盾しない。
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前章までに，木葉下遺跡（窯跡群）E地点の調査における事実関係の報告と，遺構e遣物につ

いて若干の考察を行ってきた。その結果，E地点から検出された窯跡群は，坑婆などの須恵器

を生産の主体とする地下式無階無段登窯16基からなり，それらは窯構造や須恵器の様相などから

a，b両単位群に分けられるものの，8世紀中葉から9世紀初頭にかけて順次操業が行われてき

たことが明らかになった。また，立地条件，窯の基本構造，須恵器の形態・製作手法，操業時期

などほ，若干の違いを認め得るとしても，総体的にはC地点のものとほぼ類似したものであるこ

とも判明した。

ここで注目されることはタ前章までにおいて詳しく触れることができなかったが，3，4，6，

7，時11号窯跡の6基から瓦が出土していることである○瓦は，いずれも焼台として使用され

ているが，瓦の出土は木葉下窯跡群の性格や，工人体制について考える上において，重要なこと

と思われる。すなわち，調査対象となった12基の窯跡のうち，6基の窯体内及び灰原などから軒

丸瓦，平瓦，丸瓦，努斗瓦が出土していることは，須恵器工人と瓦工人が密接な関係にあったか，

須恵器と瓦が同一の工人集団によって生産されたことが考えられる。4号窯跡から出土した平瓦

の凸面にみられる平行叩き目は，須恵器婆類にみられるものと同じであり，また，木葉下窯跡群

における須恵器底部の切り離し技法は，確認でき得る限り回転へラ切りによるが，11号窯跡から

出土した壷の底部に残る回転糸切り痕などほ，須恵器工人と瓦工人との関連性において理解でき

得ることである。

ところで，木葉下窯跡群の瓶焼土2号窯跡，落合支群，堂の前支群などから，台渡廃寺の寺名

とみられる「徳輪□」「□輪寺」とヘラ描きされた文字瓦や，同寺にみられる軒丸瓦などが出土
（1）

していることから台渡廃寺へ瓦を供給した官窯といわれている○しかし，現在までのところ，木

葉下窯跡群内において瓦を生産した窯は明確でなく，今回の調査地点の北方約300mにある落合

支群付近から発見された，瓦が出土した焼土遺構が考えられるだけである。調査者の伊東重敏氏

は，台渡廃寺軒平瓦第Ⅲ型式に分類されている菱文式軒平瓦，文字瓦，平瓦，丸瓦の出土から，

台渡廃寺に瓦を供給した瓦窯跡であろうとしている。さらに，それらの瓦は第2次的瓦群であり，

台渡廃寺が創建期を上回る大規模な瓦の供給を必要としたことにより築窯されたものとし，その
（2）

時期を8世紀後半に比定している。そのような大規模な瓦の供給を必要としたとすれば，瓦窯の
（3）　（4）

新たな築窯もあろうが，武蔵国における虫草山窯，新久窯などにみられるように，本来須恵器を
（5）

生産する窯において，臨時的，特需的に瓦を伴焼した可能性が考えられる。現在までに瓦窯跡の

検出例がほとんど無く，瓶焼土2号窯などの須恵器窯跡から瓦の出土がみられることは，木葉下

窯の各支群の須恵器窯において，臨時的，特需的に瓦が生産されたとすれば納得できることであ
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る。今回調査したE地点において，並行して操業したとみられる窯跡のなかで，瓦を伴うものと，

そうでかゝものが存在することも，臨時的，特需的な瓦の生産に起因する可能性が考えられる。

今回の調査で，6号窯跡Ⅱ次操業面から出土した素緑単弁八菓花文中心周環一重式軒丸瓦は，

前述した落合出土の菱文式軒平瓦とセットをなす瓦で，6号窯跡と落合の焼土遺構は，ほぼ同時

期と考えられる。同時期であるとすれば，距離勺に近いことから当地点から出土した瓦が，落合

からの搬入品とも考えられるが，平瓦をみると，落合出土のものは凸面縄目叩きが多く，斜格子

叩きは皆無であるのに対して，6号窯跡及び6号窯とほぼ並行して操業された3，7号窯跡の平

瓦は凸面斜格子叩きが多く様相を異にし，搬入品の可能性は薄い。

また，8世紀中葉と考えられるA地点1号窯跡の窯体内及び灰原から，凸面格子叩きの平瓦，

8世紀第4e四半期後半と考えられるC地点5号窯跡及び今回調査の4号窯跡から，凸面平行叩

きの平瓦がそれぞれ出土している○このことは，平瓦において格子叩きが最も古く，斜格子叩き

e縄目叩き，平行叩きの順に新しくなるという技法上の変遷と，伴出する窯跡の時期的変遷が一

致することも，須恵器窯において瓦を伴焼したことの傍証となるであろう。

これらのことから，今回出土の瓦は，他地点からの搬入品ではなく，それぞれの窯で臨時的，

特需的に須恵器と併焼されたものとみられる。さらに，瓶焼土2号窯跡などにおいても，瓦が伴
（6）

焼されたものとみられ，木葉下窯跡群において比較的多量にかつ断続的ではあろうが長期間にわ

たり瓦が須恵器と共に生産されていたものと思われる。このことは，木葉下窯跡群が台渡廃寺や

都賀君隊とかかわりのある官窯としての性格を有していたことに外ならか）であろう。

以上，瓦から木葉下窯跡群の性格について簡単に触れてきた。ほかにも工人体制，須恵器の供

給範囲など多くの問題が残されているが，紙数もつきたのでそれらは今後の課題としたい。
（小河邦男e川井正一）

注

（且）高井悌三郎『常陸台渡廃寺・下総結城八幡瓦窯跡』茨城県教育委員会1961

（2）伊藤重敏『水戸地方における古代窯業の研究（そのト序論－）水戸市木葉下町落合発見の遺

構』常陸考古学研究所学報第15集　常陸考古学研究所1973

（3）坂詰秀一「武蔵禎草山窯跡」『立正大学考古学研究室嚢報』第18号立正大学考古学研究室1978

（射　坂詰秀一編『武蔵・新久窯跡』雄山閣出版1971

（5）造寺活動が最盛期を迎える8世紀後半から9世紀前半にかけては，各地で瓦陶兼業窯の存在が報

告され，本来的な瓦窯を補完する役割を果していたとみられている。

坂詰秀一「窯跡出土資料による関東地方須恵器の編年」『人文科学研究所年報』第17号　立正

大学1980

（6）ただし，一基の窯における瓦の生産は，少なかったものとみられる。
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PLI

E地点遠景

E地点調査前遠景

（東方向から撮影）

西区調査前遠景

（北方向から撮影）

東区調査後全景

（北西方向から撮影）



西区全景

（東方向から撮影）

西区全景

（北東方向から撮影）

4号窯跡遺構確認風景



I次床面遺物出土状況

I次床面遺物出土状況



Ⅱ次床面遺物出土状況



PL5

3号窯跡



PL6

3号窯跡未焼成土器出土状況
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PLl1

4，5，8号窯跡

哩
引
籠
増
聾
薗
報
叶
の
．
（
↓
）
騎
裡
橿
怠
鵬
叶
の

（
ト
）
痙
細
山
品
　
l
（
甘
）
薗
離
叶
の
．
（
↓
）
轟
麒
叶
寸



PL12

10，11号窯跡
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PL14

工具痕，側壁
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PL15

寧Xl，SX2



PL16

1号窯跡出土遺物
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PL17

2号窯跡出土遺物
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PL18

2号窯跡出土遺物
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PL19

3号窯跡出土遺物
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3号窯跡出土遺物
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PL21

3号窯跡出土造物



PL22

4号窯跡出土遺物
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4号窯跡出土遺物
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PL24

4号窯跡出土遺物
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4号窯跡出土遺物



PL26

5号窯跡出土遺物
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PL27

5号窯跡出土遺物
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5号窯跡出土遺物
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PL29

5号窯跡出土遺物
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PL30

6号窯跡出土遺物
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6号窯跡出土遺物
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PL32

6号窯跡出土遺物
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PL33

6号窯跡出土遺物
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PL34

6号窯跡出土遺物
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6号窯跡出土遺物
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7号窯跡出土遺物
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7号窯跡出土遺物
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7号窯跡出土遺物
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8号窯跡出土遺物
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8号窯跡出土遺物
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PL41

8号窯跡出土遺物
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PL42

西区灰原等出土遺物

一．・∴．・・●　　、、

pF闊

Si〇g6Ⅶ山帥脚－．．‘．＿＿ニ

519



PL43

9，10，11号窯跡出土遺物

11号窯跡出土遺物
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12号窯跡出土遺物
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PL45

東区ステ場，SXl，SX2出土遺物

東区ステ場出土遺物

SXl出土遺物

‾　　．．‾、r i　　　　－ニ

ー‥・－　∴∴　ヾ

、　、一　一∴・．：」



PL46

各窯跡出土瓦
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へラ記号一覧

東区ステ場



PL48

各窯跡出土焼台等

各窯跡出土焼台

6号窯跡出土藁灰付着須恵器
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付図1木葉下遺跡2号窯跡実測図
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付図2　木葉下遺跡3号窯跡実測図
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付図3　木葉下遺跡4号窯跡実測図
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付図4　木葉下遺跡5号窯跡実測図
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付図5　木葉下遺跡6号窯跡実測図

物黒色粒子（砂鉄）を特に多く含む細砂層
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